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　プロローグ






　ここはいつでも清せい潔けつに保たれている。

　煉れん瓦が敷じきの床ゆかにこびりついた血と汚お物ぶつの染しみは、貴き重ちような真水で何度も洗い流した上にカーペットで覆おおい隠かくしてあった。鎖くさりで固定された寝しん台だいは微び妙みように歪ゆがんでいるが、マットレスと羽う毛もう布ぶ団とんには最高級の絹きぬを使ってある。運び込ませた机つくえも傷だらけの中古品だが造つくり自体はしっかりしていた。専用の電信機まで備そなえ付けられている。

　腰こし掛かけた椅い子すの背を軋きしませて、彼は鉄格子の外へ呼びかけた。

「どうだい、結構なオフィスだろう？」

　触ふれれば糸を引きそうに濃のう密みつな闇やみの向こうから、足音が近づいてくる。

　小さな窓からは細く陽が射さし、机には大型の角燈ランタンまで置いてあるものの、それは凝こごった闇を打ち崩くずすにはまるで及およばない。

　揺ゆれる灯あかりを横目に見てから、彼は肩かたをすくめた。

「心こころ得えておくべきだねぇ。最後にモノを言うのは金でも権力でもない……開拓辺境フロンテイアで尊敬される男なら、州国反逆者であってもここまで快適に過ごせるんだぜ」

「貴き様さまの図ずう体たいには窮きゆう屈くつな穴あな蔵ぐらに見えるが」

　声が、闇の向こうから応こたえてくる。

　軽く乾かわいた足音を響ひびかせ明かりの中へ現れたのは、一人の老人だった。後ろへ流した石のように白い頭とう髪はつが、衰すい退たいよりも老練の威い厳げんを漂ただよわせている。仕立ての良いスーツに包まれた身体からだは取り立てて大おお柄がらではないものの、昔と同じ鉄てつ芯しんを通したような壮そう健けんさを保っていた。少なくとも、記き憶おくにある姿と大きな相そう違いが見えない程度には。

　鉄格子に鼻が触れるほどに近づいてくると、老人は上品な風ふう貌ぼうにそぐわない大きな両目でこちらを凝ぎよう視しし、感情の枯かれた言葉をこぼす。

「無ぶ様ざまで何より。久しいな」

「十七年ぶりってところだねぇ……裁判のときは来てくれなかったからさ」

　老人を見つめ、彼は小さな目をさらに細めた。

「まさか刑務所ここで会うとは思わなかったけど。なにを企たくらんでるんだい？」

「勘かん繰ぐるな。我儕わなみとて一いち言げん一いつ行こう、余さず意図しているというわけではない」

（嘘うそだ）

　彼は常に意図を張っている。呼吸一つ、目め配くばせ一つ、刻きざむ鼓こ動どうの一つまで、全すべてが精せい妙みよう極きわまる、悪あく魔まのように抜ぬけ目めない謀ぼう略りやくを織おり成す一手に違ちがいないのだ。……無論、それは戯たわ言ごとに過ぎないが、彼を前にしてそう思わずにいられる人間などいるだろうか？

　いるはずがない。この男を──身一つから、イーネルアイグレス州国最大の企き業ぎよう『アビスパス』を立ち上げるに至った貪どん欲よくな怪老、シム・リム・アビスパを前にしては。

　頭を振ふり、深く椅子に座すわり直す──クッションが薄うすいのだ──。

「で？　結局なにしに来たのさ。観光の案内なら出来かねるぜ」

「《罪人竜の息吹》を押さえた」

　唐とう突とつに突つきつけられた言葉は、杭くいを打つように彼の動きを停めた。

　瞬またたきすらせず、老アビスパは起き伏ふくない口調で続ける。

「それを伝えに。研究資料を借用した、一応の義理だ」

「……義理ねぇ。参考までに聞くんだけど、どんな手を？」

「貴様の玩具おもちやで、バーン・フラットランドから《息吹いぶき》を複製した……くひッ。フェレトロ・シリーズが役に立った」

「ああ……聞いてるよ。完成したんだってね、あの気味の悪い連中」

　半はん眼がんで腕うでを組み、彼は意味なく机のランタンへ視線をずらした。

　フェレトロ・シリーズ。企画プロジエクトの概がい要よう程度は耳にしている。

　一線を退しりぞいてからも老アビスパが進めていた研究──遺伝譜式フオーミユラという生物の組そ成せい譜ふから複製される、同じ顔の人間たち。同じ声の人間たち。同じ命の人間たち。

　──人間たち。

　──それは、本当に、人間たち？

（どうだろうね）

　頭を振り、灯りから視線を外す。

「自分の財は自分以外に遺のこさない、その信念の徹てつ底ていぶりには素す直なおに敬服するねぇ」

「そうだ、徹底する。だから息子むすこにも我儕の名を与あたえた」

「…………。忠告、してあげようか」

　表情を変えない老アビスパを薄うす闇やみ越ごしに睨にらみつけ、彼はにわかに声を沈しずめた。

「あれには触れるべきじゃあないね。あれはもう《息吹》なんて代しろ物ものじゃない。もういっぺん誰だれかが手を出したら、その時こそ大陸史が終わる瞬しゆん間かんだと確信するよ。これ、負まけ惜おしみで言っていると思うかい？」

「思うが」

「だろうねぇ。……でもボクは、一度《罪人竜の息吹》に喰われかけてるんだぜ」

　ニヤリと笑い、囚しゆう人じんとは思えないほど丸々とした腹を揺すり上げる。

　そう。負け惜しみではない──思いとどまらせようと告げた言葉でも、ない。

　彼は自分の忠告など聞き入れはすまい。分かっていて、なお忠告をしたのは……それこそ一応の義理、ということになるのか。

　案の定じよう、彼は頭を振り、わずかに低めた声で答えてきた。

「変心はない。《息吹》の確保を以もつて、我儕のプランは最終段階へ入る」

「ふうん。ま、今際いまわの際きわにでも思い返してくれよ」

「心得た」

「さようなら。お互たがい、今こん生じようの別れになるといいねぇ」

　頷うなずいて踵きびすを返す老アビスパの背に、彼はひらひらと手を振る。長い白はく髪はつの揺れる背中は振り向むくこともなく、すぐに灯りの境界を踏ふみ越こえていった。

　響く靴くつ音おとすらも聞こえなくなってから、彼は細く吐と息いきを押し出す。

　シム・リム・アビスパの、プラン。

　かつて気まぐれに調べ上げたその全ぜん貌ぼうはまったく幼よう稚ちで……しかし、笑い飛ばすことの出来ない狂執に取り憑つかれた計画だった。

　その計画の完かん遂すいは概おおむね、面おも白しろい事にはなり得まい。それはシム・リム・アビスパが、辺境に生きる者では──先駆者フロンテイアマンではないからか。

　……いずれにせよ、もはや自分の与あずかり知る話ではない。

（本当に、触れるべきじゃあなかったんだよねぇ）

　忍しのび笑いをこぼすと、彼はランタンの明かりを絞しぼった。途と端たんに勢力を増した薄闇の包ほう囲いをむしろ心地良く眺ながめてから、格子つきの窓を見上げる。

　凍いてつく風が哭なき叫さけぶ、枯こ死しの砂さ漠ばくに囲まれたサルタナ刑務所。

　してみるに、世界の終わりを見物するには絶好のロケーションなのかも知れない。

「舞ぶ台たいを降りたボクには関係ないけど──ふはッ！　アンタなら本当に、あの焔ほのおでも呑のみ干ほしてしまうのかも知れないねぇ…………せいぜい頑がん張ばってよ、パパ」

　つまらなさそうに鼻を鳴らすと、ランタンの火を消して。

　父と同じ名を継ついだ、複合企業『アビスパス』元総そう帥すい──シム・リム・アビスパ・ジュニアは独ひとり、荒こう野やの最さい果はてで闇に沈んだ。
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　──お前は強いか

　母に問われたことがある。

　記憶の中で母に向き合う自分は、吹ふき付つける雪ゆき嵐あらしの中ではっきりと答えた。

　──強い

　答えには賞しよう讃さんも叱しつ責せきもなかった。間を置かず、次の問いが吹雪ふぶきを裂さく。

　──何を以もつて、お前は強く在ある

　銀色の瞳ひとみで母を見上げ、彼女は口を開いた。

　──果たすため。貪どん欲よくな人間を討うち滅ほろぼし星ほし守もる茜せん鱗りんの使命を全まつとうするために

　──応こたえるため。この身に託たくされた牙きばと信しん頼らいを穢けがさぬために

　──護まもるため。強く在れと誓ちかう、私の誇ほこりと命を虚きよ影えいにしないために

　母が修しゆ行ぎようを課す時はいつもこの問もん答どうが行われた。何かを試ためすように何度も、何度も。

　その都つ度ど返していた答えは本心だったはずだ。が……

　彼を見ていると、あの時の答えが、まるで白しら々じらしい虚きよ言げんに思えてしまう。

「………………」

　無力感に四し肢しを喰くわれていく心地ここちで、アーティア・アリア・ノルガンディアは長く暗い嘆たん息そくを押し出した。

　目の前には、鉄パイプで組まれた寝しん台だい。そこに一人の男が横たわっている。

　太陽を解ほどいて編あみ上げたような金の髪かみと、どこかに愛あい嬌きようを残した端たん整せいな顔立ち。見み慣なれたはずの容よう貌ぼうに違い和わ感かんを感じるのは……そこに何の感情も浮うかんでいないからか。

　男は死んだように眠ねむっている。呼吸はあるが、小さく弱々しい。ひと吹きすれば消えてしまいそうなその気配の稀き薄はくさは、命の根こん幹かんに深刻な傷を負おった証しよう拠こだ。

　そして、彼がそんな傷を負ってしまったのは、

（……私のせいなんだ）

　もう一度、今度は更さらに重く息をつく──と、背はい後ごでがんっ、と乱暴な物音が響ひびいた。

　我われに返った彼女が振り返るより早く、きんきんと甲かん高だかい声がぶつけられる。

「お邪じや魔まいたしますわよ」

　開け放たれた扉とびらの向こうに一人の少女が立っていた。アーティアより年若い……というか、明確に幼おさない。十歳に達しているかどうかも疑わしい小さな身体からだは、無ぶ愛あい想そうな鉄板で覆おおわれたこの部屋にはそぐわない華か美びなドレスにくるまれていた。可か憐れんと呼べる美び貌ぼうだったが、やぶ睨にらみにこちらを見る翡ひ翠すいの瞳だけがやけに粗そ野やな空気を纏まとっている。

「キャロライン」

「キャロりんとお呼びなさいと言いましたでしょう」

　呟つぶやくアーティアへ即そく座ざに言い捨すて、キャロラインは二つに結ゆったブロンドの房ふさを払はらいのけた。そしてずかずかと部屋に踏み込んでくると、寝台の男へ視線を投げる。

「──フラットランドの様子はどうですの？」

「……起きない」

　見たままのことを答えて、アーティアはわずかに顔をしかめた。

　バーン・フラットランド──彼の名前である。

　ずっと一いつ緒しよに開拓辺境フロンテイアの荒野を渡わたってきた連れ合いであり、度し難がたく根性のない不ふ肖しようの弟で子しであり…………そして、もっと大切ななにか。

　憂ゆう色しよくを浮かべる彼女を半眼で見上げ、キャロラインが聞こえよがしに舌した打うちする。

「ならいい加か減げん、部屋にお戻もどりなさい。ここにあなたが出来ることはありませんわ」

「…………だが、こいつがこうなってしまったのは……私のせいだ。だから、」

「あーお黙だまりなさい、シャラップ！　暗いですわウザいですわ辛しん気きくさいですわ!!」

　こちらの言葉を遮さえぎって、彼女は丁てい寧ねいに梳くしけずられた髪をばりばりと掻かきむしった。

「陰いん気きに思い悩なやんでいれば事じ態たいが好転するとでも思って!?　サングリーノヒルからこっちずぅ──────っとここにいるみたいですけれど、そろそろ鬱うつ陶とうしいんですのよ！　なんですのそのひどい顔は!?　あなたも辺境の女ならしゃんと──」

「──ほい。そこまでじゃい」

　凄すさまじい早口でまくし立てるキャロラインの罵ば声せいを断たち切り、しわがれた声が挟はさまれた。枯かれ木きのように乾かわいたその声に顔をしかめる少女の後ろから、ぺたぺたと軽い靴くつ音おとを引きずって、小こ柄がらな老人がひょいと顔を覗のぞかせる。

　髪もたっぷりたくわえた口くち髭ひげも真っ白だったが、その背せ丈たけはキャロラインと大差なかった。こぢんまりした身体の膝ひざ下したまで裾すそのある上着は心こころ衣えと呼ばれる東方の衣い装しようだと聞いたが、どれだけ着古しているのか、あちこちにほつれを繕つくろった跡あとが見える。

「そうポンポン言うもんではないぞい。心配するのはわかるがのう」

「心配？　冗ぉー談は名前とファッションだけにしてくださいますこと!?」

「……いや、別に名前はおかしくないじゃろ。親にもらった大事な名だぞい」

　憤ふん然ぜんと言い返すキャロラインに、老人は寂さみしげにぼそりと呟いた──確かに、アギ・チーリィという彼の名は、大陸では耳慣れない響きではあるだろうが。

　苛いら立だたしげなキャロラインに嘆たん息そくしてから、アギ老人はこちらへ向き直る。

「お前さんも、少し休むべきだわな」

「それは…………老師、しかし」

「とりあえずは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》も安定しとるほどに、心配あるまい。……いざなんぞ起こったときに不調でぶっ倒たおれとった、では話にもならんがのう」

　続けた言葉は穏おだやかだったが、反論を許さないほど強く突つき刺ささる。

　大地を砕くだき、海を焦こがして、一いつ切さいを灼やき亡ほろぼす狂きよう気きの火か焔えん《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》──太たい古この昔、この星へ牙きばを向けた罪ざい人にん竜りゆうニグログルフュが遺のこした禁きん忌きの呪じゆ物ぶつである。

　その追つい跡せきを命ぜられたアーティアの手をすり抜ぬけバーンに取り込まれた《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は、着実に彼の命を蝕むしばんでいた──自分の油断が、彼を危険に追いやったのだ。

　沈ちん痛つうに吐と息いきをこぼす彼女の背を叩たたき、アギはことさらに軽く言ってくる。

「責任がないとまでは言ってやれんが、お前さんが独ひとり占じめする罪つみでもあるまいよ。あの場には儂わしらもおったのじゃからして」

「わたくしは無関係ですわよ」

　半眼で呻うめき、キャロラインが頬ほおを膨ふくらませた。

「とにかく、責任の所在なら後で好きなだけ追つい及きゆうして差し上げます。いまから食事だけでもとってきなさいな、じきに本社に到とう着ちやくですわよ」

　溜ため息混じりの彼女の言葉に、ふと視線を横へ流す。

　鉄てつ枠わくにはめ込まれたガラスの向こうを、外の景色が勢いきおいよく真横へ流れていた。

　薄うすく曇くもった灰色の空に手入れの行き届いた街がい路ろ樹じゆ、均きん一いつに切り出された敷しき石いしで舗ほ装そうされた通り……いつの間にか街中に入っていたらしい。塩漬づけ豆の樽たるに登り──背丈が足りないのだ──窓の外を眺ながめ、アギが感じ入ったように頭を振ふった。

「なんとまあ……鉄道とは便利なモンじゃのう。サングリーノヒルから五日で到着とは」

「恐おそれ入いりまして？　まあ、専用路線だから出せる速度ですけれど──」

「──ご歓かん談だん中、失礼します」

　言葉を遮り、扉から静かな声が滑すべり込んでくる。

　いつの間にか部屋の外に、バトラースーツを着込んだ男が立っていた。彼は几き帳ちよう面めんに撫なでつけた髪と同様に抜かりなく一礼し、薄い唇くちびるを笑みの形にする。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の定期制せい御ぎよに参りました、キャロライン様」

「…………」

「？…………あ。キャロりん様」

「許可します。とっととお済すませなさいな」

　尊大に胸を反そらすキャロラインへもう一度頭を下げて、男は寝台で眠るバーンへ歩み寄る。彼がその胸に手を添そえた瞬しゆん間かん、虚うつろだったバーンの表情がわずかに歪ゆがんだ。

　思わず自分の腕うでに爪つめを立てて──アーティアは、掠かすれた声を押し出す。

「まだ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を鎮しずめておけるのか？　トレスと言ったな、お前」

「ご心配なく。私に出来るのは間に合わせ程度の処置ですが、本社の施し設せつまでは暴走を抑おさえておけるでしょう。……それと、失礼ながら私はトレスではありません」

「なに？」

「三ト番レ目スは八十一時間前に耐たい用よう限界に達し廃はい棄きされました。四番目クアトロと五シ番ン目コも同様に。私は六番目の『棺』セイス・フエレトロです。……さすがは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、活動の沈ちん静せいだけでも消しよう耗もうは凄すさまじいものですね。手配した予備も、私で打ち止めです」

「…………っ」

　微び笑しようを崩くずさず、穏おだやかな口くち振ぶりで言ってのける男──セイス・フェレトロに、アーティアは歯を軋きしらせた。腹に沈しずんだ不快感をやり過ごすように、窓の外を見る。

　街の風景は先程と変わりない。整然とした光景の中、時折、派は手でな色いろ遣づかいの看板が通り過ぎていった。どれも内容は同じようだが、何が書かれているのかは分からない。

（……起きていれば、教えてくれたのかもな）

　ほぼ無意識に、視線を寝台に向ける。

　どこかを訪れる度たび、バーンは豊ほう富ふな知識を彼女に披ひ露ろうしてくれたものだった。街の流行や噂うわさ話ばなしからくだらないジョークまで、大たい抵ていはどうしようもない与よ太た話だったが……

　思考を止め、もう一度窓の外を見る。小こ綺ぎ麗れいに纏められた物もの珍めずらしい街の景観にも、何の興きよう味みも湧わかなかった。

　中央都市。ワイアットハート。

　今はただ、その名前だけ頭に残る。





「研究班、ラボのコンディションを二単位繰くり上げですわ！　抑よく制せいしているとはいえモノは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》ですわよ、安定を最優先に！　迅じん速そくになさい────！」

　停止した列車から飛び降りるなり、集まってきた男たちへキャロラインが矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばす。二回り以上も歳の離はなれた少女に、しかし男たちは不平もなく従っていた。

　その様子を睥へい睨げいする彼女の隣となりに立ち、アギは口髭をさすって呻く。

「大した貫かん禄ろくだのう、お嬢じようちゃん」

「当然です。人を従えるのはアビスパ家の者として当然の権利であり、義務ですわ。……いいからすっこんでなさい、邪じや魔まですわよジジイ」

「思いやりが足らんぞい、クソガキめ」

　ぞんざいに言い捨すてるキャロラインへ舌を突き出し、アギは周まわりを見回した。

　鉄道のステーションはそもそも馴な染じみのない場所ではあるが……ここが一いつ般ぱん的な基準から大きく逸いつ脱だつしているということだけは確信があった。

　街の中心にそびえる巨きよ大だいな建物──その内部に設もうけられたホームは上質の石材で組まれており、柱という柱に細さい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。屋おく内ないとは信じがたい広大な空間をせわしなく行き来するのは、いかにも学者然とした風ふう体ていから上等の黒いスーツ姿まで様々だったが、その全員が胸に、橙だいだいと黒に塗ぬり分けられた菱ひし形がたの徽き章しようを着けていた。たった今降りてきた列車の上部を見れば、そこにも同じ菱形のプレートが掲かかげられている。

「……これが『アビスパス』……州国最さい大おお手て企き業ぎようの本ほん陣じんというわけかいな」

「本陣は、言い得えて妙みようですね」

　胡すずめ蜂ばちの腹を思わせる縞しま模も様ようを見上げるアギに、粛しゆく々しゆくと応こたえる声があった。

　さざ波一つない海のように、平へい坦たんな声──ただしそんな海は有り得ないが。そこまで踏ふまえてなお、その声に対する印象は変わらなかった。凪ないだ海。

　バトラースーツの男、セイス・フェレトロがこちらへやってくる。

「未み踏とうの開拓辺境フロンテイア、荒こう野やの災さい厄やく、あるいは喉のど元もとを狙ねらう凶きよう刃じんと晩ばん餐さんに盛もられた毒。『アビスパス』は常に戦い続けているのですよ……ここ、中央都市を本陣に」

「おっかないのう。商あきないごとっちゅうのは、もっと理性的だと思っとったが」

「いえいえ、算そろ盤ばんの話ではございません。──我々は辺境と戦争をしているのです」

　ふざけた調子のアギに、セイスは薄い笑みを浮うかべて見せた。

　その時、すぐ横を黒服の男たちが駆かけていく。三人がかりで寝台に滑かつ車しやを付けたような簡素な台車を押していた。その様子を横目に見やり……アギは、台車に寝ねかされたバーンに鋭するどい視線を注そそぐ。すれ違ちがった瞬間の観察に過ぎなかったが、恐らく──

「──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は心配ありません」

　黒服たちの更さらに後から投げられた声が、彼の推測を先回りした。

「強ごう引いんな介かい入にゆうですが、巧うまく命の脈流を鎮しずめています。連中が同じ精度で制御を続けられるなら……暴走の心配もないかと」

　敷石をつま先でなぞるようにして、アーティアがこちらへ歩いてくる。茜あかね色いろの襟えり巻まきを縋すがるように掴つかんだ彼女は、控ひかえめに言っても憔しよう悴すいして見えた。

「ついて行かんで、ええんかい」

「────いま、私が出来ることはありません」

「自覚が遅おそすぎですわ」

　やや間を空あけて頷うなずくアーティアに、こちらは間かん髪はつ入れずキャロラインが言い捨てる。

「ま、手間が省はぶけましたわ。ぐずる子供を引きずって行くのは面めん倒どうですもの」

「……？　どこへ行くと？」

　惜おしみなくアピールされた言葉の棘とげより、そちらの方が気に留とまったらしい。

　答えたのは皮肉を流され不満そうなキャロラインではなく、傍そばに控ひかえたセイスだった。

「我わが主あるじにお会いいただきます。『アビスパス』創設者にして現総そう帥すい代行シム・リム・アビスパ──ひいてはキャロライン様の義理の祖そ父ふ殿どのからお話がございますので」

「いちいち説明してやる必要がありまして、セイス？……忠告して差し上げますけど、拒きよ否ひはしない方が賢けん明めいですわよ。同じ精度での制御、とやらを望むのなら」

「そのためにここへ来た。……逆さからうわけがない」

「賢明ですこと」

　呟つぶやく彼女に、しかしキャロラインは不ふ機き嫌げんな面持ちを崩くずさなかった。ドレスの裾すそを翻ひるがえらせ、ついてこい、という合図か肩かた越ごしに指をくいくいと曲げてみせた。

　彼女が向かっているのはホームの端はしに四つ見える門の内、一番小さなものである。バーンを連れた男たちが向かっていったのとは、構内を挟はさんだ反対側だ。

　門の先は既すでに社しや屋おくになっているようで、ホームより数段豪ごう勢せいな造りになっていた。先が霞かすむほど長い廊ろう下かに多くの扉とびらが並んでいる。辺境成なり金きんがこぞって競きそう、贅ぜいを尽つくした虚きよ飾しよくではない。それが相応であるという確信の元に飾かざられた、ひどく禁欲的ストイツクな豪勢さ。

「……しかしなんだのう。儂もこの街は初めてではないが」

　人を縦たてに三人も積めそうな天てん井じようを見上げ、アギはのんびりと髭ひげを撫でた。

「いつ訪れても思う。辺境のどんな開拓街より、ここは変わっとるの」

「だから中央都市なのですわよ。州国の心臓、荒野の例外。文明と安全が保障された、真に人間が生きるべき理り想そう郷きようワイアットハート──同じ街なんてあり得ませんわ」

　ぶっきらぼうな声で即そく座ざに答え、キャロラインが肩越しに振り返る。

「わざわざ急げと言ってあげなければ、無む駄だ口ぐちを慎つつしむこともできませんの？」

「老骨には孤こ独どくが応こたえるでの。無言ちゅうのは寂さびしいもんだぞい」

「なら劇場通りへでも繁はん華か街がいへでも消えていただいて結構ですわよ、別に同行しろとは言ってません。……ていうかあなた、なんでここにいますの。大体あなた誰だれですの？」

「いや、いまさらそれを訊きくんかい」

　本当にいまさら思い当たったのか、キャロラインが足を止め睨にらみつけてくる。

「まあ、多少なりとも縁えんのある嬢ちゃんたちでの。心配くらいはさせてもらえんかい」

「──ふんだ。ま、大人おとなしくしてるなら構いませんけれど」

　子供っぽく、と言うか年ねん齢れい相応に尖とがらせた口からぞんざいに言い捨て、キャロラインは再び踵きびすを返した。振り返りざま、冷たくアーティアを睨んでいく。

「いい加減、その不景気なツラをなんとかなさい。無ぶ様ざますぎて見苦しいですわ」

「……そうだな」

　引きつるように喉のどを震ふるわせた彼女の口元に、小さな苦笑が浮かんだ。

「みっともない有り様だ。…………食事くらいはとっておくべきだった」

「……ふむ？」

「いまさら遅いですわよ。空すきっ腹ぱら抱かかえて、後こう悔かいなさい」

　突つき放はなすように言って歩き出すキャロラインに、首をすくめたアーティアが続く。ぺたぺたと薄い布ぬの靴ぐつを鳴らしてその横を歩きながら、アギは横目に彼女を見上げた。

　視線を感じたか、アーティアの銀色の瞳ひとみがこちらを見る。相変わらず生せい彩さいの欠けた瞳。しかし、その眼まな差ざしは揺ゆらぐことなくアギを見み据すえていた。

　視線が交まじわったのは一いつ瞬しゆん。その一瞬で事は足り、後は黙だまって歩いてゆく。

「──ここですわ」

　ややあって立ち止まったのは重そうな扉の前だった。といって他の扉とどう違うというわけでもない。先に立ったセイスがその扉を押すのを眺ながめ、アギはぽつりとこぼす。

「存外、普ふ通つうの部屋だの。もっと大物ぶって飾り立てとるもんだと思っとったが」

「そうですね。執しつ務む室の方は、もう少し見み栄ばえの良い戸板を使っていますが」

　にこやかに答えて、セイスはすっと脇わきに退しりぞいた。開いた扉をさっさとくぐっていくキャロラインに頭を下げてから、二人を促うながしつつ後を続ける。

「こちらは我が主の部屋ではありませんので。……どうぞ中へ」

　顔をしかめてゆっくりと歩き出すアーティアに続き、アギも扉をくぐった。

　気き負おわない、軽い足音を引きずって。





　その部屋に入ってまず覚おぼえたのは、圧あつ倒とう的てきな息苦しさだった。

　かなりの広さがある床ゆかには隙すき間ま無くタイルが敷しき詰つめられている。大小のロッカーが並ぶ四方の壁かべから、一段深く掘ほり下げられた中央まで段差の浅いステップが刻きざまれており、古い野や外がい劇場のように見えたかもしれない──

（いや）

　その連想を、アーティアは自みずから投げ捨てた。

　逆さか立だちしてみたところで劇場になど見えない。この部屋からはそういった余よ裕ゆうが切り離されている。片かた隅すみに押しやられた大きなデスクに、せめて気の利きいた花か瓶びんでも置いておけばよさそうなものだが、愛想のないペン立てと製図板しか乗っていなかった。

　そして、部屋の中央。

　あるいはそこに佇ちよ立りつする人物こそ、この息苦しさの原因なのかも知れない。

「ビジネスは双そう方ほうの価か値ち意識に相そう違いがあるから成立する」

　緩かん慢まんに振ふり向むく彼は、老人であった。だが、ただの老人ではなかった。

　長い白しら髪がが真まっ直すぐ流れているのは、彼の背せ筋すじが真っ直ぐに伸のびているからである。威い圧あつするでも誇ほこるでもなく自然と胸を張り立つその姿は、歳月を経へて研とぎ澄すまされた風格をすら感じさせた。支配し、従える者の風格。

「安い……とは言わないまでも、都つ合ごうの良い条件であったはずだがな。いまフラットランドの命を保障できるのは、我儕わなみのみであるのだから」

「……なにが言いたい」

「睨むな。気分を害する」

　唸うなるアーティアへ即座に返し、老人は視線を外はずした。

　キャロラインがドレスの裾すそを摘つまみ、可愛かわいらしくお辞じ儀ぎする。

「お待たせしました、お祖じ父い様。アーティア・アリア・ノルガンディアを連れて参りましたわ…………あと、やたら小こ汚ぎたないオマケもついてますけれど」

「儂わしのことかいな」

「この場で小汚いのはあんたら二人だけですわよ」

　キャロラインに睨まれのんびりと自分を指さすアギを、老人──シム・リム・アビスパはちらと一いち瞥べつした。そしてすぐさま興きよう味みを失ったように頭を振る。

「構かまわん。キャロライン、下がっていい。ラボの方を任まかせた」

「心こころ得えましたわ。……セイス、後を頼たのみますわよ」

「お任せ下さい」

　きっちりと一礼を返し、彼は閉じたばかりの扉をまた押し開ける。ちょこまかとせわしない歩調でキャロラインが退室すると、老アビスパは独ひとり言じみて呟いた。

「……あれは少々、うるさい」

「しみじみ言うようなもんでもないと思うがの。他愛ないもんじゃろ」

「貴き様さまも竜徒ドラグ＝ジーンか？」

　苦笑混じりのアギの返事は聞かず、彼は口調を変えずに言ってきた。

　わずかに身構えるアーティアを視線で制し、アギはのんびりと答える。

「竜徒ドラグ＝ジーン、星ほし守もる茜せん鱗りん、辺境の災厄──まあ色んな呼ばれ方をするがの。己おのが本質を求めて深き竜ドラゴンの記き憶おくへと潜もぐり、星を巡めぐる命の源流へ回かい帰きする……そういった連中のことを言っとるのなら、儂は竜徒ドラグ＝ジーンじゃよ。嬢じようちゃんと同じ、のう」

「《息吹いぶき》を扱あつかえるということか」

「恐おそらく期待には添そえんが。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なんて代しろ物ものは手に負えんぞい」

　肩かたをすくめるアギに、老アビスパは落らく胆たんした様子もないようだった。ただ、わずかに覗のぞいていた興味の色が、双そう眸ぼうから完全に消え失うせる。

　竜徒ドラグ＝ジーンは、あるいは辺境の覇は者しや──竜は《息吹》を吐はく。

　それは時に身も凍こおる吹雪ふぶきであったり、命を涸からす砂すな嵐あらしであったりするが、それらはすべて生物の内に眠ねむる太古の竜の記憶なのである……と、少なくとも故こ郷きようである竜徒ドラグ＝ジーンの里、白はく峰ほうノルグではそう教えられていた。

　視線を虚こ空くうに上げて、老アビスパはそこに書いてある文字を読み上げるように呟く。

「……遥はるか昔、この星を灼やき尽くそうとした狂きよう気きの竜ニグログルフュ……その身を討うち滅ほろぼされ、なおこの世に残った残ざん滓し、それが葬そう星せいの火か炎えん《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。彼かの者の狂気はいかな力持つ竜でも滅ぼすことは叶かなわなかった」

　そこで言葉を切り、彼はじっと睨むアーティアを視線だけで見下ろした──掘り下げられた位置にいながら、確かに見下ろした。

「その焔ほのおを乗りこなしたとすれば……くひッ、こう言えまいか。人間はついに、大陸史にあって常に脅おびやかされてきた最悪の一要素、竜を凌りよう駕がしたのだと」

「それは傲ごう慢まんだ……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は人の手に余あまる！」

「ならば人は人を超こえた！　フェレトロ・シリーズがそれを証明した！」

　反射的に叫さけび返した彼女へ、老アビスパはそれ以上の声量を叩たたき返してくる。

　思わず息を呑のみ、アーティアは背はい後ごを窺うかがった。そこには最後に見た時と同じ、そして初めて見た時から変わらない微び笑しようを湛たたえた、セイス・フェレトロの姿。

　言葉を止める彼女に、老アビスパは嘲あざけるでもなく告げる。

「あれはその為ために造り出した。準生物性オーガンライト鉄てつ鋼こうをもって生体情報に介かい入にゆうし、操そう作さする……《息吹》は脅きよう威いだ。だが少なくとも、未知なる脅威ではなくなった」

「未知でなければ対応できる。対応ができれば、利用することもまた不可能ではありません。実験的に、私に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の片へん鱗りんが複製されているように」

「……チェルシーのことも、実験だったというつもりか」

　口を挟はさむセイスに、アーティアは険の混じった声で呻うめく。チェルシー。複製された《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を植え付けられ、命を喰くらわれた友人──

　睨みつける彼女へ、セイスは微笑を崩くずさずやはり穏おだやかに答えてくる。

「貴き重ちような資料でした。この成果で、より確実に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑よく制せいできます」

「それは本来、貴様の役目であったはずだがな。くひッ──アーティア・アリア・ノルガンディア…………白峰ノルグの『棺フエレトロ』よ」

　──身体からだが硬こう直ちよくするのを抑おさえることは出来なかった。

「『棺フエレトロ』……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を封ふうじ、消しよう滅めつさせる命の楔くさび。始し祖そ竜の系けい譜ふに連つらならぬ造られた生命か、くひッ！　竜徒ドラグ＝ジーンは下らぬことを考える」

「……どうにも、信じがたいんだがのう」

　動きを停めたアーティアを視線から庇かばうように、アギが一歩進み出る。

「それは本当の話なんかいな。始祖なる竜はこの星に生きるあらゆる命の祖だぞい。彼かの竜に連ならぬ命など、矛む盾じゆんしとるよ」

「その通りだ竜徒ドラグ＝ジーン。だから不安定な存在なのだよ、『棺フエレトロ』は」

　反論もなく頷うなずいて、老アビスパはおもむろに一歩、横へ退しりぞく。

　そこには小さな容器が設置されていた。部屋の大きさを考えれば馬ば鹿からしくなるほど慎つつましやかな円えん筒とう形のガラスで、林りん檎ご箱ばこほどの鉄の箱に固定されている。円筒の中は流動する泥どろのような物体で満たされていた。

「……察するに、それが？」

「“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟、我儕はそう呼んでいる。《息吹》により命を断たった屍し肉にくを四し半はん月つき、薬やく液えきと共に鋼鉄の箱に詰め、始祖竜の記憶を洗い流した命の器マテリアルだ──くひッ。遺伝譜式フオーミユラの操作にも、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の制せい御ぎよにも耐たえうる代物よ」

　淡たん々たんと言い、老アビスパは紅べに色の泥が詰まった円筒を示した。

「この“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟には《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の片鱗を複製してある。形成階かい梯ていからの複製実験だ。『棺フエレトロ』、貴様はこの《息吹》を御ぎよせるはずだが────？」

「…………できない」

　無意識に逸そらしかけた視線を、渾こん身しんの力で合わせ続ける。

　この男の話す通り、自分が『棺フエレトロ』なる存在なのかどうかは分からない。

　ただ確かに自分は《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を制御することができた。バーン・フラットランドと辺境を彷徨さまよう間、幾いく度ども《息吹》の暴走を鎮しずめたことがある。

　だがそれは、同時に彼の命の炎ほのおをも削そぎ落とす行こう為いだった。

　自覚もないまま彼を死の危険に晒さらしていた──それが分かった瞬しゆん間かん、《息吹》に触ふれることができなくなった。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑えることはおろか、信しん頼らいと誇ほこりと共に母から託たくされた《息吹》も彼女に応えてくれない。

　唇くちびるを噛かみ拳こぶしを震ふるわせるアーティアを、老アビスパはじっと見返す。

「だろうな。できるのなら、フラットランドを引き渡わたすわけがない」

「…………」

「多少なりとも干かん渉しようできるなら役にも立つかと思ったが、くひッ。そのざまでは使い道も無いな。……せいぜい、ウーフィーグリッドを牽けん制せいする程度か──セイス」

「心得ております、我が主」

　その返事以外に何かが聞こえたわけではない。

　だが振り向かずとも知れる──セイスが、扉とびらを塞ふさぐように立ち位置を変えた。

　動じた風もなく、アギが緩ゆるんだ声を上げる。

「邪じや魔ま者ものは消す、か……変わらんのう。州国の心臓、荒こう野やの理想郷とまで謳うたわれる都市を築きずこうと、この国の人間は開拓辺境フロンテイアのやり方を変えられん。良かれ悪しかれ、な」

「くひッ……消すのは邪魔者ではない。不要になった者だ」

　奇き妙みような音で鼻を鳴らし、老アビスパは一いつ瞬しゆんだけ歯を覗かせた。

「フェレトロ・シリーズは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を複製し、いずれも高水準の制御能力を実現した。あとはフラットランドからより完全な複製を成功させるのみ……《息吹》の制御もできない『棺フエレトロ』に、なんの用がある？」

「高水準の制御……お前さんを巻き込まない程度の精度、というところかの？」

　振り向くアギに、セイスは無言の笑顔で答える。彼を取り巻くように、歪ゆがんだ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の脈動が、解とき放たれる瞬間を待っている──

　頭を振り、アギは苦笑に似にた溜ため息いきをこぼした。

「と、いう訳じゃ。覚かく悟ごは決まったかいのう？」

「はい。……二つ、気がかりなことがなくなりましたので」

　固めていた拳をするりと脱だつ力りよくさせ、アーティアは静かな声をあげた。

「シム・リム・アビスパ……貴様はまだ、あの男を殺せない。そうだな」

「バーン・フラットランドが現在、『アビスパス』にとって最重要人物であることは認めよう。ゲスト、と呼ぶには特とく異いな立場ではあるが。くひッ」

「それで本当に安心できた。もう一つ、安心できたのは……」

　老アビスパの返事に頷き、彼女は茜あかね色いろの襟えり巻まきを引き上げた。

　そしてアギへ合図するつもりで身体からだの重心を下げ、冷たく息を吸すい込み。

「……貴様が心底、星ほし守もりを侮あなどっているらしいということだ」

　瞬間、彼女は銀色の瞳ひとみを見開いた。

　床ゆかを削けずるほどの勢いきおいで急激に身体を捻ひねる。そのまま、三日月に振り抜ぬいた肘ひじの反動と踏ふみ出した脚あしの力を真まっ直すぐに繋つなぐイメージで放った鋭するどい掌しよう底ていが、セイス・フェレトロの顎あごを突つき上げた。意識を刈かり取る硬かたい手て応ごたえが全身に響ひびき渡る。

　同時、身体を入いれ替かえる形で部屋の中へ向き直ったアギが喉のどを震わせた。

【霞かすみ在あれ！　炯けい々けいにして犬畏おそれ、煌こう々こうをして猿ましら震う！】

　数本、数十本の音を縒より紡つむぐような声──竜の咆ほう吼こうが轟とどろき、辺あたりが白く霞かすんでいく。

　常にたゆたい掴つかみ得ぬ、雲の《息吹》が広い部屋を満たした瞬間、アーティアは崩れ落ちるセイスを突き飛ばし、扉を蹴け破やぶって外へ転ころがり出た。

　広い廊ろう下かには、十数名の黒服の男が驚おどろくでもなく彼女を睥へい睨げいしている。言葉はない。それぞれ構えたスパイク付きの棍こん棒ぼうが、明確に何かを主張してはいたが。

「どけ────！」

　叫さけび、床を蹴る乾かわいた音が破は裂れつする。高い天てん井じようにこだました踏み込みの余よ韻いんが消える前に、彼女は一番手前にいた男の頬ほおへ肘を打ち付けていた。

　ぐりん、と男の眼が裏返った直後……真横から、別の男が棍棒を振ふり下ろしてくる。

　手て慣なれている──酒場サルーンの喧けん嘩かではない、相手の命を断つための、戦いに。

　舌打ちする余よ裕ゆうもない。その場で宙返りするような格好で頭を投げ出す。そして曲芸じみた動作にぎょっとする男の腕うでへ、回転した勢いのまま踵かかとを叩きつけた。

　折れた腕を抱かかえる男の背を蹴り、真横へ跳とび上がった刹せつ那な……死角から繰くり出された数本の棍棒が脇わき腹ばらを穿うがつ。吐き出しかけた吐と息いきを強引に断ち、跳び越こえた男の腕を着地ざまに逆へ折り曲げる。苦く悶もんに呻く彼の膝ひざ裏うらを踏み抜き、更さらに前進。

　出会い頭がしらに三人を打ち倒たおされても男たちに動どう揺ようはない。互たがいの隙すきを補完するよう動く彼らを、アーティアは鋭く睨にらみつけ──

「どうやら用心棒だの警備員だのといった輩やからではないようだのう」

　──突とつ如じよ、背後から自分を追い抜いていった声に思わず速度を緩ゆるめていた。

　長い裾すそを躍おどらせて跳ちよう躍やくしたアギが、左右の男の顎先を同時に蹴り上げる。大した力を込めた様子もなかったが、二人の男は一声もなく昏こん倒とうした。

　ぺたし、と柔やわらかい音を立てて床におり、彼は肩をすくめる。

「ある意図のもと徹てつ底てい的てきに練り上げ磨みがき上げた戦いくさ人びと…………こやつらは兵士じゃ」

「兵？」

　聞き慣れない言葉に顔をしかめる彼女には答えず、アギは眠たげに首を捻った。

「さて、なんとする？　この頭数にカチ込むのは分ぶが悪いぞい」

「なら悩なやむまでもない。…………三十六計、決めこみます」

　真顔で言い放った彼女の答えに、アギは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、小さく声を弾はずませた。

「ぶっしゃっしゃ。然しかり、然り……そうこなくちゃいかん」

　奇妙な声で笑い、アギは懐ふところの合わせに手を入れ土焼きの茶ちや碗わんを取り出す。そしてそれを指先で踊おどらせてから、おもむろに前方へ放り投げた。

　緩い放物線を描えがく茶碗が黒服に迫せまった瞬間、アギは両掌てのひらを強く打ち合わせ、叫ぶ。

「醒せい！」

　瞬間、茶碗が空中で砕くだけ散ちった。

　炸さく薬やくでも使ったような爆ばく音おんが廊下に響き、土つち煙けむりと砕さい片へんが飛び散る。それ自体は極きわめて小さな爆ばく発はつだったが……土ど砂しや崩くずれでも起こったように濃のう密みつな土煙が膨ふくれ上がった。突如として辺りを閉ざす土煙に、男たちは戸と惑まどいを見せる。

（……っ！）

　自身の視界も閉ざされたその空間へ、アーティアは反射的に飛び込んでいた。

　闇やみ雲くもに振り回された棍棒がすぐそばを通り過ぎていく。掠かすめたスパイクに背や腕を切り裂さかれながら土煙を抜けると──先んじて駆かけ抜けていたアギが、渋しぶい顔で廊下に立ちこめる煙を睨んでいた。

「さらばじゃステファニー。お前さんで飲む豆茶はひときわまずかったぞい」

「あの茶碗…………竜工芸ドラグクラフトだったのですか」

「凩こがらし竜りゆうの爪つめを砕いて練り込んだ土での。頑がん丈じようで便利だったんじゃが……ま、ええわな」

　肩かたをすくめ身を翻ひるがえすアギに続き、彼女は騒そう然ぜんとする廊下へ背を向けた。

　竜りゆうの身体の一部を使い作られる道具、竜工芸ドラグクラフトは竜の力を宿す。

　アギのように触れずに力を放つほど精せい緻ちな代しろ物ものはともかく、簡単な物ならアーティアにも作ることができた。以前、バーンに災さい厄やく祓はらいのまじない符ふを編あんでやったが、竜の髭ひげを彼女の髪かみで代用したそれは大した力を紡つむぐこともなかった……

　ふと、足を止める。

　廊下の先は、無人のホーム。先ほど乗ってきた列車の姿も既すでになく、うるさいほどの静せい寂じやくが彼女を取り巻いていた。ホームの反対側に見える門を見つめる彼女に、いつ戻もどってきたのか──あるいはそこで待っていたのか、アギが淡々と言葉を投げる。

「これからどうするつもりかの？」

「白はく峰ほうノルグへ。里さと長おさウーフィーグリッドに、真実を糾ただします」

　即そく座ざに答え、アーティアは門から視線を外す。列車のないレールの先、外へと延のびる鉄の道を見やる彼女を見上げ、アギは試すように訊きいてきた。

「フラットランド。会っていかんでいいんじゃな？」

「必要っ──」

　わずかに震えた言葉を一度呑のみ込み、あらためて、拳こぶしを握にぎって言い直す。

「必要ありません。……未み熟じゆく者ものの虚きよ勢せいですが、これ以上無ぶ様ざまを見せたくはない」

「やっこさんは寂さみしがると思うがのう」

「そうかも知れません」

　ほんの小さな苦笑を浮うかべて、アーティアは目を伏ふせた。バーンに渡した護ご符ふ──頼たよりになれない、小さな指輪のことを思い返す。

　自分の髪を使った竜工芸ドラグクラフトを渡すことは、相手に“〝心”〟をも託たくすことを意味する。

　星守りの里にはそんな慣かん習しゆうが伝わっていた。それは古い迷めい信しんに過ぎず、アーティアが髪を使ったのもあくまで代用でしかなかったが……

「……老師はどうされるのですか？」

「無論ノルグの里へ向かう、というか、お前さんが死にそうな面つらをしてなけりゃここまでついてくるつもりもなかったわい。無用の心配でほっとしたがのう」

　人当たりの良い笑みを浮かべて、アギは髭を撫なでる。

「ウーフィーグリッドが命の操作なんぞという禁きん忌きに手を出しているなら、止めるなり叱しかるなりしてやらんといかんからの。あいつ、友達少ないんじゃい」

　茶目っ気けたっぷりに舌を出し、彼は不意に表情を真しん剣けんなものにした。

「道を無視して強行するなら、ノルグの里まで半月かかる」

「不休をもって、十日で渡ります」

「ま、そんなところか。儂わしも若くないからのう」

　飄ひよう々ひようと答えるアギに苦笑し、彼女はもう一度、バーンが連れて行かれた門を見やる。

　……いまさら会う必要はない。別れは、五日もかけて告げてきた。

　黒服たちの足音が近づきつつある。頭を振り、アーティアはホームの外へ駆かけ出した。

　この期ごに及およんで余計な時間をとってしまった自分に舌打ちする。

　未練が過ぎる。

　何も今こん生じようの別れではない──そうさせないために自分は行くのだ。

（だから）

　最後の感かん傷しようを振り切るつもりで、震える唇くちびるを開く。が。

【いまは…………さようなら】

　こぼした言葉はそのまま心臓を打ち砕きかねないほど、重たかった。



    

  
    
      
　第二章　赤から目め覚ざめる　Daze ack Days






　バーン・フラットランドという男の、なにが特別だったわけでもない。

　誰でもない誰かノーボデイのまま過ごす人生に納なつ得とくできず開拓辺境フロンテイアへ飛び出した、イーネルアイグレス州国をふらつくチンピラとしては代わり映ばえしない過去を持つ。顔の良さと口の上う手まさを利用し女性を甘く酔よわせては恩おん恵けいに与あずかる詐欺師ライアーとして、無む為いに辺へん境きようを彷徨さまよい数年。転機は、西部の開かい拓たく街がいアビスパスにて訪れる。

　竜徒ドラグ＝ジーン、アーティア・アリア・ノルガンディア。

　彼女と関かかわったのも《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》などという厄やつ介かいな代しろ物ものを宿すはめになったのも、すべて偶ぐう然ぜんでしかなかった。その偶然にすべてが一いつ変ぺんした。

　強く、鋭するどく、聡そう明めいなくせにどこか隙すきの多い、暖かい雪のような少女。彼女と出会い、惰だ性せいで漂ただようだけだった自分は、初めて荒こう野やを渡わたっていく理由を掴つかめたのだ──

　──本当に？

（……？）

　問われて、バーンは振ふり返った。

　小さな村の入り口に立っている。山やま間あいだが土が良く、地下水が豊ほう富ふなおかげで作物には困こまらない。春先は蛇へびが多く、うっかり草むらに踏ふみ込こむと大変なことになる……

　民家の土つち壁かべに入ったひび割れや軒のき先さきに積まれた薪まきの山まで、その風景にはいちいち見み覚おぼえがあった──そこは、彼が生まれ育った村だった。

（夢を見てる）

　夢だと自覚しながらも目を覚ませないことが、彼には度たび々たびあった。今も棒ぼう立だちになったまま、無人の故こ郷きようを眺ながめて身動き一つとれずにいる。

　──本当に？

　もう一度、先ほどと同じ声。

　村は井い戸どのある広場を中心に、斜しや面めんをならした小道が延のびていた。その一本に──彼の生家に繋つながる道だったが──誰だれかが立っている。意識の空くう隙げきから滑すべり込んできたように、彼はいつの間にかそこにいた。

　彼……おそらく男だ。距きよ離りがあるせいで容よう貌ぼうが判然としないが、その洒落しやれたジャケットは男物である。こんな田舎いなかの貧ひん村そんには不ふ似に合あいな風ふう体ていではあった。

　──本当に、あの娘むすめと出会ったのは幸さいわいだった？

　先ほどから問いかけてくるのはあの男なのだろうか。遠く離はなれているように不ふ明めい瞭りようだが、すぐ傍そばで囁ささやかれているような気もする。どのみち、答えは簡単だ。

（本当だよ。僕ぼくはあの子に、）

　続けようとした瞬しゆん間かん……耳鳴りのような音に頭を貫つらぬかれ、バーンは身をすくめた。

　──嘘うそだ！　あの娘が災さい厄やくを運んできた！

（嘘…………、!?）

　顔を上げ、愕がく然ぜんとする。

　村が燃えていた。家も広場も打ち砕くだかれ、禍まが々まがしく猛たける焔ほのおで赤く染められている。火の粉こを孕はらんだ風が首くび筋すじを撫なで、そこに鋭い熱と痛みを刻きざみつけていった。

　慌あわてて踵きびすを返しかけ、脚あしを止める──故郷の村は消え去っていた。

　彼は焔の中に漂っている。ひょっとしたら落下しているのかも知れないが。上下も分からない真っ赤な世界の向こうから、男の熱ねつ狂きよう的な大声が聞こえてくる。

　──あの娘が焔を持ってきた！　お前は、あの娘に殺された！

（なに……言ってるんだ!?　お前…………誰なんだよ!?）

　火の粉の激しさに呼吸も出来ない。吐はいたつもりの絶ぜつ叫きようは、声にもならず炎ほのおに飲まれていく。その中で、嘲あざけるようにこちらを見る男と目が合った。

　目が、合った……顔も見えない相手と、確かに目が合ったのだ。

　淵ふちのような瞳ひとみは、寒気がするほどに深い。深くて暗い。朱あかい。赤い。赤い──





　赤い。

　赤一色、それしかない世界の中心を見つめてバーンはぼんやりとしていた。

　悪い夢を見ていた気がする。はっきりとは覚えていないが、面おも白しろくない夢ではあったはずだ。その証しよう拠こに頭の芯しんからつま先まで、全身がひどい倦けん怠たい感に包まれている。瞼まぶたを持ち上げることすら億おつ劫くうで仕方がない。

　……赤いはずだ。閉じた瞼に光が射さしているのだと悟さとり、重たい瞼をこじ開ける。

　そして、

「む、目覚めたな小こ僧ぞう」

「ぎゃあああああああッ!?」

　視界一いつ杯ぱいに広がる厳いかつい男の顔に、渾こん身しんの悲鳴を叩たたきつけた。

　横たわる彼を覗のぞき込む格好だったその男は飛んでくる唾つばを手で避よけながら渋じゆう面めんを造り、巨きよ大だいな身体からだを揺ゆらす。

「人の顔を見て悲鳴を上げるとは無ぶ礼れい千せん万ばんである。猛もう省せいしろ、小僧」

「ンなガラガラ蛇でもビビって逃にげだしそうな顔を寝ね起おき一番にアップで見せられりゃ、悲鳴くらい上げるに決まってるだろ!?」

　小さなランプを掲かかげる男に涙なみだ声ごえで叫さけび返し、バーンは跳はねるように身体を起こした。いきなりレッドゾーンに叩き込まれて喘あえぐ心臓を押さえながら辺あたりを見回す。

　見覚えはない。目立つ内装もないシンプルな部屋だ。壁が白いのは漆しつ喰くいでも塗ぬられているのかと思ったが……見れば最高級品の雪花石膏アラバスターらしい。げんなりと息をついて、バーンはとりあえず、この部屋の中で唯ゆい一いつ見知った存在である男へ顔を向けた。

「えっと……まず、なにから質問すれば話がスムーズ？」

「貴き様さまがどこまで覚えているかによるな」

　ぞんざいに答えて、男は腕うで組ぐみする。尖とがった筋肉で膨ふくれ上がった灰色の服の上じよう腕わんには剣けんに貫つらぬかれた竜りゆうの意い匠しよう──州国議会最大の派は閥ばつ【抗こう竜りゆう党とう】の紋もん章しようが縫ぬいつけられていた。

　辺境最強の開拓護ご衛えい軍ぐん〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉団長、ブロック・キャリバー。

「この部屋のことを知りたいのなら、ここは中央都市ワイアットハートの『アビスパス』本社だ。その研究施し設せつの一室である」

「……中央、都市？　『アビスパス』……本社？　マジで？　なんでそん──」

　混乱する頭を押さえようと腕うでを持ち上げた所で、バーンはふと、違い和わ感かんに気がついた。

　肘ひじの内側。静じよう脈みやくから、細いチューブが垂たれ下がっている。

「どおおおぉぉぉおぉおぉッ!?　なッ、なな、なぁああぁッ!?」

「ん？　小僧、その管くだを取るなよ。死ぬそうだ」

「はあ!?」

　裏うら返がえった叫び声を上げ、彼は掴つかみかけたチューブから手を離した。

　彼は芋いも袋ぶくろに頭と腕を通す穴を空あけたような、簡かん素そな服を着ている。生き地じ自体は軽くて良い品のようだが……こんな致ち命めい的てきにセンスのない服を買った覚えはない。

　更さらに、繋つながれているのはチューブだけではなかった。胸や脚あしにはテープで何本ものコードやケーブルらしき物が止められている。中には腕のチューブと同じように先せん端たんの針はりで突つき刺ささっている物もあった。痛みを感じないことが余計に不安を煽あおる。

　脳のう裏りに、先ほどのブロックの言葉がよぎった──研究施設──

「ま……まさか、人体実験？　僕をモンスターに!?　バカな、それじゃ三文小説パルプ・フイクシヨンだ！」

「お望みならそうして差し上げてもよろしいですけれど」

　絶望的な心地ここちで叫ぶバーンに答えたのは、ブロックではなかった。

　白い壁の一部に、四角く亀き裂れつが入る──分厚い扉とびらを開けて入ってきたのは、この部屋ではひときわ目立つ鮮せん紅こう色しよくのドレスにくるまれた少女だった。そのままガラスケースに飾かざっておきたくなるような愛くるしい容よう姿しだが……その矮わい躯くに、大人おとなでも裸足はだしで逃にげ出す悪あく態たいと雑ぞう言ごんと行動力が詰つまっていることを、彼は心こころ得えていた。

「その前に、果たすべきことは果たしていただきますわよ。バーン・フラットランド」

「やあキャロりん、久しぶりだね。元気してた？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組む少女──キャロライン・リム・アビスパは、愛想笑いを浮うかべるバーンを険悪に尖とがらせた翠みどり色の眼で睨にらみつける。

「あなたよりは健康ですわよ。……死に損そこなった目覚めはいかがでして？」

「や、それなんだけどさ。僕なんだってこんなところ、に…………」

　困こん惑わく顔で言いかけた直後……水門が決けつ壊かいするように、記き憶おくの奔ほん流りゆうが噴ふき上がる。

　大だい坑こう道どうサングリーノヒル。暴走する《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。倒たおれる自分に、唖あ然ぜんとするアギ・チーリィ。そして────

「ッぁ、う……あ…………!?」

「……ふむ。思い出したか」

「多少は記憶に障害がでると思いましたけれど……ま、僥ぎよう倖こうですわね」

　記憶の圧力に軋きしむ頭を抱かかえたバーンを、事情を心得た様子の二人は渋面で見ていた。キャロラインはとことこと近寄ってくると、腰こしに手を当て溜ため息いきをつく。

「サングリーノヒルで、あなたは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の暴走に呑のまれかけたのですわ。わたくしが間に合わなければあの場で自じ我がを喰くわれていたでしょうけれど」

「……き、君が？　君は《息吹いぶき》の暴走を止められるって言うのかい？」

「正確には『アビスパス』の技術力、ですわね」

　小さな口を尖らせ、キャロラインはバーンの背はい後ごへ顎あごをしゃくる。

　視界の外で気付かなかったが、そこに大きなラックが据すえ付つけられていた。金かな網あみを張った物々しい代しろ物もので、何かの装置らしき物体が幾いくつも並んでいる──先ほどのコードやチューブはそこに繋がっているようだった。

　彼女はラックから褐かつ色しよくの液体が入った小こ瓶びんを取り出し、こちらに手て渡わたす。

「あなたに投とう与よしていた、墓場苺ブツヒルベリーの精製薬ですわ。貴き重ちよう品ひんですのよ」

「はあ、そりゃまた。……なんの薬なの？」

「早い話が人間を仮か死し状態にする薬ですわね」

　事もなげに告げられ、ぽとりと瓶を取り落とす。

　シーツの上に乗り出して薬を回収しながら、キャロラインは他ひ人と事ごとの調子で続けた。

「生命活動を擬ぎ似じ停止させることで《息吹》そのものの影えい響きよう力を低下させていましたの。見たところ、蘇そ生せいに問題はないようですわね。意識もはっきりしてますし。キャリバーを用心棒に置いておいたのも無む駄だでしたわ」

「まったくである。〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉は『アビスパス』の私兵ではないのだぞ」

「……うん。なんか、当人の意い向こうを完全に無視して話が進んでたってのは理解した」

　仏頂面で睨み合うキャロラインとブロックを見み比くらべてから、バーンはぐったりと息をついた。嫌いやな話を聞いたせいか、身体があちこち痛み出した気がする。

「意識もない人間の意向なんか知るわけがないでしょう。ともあれ、身体に問題がないのでしたら早さつ速そくお祖じ父い様に会っていただきますわよ。まず──」

「ま、待って、ちょっと待って。…………まだ訊きいてないことがあるよ」

　やぶ睨みでまくし立てるキャロラインを、慌あわてて制止する。

　意外にもあっさり口を閉ざした彼女に向かって、バーンは慎しん重ちように口を開いた。

「アーティアは……どこにいるんだい？」

　目が覚めてから、それがずっと気にかかっていた。

　返すべき言葉を吟ぎん味みしているのか、キャロラインはしばし薬の小瓶を弄もてあそんでいた。辛しん抱ぼう強づよく答えを待っていると……彼女は瓶をラックに戻もどし、部屋を出て行こうとする。

「キャロライン！」

「うっさいですわね──教えないなんて言ってませんでしょう？」

　振ふり向むきもせずに呻うめいて、キャロラインは扉の前で足を止めた。

「とにかく、まず精密検査ですわ。内臓に異常があったら外からは分かりませんし」

「……怖こわいこと言わないでくれよ」

「その後でお祖父様に引き合わせます。面めん倒どうな話はそのときにまとめてお話しして差し上げますわよ。……あと、お祖父様からもお話があると思いますけれど」

　そこで、キャロラインはちらりと肩かた越ごしに視線を投げてきた。なんとなく気け圧おされて身を固くするバーンへ、鈴すずを転ころがすような声で告げる。

「竜徒ドラグ＝ジーンアーティアは中央都市にはいません。あなたをわたくしたちに引き渡し、そのまま姿をくらましました────もう一週間以上も前の話ですわ」





　辺境を渡り歩くようになり、いくつか分かったことがある。

　例たとえば人間という連中は、即そく物ぶつ的なくせに奇き妙みようなほど迷信深い。新月の夜の亡ぼう霊れい、街道で車輪を折る小こ鬼おに、“〝十三発目”〟の悪あく魔ま……誰だれが言い出したとも知れない流りゆう言げんを、誰もが公然と、あるいは密ひそかに信じ込んでいる。「竜の棲すむ土地に近づくと命が縮ちぢむ」という極きわめつけのデマもまた、根強く辺境につきまとう信しん仰こうの一つだ。が。

「そんな与よ太た話を信じ込みながら……それでも、山に踏ふみ入る人間は後を絶ちません」

　平静に呟つぶやいて、アーティアはふと周囲に視線を配る。辺りは一面の雪せつ原げんで、吹ふき荒あれる雪ゆき嵐あらしは伸のばした腕を持って行かれそうなほど強い。

　白はく峰ほうノルグ。

　雪ゆき竜りゆうが守しゆ護ごするこの銀ぎん嶺れいは常に地上の生物を拒こばむ猛もう吹雪ふぶきに覆おおわれている。極ごつ寒かんの峰ほう頂ちようとは逆に、山さん麓ろくは種々多様な動植物の宝ほう庫こであり、それを当て込んだ人間のハンターが侵しん入にゆうすることは珍めずらしくない。

「そのたびに母かあ様さまが、手て酷ひどく追おい払はらっていましたが……災さい厄やくを分かっていてなお、欲よく得とくに抗あらがえないのが人間なのでしょうか」

「あるいはそれこそが人間の強さか──と、これはお前さんの言葉だったかの」

　すぐ隣となりから、アギが穏おだやかに答えてきた。視界は吹雪に塞ふさがれていたが、進むのに苦労は感じない──冷気すら感じない。雪が、自分たちを拒こばんでいない事の証明だ。

「この吹雪も、ノルガンディア様の？」

「はい、母様の《息吹いぶき》です。……私たちを排はい除じよする意図はないようですが……」

「ぶっしゃっしゃ、そう思い詰つめるな。里さと帰がえりと思って堂々としとれよ」



　奇き妙みような笑い声を上げるアギは、中央都市から休きゆう息そくもなしに駆かけ抜ぬけてきたというのに疲ひ労ろうの欠片かけらも窺うかがえない。苦笑し、風に飛ばされぬよう茜あかね色いろの襟えり巻まきを押さえる。と。

「そうだな…………堂々としていればいい、アーティア」

　低い男の声がして、彼女はぴたりと足を止める。

　銀風の向こうに、茜色の影かげが見えた。

　逆さか巻まく雪ゆき煙けむりの向こうに霞かすんで見えたその影は、こちらへ近づいてくるにつれて人の形に変じ……やがて眼前で、一人の男の姿をとる。

「忍しのぶことに意味はない。この山を覆う感覚結けつ界かい、数月の間に忘れた訳でもあるまい」

「……里さと長おさ、ウーフィーグリッド」

　雪の上に片かた膝ひざをついて、彼女は男へ頭を下げた。

　男は老ろう齢れいだったが、老おいを感じさせなかった。剃てい髪はつした頭や鋭えい利りに隆りゆう起きした身体からだは、どうあっても傷付けることなど叶かなわなさそうな赤しやく銅どう色をしている。茜染ぞめの布を帯おびで留とめただけの格好だが、やはりこの極寒を意に介かいした様子もない。

　ウーフィーグリッド・アロガンネッラ──白峰ノルグの星ほし守もりを束たばねる里長は、顎あご髭ひげと同じく白い眉まゆをひそめてアーティアを見下ろす。

「お前に与あたえられた使命はなんだ？」



    

  
    
      「……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の追つい跡せき、および回収です」

「使命を果たした様子ではない。使命を棄すて置き帰き還かんした理由があるのだろうな」

「おお、あるともよ」

　軽い調子で口を挟はさみながら、吹雪をかき分けるようにアギが姿を見せる。小こ柄がらな身体を半なかば雪原に埋うもれさせながら、彼はウーフィーグリッドの巨きよ躯くを見上げた。

「その察しがついとるから、お前さんもここで待っていた。違ちがうかの？」

「──アギ・チーリィか、久しい。息そく災さいか？」

「健康だけが取とり柄えでのう。お前さんも元気そうじゃな」

　一いつ瞬しゆんだけ懐かい旧きゆうめいたものをよぎらせる彼に、こちらは惜おしみなく白い歯を覗のぞかせたアギが片手を上げる。アーティアの隣に立って、深く垂たれたままの頭をぽんと叩たたいた。

「嬢じようちゃんとはサングリーノヒルで行き会っての。聞けばお前さんの里の者と言うでな、他人とは思えんでこうして余計な世話を焼いとる」

「お前らしい。……だがこの場は控ひかえろ。これは里の問題だ」

「そうかいな？　命というモノの有り様ようを根こん本ぽんから覆くつがえそうというのなら、ことはこの星に生きるもの全すべての問題じゃい。違うか？」

「…………成なる程。そうだな、お前には昔、話したことがあった」

　ウーフィーグリッドの苦笑は静かなものだった。動どう揺ようも、意外そうな素そ振ぶりすら見せない。その苦笑も瞬またたく間まに消し去り、彼は威い嚇かく的に太い腕うでを組む。

「お前はいつもそうだ。昔から、俺おれの邪じや魔まをせずにはいなかった」

「お前さんも変わらんのう。昔から、儂わしの話を聞きやせんかった」

　身体を骨から震ふるわせるような唸うなり声を、アギは涼すずしい顔で受け流す。睨にらみ合う老人たちをこっそり盗ぬすみ見、話を切り出す機を窺う、と。

【──構かまわない、ウーフィーグリッド】

　吹雪を裂さいて響ひびいた透とう明めいな咆ほう吼こうに、アーティアは顔を跳はね上げた。

　雪原の奥、山の上方を見る。

　視線の先で、吹雪が裂けていた。見えない防ぼう塁るいが築きずかれるように、雪嵐の中へ凪ないだ空間が切り込んでゆき──見上げた雪原の向こうに、巨きよ大だいな銀影を露あらわにする。

【アギ・チーリィは愚おろかではない……その期待をかけて良い程度には。違うか？】

【……その通りですな】

　厳げん粛しゆくなその咆吼に、ウーフィーグリッドが頭を下げる。渋じゆう面めんのままの彼へ憎にくたらしい笑みを浮うかべ、アギも胸の前で拳こぶしを手の平に当て、一礼した。

【貴女あなたの山へ踏み入る不ふ遜そんを赦ゆるされよ。さすれば我わが心臓、貴女の牙きばが下に】

【似合わない作法をなぞるな。白峰は貴き様さまを拒まない】

　口こう上じようを述のべようとするアギを制して、影は呼吸を置くように沈ちん黙もくする。その頃ころには、アーティアは膝ひざについた雪を払って歩き出していた。

　本当は、すぐにでも駆かけていきたい。

　巨きよ躯くを覆う蒼そう銀ぎんの鱗うろこが。それを支ささえる四し肢しと爪つめが。雷らい光こうより鋭利に空を裂く翼つばさが。修しゆ行ぎように疲つかれ果てた自分を優やさしく抱だき止めてくれた尾おが、ひどく懐なつかしかった。

　だからこそ不格好はさらせない。精せい一いつ杯ぱいに堂々と、誇ほこり高たかく。

　堰せきを切ろうとする感情を必死に抑おさえる彼女を、それは静かに待っていた。長い首をそっと雪原に降ろすと、彼女を一ひと呑のみにしてしまえそうな大きな口に、笑みを浮かべる。

【お帰りなさい、アーティア】

【──────ただいま、母様】

　我が慢まんしきれず形式を外はずれた言葉で答え、アーティアは巨大な竜りゆう──白峰の守護者、雪竜ノルガンディアの首に抱きついた。

　愛いとおしげに双そう眸ぼうを細め、彼女はアーティアの髪かみを撫なでるように顔を寄せる。

【ひどい格好だわ。服もボロボロ。前に帰ってきたときはあんなに大事にしてたのに】

【い、急いで帰ってきたから。…………急いで、帰ってきたんです。母様】

　今さらながら、無理な行程を通したせいであちこち汚よごれだらけの出いで立ちに気付いて顔を赤らめ──アーティアは改めてノルガンディアに向き直った。

　一度、大きく息を吸い、アーティアは銀の瞳ひとみを鋭するどく尖とがらせる。

【聞きたいことがあるんです────『棺フエレトロ』とは、なんなのですか】

【…………それは、】

【それを問うからには、もう答えは分かっているのだろう】

　ノルガンディアの言葉を遮さえぎる形で、ウーフィーグリッドが声を滑すべり込ませた。

　彼は険けわしい顔のまま、勿もつ体たい付けるでもなくあっさりと言い放つ。

【《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を封ふうじ消し去る、命の楔くさび。始し祖そ竜の記き憶おくを継つがぬ、自然ならざる創つくられた生命。それが私が構想する『棺フエレトロ』計画であり……】

　彼はこちらを見る──物静かな表面の後ろに、底知れぬ激しさを押し込めたこの眼まな差ざしが、昔から恐おそろしかった。知らず後ずさりかけていた足を踏みとどまらせるアーティアへ、ウーフィーグリッドは低めた声で続けてくる。

【計画の軸じくがお前だ。アーティア……ニグログルフュの葬ほうむり手、『棺フエレトロ』の星守りよ】

　反射的に口をつきかけた反はん駁ばくは押し止とどめ、アーティアは、意識だけを背後へ向けた。

　ノルガンディアは否定の言葉を紡つむぐこともなく沈黙に沈しずんでいる──





「──そう、アーティア・アリア・ノルガンディアは創られた生命だ。くひッ……フェレトロ・シリーズなど足あし下もとにも及およばぬ出で来き映ばえではあったが」

「……そ、んな………………？」

　広い部屋に、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきがこぼれる。

　溶とけるように力の抜けていく足でなんとか踏みとどまり、バーンは少しでも嘘うその痕こん跡せきを見つけ出そうと眼前の男を凝ぎよう視しした。

　広い、上で人が大の字になれるような馬ば鹿かげた広さの執しつ務む机づくえを挟はさんで、長い白しら髪がの老人が平静に見返してきている。重じゆう厚こうなクルミ材の机に積み上がった書類束たばから覗く瞳は、他人に感情を漏もらさない事に慣なれた人間の物だったが。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に自じ我がを喰くわれかけた貴様を、あの娘むすめが幾いく度どか『棺フエレトロ』の機能を使い沈ちん静せいさせたと報告を受けている。……サングリーノヒルの一件以い降こうは機能に障害をきたしているようだが、要因に心当たりはあるかね」

　その顔を見つめ続け……絶望的な気持ちで、悟さとる。

　老人──シム・リム・アビスパは嘘をついていない。言葉は質問の形をとっていても、彼の興きよう味みは微み塵じんもこちらに向いていなかった。この執務室に通されてから、彼はこちらへ意識を向けた事はないのではないかとすら思う。

　助けを求めるように後ろを振ふり向むく。半歩離はなれてキャロラインが立っているが、目が合うと小さく鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。壁かべにもたれたブロック・キャリバーはそもそもこちらを見ておらず、腕を組んで不ふ機き嫌げんそうに目を瞑つぶっている。

　大きく息を吐はきだして、バーンは困こん惑わく顔をデスクの向こうへ向けた。

「心当たりって……え、待って。一回待ってくれよ。なにがなんだか──」

「愚おろかの体ていで時間を稼かせぐのは、常じよう套とうだが相手と状じよう況きようを選ばなければ意味がない」

　──一瞬で魂こん胆たんを見破られ、口を噤つぐむ。

「貴様が愚ぐ鈍どんでないことは知っているし、話が終われば時間は与える。……我儕わなみが貴様をここへ呼んだのは、現状を理解させた上で契けい約やくを交かわすためだ」

「け、契約……って」

　今度は演技ではない困惑に顔をしかめるバーンへ、彼は書類を一枚弾はじいて寄よ越こした。

「ここ十日の観測で《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のデータ解かい析せきは飛ひ躍やく的に進展した。完全な複製はいまだ成し得ないが、このまま研究が進めばそれも時間の問題だ」

「…………要するに、僕にここで実験動物やれって言ってる？」

「名めい目もく上は保護、だ。くひッ──『棺フエレトロ』の娘が不在である以上、幸運な話だろう」

（……名目上は、ね……）

　──言葉を飾かざらないのは誠実ゆえではない。心底、バーン・フラットランドという人間に興味がないのだ。苦にがく眉まゆ根ねを寄せ、書類を取り上げる。紙面は細こまかい数字と専門用語らしき単語で埋め尽つくされていた。

「ラボの報告書だ。《息吹いぶき》の反動で、貴様の肉体は遺伝譜式フオーミユラレベルから疲ひ弊へいしているそうだ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が高いレベルで侵しん食しよくすれば、今度こそ命が無いだろうが……それは誰だれもが望んでいない。貴様とて無む為いに棄すてる命は持っていないだろう？」

「……『アビスパス』は安全、確実にあなたの生命健康を保障させていただきますわ」

　背後からキャロラインが口を挟んでくる。振り向くと、彼女は面おも白しろくなさそうに頬ほおを膨ふくらませ、さも気乗りのしない調子で続けてくる。

「アーティア・アリア・ノルガンディア……竜徒ドラグ＝ジーンの『棺フエレトロ』は、そもそも《息吹》を消しよう滅めつさせることに特化した生命体です。彼女に出来るのは、せいぜい生命力を削そぎ落として強制的に《息吹》を眠ねむらせること──ドラゴン小娘が暴走を鎮しずめる度たび、あなたは死にかけていたのですわ。気付いていなかったでしょうけれど」

「……、は？」

　言葉の意味を掴つかみかね、バーンはぽかんと口を開ける。

　間ま抜ぬけな顔のまま硬こう直ちよくする彼に、老アビスパが物もの憂うげに嘆たん息そくした──気付くまで時間がかかったが、それは彼が初めて感情を覗かせた仕草だった。

「率そつ直ちよくに言う。バーン・フラットランド、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を摘てき出しゆつすることは不可能だ」

「………………………………、は？」

　全まつたく同じ言葉を、より長い沈黙を挟んで呟つぶやく。

　意味こそ即そく座ざに把は握あくしたものの、その意味に、今度は思考が真っ白になった。

「こちらは時間の問題ですらない……短期間に衰すい弱じやくと再生を繰くり返かえし過ぎたのだ。弱化した貴様の身体からだは《息吹》を内ない包ほうすることを前提に適応を始めている。いまさら分ぶん離りさせることはできん。……そもそも《息吹》のみを分離させる手段など我儕は持たん」

「だ──で、でも彼は……ええと、そう……ウーノ・フェレトロ！　彼、僕から《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を奪うばっていったぜ!?　あんたの部下だって話じゃないか！」

「フェレトロ・シリーズは“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟から創り出した接続媒介インターフエースに過ぎない。生体装置を効こう率りつよく同調制せい御ぎよさせる、使い捨すての部品だ。その生体装置も──」

　思いついたことを口走るが、老アビスパは鼻の角度をわずかに変えただけだった。傍かたわらの抽斗ひきだしを開けると、つかみ出した何かをごとりと机の上に置く。

　機械のようだった。そう大きくはない。束ねられた数本のシリンダーから伸のびるケーブルがなければ、連発拳銃ピストルの弾だん倉そう部分に見えなくもない。薄うす青あお色に照り返す鋼はがねの塊かたまり。

「──この通り。準生物性オーガンライト鉄てつ鋼こうを生体情報と共きよう振しん調整、《息吹》の情報ごと複写する、それだけの代しろ物ものだ。《息吹》を引き剥はがすわけではない」

「……そ…………っ」

「だが、同調制御を利用した《息吹》の沈静化は可能だ。フェレトロ・シリーズはいくら組織弱化しようと代だい替たいがきく……リスクは奴やつらが担当し、貴様は必要に応じてラボにデータ提供してやるだけで構わん。生しよう涯がい、貴様の安全を保障しよう」

　書類がもう一枚、机の上を滑すべって寄越される。

　最上質の紙に『アビスパス』の蝋ろうが捺おされている。内容は先の報告書より分かりやすく──また、意識を惹ひきつけずにはいないものだった。

「同意するなら契けい約やく書しよにサインを。……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》から逃のがれることはできんのだ。生命の安全を確保するためにも、都つ合ごうが良い取引であると思うがな」

　都合が良いどころの騒さわぎではない。契約書の文面を何度も読み返す。

　衣食住は勿もち論ろん、個人の商店から公機関、酒場サルーンや劇場に至るまで中央都市におけるあらゆる施し設せつ利用費は『アビスパス』が負ふ担たんする。研究進展に支障がない範はん囲いでの旅行も許可され、事業を興おこしたければ資本融ゆう資しも。明記こそされていないが、ある程度なら犯罪行こう為いの黙もく認にんまで…………およそ考え得うる限りの便べん宜ぎが取りはからわれる契約になっている。

　荒こう唐とう無む稽けいとすら呼べる見返りだった。

（──僕、いまひょっとして、すごいチャンスにありついてる、のか…………？）

　息を呑み、気付かれないよう視線を上げる──気付かれないはずもなかろうが──

「あんたは……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なんか手に入れて、どうするつもりなんだい？」

　精一杯の平静を装よそおって訊たずねるが、声が上ずるのは隠かくせなかった。

　その問いに、老アビスパは即座に手を振って答える。口調に、躊ちゆう躇ちよはない。

「我儕は、戦争を行っているのだ。人と、竜徒ドラグ＝ジーンと、我儕を脅おびやかす全てを相手に。奪われぬため、獲かく得とくし続ける終わり無き戦争を。くひッ……力はいくらあっても足りない。星をも灼やいた業ごう火かというなら、尚なお更さらではないかね」

　緩ゆるやかに口角を裂さき、シム・リム・アビスパが嗤わらう。

「選ぶがいい、これは貴様の成功の機だ。…………せっかく災さい厄やくを被こうむったのだ、せめてその災厄を利用しない手はない。そう思わないかね？」





【我々は互たがいを利用した。星守りの智ち慧え、人間の技術……どちらか一つでは決して届かぬ目的のため、私はある人間と手を結んだのだ】

　雪ゆき嵐あらしの音に紛まぎれないウーフィーグリッドの言葉を、アーティアは押おし黙だまったまま聞いていた。拳こぶしは、爪が刺ささるほどきつく握にぎりしめている。

【万ばん物ぶつの祖、原初の命たる始祖竜の記き憶おくにまで遡さかのぼった、ニグログルフュの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……この星に生きる存在では届かぬのだ。彼かの竜に連つらならぬ生命でなければあの焔ほのおに喰われるしかない。故ゆえに私は…………命の造成という大たい罪ざいに手を染めることを決めた】

　黙っているのは聞き入っているからではない──少しでも気を緩めると、その場に崩くずれ落ちてしまいそうだったからだ。折れそうになる脚あしを渾こん身しんの力で支え続ける。

【だが私の力では禁忌タブーを為なすには及ばなかった。幾いく十度、幾百度の失敗を繰くり返し、決意も信念も絶望の底で朽くち果はて行かんとした、その時だった……とある人間が、竜の記憶に依よらぬ命の造成を画かく策さくしていると聞いたのは】

【その人間が、シム・リム・アビスパか】

　色の枯かれた眉まゆをひそめるアギを、ウーフィーグリッドが視線だけで振り向いた。

【……あの男は遺伝譜式フオーミユラなる“〝命の組そ成せい譜ふ”〟を用もちいた人間の複製技術を完成させようとしていた。その組成譜を受け入れる“〝命の器マテリアル”〟には、始祖竜の記憶を持たない生命が不可欠だったのだ。ミロの話を聞く限りでは……フン、奴やつも目的を達したようだが】

【っミロ……!?　里長、あの子になにを────、ッ】

　思わず踏ふみ出しかけた彼女を、ノルガンディアの尾おがそっと抱だき止めた。

　縋すがるように見上げるアーティアに、あやすように柔やわらかな声が降ふってくる。

【落ち着いて。ミロは大だい丈じよう夫ぶ。無断で山を降りたのと、里の竜工芸ドラグクラフトを持ち出したことでいまは懲ちよう罰ばつ窟くつに入っているけど、元気にしてる。会いに行ってあげれば喜ぶわ】

【………………はい……】

　軋きしむほど奥歯を噛かみしめ、アーティアは母の尾から身体を離した。

　ミロ・デルッカ──

　彼女が里で《息吹》の扱あつかいを教えていた子供たちの中でも飛び抜けて素質があったが、数ヶ月前、里の禁を破りアーティアを追いかけて来るという無茶をしでかした。無ぶ事じに里へ戻もどれていた事には安心したが……

　再度ウーフィーグリッドが口を開いたのは、しばしの間を開けてからだった。

【始祖竜の記憶を洗い流した無垢なる泥濘マテリアル──“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟とあの人間は呼んでいたか──その完成をもって我々は袂たもとを別った。そして長い歳月をかけ《息吹》による圧力をかけ続け……命の流れへの抵てい抗こう力として生じた核かくを、マテリアル自体を母ぼ胎たいに成長させる。結果、私は並外れて《息吹》の制御に長たけた生命の創造に成功した────】

【……その、造られた生命が………………私、なのですか】

　吐き出す言葉で自分自身を切きり裂くような心地ここちで、それでもアーティアは、ウーフィーグリッドから視線を外さなかった。

　音もなく身体を震ふるわせ、ノルガンディアが牙きばの合間から吐と息いきをこぼす。

【……生まれたばかりのあなたは、生命としてとても不安定だったわ。だから保護を兼かねて私が預かることにしたの。《息吹》の制御法も教える必要があったから】

【そしてお前は期待通り、『棺フエレトロ』に足る制御能力を得た…………疑問は解けたな】

　反射的に叫さけびかける彼女を制するように、ウーフィーグリッドは声を低くする。遠く響ひびく雷らい鳴めいか嵐あらしの前まえ触ぶれを思わせる、静かな怒いかりを秘めた声。

【私も問おう。アーティア、貴様は以前、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は人間の手に渡わたり行方ゆくえが知れないと──そう報告したはずだ】

【はい】

【…………いま一度、問う。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の行方は、知れないのだな？】

　厳おごそかに唸うなるウーフィーグリッドに、彼女は真まっ向こうから視線を合わせる。

（……里長はもう気付いている）

　上等──もとより隠かくし通す腹でもない。

　雪を踏む脚に力を込め、彼女ははっきりと答えた。

【いいえ。葬そう星せいの火か焔えん《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は────今は人間の男と同化し、彼の《息吹》となっています。私の、不ふ手て際ぎわです】

【アーティア……】

　愕がく然ぜんと呟くノルガンディアの方は振ふり向むかない──振り向く勇気がない。

　母を、皆みんなを欺あざむいた自分を彼女がどんな顔で見ているのか、確かめるのが怖こわかった。

【……虚きよ言げんを弄ろうした罪の重さは理解しているつもりです】

【当然だ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を野放しにしていたなど、あまりに暗あん愚ぐ】

【弁明もありません。しかし、里長ウーフィーグリッド。私が……ッ、……私が、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を封ふうじるために、創り出された命ならば…………】

　自みずからそれを認めるのは途と方ほうもなく恐おそろしかった。信じてきたものが、紡つむいできた想いが、積み重ねてきたはずの時間が、全て紛まがい物ものではないのかと思えてくる。

　それでも──

【……私が『棺フエレトロ』であるならば、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を封じる術すべを知りたい！　宿やど主ぬしの命を脅おびやかすことなく、《息吹》だけを消しよう滅めつさせる手段を！】

【──それを知って、どうするつもりだと？】

　地鳴りの如ごときウーフィーグリッドの咆ほう吼こうが空気を震わせる。

　臆おくせず彼を睨にらみ返し、アーティアは振り絞しぼるように言葉を押し出した。

【あの人間を助けます。奴は、私のせいで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿したに過ぎません。私が助けなくてはなりません…………私にはその責任がある！】

「愚おろか────ッ!!」

　激げき怒どを乗せた咆吼と共に、彼の周囲の雪が舞まい上がる──否いな、彼を中心に雪原が爆ばく裂れつした。渦うずを巻く暴風の奔ほん流りゆうを見つめ、アーティアは素す早ばやく半身を引く。

（《息吹いぶき》……！）

　憤ふん怒ぬをもって、全てを砕くだき薙なぎ払はらう嵐の《息吹》……だが実際に、心身共に竜の領域へも迫せまる彼が感情を露あらわにする所など、見たことがなかった。

「その身に負おう責を、『棺フエレトロ』の意味をなんと心こころ得える！　お前は《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を、最後の一片までも封じ抹まつ消しようする事にのみ命を割さかねばならん！　ましてッ！　この星の命を啜すすり喰くらう傲ごう慢まんな人間を助けようなどとは────虚うつけの一語おおぉッ!!」

　周囲の吹雪ふぶきすら巻き込み粉ふん砕さいする颶ぐ風ふうの中心で、身も竦すくむような怒ど声せいが轟とどろく。

　飛び退のこうとするが、呼吸をも阻そ害がいする風圧がそれを許さない。荒あれ狂くるう気流に四し肢しを縛しばられたアーティアへ雪原を断たち割り、嵐の《息吹》が解き放たれた──と。

【去こ涸がれ桜さく坐らざ──啼なき痴しれ遊び四し檻おり蔓づる、盃ぱい封ふう!!】

　突とつ如じよ、ウーフィーグリッドの《息吹》が弾はじけ飛ぶ。

　暴風の束そく縛ばくを解かれ膝ひざを落とすアーティアの耳に、怒りに震えるウーフィーグリッドの咆吼が飛び込んで来た。

「っ……どうあっても俺の邪じや魔まをするのだな、アギ…………!!」

「嬢じようちゃんを殺しちまいかねんからのう。……その血の上りやすさ、なんとかせぇよ」

　風の音の合間に、憮ぶ然ぜんとしたアギの声が転ころがった。

「その子がお前さんの言う『棺フエレトロ』だろうと、その意志、その生き方に口を出すのは分を超こえるというもんじゃ。そうではないか、ウーフィーグリッド？」

「笑しよう止しな……奴は星ほし守もる茜せん鱗りん。この星の命を守ることは使命だ、宿命だッ！」

「里長、老師！　止やめ、」

【止めろ──二人共だ】

　駆かけ出だそうと立ち上がりかけたアーティアを、ノルガンディアの声が押しとどめる。

　鋭するどく冷たく、なにより重い──氷ひよう河がの底に沈しずめられたと錯さつ覚かくするような雪竜の咆吼は、再び渦を巻き始めていたウーフィーグリッドの《息吹》を圧し潰つぶし、距きよ離りを詰つめようと体勢を低くしていたアギを転てん倒とうさせる。

　ノルガンディアは、鋭い牙の隙すき間まから氷の塵ちりを散らして告げた。

【激するなウーフィーグリッド。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》がいまも危険なら、この子も傍そばを離はなれはしない。託たくした誇ほこりは、安くないのだ。…………そうでしょう、アーティア】

「は──はい。彼は《息吹》を抑よく制せいできる人間の元に預けてあります。……とても、暴走しやすくなっていて…………私が、《息吹》を制せい御ぎよできなくなってしまったから」

【制御が？…………そう。聞かなくちゃならない話は、沢たく山さんありそうね】

　憂ゆう鬱うつげに頭を振る彼女の視線に応こたえ、ウーフィーグリッドが一礼する。絞しぼり上げた赤しやく銅どう色の体たい躯くからはもう、先の肌はだを裂くような怒ど気きは微み塵じんも発せられていなかった。

【星守り、アーティア・アリア・ノルガンディア。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》追つい跡せきは取り下げだ。別命あるまで里を出ることを禁じ、行動を監かん視し下に置く】

「ッ────それは！」

　憤ふん然ぜんと叫び返し、アーティアはウーフィーグリッドへ踏み出した。

「それはバーンを見み捨すてろということですか！　生しよう涯がい、罪人竜に怯おびえて生きろと!!」

【お前が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を預けた人間……シム・リム・アビスパであろう？】

　思わずバーンの名をこぼしてしまったが、指し摘てきしてくることもなく、彼は静かに切り返して来た──聞き逃のがした訳もあるまいが。

【あれを鎮しずめ得うる人間など他に有り得えん。……“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟の完成をもって、互いに不ふ可か侵しんを貫つらぬく……奴やつとはそう約やく定じようを結んでいる。少なくとも現状では手が出せない】

「人間を守ることは虚うつけと、そう言ったのはあなただ…………!!」

【『アビスパス』は州国軍にも劣おとらぬ。《息吹》の力まで得たとあっては迂う闊かつに戦せん端たんを開く真ま似ねは出来ない。罪人竜に対する切り札ふだであるお前を失うことも、出来ない】

「しかし……ッ！」

【分かって、アーティア────この星を、再び焔ほのおに沈めるわけにはいかないの】

　詰め寄よろうとしたアーティアの行く手を、ノルガンディアの尾がそっと遮さえぎる。愕がく然ぜんと見上げるアーティアを……冷たく硬かたい竜の瞳ひとみが見下ろしていた。

　力が抜け、尾にもたれるように立つ彼女にウーフィーグリッドが近づいてくる。

【……加えて、残ざん酷こくな誤解を招まねく前に言っておく。宿主の一部となった以上《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のみを滅ほろぼすことは、出来ない。《息吹》と命は同一にして不可分なればこそ宿主の生命を檻おりとし、もろともに《息吹》を消し飛ばす『棺フエレトロ』の概がい念ねんが成り立つ】

「…………っ、……！」

【お前がその人間に拘こだわる理由も、いずれ併あわせて聞こう。……このようなイレギュラーの無いよう教えを徹てつ底ていしてきたのだがな。どこで調整を誤あやまったか────】

　その言葉に、足下へ視線を落とした瞬しゆん間かん。

　音が響いた。骨同士が打ち合う、籠こもった鈍にぶい音。

　背はい後ごから跳とびかかったアギの拳こぶしを、ウーフィーグリッドが半身を捻ひねり受け止めていた。拳が右みぎ肩かたに弾はじかれると、アギは即そく座ざに彼の背を蹴けって飛び退のき、距離を取る。

【…………なんのつもりだ、アギ】

【いい加か減げんにしろ、ウーフィーグリッド】

　青い服の裾すそを蹴り上げ帯おびに挟はさみながら、アギは顔をしかめる。

【アーティアは『棺フエレトロ』である以前に、この星に生きる命の一つ。その在あり様ようまでをも意のままに歪ゆがめようというのなら、それは罪つみだ】

【この身、この命は既すでに星守る使命に捧ささげた。罪人竜も喰らって征ゆく。…………覚かく悟ごは、とうの昔に決めてきた】

【その覚悟に、子供を巻き込むなと言っている────!!】

　最後の咆吼と共に、アギの姿が吹雪の中へ消える。雪ゆき煙けむりだけを残して見えなくなった彼を、しかしウーフィーグリッドの眼は捉とらえているようだった。左へ向かい地面を蹴り、吹雪を切り裂さくように脚あしを振り上げる。

　果たして、その脚は空を斬きっただけだった。だがその傍かたわらで雪が舞い、雪原に四肢を着いたアギの姿が現れる。ウーフィーグリッドは俊しゆん敏びんに間合いを詰めると、そこへ踵かかとを振り下ろした。鉄てつ槌ついじみたその一打は回かい避ひできないように思えたが……アギはぐっと身体からだをたわめ、獣けものの様に四肢を使い脚の内側へ飛び込んでいく。

　鋭い判断だった。ウーフィーグリッドは移動も攻こう撃げきも封じられた格好になる。不自然な体勢ゆえに決定打は放てまいが趨すう勢せいを決める一手だった────本来なら。

「………………ッ!?」

　ウーフィーグリッドが、アギの跳ちよう躍やくに流されるように倒たおれ込む。そして、ぎょっと眼を見開くアギの懐ふところへ──あらかじめ引き絞っていた右の拳を突つき刺さした。

　くの字に折れたアギの矮わい躯くが、一いつ瞬しゆん空中に制止する。ウーフィーグリッドは素早く体勢を立て直し、今度は左手で顔がん面めんを殴なぐり飛ばす。木この葉のように真横へ吹ふき飛ぶアギを追ってステップし、もう一度腹を、今度は膝で打ち抜いた。そして息を詰める彼の背へたっぷりと遠えん心しん力りよくを乗せた踵を叩たたきつける。悲鳴もなく、雪煙が弾はじけた。

　地面に沈んだアギを冷ややかに見下ろし、ウーフィーグリッドは小さく呟つぶやいた。

「無ぶ粋すいな部外者を排はい除じよすることには、もはや罪の感かん慨がいもない」

「…………っお、前……手加減せぇよ……、殺す気かっ…………！」

「──不可解だ。なぜ、お前がそこまでアーティアに肩かた入いれする？」

　雪原から顔を上げるアギを、彼は怪け訝げんな瞳ひとみで見下ろす。首を動かすのも億おつ劫くうなのか、アギはまた雪に顎あごを埋うずめて、事もなげに答えた。

「儂わしが止めてやらんと、お前さん、友達少ないからのう」

「………………」

　もう一度無言で蹴りつけられると、アギはぐったりと動かなくなった。

　こちらに向き直り、ウーフィーグリッドは厳きびしく細めた双そう眸ぼうで睨みつけてくる。

【監かん禁きんするつもりはないが、山を降りようなどとは考えるな。……自覚を得たのはむしろ好こう都つ合ごうだった。お前には『棺フエレトロ』として学ぶべきことが山ほどある】

「っ…………！」

【ノルガンディア、アーティアをお願いします。私はアギを里へ連れて行きます故ゆえ】

　何も言い返せずにいる内に、彼はアギの身体をひょいと担かつぎ上げて歩み去っていった。後には拳を震ふるわせるアーティアと、彼女に寄り添そい横たわる雪竜が残される。

　話したい事も、話すべき事も沢たく山さんあった。

　しかし食いしばった歯の間から押し出したのは、そのどちらでもなかった。

【……母様】

【…………なあに、アーティア？】

　優やさしい声で答えて、ノルガンディアが顔を寄せる。

　茜あかね色いろの襟えり巻まきを掴つかんで、アーティアは声を震わせた。

【母様が、これをくれたのは……私が『棺フエレトロ』だから…………必要な、道具だったから？】

　茜色は星を染そむる夕陽の色──特別な意味を持つ色だ。

　星守りは敬愛と信しん頼らいを込め、大切に想おもうものを茜色で包む。この襟巻は初めて山を降りる時彼女が巻いてくれた物だ。辺境を彷徨さまよう間もずっと、自分の誇ほこりだったのだ。

　ノルガンディアは、答えない。ただ眼を逸そらしもしない。

　じっと彼女の瞳を見つめ続け──口を開いたのは、数分も経たってからだった。

【茜色の意味なんて伝統に過ぎないわ。竜は色に意味を求めない。そこに意味を与あたえるのは縋すがるものが欲しいから。心が弱いから──】

　銀色の尾おでそっとアーティアを引き寄せ、彼女は続ける。

【──母親が襟巻を巻いてあげるのは、可愛かわいい娘むすめを愛しているから。忘れないで】

　きっと、それは嘘うそではない。当然だ。竜が嘘などつくはずがない。

　では…………なぜ自分は、喜ぶことが出来ないのだろうか。

　疑問は解とけないまま、アーティアはゆっくりとその場に崩くずれ落ちた。





「有り得ないですわ、信じられませんわ、心っ底見下げ果てましたわ！」

　淑しとやかとは呼べない乱暴な歩調で歩いていくキャロラインから視線を逃にがし、バーンは傍らのブロック・キャリバーを振ふり返った。彼は知らぬ顔で肩をすくめるだけだったが。

　広大な割わりに人の姿が見えないせいか寒々しく見える『アビスパス』本社ビルの廊ろう下かを歩き続けながら、バーンは端たん整せいな顔を情なさけなく歪める。

「なんで不ふ機き嫌げんなんだよ君は。『アビスパス』としちゃ、要求通りにことが運んでるはずじゃないか。……ちゃんと契けい約やくしたんだからさ」

「そ、れ、が、気に入らないのですわよ！　このヒョーロク玉！」

　とうとう振り返って歯を剥むき、キャロラインはこちらに指を突きつけた。

「お祖じ父い様の意図は分かっているのでしょう!?　あのドラゴン小娘はもう指名手配されてますわよ。この分じゃ、次に顔を合わせるのは運が良くて死体置場ですわ！」

「な──なんで君が僕らの心配するのさ？」

「自由を売り渡すなんて開拓辺境フロンテイアの男ではないと言っているのですわよ！　タマの代わりにドングリでもぶら下げてるのではなくて!?　ろくでなし、根性無し、甲か斐い性しよう無し！」

「そういう君は容よう赦しや無いね……」

　だすだすと地じ団だん駄だを踏ふんで罵ば声せいを散らすキャロラインに、それなりに傷ついた顔で呻うめき返す。それからふと、彼は自分の格好を見下ろした。

　記き憶おくにある限り最後に着ていた私服である。血や泥どろの汚よごれはさすがにクリーニングされているが、生き地じ自体がもう限界だ。サングリーノヒルに置いたままの荷物は回収してきてくれなかった様なので、後で買い物に行かなければならない。

　そして右手の小指、アーティアに貰もらった、竜工芸ドラグクラフトの指輪を見下ろす。キャロラインを説とき伏ふせて──というか泣きついて──ラボから取り上げてきて貰った物だ。草や糸を編あんだ指輪はもう随ずい分ぶん長く着つけているが、千ち切ぎれたり汚れたりする気配はない。

「……僕だってそう思うさ。でも、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が危ないってのも本当なんだ。最近──今け朝さ目め覚ざめるよりもっと前からって意味だけど──嘘ついたときに跳はね返ってくる反動が半はん端ぱじゃないんだよ。一瞬、意識とんじゃうことも結構あるしね」

　彼は、嘘をついた時に《息吹》の炎ほのおを噴ふく。

　冗じよう談だんか、何かの呪のろいじみた話だが、事実である。アーティアの話では自分を騙だましきれないような大嘘をついた時、己おのれへの信頼の揺ゆらぎを突いて《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が暴走しているらしいが……その「大嘘」の基き準じゆんも、徐じよ々じよに曖あい昧まいに拡大してきている気がする。

「まず、こいつをなんとかしなきゃ一歩も動けない。アーティア探さがしに行って、そこで罪人竜に乗っ取られちゃったなんてことになったら顔向けも出来ないだろ？」

「ふんだ、白しら々じらしい。しょせん我わが身可愛さなのではなくて？」

「っ」

　刺とげ々とげしく言い捨てると、キャロラインは身を翻ひるがえした。彼は一瞬だけ硬こう直ちよくし、肩をすくめてその後に続く。

　見み抜ぬかれた──彼女に深い考えがあったわけではないだろうが、それでも、無意識に偽いつわっていた心の奥底を暴あばかれた気がした。

『しょせん我が身可愛さなのではなくて？』

（違ちがう………………そんなわけない！）

　自分は彼女に──アーティア・アリア・ノルガンディアに恋こいをした。

　無数に重ねてきた虚きよ構こうの愛ではない、生まれて初めて、心の底から好きになった少女。強く怜れい悧りで、本当はおっちょこちょいな可愛い師し匠しよう。そして、

『アーティア・アリア・ノルガンディアは創つくられた生命なのだ』

　──唐とう突とつに浮うかび上がった老アビスパの声が、意識に冷水を差す。

　気にしていなかった訳はない。気にならない訳がない。

（アーティア…………君が、僕を殺すって……？）

　馬ば鹿かげている。そう言って一いつ笑しように付ふすのは簡単だ。簡単だ、が……

　契約を承しよう諾だくした裏に恐おそれはなかったか？　危険を冒おかして彼女を追うより、ここで安全に《息吹》を抑おさえている方が上じよう策さくだと、ちらとでも考えなかったと言えるのか？

（…………ああ、考えたよ。考えたさ！　くそ、だってそうだろ!?　死んじゃったらそこまでだ、アーティアに会うことも出来ない！　あの子に恋することだって、僕が生きてるから出来るんじゃないか!!　くそッ……クソッ!!　そんなの当たり前だろ……!?）

　誰だれに対してか分からないまま、胸きよう中ちゆうで激しく罵声を上げる。

　この世で一番重いのは自分の命。当たり前のことだ、責せめられる筋すじはない。アーティア自身に聞いたところでそう答えてくれるはずだ。……答えて、くれてしまうはずだ。

　歯ぎしりする彼の肩を──不意に、背はい後ごからブロックに叩かれる。

「思い詰つめるな」

「っ…………？」

「貴き様さまの選せん択たくの正否を判断できる者は、貴様を含ふくめていまはいない。……小娘のことで混乱もしているだろう。考えず、頭の整理を優先するべきである」

　優しくはないが、訥とつ々とつと諭さとす様に告げるブロックを、バーンはぽかんと口を開けて見返した。思わず足まで止めて、間ま抜ぬけに首を傾かしげる。

「……僕、いま口に出してた？」

「否いな。貴様の眼だ。不安定になっているようだったのでな」

　こちらに合わせて立ち止まり、彼は灰色の制服の胸から小さな金属片を取り出した。認にん識しき票ひようか何かだろうか、鏡かがみの様に反射するそれをこちらにかざしてくる。怪け訝げん顔を深め、その金属片を覗のぞき込み──心臓が跳とび上がる。

　生まれてこの方慣なれ親しんできた青い瞳ひとみが、澱よどんだ暗い朱しゆ色いろに染まっていた。

「ッな、な……なん、なんだコレっ!?　え!?　なにッ！」

「《息吹》の影えい響きようだそうだ。侵しん食しよくを抑えれば戻もどるらしいが。コツは心頭滅めつ却きやくである」

「ンなもん、言われてほいほい滅却できるもんか」

　完全に他ひ人と事ごとの調子のブロックへ呻き、金属片を睨にらむ。

　と、先に行きすぎたキャロラインが廊下の先で振り返ってきた。何か怒ど鳴なろうとしたらしく大きく口を開け──きょとんと不思議そうに首を傾げ、近づいてくる。

「なにしてますの？　念ねん力りき？」

「なんでノータイムでその結論に辿たどり着つくのか分かんないけど……眼、青くなってる？」

「はぁ？　ああ……虹こう彩さい侵食ですのね。別に、刺し激げきしなけりゃ勝手に収まりますわよそんなもの。危険があるならお祖父様はあなたを拘こう束そくしてますわ」

　乱暴に鼻を鳴らすと、キャロラインは退たい屈くつそうに頭を振った。

　既すでに《息吹》に関してはバーンよりも通じている風格である。情けない気分で肩を落としていると、彼女はふと視線を外し、ぽつりと呟つぶやいた。

「……わたくしはお祖父様のやり方が好きではありません」

「え？」

「あの人は辺境を拓ひらくために《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を求めているのではありません。未み踏とうの荒こう野やへ臨のぞむためでなく……ただ財を守り、殖ふやすこと。あの人の望みはそれだけです」

　腕うでを組み、彼女は年ねん齢れいに似に合あわない渋しぶい顔をして見せる。

「それは支配者の考え方ですわ。竜徒ドラグ＝ジーンと渡り合うために《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を求めたお父とう様の……先駆者フロンテイアマンの理想とはかけ離はなれています。それが気に喰くいません──その考えに乗せられてぬくぬくと飼かい犬生活を送ろうとしている輩やからも、ですけれど」

「やっぱ僕も怒おこられるんだ……」

「カピロサで一いつ杯ぱい食わされた恨うらみは忘れてませんわよ。……まあ、あなたより誰だれより、あの連中が一番気に入らないのですけれど」

「フェレトロ・シリーズ、か……確かに、連中は気に喰わん」

　呻くバーンを蹴け飛とばして付け足すキャロラインに、ブロックがしかめ面つらで頷うなずいた。脛すねを抱かかえうずくまるバーンを無視し、彼女はにぃ、と粗そ野やな笑みを浮かべる。

「んふッ。遺伝譜式フオーミユラの複製は、あなたも経験済ずみだったのではなくて？」

「目的意識の違いである。あの連中は、狂きよう気きだ。シム・リム・アビスパの妄もう執しゆうに過ぎん」

「……フェレトロ・シリーズって、君の付き人だろ？　なんで気に入らないのさ」

　涙なみだ目めで脛をさするバーンを、キャロラインは横目に冷たく睨む。面めん倒どう臭くさそうに額ひたいを押さえると、ドレスの袖そでから何かを取り出してみせた。

「お父様が、なぜお祖父様と同じ名を与えられたか想像できませんの？」

「別に珍めずらしい話じゃないだろ。僕も母さんが執しつ拗ように反対してくれなきゃそうなってたらしいし。いや、本当母さんには感謝しなくちゃね」

「あなたの話はどうでもよろしくてよ。……これ、子供の頃ころのお父様です。後ろにいるのがお祖父様ですわ。汚よごしたらぐきっといきますわよ、ぐきっと」

　不ふ穏おんな手付きで脅おどしてくる彼女が手て渡わたしてきたのは、一いち葉ようの写真だった。写真機が出回り始めた頃ころの物かかなり不ふ鮮せん明めいで、印いん画が紙しもぼろぼろだが、撮さつ影えいされた人物の顔はなんとか判別できる。……なぜこんな物を持ち歩いているのかは気になったが、掘ほり下げると深くなりそうな話題だと判断し、無視。

　写真には二人の男が写っている。どこかの撮影所スタジオだろう、ふてぶてしい顔をした少年が凝こった椅い子すに腰こし掛かけており、その後ろにブラウンのスーツ姿の男が立っていた。

　黒くろ髪かみ黒目、凪ないだ海の様に感情の読めない顔──

「っこ、これ……ウーノ・フェレトロ…………!?」

「耳から脳のうみそまで抜ぬかりなく腐くさってますの？　お祖父様だと言っているでしょう」

「フェレトロ・シリーズは、シム・リム・アビスパの遺伝譜式フオーミユラから複製された……若かりし日のシム・リム・アビスパである」

　にべもなく写真を取り上げるキャロラインに続いて、ブロックが苦にがい顔で続ける。

「例の“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟の試用、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》抑よく制せいの消しよう耗もう品ひん、せいぜいそんなところだろうと考えていたが……その写真を見て確信した。あの男はイカレている」

「否定はできませんわね。我わが祖父ながら正気ではありませんわ」

　ひょいと小さな肩かたをすくめ、キャロラインは写真を大切そうに袖へしまう。話はそれまでだったが、その頃には、既すでにバーンにも老アビスパの考えは分かっていた。

　自分と同じ名を与あたえた息子むすこ──それに飽あきたらず、自分自身を複製し、彼は。

（ずっと、自分として生き続ける…………永遠の命？　馬鹿な!!）

　それこそ三文小説パルプ・フイクシヨンだ──頭を振ふって立ち上がり、努つとめて明るい声を作る。

「ま、まあそれはともかく……別にあの人がイカレてたところで、当面は権力と技術力に問題ないだろうし。いまのところは手を組んでて損そんはないと思うんだよね」

「なーにが『いまのところは』ですか。契約の拘こう束そく期間、読んでなかったんですの？」

　呆あきれた顔で舌を突き出し、キャロラインはすたすたと歩いていってしまう。頭を振って後に続き……バーンはこっそり、ブロックに返しそびれた鏡を覗き込む

（僕は、あの子に恋してる………………そのはず、だよな──？）

　頼たよりなく揺れる瞳は、まだ不ふ吉きつな朱しゆに染まっていた。



　　　　◆□□◆



　懲ちよう罰ばつ窟くつの中は、それほど酷ひどい環かん境きようというわけでもない。

　そもそも星を巡めぐる命へ還かえり自然との合ごう一いつを目的とする星ほし守もりにとっては天が屋根、身を横たえた所が寝ね床どこである。近年はそこまで克こつ己き的てきな里も少ないが、それを考えれば寝ね藁わらがあるだけ快適であると言えるのかも知れない──

（──なんて、絶対思ってやるもんか）

　自みずからケチをつけ、ミロ・デルッカは壁かべにもたれたまま傍かたわらの水みず桶おけを覗き込んだ。毎日新しく汲くまれてくる谷川の水の向こうから、鳶とび色いろの瞳の少年が見返してくる。

　ノルグの里の懲罰窟は巨きよ岩がんをくり抜いた石いし牢ろうだ。悪戯いたずらが過ぎた子供を反省させる他……こうして、掟おきてを破った者を閉じこめておくのにも使われる。

（どんな場所だって、ひと月も閉じこめられてりゃ嫌いやになるに決まってる）

　実際にはひと月どころではない──数ヶ月前、里さと長おさの許可無く山を降りたミロは、戻るや否やここへ放り込まれた。両親はほぼ毎日会いに来てくれるし、水も食事も不自由なく与えられるが、これほど長く拘こう留りゆうされるような重い罪ではない。と思う。

　そこには理由があるはずだ。自分の知らない理由が、何か。

（アーティアに関係あること…………なんだろうな。きっと）

　頭の後ろで手を組み、宙を睨む。牢は広いくせに、天てん井じようが極きよく端たんに低い。

　ミロが掟を破ってまで山を降りたのは、たった一人で禁忌タブーの呪じゆ物ぶつ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を取り戻す任を負おった師、アーティア・アリア・ノルガンディアを助けるためだった。……結局、自分の無知と未み熟じゆくとを思い知らされただけだったが。

　ウーフィーグリッドはミロを怒おこりはしなかったが、アーティアの様子を執しつ拗ように問い質ただした──白はく峰ほうノルグの守しゆ護ご竜りゆう、雪竜ノルガンディアの前にまで引き出されたのだ。理由は答えてくれなかったが、何かがあるのは明白である。

「…………くそッ」

　持ち込んだ茜あかね色いろの外がい套とうにくるまってからも、思考は回り続けていた。

　誰よりも強く、聡そう明めいで誇ほこり高い彼女になにか問題が起きたとすれば……それはバーン・フラットランドのせいに決まっている。

（あの嘘うそつき男め。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》だけじゃ厄やつ介かい事ごとが足りないのか）

　憮ぶ然ぜんと息をついて、ミロは小さく舌した打うちをこぼす。

　バーン・フラットランド……図ずう々ずうしくも我わが物顔でアーティアの隣となりにいる、腑ふ抜ぬけで軽けい薄はくな人間。あの男が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を呑のみ込まなければ、アーティアは今いま頃ごろ里へ戻れていたはずなのだ。彼女が頼たのむので里長にはその事を伏ふせているが──

　今度は舌打ちもせず、黙だまって外套を巻き直す。

　正しよう直じきを言えば、バーンが妬ねたましかった。もし《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を呑み込んだのがあの男でなく自分だったら、彼女のそばにいられたのに。

　だが、あいつと一いつ緒しよにいたアーティアは──認めるのは大変な苦痛を伴ともなったが──里では見せたことがないような、楽しそうな顔をしていた。

　自分ではあんな風に彼女を笑わせる事は出来ない。……たとえ、共にいたとしても。

「…………ああああっ、もう！」

　寝ねころんだまま髪かみを掻かきむしり、どこへともなく叫さけんだ、その時。

「おい、ミロ。起きてるか？」

　分厚い岩戸の向こうから声が聞こえた──いつも水や食事を運んでくる里の男だ。

「牢ろう番ばんが、いちいちそんなこと断ことわることないだろ。起きてるよ」

「用件が用件だからな。開けるぞ」

　身体からだを起こして答えると、岩が低い振しん動どうを引きずって横へ滑すべっていく。黄おう金ごん熊ぐまより重いこの扉とびらは、表の滑かつ車しやを使わないと中からではまず開かない。

　開いた隙すき間まから松明たいまつの赤い光と、見み慣なれた男の顔が現れた。松明を壁の吊つり輪わに引ひっ掛かけ、彼は扉の陰かげから汚きたない袋ふくろの様なものを引きずり出し中へ放り込んできた。

「新入りだぜ。ノルグの里の者じゃないが……里長が言うには、星守りだって話だ」

「ひ、人なの、それ？……っていうか、誰だれ？」

「さあな。俺も、こいつを懲罰窟に入れとけとしか聞いてない」

「ヤバい奴やつだったらどうするんだよ」

　男は松明を取り上げると、無責任に手をひらつかせた。

「里長に殴なぐられたらしいから、しばらく目は覚さまさないだろうさ。明日あしたの朝一で様子を見に来てやるから、そう怖こわがるな」

「だッ……誰が、怖いなんて言ったんだよ！」

　顔を赤くして怒ど鳴なり返すミロへからかう様な笑みを残し、男は岩戸を閉じる。再び訪れた薄うす闇やみの中、ミロはそっと床ゆかに視線を下ろした。

　放り込まれたのは老人であるらしかった。顔は見えないが、ぼさぼさに伸のび放題の髪は真っ白に染まっている。帯おびで締しめた裾すその長い上着は枯かれた青色であり、確かにノルグの里で見る風ふう体ていではない。かなり小こ柄がらで、背せ丈たけはミロと同じか、あるいは低い。

　とりあえず寝藁へ運んでやろうと、立ち上がって慎しん重ちように近づいていく。

「なんなんだよ。いったい…………？」

「いや、昔なじみとケンカしちまってのう」

「うわあぁッ!?」

　ぼやきながら踏ふみ出したつま先を掴つかまれ、ミロは悲鳴を上げてひっくり返った。

　今まで微び動どうだにしなかった老人が、ひょい、と身軽に跳とび起きる。調子を確かめるように首や腰こしを捻ひねってから、青あお痣あざの浮ういた頬ほおに触ふれた指を痛そうに引っ込めた。

「しばらく引かんぞい、これ……よく歯が折れんかったもんだ」

「の、呑のん気きなこと言ってないで、とっとと放せ！」

　しみじみ呟つぶやく老人に、ミロは足を掴まれたまま暴れて怒鳴る。

　老人はこちらを見下ろし、ふと小さな目を細める。そして奇き妙みような迫はく力りよくに気け圧おされて思わず黙り込むミロの足を、おもむろにぽいと投げ捨すてた。

「いてッ!?　き……急に放すな、危ないだろ！」

「ぶっしゃっしゃ。活いきが良いのう」

　床にぶつけた踵かかとを押さえて怒鳴ると、老人は変な癖くせのある笑い声を上げる。そのまま胡座あぐらをかく彼に、ミロも憮ぶ然ぜんとして座すわり直した。

「……あんた、なにやったんだ？　里長に殴られたって聞いたけど…………だいたい、ノルグの星守りでもないだろ。何者なんだ？」

「ふむ。話せば長くなるんだがのう。急いどるんで手短にいくが……儂わしは、大陸をふらつきながら星守りをやっとる身でな。名をアギ・チーリィと言う」

「ッ!?　あ、アギ──雲の《息吹》のアギ・チーリィ!?　放ほう浪ろうの星守りの!?」

　牢の中で何を急ぐのだという指し摘てきは、続く言葉の前に霧む散さんしていた。

　白峰ノルグでその名を知らない者はいない。独ひとり孤こ高こうに研けん鑽さんを積む荒こう野やの賢けん者じや──ウーフィーグリッドが子供たちに語って聞かせている伝説的な星守りだ。

　ごくりと息を呑のみ、改めて、目の前の老人を見る。

「……なんか、上げ底くらったなって気分ですけど」

「…………。一応、信じて貰もらえたという前向きなところだけ受け止めておくぞい」

　恐おそらく自分とそっくりの半眼で呻うめくアギに、ミロはとりあえず頷うなずいた。

　信じるも何もない。水牛も昏こん倒とうさせる里長の拳こぶしに殴られて平然としているなど、並みならない相手であって当然だ──想像よりも威い厳げんが足りない点には、目を瞑つぶっておく。

「そのアギ老師が、なぜ懲罰窟に？　里長となにがあったんですか？」

「うむ──すまんが、水をくれんか。ここしばらく飲まず食わずでな」

　顔を曇くもらせるアギに、ミロは慌あわてて立ち上がり水みず桶おけを持ってくる。ついでに拾ひろってきた外套を床に敷しこうとするが、彼は水桶だけ受け取ると、笑ってそれを押しとどめた。

「良い茜色をしとる、大事にせえ。……さて、どう説明したものか」

　柄ひ杓しやくですくった水を一口呷あおり、アギは口くち髭ひげを撫なでながら低い天井を睨にらむ。

「お前さん、アーティアを知っとるか？　ノルガンディア様の娘むすめで……ここでは《息吹》の扱あつかいを教えていたそうなんだがの」

「っ、アーティアがどうしたんだ!?……どうしたんですか？」

　掴みかからんばかりの勢いきおいで詰つめ寄よってから、我われに返って言葉を正す。アギは驚おどろいた様に目を瞬またたかせていたが、ややあって仕切り直す様に咳せき払ばらいをした。

「話は早くなりそうだわい。……いま、あの娘はウーフィーグリッドに囚とらわれておる」

「え……？　な、なんで里長が──いや、アーティア、里に帰ってきてるんですか!?」

「ちょいとワケありでの。ムシが良いのは分かっとるが……その理由を伏せた上でお前さんに頼たのみたいことがある。すべて終わったらきちんと説明するほどに」

　心底申し訳なさそうに言い、アギは深々と頭を下げる。

　……アーティアが、里に戻もどってきている？　なぜ囚われるなどという話になる？　ノルガンディアは何も言わなかったのか？　否いな、そもそもそれは本当の話なのか？

（──いや──）

　混乱する頭から、ミロは必死に一つの結論をもぎ取った────判断はまだ、早い。

　声が裏返りかけるのを堪こらえ、慎しん重ちように、一語ずつ言葉を押し出していく。

「その、頼みたいことって……いったい、なんなんですか」

「……感謝する」

　そう言って、アギは更さらに深く頭を下げた。その声には……自うぬ惚ぼれでなければ、少しばかりの感服が含ふくまれていたかも知れない。浮かれる気分にはなれなかったが。

「アーティアは危険な状態にある。……元より存在の不安定な生命、『我が』を支ささえる核かくが無ければ『己おのれ』が失われてしまうのは当然じゃ。ウーフィーグリッドのトンチキは、むしろそれを好こう都つ合ごうと考えとるようじゃが」

「…………なにがなんだか分かんないんですけど」

「原因と根こん拠きよを問わんと誓ちかえよ。────このままでは、あの娘は心を失う」

　──一片の冗じよう談だんもないそのひと言は、どんな詳しよう細さいな説明より強力に口を噤つぐませた。

　呼吸ごと言葉を失うミロを見つめ、アギは白はく髪はつを掻く。

「積み上げてきたものを覆くつがえされ、希望から絶望まですべて打ち崩くずされた。遠からず奴は、折れる。そうなれば終しまいじゃ、与あたえられた使命を果たすだけの道具になっちまう。そいつは、アーティア・アリア・ノルガンディアの────死と変わりない」

「死ッ──そ……んなっ…………!?」

「まだ手は打てる……不確定な上にリスクはべらぼうだがの。あの娘の『我』を支える、心の片割れに引き合わせることじゃ──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の伝説は知っとるか？」

　突とつ然ぜん持ち出された言葉に、もう一度喉のどが引きつった。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》はいま、ある人間に取り込まれておる。バーン・フラットランドという頼たよりないチンピラだが……奴ならあるいは、アーティアの心を救えるやもしれん。問題は、この見込みが老おいぼれの早はや合が点てんでないとは限らんっちゅうことだが──」

「────大だい、丈じよう夫ぶ……ですよ。老師」

　渋しぶい顔で呻うめくアギに、ミロは掠かすれ声を絞しぼり出す。

　アギが言うことは理解できた。理解できてしまった。

（……なに、納なつ得とくしてんだよ…………ッ）

　胸きよう中ちゆうで芽め吹ぶいた反発の絶ぜつ叫きようを────芽吹いたそのまま、理性で圧あつ殺さつする。

「大丈夫です……確かに、あいつ以外にアーティアを助けられる人間なんかいません。俺が……ッ、保証します」

「あいや……知っとるんか？　存外に顔の広い男なのだのう」

　言こと葉ば尻じりが震ふるえていたことに、アギは気付かなかったのか、聞き流してくれたのか──きょとんと目を丸くし、前まえ髪がみに息を吹ふいている。

「この偶ぐう然ぜん、星に感謝せねばならんのう。……フラットランドは、いま中央都市にいる。暴走寸前の《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑おさえるため『アビスパス』の本社に預けとるんじゃい。お前さんは中央都市まで走って、奴をあの娘の元まで連れてきて欲しい」

「………………質問を、二つ……よろしいですか」

　足下に落ちていた外がい套とうを強く掴み、ミロはちらり、と視線を横へ流す。

　恐らく、彼の言うことは真実なのだろう。

　この老人が本当にアギ・チーリィかどうかは分からないが、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》とバーンの事を知っていた以上、少なくとも自分よりは事じ態たいに通じているはずだ。

「懲ちよう罰ばつ窟くつから出る方法は？　俺の《息吹》じゃ、あの岩は動かせないですよ」

「ほう？　その歳としで《息吹》に目覚めとるとは優ゆう秀しゆうじゃ。だがまあ、《息吹》なんぞそう滅めつ多たに使うもんではないぞ」

　目を丸くして頭を振ふると、アギはおもむろに懐ふところへ手を入れた。青い服の合わせから自信たっぷりに取り出されたのは──一膳ぜんの、黒くろ塗ぬりの箸はし。

　思わず半眼で見るミロに構かまわず、彼はぴょこんと立ち上がって岩戸へ近づく。

「さすがにこれを取り上げようとは思わんかったようだのう。……ところがコイツが、種たねも仕し掛かけもたぷたぷの逸いつ品ぴんでな」

「たぷ……？」

　取りあえず分かりやすいところを指摘してみるが、アギは聞いてもいないようだった。扉とびらの両りよう端たんの継つぎ目めにそれぞれ一本ずつ箸を突つき刺さし、数歩離はなれて指印を切る。何が起こるのかと身体からだを起こしかけた時、アギが高らかに両掌てのひらを打ち合わせた。

「醒せい！」

　瞬しゆん間かん──突き上げる様な衝しよう撃げきと共に、爆ばく音おんと爆ばく風ふうがミロの身体を突き飛ばす。強風に舞まう枝のように床を転ころげながら……彼は目まぐるしく入れ替かわる視界の中に、あっけなく吹き飛ばされた牢ろうの扉を捉とらえていた。

　土つち煙けむりと爆音の余よ韻いんの中、アギは手を打ち合わせた姿し勢せいのまま厳おごそかに目を伏ふせ呟く。

「ステファニーに続いてクリスティーンまで失うとはのう……安らかに眠ねむっとくれ」

「ど……ど、竜工芸ドラグクラフト……だったんですか、あの箸」

　壁かべまで転がってぶつけた頭を押さえて、彼は呆あつ気けにとられていた。

　あの重量の岩を吹き飛ばす竜工芸ドラグクラフトなど、専門の工芸師でも作れる物ではない──ついでに名前も普ふ通つうはつけない。なぜ箸なのかと言うこともミロは理解しかねたが、質問は自制しておく。爆ばく発はつの音を聞きつけ、見張りが集まりつつあった。

「儂が里の方で暴れておく。──ノルガンディア様の感覚結けつ界かいは誤ご魔ま化かせんが、ウーフィーグリッドはこちらに対応せざるを得んじゃろ。お前さんは……」

「その隙すきに山を降りる、ですね。…………あなたを信じます。里長は、なにか隠かくしてる」

「頼たのむぞい。あの頑がん固こジジイに道を踏み外はずさせたかないからのう」

　髭ひげの合間から舌を突き出し、アギはぐっと身体を沈しずめ──今にも駆かけ出すのかと思った瞬間、ふと思い出したようにこちらを振り向いてきた。

「そう言えば、質問は二つだったかいの。もう一つはなんじゃいな」

「いや、ここまでやってから訊きくんですか」

　途と方ほうに暮くれてぼやいてから……ミロは、ぽつりと呟いた。

「その──俺では、アーティアの…………」

「うん？」

「…………いえ、やっぱりなんでもないです。先に征ゆきます！」

　茜あかね色いろの外套を身体へ巻き付け、ミロはアギの返事を待たず床ゆかを蹴ける。

　巨きよ岩がんに穿うがたれた通路は一本道だ。牢を出てすぐさま、こちらへ駆けてくる三人の男に気付く。一人は先ほどアギを連れてきた牢番だったが……心中で謝あやまり、ミロは外套の下で腕うでを曲げて駆け出した。そして男たちの眼前でその腕を突き出す──前ではなく、足下へ。

　同時に思い切り足を蹴り上げ、前転の要領で踵かかとを振り下ろす。ぎょっとして速度を緩ゆるめた男の頭を、獣じゆう皮ひを固めた靴くつの踵が踏み抜いた。叩たたき伏せられた男の背を蹴り、呆あつ気けにとられて硬こう直ちよくしている後続二人の間を駆け抜け、ミロは懲罰窟を飛び出した。

　先の爆発を聞きつけたか、里への道からこちらへ向かってくる人ひと影かげに舌打ちし、道を外はずれて茂しげみに飛び込む。薄うす暗ぐらい針しん葉よう樹じゆの森を駆け抜けながら、ミロは奥歯を噛かんだ。

　先ほど押しとどめた質問が胸に沈み、突き刺さる。

　──俺では、アーティアの心を支ささえられないのですか──

（分かってるさ）

　その役は務つとまらない。彼女が誰だれより深く、強く敬愛していたノルガンディアですら及およばなかった大役が、自分に適かなうと思い上がることは出来なかった。だから──

「────ッ!?」

　不意に、左ひだり肩かたに衝撃。バランスを崩くずし、ミロは転てん倒とうした。身体を捻ひねって頭を打つことは避さけたが、嫌いやと言うほど背骨を地面に打ち付ける。

「く……ぁ、っ……!!」

　縮ちぢみ上がった肺から吐と息いきをこぼし、肩を見る──白い棒ぼうが深々と突き立っていた。獣けものの骨を削けずりだした狩しゆ猟りよう用の矢である。子供を咎とがめる手段ではない。

　ぞっと背せ筋すじが粟あわ立だち、慌あわてて辺あたりを見回す。人影は見あたらない。だからこそ、こちらに突きつけられる冷たい気配の切っ先は鮮せん鋭えいに感じ取れた。

　理解する。ノルグの里は、自分を討うつべき裏切り者と判断したのだ。

「………………ッ！」

　駆け出せたのは、半分は恐きよう怖ふのせいだった。

　自分の帰る場所だと信じていた里が今、自分に牙きばを剥むいている──信じていたものを根底からひっくり返された、拠より所どころを失った、恐怖。

（……アーティアもいま……こんな、気分なのか？　こんな、こんなッ──）

　周囲を幾いく度ども風切り音が通りすぎ、その内の幾いくつかは現実的な衝撃となってミロの肌はだを抉えぐっていった。悲鳴が溢あふれそうになるが、息を吐はけば速度が落ちる。唇くちびるごと悲鳴を噛み切り──ふと、踏ふみ出した足がふわりと浮うき上がった。酸素の回らない頭が事態を把は握あくするより早く視界がぐるりと回転し、衝撃が身体中を打ちのめす……

　崖がけから転落したのだと気付いたのは、低木の上に転げ落ちてからだった。

「ッぎ……っ！　ふ、ぅ……ぐ…………ぅ」

　矢傷や打だ撲ぼくの痛みを堪こらえて、へし折れた枝の中から這はい出す。骨が折れていないのは幸運だったが……右足首に引っかかるような痛みがある。矢は外がい套とうが威い力りよくを殺していたが、傷の痛みで全身に火が点ついたようだ。毒が塗ぬられていないことを祈いのるしかない。

　満まん身しん創そう痍い──これだけ怪け我がをすれば、大人おとなでも狩かりを中断する。まして人間の街、それも行った事もない中央都市まで行くなど、正気の沙さ汰たではなかった。だが──

（………………俺じゃ……アーティアを、支えられない、から……！）

　左肩に刺さった矢を掴つかみ、深呼吸してから一気に引き抜く。食いしばった歯の間から小さく苦く悶もんの声をこぼし、ミロは震える脚あしを押さえ立ち上がった。

　──悔くやしいけど、認めてやる。お前がそうだと認めてやる。

　だから。

「だから…………お前がなんとかしろッ……バーン・フラットランド!!」

　目を拭ぬぐう必要はない──泣いてなどいないのだから、そんな必要はないのだ。



    

  
    
      　いつの間にか頬ほおを伝っていた熱を、頭を振って振り払はらい。

　握にぎりしめていた矢を投げ捨て、ミロは鬱うつ蒼そうとした森の中へ駆け出していった。



　　　　◆□□◆



　ひと月という時間について。



　それはある少年が、傷ついた身体を引きずり荒こう野やを渡わたり切るのに必要で。

　ある老人が、妄もう執しゆうの計画を次の階かい梯ていへ進めるために有意義で。

　ある少女が、崩くずれた心を風化させるのに十分で。

　ある男が、答えを出すには甚はなはだ不十分で。

　しかし、誰だれにも同じ長さと速さで過ぎていく──



　ひと月という時間は、そんな時間だった。



　　　　◆□□◆



　中央都市。

　ワイアットハートと言う名で呼ぶ者は市民ですらほとんどいません。州国独立戦争の英えい雄ゆうにちなんだ名ではありますが、形けい骸がい化した名前を大事にするのではなく、彼が遺のこした独立の信念と不ふ屈くつの精神を受け継つぐ事こそ、州国民の務つとめとは言えないでしょうか。英雄ワイアット・ジョルトの歴史は、ケントヴェ・ストリート独立記念博物館まで──

「──なにしてんだ、座ざ敷しき犬いぬ」

「ん？　逆ナン待ち」

　突然声をかけられて、バーンは派は手でな色いろ遣づかいの紙面から顔を上げた。

　広場の噴ふん水すいにもたれていた彼の前に、いつそこへ現れたのか一人の男が立っている。歳としはそう離れていないだろうが、浮かべたしかめ面つらにはいやに年ねん季きが入っていた。

「そんな小道具まで用意しなきゃならないタマか、お前が」

「意外と面おも白しろいもんだよ。大陸一の観光スポットが週一ペースで増ふえてくし」

　笑い、持っていたパンフレットを振ってみせる。観光協会ではなく私営の旅行店が発行している物で、かなりの誇こ張ちようとデマが混じっていた。そんな物でもなければわざわざ読む必要はない──ひと月も滞たい在ざいしていれば、情報にはそれなりに通じてくる。

「……にしても、珍めずらしいね。いつもはブロック・キャリバーが来るのに」

「隊長はアビスパ卿きようのところだよ。ヤバい実験の立ち会いだそうだ」

　制服の肩をすくめ、男──〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉のスクィージ・キャンドルブックは面めん倒どう臭くさそうに溜ため息いきをついた。そして胸のポケットから紙片をつまみ上げ、

「で、用件だが。えー……『本日、《息吹いぶき》調ちよう律りつ日。日にち没ぼつまでに研けん究きゆう棟とう第四ラボへ』」

「あれ？　今け朝さもあっちに顔出してるんだけど……データ取りとかなんとか」

「知るかよ。ったく……連中、すっかり俺たちをメッセンジャーと思ってやがる」

　舌した打うちし、スクィージは紙片を押しつけて来た。それを適当に畳たたんでパンフレットと一いつ緒しよに上着へ仕し舞まい、空を見上げる──太陽はまだ南天を少し下り始めた所だ。

「〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉は女の子の団員を入れるべきだよ。こんな良い天気に、なにが悲しくて男につきまとわれなくちゃならないんだか」

　中央都市で過ごすひと月、バーンには常に〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉、あるいは『アビスパス』の護ご衛えいがついていた。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に対する保険だと老アビスパには聞かされたが、監かん視しされているのは明らかである……それに不ふ都つ合ごうがあるわけでもないのだが。

　呟つぶやく彼に劣おとらず渋しぶい顔で、スクィージがうんざりと呻うめく。

「贅ぜい沢たく言うな。お前はなにするのも、どこへ行くのも金が要いらないんだからな。……言っとくが、ついて行く俺たちは自じ腹ばら切ってるんだぞ」

「え……そうなの？　【抗竜党】から経費で落としてるのかと思ってた」

「『開かい拓たく護衛軍の本分でない仕事は経費と認めない』そうだ。その本分でない仕事を押しつけたのが誰だか忘れたらしい。耄もう碌ろくしやがって、評ジ議ジ会イども」

　石いし畳だたみを蹴け飛とばし毒づいてから、彼はふと、訝いぶかしげにこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「…………だがまあ、意外と言えば意外だよ」

「ん、なにが？」

「もっと派手に遊んでるかと思ってたのさ。娯ご楽らくには不自由しない街だしな」

「──────まあ、ね」

　一いつ瞬しゆん詰つまらせた言葉を、バーンは即そく座ざに薄うすっぺらな笑顔で取り繕つくろう。

「ほら、最初から飛ばしすぎると息切れするから。…………もうあくせく辺境をうろつく必要なんかないんだよ。僕は開拓辺境フロンテイアの成功者なんだからさ」

　浮かべた作り笑いはそのまま、バーンはそっと自分の格好を見下ろす。

　身につけている服は皆みんな、選えりすぐられた最高級品だ。アクセサリーもすべて最新のモデルを特別に取り寄せており、一つ売れば一年は遊んで暮くらせるような物ばかりである。同じような物はホテルのクローゼットに大量に収おさめられているし、その部屋も本来は議会政府の要人が専用に借りる最上等のスイート。それらが全すべて、サイン一いつ筆ぴつで手に入る。

　つい最近まで、彼がつまらない辺境のチンピラだったとは誰も信じないだろう。

　しかし──

（足りない）

「あん？」

　頭に浮かべたつもりの言葉を、知らず声に出していたらしい。スクィージが怪け訝げんそうにこちらを見るが、バーンは答えず、ぐるりと街並なみを見み渡わたした。

　乱れなく舗ほ装そうされた通りには、いつでも人の姿が絶えない。区分けされた車道には馬車だけでなく自動車オートモービルも往おう来らいしている。彼も一台オートモービルを手に入れてみたが……不思議なほど、その乗り心地ごこちは味気ないものだった。

　それだけではない。一ヶ月間、この街で触ふれた全てがそうだった。

　賭と場ばでダイスを投げてみても、贅ぜいを尽つくした食事を作らせてみても、酒場サルーンで女の子を口く説どいてみても、何もかもが薄うす紙がみ一枚を通した他ひ人と事ごとにしか感じられない。どこへ自分を置いてもどこか足りない、ぴたりと収まらない。欠けたパズルのピースのよう。

（僕は、なにか失なくしてる）

　以前、その「なにか」は確かにそばにあった。すぐ隣となりに、背はい後ごに、あるいは目の前にいて、呆あきれたような銀の瞳ひとみで彼を見つめていたのだ。

（きっと…………まだ、取り返しはつく）

　極きわめて困こん難なんだが、まだ失くしたものは取り戻もどせる。

　しかし、そのためには『アビスパス』との契けい約やくを棄すてる必要がある。それは大陸中の人間が羨うらやむ成功者の地位を棄てることであるが……それ以上に、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑おさえる手段を失う事の方が重大だ。それは死の宣せん告こくと変わりない。

　どう考えても迷まよう必要などない選せん択たくのはずなのだ、が。

　右手の小指を見下ろす。そこに嵌はまっているのは洒落しやれたアクセサリーの中では飛び抜ぬけてみすぼらしく不格好な──アーティアが彼にくれた、頼たよりない御お守まもり。

　この指輪が引っかかっている。高級な服と平へい穏おん無ぶ事じな日々と、何より愛いとしい自分の命との天てん秤びんにかけられ、この今にもすり切れそうなちっぽけな指輪だけが拮きつ抗こうしていた。

（僕は……………………アーティアを失くしたんだ）

　ひと月かけて確認してきた事実がそれだった。

　もう何年も一いつ緒しよにいるような気がしていた、冷たく鋭するどい竜徒ドラグ＝ジーンの少女。どれだけ騒さわいでいても、どこで遊んでいても、そこには彼女がいない。それだけで、どんな事も夢の中の出来事のように現実味がなかった。

　──すぐにでも、こんな街は飛び出したい。あの子を探さがしに行くためならこんな生活には何の未み練れんもない。本当だ。嘘うそじゃない。嘘じゃ、ない。

（…………でもッ………………！）

　でも────怖い。

　ずっと、自分はアーティアに恋こいをしているのだと思っていた。彼女のためなら命いのち懸がけで踏ん張ばれると思っていたし、事実、死ぬかも知れないような危地を何度も切り抜けた。

　だが今回だけは訳が違ちがう。死ぬかも知れないのではない。確実に、死ぬ。

　死ぬのは、怖こわかった。

　それを恥はじと思ったことはない。

　だが、自分の意気地のなさをこれほど腹立たしく思ったことはなかった。

　どれほどの時間、そうしてそこに立っていたのだろうか──バーンが我われに返ったのは、目の前で揺ゆれる手の平に気付いてからだった。

「……おい、おい！　目ぇ開けたまま寝ねてるのか？」

　はっとして視線を上げると、スクィージがこちらを睨にらんでいる。

「《息吹》に喰くわれるなら喰われるで、俺が当番じゃないときにしてくれよ」

「うわ、すっげぇ他人事……大だい丈じよう夫ぶだよ。ほら、眼も青いままだろ？」

　へらりと顔を緩ゆるめて眼を指さしてみせる。確認したわけではなかったが、何も言ってこないところを見るとその通りだったのだろう。

　スクィージはいかにも覇は気きのない調子で頭を掻かき、通りの一方を指さした。

「暇ひまなら劇場通りの方でもぶらついてこいよ。コンフェソラ・ホールの公演は見に行ったか？　新しん鋭えいの女優がいてな。ここ最近はずっと、そいつの公演で一いつ杯ぱいだとよ」

「へえ、まだ街の東側にはあんまり行ってないんだ。西の方が遊べるところ多いし」

　指さされた方を見やってから、バーンは苦笑をこぼす。

「あんたにまで気を遣つかわれるなんてね。そんなにヤバい顔してたかい？」

「さてな。どのみち、お前がへこんでる原因なんて────、？」

　素そっ気けなく肩かたをすくめると、スクィージはふと口を噤つぐんで顔を横へ向けた。一いつ瞬しゆんで厳きびしく引き締しめられた表情に少し驚おどろき、そちらを見やる。

　車道の交通島ロータリーに交差する通りの一本、街の外周に続くストリートの様子がおかしい。人々が集まり、困こん惑わくした顔を見合わせていた。喧けん嘩かや事故……にしては静かに思えるが。

「……なんだろ、あれ」

　スクィージは答えず、無言でベルトに吊つっていた警けい棒ぼうを握にぎりしめる──中央都市では刃は物ものの携けい行こうが禁じられていた──。小走りに駆かけていく彼を見送り、しばし迷った後……バーンもその後を追い走っていった。途と中ちゆう、集まっていた人に話しかけてみる。

「どうしたの、なんの騒ぎ？」

「さあねえ。なんだか、浮ふ浪ろう者しやが倒たおれてるって言ってたみたいだけど」

　背せ広びろに中なか折おれ帽ぼうの勤つとめ人然とした格好の男はそれだけ答え、人ひと垣がきの向こうを覗こうと頭を動かしていた。肩をすくめ、人垣をかき分けていくスクィージに続く。

　人垣を抜けると、確かに歩道の端はしに誰だれかが倒れているようだった。そばで保安官シエリフ事務所の制服姿が二人、困ったように視線を交かわしている。早く保護するなり連行するなりすれば良さそうなものだが──次の瞬しゆん間かん、バーンはぎょっとして呼吸を止めた。

「おい、フラットランド…………！」

　肘ひじでこちらを小こ突づき、スクィージが小声で囁ささやく。はっと我に返り、バーンは慌あわててそちらへ駆け寄っていった。近づく彼に気付いて、保安官シエリフたちが面倒臭そうに手を振ふる。

「ダメダメ、近づかないでくださいよ。市民の皆みなさんは──」

「失礼、【抗竜党】の者です。火か急きゆうの用件で出向いてきていまして……」

　保安官シエリフをスクィージが押しとどめている間に、バーンは倒れている人物を抱だき起こした。ぼろぼろの外がい套とうは泥どろと血で変色しているが、指で拭ぬぐうとわずかに茜あかね色いろの布地が見える。

　子供と呼んで良い少年だった。うなだれた傷だらけの顔には、見み覚おぼえがある──

「そいつ……あのときのガキか？」

「…………うん、ミロだ。ミロ・デルッカ。なんだって、こんな………………」

　訊たずねるスクィージに答え、バーンはミロの顔にかかった髪かみをどける。と。

　その唇くちびるがわずかに震ふるえた。譫うわ言ごとのような不ふ明めい瞭りような呟つぶやきだったが──

「……ぃだ……アーティア、助け…………バー、ン…………」

　確かに、そう訴うつたえているのだという確信があった。

　深く息をついて、空を見上げる。

（──まだ、答えなんて出ちゃいないってのに）

　ミロを抱かかえる手。そこに嵌った小さな指輪に視線を落とし、もう一度嘆たん息そくする。

　天てん秤びんは突つきつけられた。息苦しい気持ちの中、バーンはそれを確信した。



　　　　◆□□◆



「ひ、ぃいぃッ……い、あ、ああぁああぁああぁ──────!?」

「もういい。やれ」

　中央都市郊こう外がいの、ある砂さ漠ばくの一いち隅ぐうで。

　その無感動な命令は、あるいは先に上がった悲鳴よりよほど耳みみ障ざわりだった。

　腰こしの後ろで手を組んだシム・リム・アビスパの涼すずしげな顔を睨みつけてから、ブロックは肩に担かついだ装置の照しよう準じゆんをそれに合わせる。

　それはもう、悲鳴を上げた口の在ありかすら分からないほどの変へん貌ぼうを遂とげていた。

　ほんの数秒前、老アビスパが命令を下す直前まで人の形をしていた物体は、身体からだ中からどす黒い肉にく腫しゆが膨ふくれ上がった異い形ぎようになり果てていた。蠢うごめく肉につ塊かいを睨み、歯を軋きしらせて──ブロックは担いだ装置のレバーを倒した。

　装置の大おお雑ざつ把ぱな形状は、トロンボーンに似にているかも知れない。機関部を収めた角かく柱ちゆう状のフレームから飛び出した不格好な喇らつ叭ぱ状の部品が振しん動どうし──次の瞬間、轟ごう音おんと共に馬に蹴けられたような衝しよう撃げきが突き刺ささり、彼は五歩ほども後ろへ滑すべっていく。

　装置から放たれたのは巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりだった。宙を駆けた炎は身み悶もだえする肉塊に突き刺さると、再び爆ばく音おんを上げて弾はじけ飛ぶ。

　叩たたきつけるように吹ふき返してくる熱風にも動ぜず、老アビスパは口くちの端はしを歪ゆがめた。

「──くひッ。まあ、ナジロ・ティンブリッジではこんなところか」

　爆ばく発はつが起こった地点に、黒い肉塊の姿は見あたらない──生き物が焦こげるむかつく臭しゆう気きを荒こう野やの風が吹き払はらっていく。傍かたわらでクリップボードになにやら書き付けている数人の社員を振り返り、老アビスパは淡たん々たんと言葉を並べていった。

「集しゆう束そく《息吹いぶき》砲ほうの方はどうだ」

「威い力りよくはクリア、でしょうか。オーガンライト・コアのみで生体同調しないタイプとしては、ほぼ最高値に近い数字です。……ただ反動が想定以上なので、部品が『飛んだ』可能性が高いですね。調整して、もう一度検証する必要があります」

「そうか。……聞いての通りだ、ブロック・キャリバー。一時間後に再実験を行う」

「アビスパ卿きよう──────これは、狂きよう気きだ！」

　先ほど呑のみ込んだ分まで纏まとめて吐はき出し、ブロックは老アビスパを睨みつけた。寄ってきた社員たちに装置を投げつけて押おし潰つぶしながら、大おお股またにそちらへ詰つめ寄る。

「人間の複製は、優ゆう秀しゆうな開かい拓たく者を複製し辺境開拓の効こう率りつ化を図はかるための技術である……あなたは【抗竜党】にそう仰おつしやったはずではなかったか!?」

「解かい釈しやくの相そう違いだ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》という唯ゆい一いつ無む二にの原石を、万ばん人にんが扱あつかえる鉱石へ製せい錬れんするための実験だよ……それに、喰わせたのは役立たずの機サ械イ施ボ術ー者グだ。どのみち廃はい棄きするつもりだったモノを、最さい期ごに有効利用したにすぎん」

　呵か責しやくも疑問もない口くち振ぶりに激げき昂こうし、拳こぶしを振り上げる──その直後、視界の端で銀光が閃ひらめく。気付けば眼前に、一人の男が立っていた。フェレトロ・シリーズ。

　振り上げた肘ひじの内側、動脈にぴたりと細剣レイピアの先を押し当て、彼はにこりと微笑ほほえんだ。

「どうか落ち着いてください。右みぎ腕うでが不自由になっては、開拓も続けられますまい？」

「小こ癪しやく…………腕を失っても、通すべき道がある！」

「立りつ派ぱなことだが、くひッ──貴き様さまが死ねば別の人間を用立てるまでよ。十カ四ト番ル目セ、次の実験はデイジー・ドリトルで行う。施せ術じゆつを行っておけ」

「承知いたしました、我わが主あるじ」

　恭うやうやしく一礼すると、彼──カトルセ・フェレトロとでも言うのだろう──は剣を引き、離はなれた場所に停めてある大型の自動車オートモービルへ向かっていった。「変貌」させられる為ために用意された人間を閉じこめた鋼こう鉄てつの護送車である。

（シム・リム・アビスパ……この男は、なにを考えている…………？）

　狂気の焔ほのおを征せい服ふくし、彼の狂気はどこへ向かおうとしているのか。

　少し叩けば折れてしまいそうな背を見下ろし──ブロックは、震える拳を解といた。



    

  
    
      
　第三章　紅くれないへ紡つむがれる　Burn the ier!　 [NG & NG mix]






　竜徒ドラグ＝ジーンという連中は総じて、頑がん丈じように出来ている。

　保安官シエリフを丸め込み『アビスパス』の医い療りよう施し設せつへ担かつぎ込こんだミロは、実際、息があるのが不思議な有り様だった。全身の裂れつ傷しようと、それをろくに手当てもせず動き続けた事による衰すい弱じやくが酷ひどいということである。なので。

「なんぼなんでも、それは止やめてあげようよ。人として」

「うっさいですわね。どうせ死にゃしませんわよ」

　心底困こまった顔のバーンに止められたキャロラインは鼻を鳴らし、寝しん台だいに横たわるミロに振ふり上げていた消しよう毒どく液えき入りのタライをサイドボードへ戻もどした。

「竜徒ドラグ＝ジーンを保護したなんてラボから報告されて来てみれば……いつぞやのチビジャリじゃありませんの。つまらないことで時間をとらせないで下さいますこと？」

「だからあんたは呼ばなかったんですけどね、レディ・アビスパ」

「次にキャロりんと呼ばなかったら、あの消毒液はあなたにぶっかけますわよ」

　睨にらみ合うスクィージとキャロラインは放っておき、彼は寝台へ視線を下ろした。担ぎ込んだ時は死にそうな有り様だったミロも今は静かに眠ねむっている。

「……しかしどうしたんだろ。尋じん常じようじゃないよ、これ」

「怪け我がのことか？　それとも、竜徒ドラグ＝ジーンが中央都市に入り込んだってことか？」

「両方ですわよ、両方。警けい備び隊たいはなにをしてましたの？」

　即そく座ざに言葉を返すスクィージたちへ振り返り、バーンは肩かたをすくめた。

「目印の茜あかね色は泥どろまみれだったし、子供の竜徒ドラグ＝ジーンってのも珍めずらしいからね。辺へん境きようならともかく、中央都市の人間だったら分からなくても仕方ないさ」

「だが実際、こいつは竜徒ドラグ＝ジーンだ。確か《息吹いぶき》も使えたはずだし、害がい獣じゆうや野や盗とう程度に後おくれは取らないだろ。……ここまで怪我を負おったのは何な故ぜだ？」

「ていうか、そもそもなにしに来ましたの。コイツ」

　寝台を蹴け飛とばしたキャロラインが、ふんぞり返って無理やりミロを見下ろす。

「目的次し第だいではタダではおけませんわよ。面めん識しきもあることですし、慈じ悲ひの心で絞こう首しゆか銃じゆう殺さつかサボテンかは選ばせてあげるとしましょう」

「いきなり処しよ刑けいの方向で考えなくてもいいと思うけど。……サボテンってなにさ」

「ま、チビジャリのことはどーでもよろしいんですの──フラットランド。あなたまだラボに顔を出していないでしょう？　向こうの準備はとっくに整っていますのよ」

　質問は綺き麗れいに無視して、彼女は柔やわらかそうな頬ほおを膨ふくらませた。窓の外ではとっくに陽ひが沈しずんでいる。バーンはぱたぱたと手を振り愛あい想そう笑いを浮うかべた。

「ごめん、心配だったからさ。できれば意識が戻もどるまでいてあげたいんだけど」

「……図ずう々ずうしいですわね、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のオマケの分ぶん際ざいで」

　さりげなく酷ひどいことを言いながら、キャロラインは可愛かわいらしい造ぞう作さくを台無しにする仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを睨にらんでいた。が、やがて諦あきらめたように嘆たん息そくする。

「分かりましたわ。妥だ協きよう案あんと行きましょう」

「……妥協案？」

「要するに、意識が戻れば良いのですわよね」





「──っだあああぁああぁああぁあああぁあッ!?」

　全身にくまなく凶きよう悪あくな激痛が突き刺ささり、ミロは悲鳴を上げて跳とび起きた。

「んふッ。ほらご覧らんなさい。一いち撃げきでしてよ」

「うーん……やるんじゃないかって気はしてたけど」

「止めろよ、じゃあ」

「おッ、おぉ、おぉお前らあああぁぁあッ!?」

　とりあえず怒ど声せいを張り上げながら、我わが身に何が起こったのか確認する。

　見み覚おぼえのない部屋にいた。天てん井じようにはガス燈とうが下がっている。広くはない。彼は窓まど際ぎわに置かれた寝台の上に立ち上がっていた。そばに三人の人間が並んでいて……その中の、空からのタライを抱かかえた三さん白ぱく眼がんの少女を指さす。

「なんなんだ、くそッ！　俺おれになにをした!?」

「うっさいですわね。ちょっと活を入れてやっただけですわ」

　心底煩うるさそうに吐はき捨すてると、彼女はタライを投げつけてきた。それをはたき落とし、自分の格好を見下ろす。簡単な造つくりの服を着せられており、全身の傷はきっちり手当てされていた。なぜか上半身がぐっしょりと濡ぬれていて、奇き妙みような刺し激げき臭しゆうがする。

「傷口を消毒するのは当然ではなくて？　沁しみたかも知れませんけど」

「こ、この────、っ？」

　憤ふん慨がいに任まかせ怒ど鳴なりつけようとした途と端たん──すうっ、と視界が暗くなる。身体からだが平へい衡こうを失い転てん倒とうしかけたミロは、予測していたように腕うでを伸のばしてきた男に支ささえられた。

「落ち着け、竜徒ドラグ＝ジーン。お前は血を流しすぎてる」

「くッ……」

　されるまま寝台に座すわらされ、ミロは力なく歯ぎしりする。憎にくたらしい金きん髪ぱつの少女も、灰色の制服を着た男にも見み覚おぼえがあった。以前、人間の街に下りた時に見た顔だ。名前は確かキャロラインと────男の方は覚えていないが、まあどうでもいい。

　そして、最後の一人。

「…………バーン・フラットランド」

　いかにも軽けい薄はくそうなその男は、名を呼ばれるとへらりと口元を緩ゆるめた。

「やあ、しばらくぶり。元気……じゃないよね、いまは。はは」

　膝ひざの上に置いた手を握にぎりしめる。硬かたい笑顔のまま、バーンはこちらへ近づいてきた。

「しかし、こんなところで会うとは驚おどろいたね。いったいどうしたのさ。怪我だらけだし」

「…………」

「……えっと……と、とにかくゆっくり養よう生じようしなよ。なかなか快かい適てきな──」

　明後日あさつての方へ視線を逸そらそうとするバーンを、ミロは胸むなぐらを掴つかんで引き留とめる。そして困こん惑わくする彼の顔を、憎ぞう悪おを込めて睨みつけた。

「──お前、なにしてるんだ」

「…………なにって、なにが？」

「こんなとこで……アーティアを放っといて、なにしてるんだよ…………！」

　引きつる喉のどから、掠かすれた声を振ふり絞しぼる。

「なにが起こってるのか、俺には分からないけど……アーティアが大変なんだ……！　心を失なくしかけてるって……支えてやれる奴やつが必要だって…………!?」

「……心、って…………？」

「アーティアは里さとに捕つかまってる。このままじゃ……このままじゃ、死────ッ」

　その先は言葉にならなかった。

　痺しびれたように力の入らない腕を震ふるわせ、顔を伏ふせる。そして少しの間口を噤つぐんで──顔を跳はね上げると、ミロは喰くらいつくように怒声を叩きつけた。

「お前、なにしてるんだよ！　俺じゃ駄だ目めなんだ──俺じゃ駄目なのに！」

「…………」

「分かんないわけないだろ!?　アーティアを支えられるのなんて、お前しかいないじゃないか！　当たり前じゃないかよ！　なのにッ……こんなとこで、なにしてるんだよ!!」

「…………ミロ」

「頼たのむよ────アーティア、助けてくれよ…………ッ!!」

　半なかばもたれかかりながら言いつのり、最後は、彼の胸を拳こぶしで叩たたく。肩かたの傷に衝しよう撃げきが響ひびくが、その痛みも気にならない──胸の内の方が百倍痛い。

　紡つむいだ言葉は自分でも意味が通っているとは思えなかった。

　それでも、探さぐるように眉まゆ根ねを寄せて、バーンは口を開く。

「…………よく分からないけど、アーティア……危ない目にあってるのかい？　その……し、死ぬかも、知れないような？」

　黙だまって頷うなずく。口を開けばみっともない泣き声になってしまいそうだった。

「そっか。……それ、まだ助けられるかも知れないんだよね？」

「────」

「そっか。……君は、それを伝えるために、こんなボロボロになってここまで……？」

「────っ！」

「そっか……」

　頷き続けるしかないミロの頭に触ふれ、バーンが声を落とす。

　沈ちん黙もくしていたのは一呼吸ほどの間だっただろうか。

　バーンは浅く息をつくと──こちらの両りよう肩かたに手を置き、薄うすく微笑ほほえむ。

「……ごめんね。悪いけど、僕ぼくは行けない」

「なに？」

　困惑した声で呻うめいたのは、例の灰色の服の男だった。

　視線でそちらを振り向いてから、バーンはミロを寝台に押しのける。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の様子がおかしい。暴走しやすくなって、危険なんだ。アーティアもそう考えたから、暴走を確実に抑おさえておける中央都市に僕を置いてったんだよ。……ここを離はなれてみすみす罪ざい人にん竜りゆうを復活させたんじゃ、逆に彼女に迷めい惑わくがかかる。だろ？」

「ちょっと……それ、本気で言ってますの？」

　急に詰つめ寄ってきたキャロラインが、ぎろりと翠みどりの双そう眸ぼうを尖とがらせた。

「あなたがあの小こ娘むすめを諦あきらめるなんて、考えられないのですけれど」

「────そうさ、諦めなんかついてない。つくもんか」

　寂さみしげな、しかしどこか諦てい観かんの滲にじんだ顔で、バーンが笑った。

「……だけど、死にたくないよ。そんな、わけわかんない罪人竜なんかに喰くわれてお終しまいなんて……そんなの、嫌いやだ。だったら一生、この街から出なくていい」

「……そう。そうですわね」

「それに──ほら。ミロも混乱してるじゃないか。アーティアが危ないっていうのも勘かん違ちがいかも知れない。そうだよ……あの子が死ぬなんて、そんなこと信じられない」

　顔を引きつらせるキャロラインの肩をぽんと叩いて、バーンはふらふらと歩き出す。声と同様に震える足で危なっかしく扉とびらの前に立ち、肩越ごしに力なく手を振った。

「《息吹》の調整、行ってくるね。──ミロのこと、よろしく頼むよ」

　引き止める声は上がらない。彼が出て行き、扉が閉まると……ずっとそちらを睨んでいたキャロラインが吐はき捨てるように呻うめく。

「──ま、妥だ当とうな判断ですわね。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の不安定は事実ですし。……お祖じ父い様も、それを見み越こしてフェレトロ・シリーズを使ったのでしょうけれど」

「と、いうと？」

　眉まゆをひそめる灰服の男に、キャロラインは表情を歪ゆがめた。

「以前《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を複製した時点では技術が未完成だったのですわ。いまですら完成とは言い難がたいですけれど。不十分な装置で、強ごう引いんに生命情報に介かい入にゆうした結果…………フラットランドの《息吹》は極きよく端たんに暴走しやすくなっています」

「っ。まさか、アビスパ卿きようは？」

「故意に、なのでしょうね……フラットランドを意のままにする為ために。ふんだ、お父とう様がいらしたらこんな腰こし抜ぬけの奸かん計けい、絶対お許しになりませんわ」

　ぴょこんと寝台の端はしに座り、忌いま々いましげに鼻を鳴らす。消毒液で濡ぬれたシーツが嫌いやなのかこちらを押しのけてくるのは鬱うつ陶とうしかったが、彼は口を閉ざしていた。

「それにしても……ああ、フラットランドっ！　あそこまで腐くさったトンチキとは思いませんでしたわ！　ぐだぐだぐだぐだ見苦しく言い訳並べて、あれでも男ですの!?」

「妥当な判断って言ったばかりじゃないですか、あんた」

「個人的に気に入りませんの。あれでは決断から目を背そむけているだけの臆おく病びよう者ですわ!!」

　ばたばたと足を振って、キャロラインは苛いら立だたしげに口を噤んだ。

　嘆たん息そくし、ミロはふと窓の外に目を向ける。

　薄ぼけた闇やみ越しに巨きよ大だいなビルディングが建たち並んでいるのが見えた。そう言えばこの部屋もずいぶん高い場所にあるんだなと、呑のん気きな感想が思い浮かぶ。

　──そろそろ、構わないだろうか。

「確かに、あいつは臆病者だ」

　突とつ然ぜん口を開いたミロを、二人が訝いぶかしげに振り向いた。

「俺はあいつが嫌きらいだ。臆病者で、腑ふ抜ぬけで軽けい薄はくで根性無しで、アーティアが危ないときもそばにいてやらないで……本当に、ろくでもない人間だ」

「……いきなりなに言っていますの、チビジャリ？」

「お前も知ってるはずだけどな。あの男のどこが一番ろくでもないか…………平気な顔して、嘘うそをつくところだろ」

　ちらりと隣となりを見る。キャロラインはきょとんと首を捻ひねり……唐とう突とつに顔を強こわばらせる。無言で寝台を飛び降りると、扉を蹴け破やぶりけたたましく部屋を飛び出していった。

　ざまあみろ。そんな気持ちで苦笑していると、こちらは驚おどろいた様子もなく灰服の男が声をかけてきた。薄うす々うす感づいてはいたのかも知れない。

「黙だまってた方が良かったんじゃないのか？」

「ふん、あのチビに勘かん違ちがいされたままじゃ腹が立つ。そう長く騙だまし通せやしないだろうし……逃にげ足だけなら星ほし守もりだって敵かなわないような奴やつだ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　軋きしむ身体を動かし、苦労して寝台の上に胡座あぐらを掻かいて──シーツについてはもう気にしないことにした──ミロは男を睨にらみつける。

「俺も訊ききたいことがある。…………アーティアたち、いったいなにがあったんだ。全部説明してもらうぞ。もし話さないなら────」

「落ち着けよ。……いま暴れて、勝ち目があるとも思わないだろ」

　静かに息を吸い始めるミロを、男が片手を掲かかげて制した。それでも視線を緩ゆるめないミロへ面めん倒どう臭くさげに溜ため息いきをつき、頭を振る。

「説明はしてやるさ。ただ、俺も団長から又また聞ぎきしただけってことを了りよう解かいしといてくれ。それに……多分、いま話しても途と中ちゆうで切り上げることになる。だろ？」

　──バーン・フラットランド、逃とう亡ぼう。

　その報に『アビスパス』中が騒そう然ぜんとしたのは、それからわずかの後だった。



　　　　◆□□◆



　社しや屋おくを抜ぬけだした後、東のストリートへ逃げた事に大した理由はない。

　ホテルも主おもな遊び場も街の西側だったので、追っ手がかかるならそちらへ重点的に網あみを張るのではないかという程度の思いつきだったのだが……

（……こーいうのを、浅あさ知ぢ恵えっていうんだろうな）

　身を隠かくした路地からこっそり顔を覗のぞかせて、バーンは表の様子を窺うかがった。ガス燈とうに照らされた石いし畳だたみを鳴らし、何人もの黒服の男がストリートを行き来している。

　嘆息し、彼は路地の奥へ足を向けた。表通りを行けば十歩歩く前に取り押さえられる。ステーションは網を張られているだろう──徒歩で脱だつ出しゆつするしかない。

（徒歩で……一番近い街まで、どれくらいかかる？）

　頭に、周辺の地図を思い描えがく。まず馬かなにか、足を確保できなくては話にならない。いつ火が点くか分からないダイナマイトを抱かかえているような身体からだなのだ。

　……胸きよう中ちゆうに、不安が影かげを落とす。

　だが脚あしは止めない。止めれば引き返さずにいられる自信がなかった。

（本当に…………どこまで格好悪いんだ）

　アーティアが危地にあると聞いた時には、もう街を出ることしか考えていなかった。

　部屋を出てすぐさま隣りん室しつから窓まど枠わく伝いに壁かべを下り──騙した「客」から逃げる際よく使った得とく意い技わざだ──通りを駆かけ出した時も、迷まよいはなかった。

　だが感情の波が引き、理性が口を挟はさんでくれば、意気は途と端たんにくじけていく。

　死にたくない。死ぬのは怖こわい。死にに行きたくなんかない。

　先刻の言葉もいくらかは本ほん音ねが混じっていたはずだ。だが、それでも……

「…………っ」

　入り組んだ路地を勘かんだけで折れ、曲がり、ひたすらに進んでいく──と。

　行く手からせわしない靴くつ音おとが響ひびいてくるのに気付き、バーンは急制動をかけた。自分の足音と思っていたせいで気付くのが遅おくれたのだ。

　咄とつ嗟さに横の路地へ飛び込むが……少し行くと、また行く手から足音。

（ッじ、冗じよう談だんだろ!?）

　再び脚あしを踏ふん張ばり、慌あわてて周囲を見み渡わたす。背の高い建物に挟はさまれた一本道で、身を隠せそうな物もの陰かげはない。足音は、前後共に近づきつつあった。

（んな、バカな!?　あり得ないだろこんなの!!）

　入り組んだこの街の路地の一本に、よりによって自分が迷い込んだ瞬しゆん間かんに前後を挟まれるなど考えられない。だが事実、追っ手は迫せまっている……

「あーもう……ッ！」

　髪かみを掻きむしり涙なみだを浮うかべ、バーンは横手を振ふり返る。

　煉れん瓦が造づくりの建物の壁に、小さな扉とびらがついていた。飾かざり気けのない古びた戸板だが、しっかりした造りをしている。通用口なのだろう。

　神に、悪あく魔まに、先祖の霊れいに、御ご利り益やくのありそうなものへ片かたっ端ぱしから祈いのりを捧ささげて真しん鍮ちゆうのノブに手をかける。鍵かぎは……かかっていない。

　まずは幸運に感謝しつつ扉を開け、素す早ばやく建物の中に身を躍おどらせ──

「っ、誰だれ!?」

　──間かん髪はつ入れず打ち止めとなった幸運に、バーンは胸中で呪のろいの言葉を呟つぶやいた。

「アランの奴やつ、楽がく屋やの鍵は直したって言ってた癖くせに……動かないで。人を呼ぶわよ」

　中にいた人物は女性であるらしい。気の強そうな芯しんの通った声を険けん悪あくに低くする。バーンは相手を刺し激げきしないよう両手を肩かたの高さに挙あげ、ゆっくり振り返った。

「ま、待って待って、違ちがうんだ。……泥どろ棒ぼうとか、そんな気の利きいたもんじゃない」

　楽屋、という言葉から想像していたより遥はるかに広い部屋だった。照明は鏡きよう台だいに置かれた角燈ランタンだけだったが、見えるだけで十着以上の絢けん爛らん極きわまりない衣い装しようが吊つるされている。声の主ぬしと思おぼしき人ひと影かげはその傍そばに立っていたが、暗いせいで顔が見えない。

　悲ひ愴そうな、影のある微笑を浮かべると、バーンは哀かなしげに聞こえるよう声を造った。

「悪党に追われているんだ。ほんの少しの間でいい、ここにいさせてくれないか──君に迷めい惑わくはかけない。約束する」

「悪いけど、女を騙そうとしてる男の喋しやべり方見み抜ぬくのは得意なの。経験豊ほう富ふだから」

（……げ）

　あっさり見破られ、取り繕つくろっていた憂うれいの表情を崩くずしてしまう。背中に伝う冷ひや汗あせを感じながら──腑ふに落ちないひっかかりを覚えて、バーンは顔をしかめた。

　これだけで荒こう野やを生き抜いてきた口先と演技である。いくら経験があろうとそう簡単に見破られてはたまらない。これではまるで、彼の嘘の癖くせを知っているような……

「君は──」

「動かないでって言って────、っ」

　思わず足を踏み出したバーンと、素早くランタンを掴つかみこちらに向けた彼女は、そこで互たがいに動きを止めた。彼に至いたっては呼吸すら止めていた。

　ランタンの向こうに見えた彼女は、バーンと変わらない上うわ背ぜいがあった。上品に、艶つややかに彩いろどられた細身のドレスが、スタイルの良い彼女を更さらに魅み力りよく的に引き立てている。

　硬こう直ちよくしていた時間は長くはなかったはずだ。つまり、呼吸を止めていられる時間よりは短かった。糸を切るように、バーンは吐と息いきを押し出す。

「……そっ、か。劇場通りの、新しん鋭えい女優。君のことだったなんて」

「…………そうよ。悪い？　落ちぶれてないのが気にくわなかったかしら」

　こちらはもう落ち着いた声で、彼女は素そっ気けなく言い捨すてた。もっともランタンを鏡台に置く手が震ふるえている所を見ると、表面ほど冷静ではないのかも知れない。

「あなたの噂うわさも聞いてるわ、バーン。この劇場『アビスパス』の系けい列れつなのよ。スタッフにも社員が多いから、彼らに追われてるんだとしたら気をつけることね」

「う……き、気をつける。でも、知ってたなら会いに来てくれればよかったのに」

「会えるわけないじゃない。…………会えるわけないじゃない」

　わざわざ言い直した理由は訊かない。それははっきり承知している。

　先ほど追っ手に囲まれた原因も分かった──当てずっぽうに進む内に大通りの近くまで出ていたのだ。それは幸運なのか不運なのか判断しかねていると、彼女は綺き麗れいな蜂はち蜜みつ色の髪を掻かき、捨すて鉢ばちな笑みを浮かべて椅い子すに腰こしを下ろす。

「最初は小さな酒場サルーンで踊おどってたんだけどね。たまたま、一本書いてみた舞ぶ台たいの案を売り込んだら大当たり──怖こわいくらい好こう評ひようで、私も舞台に立つことになってるってわけ。……お気の毒さまね。私は、中央都市ここでも成功を掴つかんだ」

「なんで気の毒なのさ。君が大成功してるんだ、嬉うれしいに決まってるだろ」

　困った顔で笑い、鏡台の上に視線を落とす。今日の公演のパンフレットだろうか、彼女の姿が描かかれた紙が置いてあった。舞台のタイトルは──

「…………」

「ねえ、バーン──あなたなんで追われてるの？」

　彼が息を呑のんだ事には気付いていない様子で、彼女は声をひそめて聞いてくる。

「例の《息吹いぶき》の研究に協力する代わりに、かなりいい待たい遇ぐうを受けてるって聞いたけど」

「あ……うん。凄すごいよ、この街ならどこで何しようとフリーパスなんだ。やろうと思えば街中のサルーンから女の子集めて、朝まで遊び倒たおすことだってできる」

　パンフレットに伸のばした指を慌てて引っ込め答えると、彼女はそう、と頷うなずき、

「なんでやらなかったの？」

「……やる気になれなかったから、かな」

　その理由は問われない。恐おそらく、先ほどの彼と同じ理由で。

　代わりに大きく深呼吸をすると──彼女は、素っ気ない調子を装よそおって口を開いた。

「────アーティアは、元気にしてる？」

「……。さっき聞いた話だと…………死ぬかも知れない、ってさ」

　風が、戸板の隙すき間まを抜けるような音がした。

　宝石のような瞳ひとみを愕がく然ぜんと見開く彼女に、バーンは低い声で続ける。

「でもまだ、助けられる目はあるんだ。あの子は故こ郷きようの里に囚とらわれてる。会いに行かなくちゃいけない。……もう行くよ。かくまってくれてありがとう」

　凍こおり付いた彼女に優やさしく笑いかけ、バーンは先ほど入ってきた扉とびらに向き直った。追っ手はとうに通り過ぎているだろう。また通りかからないとも限らないが。

「…………あなたはやっぱり、逃にげないのね」

　ふと──囁ささやき声に背中を突つかれ、振り返る。

　鏡台に片かた肘ひじをもたれて、彼女がこちらを見つめていた。

「《息吹》、危ないって聞いてるわよ。この街の施し設せつじゃなきゃ抑おさえられないくらい」

「……まあ、ね」

「じゃあ死んじゃうじゃない。……この街出たら、あなた、死んじゃうじゃない」

　こちらの返事に即そく座ざに被かぶせて、彼女はどこかに震えを隠した声を押し出す。

「あのときも今も、逃げないで、またあの子のために、命懸かけて会いに行くってわけ？　それって馬ば鹿かげてる。あの子は…………あなたが死んだら、きっと泣く」

「それでも────会いに行くってわけ、さ」

　答えは、自分でも意外なほど軽く返せた。

　押おし黙だまった彼女に、バーンはふと思い出して付け加える。

「あの子を連れて帰ってくる。……だからあのときのこと、ちゃんと謝あやまってくれよ」

「……無理よ。あなた、死ぬんだもの」

「だったら構かまわないだろ？」

　肩をすくめると、彼女は無言のまま足元へ視線を逃のがす。

　沈ちん黙もくは長引いた。

　微び動どうだにしなかった彼女は突とつ然ぜん、鏡台の抽斗ひきだしから小さなハンドバッグを取り出し、中からつかみ出した何かをこちらへ投げつける。慌てて、彼はそれを両手に受け止めた。

　じゃらりと硬こう質しつな音が転ころがる──投げつけられたのは、鍵だった。

「そこを出て左、分ぶん岐きの向こうの青い扉のビルに行って。倉そう庫こに自動車オートモービルが置いてある。劇場の車だから止められはしないと思う。運転できる？」

「う、うん。大だい丈じよう夫ぶだけど…………あの、」

「すぐ行って。……死にたがりの馬鹿に、目の届くところで死んで欲しくないだけよ」

　こちらの言葉をぴしゃりとはね除のけ、彼女は顔を背そむけてしまう。

　その横顔へ、バーンはぽつりと呟いた。

「──君の舞台。さっき、そこのパンフレット見たけどさ」

「……」

「結末が二通りあるんだってね」

「……すぐに行ってって、聞こえなかったの」

「幸せを掴むか、悲劇になるか。その日の結末がどっちに転ぶか誰だれにも分からない──」

「人を呼ぶわよ!!」

　鏡台に拳こぶしを打ち付けて、彼女は金かな切きり声を上げる。実際、その声で人が集まってきてしまうのではないかと思うほどの声量ではあった。

「私を責せめてるの!?　あんな真ま似ねをしておいて、ハッピーエンドで終わろうとしてる私が許せないってわけ!?　はん、冗じよう談だんじゃないわ！　私は間ま違ちがったことなんてしてないじゃない────冗談じゃないわ!!」

「ああ冗談じゃない。冗談で、君があのタイトルをつけるわけない」

　柔やわらかく答えるバーンに、彼女は言葉を呑のみ込んだ。

　微笑ほほえんで、受け取った鍵かぎをポケットに押し込む。

「たぶんそれでいいんだ。僕もこれから、それをしにいく」

「……どういうことよ」

「二つのこと。……割り切れないなら、天てん秤びんごとかっさらう手だってある。だろ？」

　声を上うわずらせる彼女へウインクし、扉を開ける。辺あたりには人影も足音もない。冷たい夜や気きを一いつ杯ぱいに吸すい込み、バーンは走り出した。

（どっちも選べないなら…………そうさ。どっちもかっさらうしかない！）

　この街で、いくら悩なやんでいても見つかるはずがない。

　欲しいものは手に入れる。望みが叶かなうも叶わないも自分の才さい覚かく次し第だい。

　二つに一つと決めつけられる筋すじ合あいはどこにもない。自分が求める最大限のため、無む謀ぼうに、危険に、貪どん欲よくに挑いどみ続ける────不屈の根性フロンテイア・スピリツト。

　駆かり立てるのは、ある確信だ。先刻『アビスパス』の社屋でこぼした本音の一片。

（アーティアが死ぬなんて、ンなこと信じられるかよ!!）

　その確信だけに全すべてを託たくし、バーンは無人の路地を駆け抜ぬけていった。





　じきに幕まくが上がる。

　バーンが出て行った扉から視線を外はずし、彼女は椅い子すを立った。のろのろと乱れた髪かみを直しつつ廊ろう下かに出る──どのみちセットし直すのだから、適当で構わない。

『冗談で、君があのタイトルをつけるわけない』

　ばたばたとスタッフが行き来する廊下を歩きながら、彼の言葉を思い返す。

（……あんなの、適当よ。意味なんかない）

　冷たい微笑を唇くちびるに乗せて、舞台の段取りを確認する。脚きやく本ほんは演出の都つ合ごうで変へん更こうされた箇か所しよも多いものの、大おお筋すじは彼女が書いたオリジナルに沿そっていた。

　──辺境に、女がいた。踊ることで日々を生きる女がいた。

（昔からそう。あいつ、知ったような顔して、結局なにも分かっちゃいないんだから）

　──女は夢を持っていた。誰だれもが注目する大きな舞台で踊りたい。誰でもない誰かノーボデイから確かな自分になりたい。

（だからあいつは嫌きらいなのよ。本当に、昔から大っ嫌いだった）

　──だから女は、友達を売った。たった二人の大切な友達を、裏うら切ぎり、見捨てて、罠わなにかけ、夢を叶える金を作った。

（いつも適当で、嘘うそばっかで、そのくせ……こっちの嘘は、すぐ見み透すかして）

　──女は夢を叶えた。華はなやいだ街で、誰もが憧あこがれる踊り手になった。

（本当、大っ嫌い。………………分かってるんだから、自覚させないでよ）

　──成功を掴んだ女はしかし、裏切った友達のことを忘れることが出来なかった。気が狂くるうほどの後こう悔かいと、自分の醜みにくさへの憎ぞう悪おと恐きよう怖ふに、女の心は壊こわれていった。

（…………私は……結局、誰でもない誰かノーボデイのままだ）

　──悩み、苦しみ喘あえいだ末、女が選んだ結末は、

「────さん!?　ああもう、よかった……探さがしましたよ！」

　ふと。

　誰かに名前を呼ばれて、彼女ははっと我われに返った。

　目の前に赤毛の若い男が立っている。年上のはずだが、丸い瞳ひとみと低い身長のせいで学生のように見えてしまう。彼は安あん堵どの息をつくと、せわしなくまくし立ててきた。

「どこ行ってたんですか、もう開幕ですよ？　いまビクトール君が引っ張ってくれてますから、早く上がってください。彼、アドリブ強くないんですから」

「ごめんなさいアラン。少し考えごとをしてたの」

　急せかされるまま早足に歩く彼女の髪を、器用に歩きながら直していたアランは、その手も足もまったく緩ゆるめないまま心配そうに顔をしかめる。

「もしかしてトレメンディ・ホールの引き抜きの件ですか？　俺は反対ですよ」

「あら嬉うれしい。でも違ちがうから安心して。──何度直してって言っても楽屋の鍵かぎを直してくれないスタッフの解かい雇こを、オーナーに頼たのむかどうか迷ってただけだから」

「……あ。か、勘かん弁べんしてくださいよ、今夜の公演が終わるまでには直しますから……」

　弱り切って呻うめく彼に意地悪な微笑を残し、舞ぶ台たい袖そでへ上がっていく。舞台では窮きゆう屈くつそうな燕えん尾び服ふくを着た男が、広い客席に向かって間を保もたせるための口こう上じようを並べていた。

　その場のスタッフたちに遅おくれを詫わびながら、意識の片かた隅すみでふと、考える。

（もし……奇き跡せきが起こるなら）

「さあ、長らくお待たせいたしました。コンフェソラ・ホールが誇ほこる歌と舞まいの姫ひめ。その名は……いえ、無ぶ粋すいはいたしますまい。誰しも、知らないはずなどありません」

　口上が締しめに入り、彼女は深く息をついた。

（もしバーンが死なずに済すんで……アーティアが元気に戻もどってきて……アランが鍵を直していて………………私が、脚本の結末を決められたら）

　そんな奇跡が起こるのだとしたら、その時は、覚かく悟ごを決めよう。

　照明が明るくなっていく。アドリブは強くないと言いながら、堂々と口上を述のべて下しも手てに下がるビクトールと入れ替かわるように、彼女は舞台へ進み出た。



    

  
    
      　割れるような拍はく手しゆと眩まばゆい光の中、自分にすら気付かれないよう、小さく囁ささやく。

（ちゃんと謝る……ちゃんと、謝るから…………ッ！）

「今こ宵よい、女は裏切りを悔くいて命を断たつのか。恐怖を受け入れ、乗り越こえることができるのか。どうぞお手にはハンカチを。お送りします演目は……『迷えるろくでなしストレイ・ユースレス』！」

　お願い────どうか、無ぶ事じで。



　　　　◆□□◆



「どういうことですの、お祖じ父い様!?」

　執しつ務む机づくえの上に身を乗り出し、キャロラインは椅い子すにかけた祖父、シム・リム・アビスパを睨にらみつける。壁かべ際ぎわに控ひかえさせているブロックとスクィージ、ついでに引きずってきた竜徒ドラグ＝ジーンのミロが揃そろって嘆たん息そくをこぼしていた。

「言葉通りだ。フラットランドの捜そう索さく隊など出す必要はない」

　手に持った書類から顔も上げず答えて、老アビスパは起き伏ふくのない声で続ける。

「当面必要なデータは取ってある。いまは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の転用実験が最優先だ」

「だからって────！」

「奴やつには『鈴すず』をつけた……くひッ。のたれ死ぬ前に回収はする。それで十分だ」

　抗こう弁べんしようとする彼女を、書類を降ろした祖父が見返した。瞬しゆん間かん──得体の知れない悪お寒かんに、キャロラインは言葉を呑む。その頃ころには、祖父はもう書類に視線を戻していたが。

「──軍部の編制はどうなっている？」

「……順調、ですわ。武装はクリア……人員は軍ぐん役えき経験者を中心に選別しています」

「我儕わなみの兵を充あてろ。下へ手たな騎き兵へい隊くずれなどより、よほど役に立つ」

「っ了りよう解かい、ですわ────失礼いたします。……行きますわよ」

　恐怖に震ふるえる声を抑おさえ、全力で平静を取り繕つくろい一礼する。こちらを見向きもしない義理の祖父に背を向け、彼女はブロックたちを促うながし退室していった。

　教会の礼れい拝はい堂どうじみた荘そう重ちような扉とびらが閉まると、キャロラインはだすだすと地じ団だん駄だを踏む。

「きいいいぃぃぃぃっ！　どーいうことですの!?　契けい約やくを踏ふみにじったのですわよ、コケにされたのですわよ!?　いまあのポンツク詐さ欺ぎ師しを追わないでどうしますの!?」

「痛ッ!?　なにすんだ、蹴けるなよ！」

　腹はら立だち紛まぎれに蹴け飛とばしたミロが、生意気にも不平を口にしている。服はもう着き替がえており、茜あかね色いろの外がい套とうだけ畳たたんで小こ脇わきに抱かかえていた。傍かたわらで、スクィージが半眼で一枚の書類を眺ながめている。バーンと『アビスパス』が交かわした契約書だ。

「署しよ名めいがバーン・フロットロンドになってるから州国法には触ふれてない、か」

「卑ひ劣れつもここに極きわまれりですわ！　同じ手口で二度もわたくしを騙だまくらかすなんて!!」

「……二度も引っかかるなよ、同じ手口なら」

　蹴られた脚あしを庇かばいながら呟つぶやくミロの、今度は反対の脚を蹴飛ばしておく。

　悲鳴と罵ば声せいを同時にあげる彼を見下ろしながら、ブロックが渋しぶい顔で呻うめいた。

「シム・リム・アビスパが気付かなかったとは考えにくいな。……とすると、わざわざ小こ僧ぞうに逃にげる隙すきを与あたえたということになる」

「なんのために？」

　契約書を適当に畳むスクィージに、ブロックはうむ、と頷うなずき天てん井じようを見上げる。

「…………オリジナルの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。その暴走する様を確認するため、か？」

「それ、得がありますの？　リスクしか思いつきませんけれど」

　眉まゆ根ねを寄せるキャロラインに、ブロックは大味なしかめ面つらを造って見せた。

「──今日、集しゆう束そく《息吹》砲ほうとやらの実験につき合わされたのであるが」

「……確か、複製した《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を使った兵器、でしたかしら？　竜りゆうと渡わたり合う威い力りよくを持った上で、使用者を選ばないとかいうコンセプトと聞いてますけれど」

　首を傾かしげる彼女に、彼は巨きよ大だいな肩かたをわずかに落とす。

「問題は、砲ではなく動作試験に用意された的まとである」

「生きたままの囚しゆう人じん、なんて話なら出来の悪いジョークですわね」

「《息吹》を移い植しよくされ、強制的に暴走させられた人間だった」

　──空気が凍こおり付いた。

　誰もが意識の空くう隙げきを突つかれて動けない中、ブロックは沈ちん痛つうな面おも持もちで息をつく。

「私とて開かい拓たく護ご衛えい軍を預かる身である。人を殺あやめた経験がないわけではない……だが、あれはそんな次元ですらない。小こ童わつぱ、竜徒ドラグ＝ジーンならなにか分からんか？　身体からだから黒い肉にく腫しゆが噴ふき出し、形は一定ではない。人型、四よつ脚あしの獣けもの、耳のある巨大な魚──」

「え、ああ……？」

　列れつ挙きよされていく特とく徴ちようにぎくしゃく頷き、ミロは軋きしんだ声で答えていた。ちゃんと聞いているのか疑問だったが……話が済すむと、絆ばん創そう膏こうだらけの顔を深刻そうに歪ゆがめる。

「……それ、たぶん腐ふ竜りゆう、ってやつだと思う。穢けがれを祓はらいきれていない身体に竜の記き憶おくを呼び覚さましたせいで、力に耐たえきれなかった肉と魂たましいが腐くさり落ちた、理性のない怪かい物ぶつだ」

「その怪物に、生産する価値は？……例たとえば、服従させる方法はないか？」

「知性も腐ってるんだ、本能でしか行動しない。……里ではそう教えられた」

　思案げに顔を曇くもらせるスクィージに、ミロは首を横に振ふった。

「ふうむ……なんとも不ふ穏おんであるな。《息吹》砲自体も大した威力だった。あれほどの武器が必要になる状じよう況きようなど、現在の州国では考えられん」

「加えて、お祖父様の『軍』ですわ……」

　厳きびしい顔で喉のどを鳴らすブロックに続いて、彼女も渋じゆう面めんを作って呻いた。

　──『アビスパス』内部に、独自の戦力を編制する──

　老アビスパの構想に基もとづき徴ちよう用ようされ、彼直属の命令系けい統とうでしか動かない彼らはボディガードなどと呼べる連中ではない──彼らのスキルは、明らかな殺人の技術だ。

「なにを考えていらっしゃるのやら…………お祖父様はまるで、」

　そこで、はたと言葉を止める。

　訝いぶかしげな男たちをごまかすように咳せき払ばらいし、彼女は袖そでから扇おうぎを取り出した。

「とにかく！　すべきことは一つです。すぐフラットランドを追つい跡せきいたしますわよ！」

「捜索隊は出すなってお下げ知じがあったばかりだと思うんですがね」

「お祖父様の直属を動かさなければ問題ありませんわ」

　即そく座ざに切り返してから、キャロラインはぱっと扇を開いてブロックを見上げる。

「協力して貰もらいますわよ、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉。お祖父様も名めい目もく上、【抗竜党】所属のあなたたちを拘こう束そくはできないでしょうし」

「ふむ……承知した。行く先が竜徒ドラグ＝ジーンの里ならば連中と一戦交まじえることも考えられる」

「ずいぶん簡単に決めますね。狗いぬは嫌いやだったんじゃないですか？」

　鷹おう揚ように頷く彼に、スクィージが目を丸くした。

　そちらに一いつ瞬しゆんだけ視線を向け、ブロックはぼそりと呟く。

「不ふ甲が斐いない話だがな。────私は、怖いのだよ」

「…………、は？」

「シム・リム・アビスパのそば、否いな、同じ街にいることすら恐おそろしい。あの男が考えていることは分からんが……正気では踏み込み得えない領域へ踏み込んでいることは確かだ。スクィージ君…………私は初めて心底から、逃にげ出したいと思っている」

　歯を剥むいて唸うなり、彼は執務室を睨みつける。いつも通りの豪ごう毅きな態度にしか見えなかったが……スクィージは意外なほど深刻な目で彼の視線を追っていた。

　鼻で笑ってやろうとしていただけに、重苦しい空気の中で所在がなくなってしまう。なんとなく気まずい思いで扇を閉じ、キャロラインは無理やり大声を張り上げた。

「ま、まあついてくるなら言うことはありません。……んっふっふ、お祖父様の意い向こうがどうあれ、投とう獄ごくされたお父様の身代わりにフラットランドたちの身み柄がらは必ひつ須す！　さあチビジャリ、駆かけ足ですわ！　さながら馬車馬の如ごとくッ！」

「だっ！　だから、お前の方がチビなんだって────おい!!」

　背はい後ごでミロが激げき昂こうしているが、明らかに取り合う価値はないので無視しておく。

（ま……道案内程度には役にはたちますかしら）

　動かせる人員のリストを脳内に数え上げながら、キャロラインはふと、先ほど止めた言葉の続きを思い出していた。あまりに突とつ拍ぴよう子しもない、その推測。

（お祖父様はまるで………………戦争でも始めるつもりみたいですわ）

　現実味のない発想。喩たとえ話で持ち出した単語でしかなかったはずだ。

　それでも、どこか拭ぬぐいきれない寒さむ気けに襲おそわれ──キャロラインは身み震ぶるいした。



　　　　◆□□◆



　もとより自動車オートモービルがそれほど長持ちすると思ったわけではない。

　中央都市のゲートを抜ぬけてほぼ一日、街道を外はずれた荒こう野やを数時間も走そう破はしてくれたのだから、市し街がい用の機械としてはむしろ驚きよう異い的に健けん闘とうしてくれたと言える。稼かせいだ距きよ離りは少なくない──それでも、目め指ざす場所への道のりは未いまだ果てしなかった。

「………………っ」

　引きずる足が砂に躓つまずき、バーンは転ころびかけた身体をなんとか立て直す。

　オートモービルが故障した地点から、移動を徒歩に切り替かえて半日。車内に積んであった携けい帯たい食しよくと水すい筒とうは二日分ほどの量があったが、

（ちょっと……まずい、かな）

　空は冷たい砂さ塵じんに覆おおわれ、ひどく薄うす暗ぐらい。車から引き剥はがした方位磁じ石しやくと地図を見み比くらべのろのろと歩き始めたバーンの瞳ひとみは──濁にごった朱しゆに染まっていた。

（冗じよう談だんじゃないぞ……こんな、とこで…………）

　胸むねの中で躍おどる焔ほのおを抑おさえようと、必死に意識を集中する。だが、灼しやく熱ねつはむしろ嘲あざ笑わらうようにその勢いきおいを増し、荒あれ狂くるい、彼を呑のみ込もうと燃え盛さかっていた。

　──お前は殺される。

　ふと。

　眩くらむ視界のどこか遠くから、泥どろが沸わき立たつような声が聞こえる。

　背後を振り返った。砂すな嵐あらしは消え、綺き麗れいな石いし畳だたみの歩道が延のびている。広い通りの左右には賭と場ばに酒場サルーン、女じよ郎ろう宿やどまで様々な店が猥わい雑ざつに立ち並んでいた。上品とは呼べないが、日々を生きる人間の活気を想像させる街並なみ。

　見覚えのある風景の中に、バーンは愕がく然ぜんと立ち尽つくしている。

（……開かい拓たく街がい、アビスパス………………？）

　西部最大の開拓街で、しばらく逗とう留りゆうしていたこともあった。

　有り得ない光景だった──中央都市からは鉄道を使っても半月はかかるほど離はなれているし、なにより、辺あたりには人の姿が見えない。

（この前と同じだ）

　以前見た、故こ郷きようの村の夢と。

　連想に応こたえるように、通りの中央に人ひと影かげが現れる。

　洒落しやれた服装に身を包み高級そうなアクセサリーをあしらった、綺麗なブロンドの男。顔は薄ぼけていたが、こちらを睥へい睨げいする朱しゆ色いろの瞳ははっきりと見て取れる。

　──お前は、あの娘のせいで死を選んだ。

（死ぬつもりなんかない……生きて、アーティアを助けに行く！）

　──嘘うそだ！　お前に焔は従わない！

　男の声と共に……以前の夢と同じように、前まえ触ぶれもなく街が燃え上がる。

　音もなく焼け落ちていく通りを、男が迫せまってくる。近づくにつれその顔は、声は、徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていた。逆にこちらの意識は加速度的に朦もう朧ろうとしていく。

　男が高らかに哄こう笑しようする。歓かん喜きに潤うるんだ、ひどく耳みみ馴な染じみなようで聞き覚おぼえのない声。

　それは、彼自身の声だった。

（お前は死ぬ！　あの娘にもたらされた災わざわいが……私が、お前を呑み喰くらう！　お前はお前の命を懸かけた、あの娘のために殺される！）

　反はん響きようする哄笑に意識を揺ゆさぶられながら──唐とう突とつに、この男の正体を確信する。

　もとより悩なやむことでもない。こんな禍まが々まがしい焔の主あるじ、他に考えられなかった。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に宿る意志────罪ざい人にん竜りゆう、ニグログルフュ。

　街を灼やき尽くし、粉ふん砕さいして近づいてくる罪人竜へ、バーンは血を吐はくように絶ぜつ叫きようする。

　──こんな所で……死んで、たまるか！　僕はっ…………僕が死ぬことを許さない!!

　瞬しゆん間かん、ニグログルフュが歩みを止めた。

　忽こつ然ぜんと、彼を囲むようにペンで引いたような「円」が現れていた。円はばらばらに砕くだけ散ちり、彼と罪人竜の間に横たわる一本の線となる。その線からこちらには焔が侵しん入にゆうしてこない。罪人竜ですら忌いま々いましげに瞳を細めるだけである。

　当たり前だ。この線は、彼が彼であるための地平線だ。

　誰だれであろうと超こえることなどできない。彼がそうと信じている限りは──

「────、ッふ…………ッ!?」

　目の奥に鈍どん痛つうを覚え、バーンは顔を跳はね上げた。

　気絶していたらしい──いつの間にか地面に倒たおれていた。辺りは味気ない荒野に戻もどっている。身体からだに砂塵が積もっていて、かなりの間意識を失っていた事を教えてくれた。

　イメージによる暗あん示じ制せい御ぎよ──

　ずっと前にアーティアが教えてくれた《息吹》の制御法が上う手まく作用してくれたようである。多用すれば効果は薄うすれるという話だが、この調子では白はく峰ほうノルグに辿たどり着つくまでには用を成さなくなる。それ以前に、もう身体が動かない。

（……嫌いやだッ……死なない、絶対っ……死────）

　身体中の筋肉が引きちぎれるような思いで痛みに抗あらがい、地面を這はおうとする。

「──ふむ？　暴走を抑おさえ込んだのですか」

　その時。

　砂塵を運ぶ風の中に声が聞こえ、バーンは視線だけで振り向いた。

　靴くつ底ぞこが砂を噛かむ規則正しい音が身体の横を通り過ぎ……頭の上で停止する。旅路用のブーツとマントの裾すそが、暗い視界の端はしに見えていた。

「不可解ですね。あなた個人はそれほど精せい緻ちな制御が可能な人間ではないはずですが……まあいいでしょう。中央都市へ戻りましょうか、バーン・フラットランド」

「っ…………後、つけて……？」

　顔までは視線が届かなかったが、空寒いほど平へい坦たんで丁てい重ちような物言いには、嫌というほど聞き覚えがあった。シム・リム・アビスパの複製──フェレトロ・シリーズ。

　逃にげなくてはならない。だが、身体は釘くぎ付づけにされたように動こうとしなかった。

　意識だけが空から回まわりする中、彼はバーンを担かつぎ上げようとし、

「…………、！」

　突とつ如じよ、風を切る音すら聞こえる速度で、その場を飛び退のいた──一瞬後、乾かわいた破は裂れつ音が砂塵を貫つらぬいていく。

（……銃じゆう、声せい？）

　揺れる残ざん響きようの向こうから、馬の蹄ひづめの音が近づいてきた。

　騎き兵へい隊でも通りがかったのかと考えるが、どうやら単たん騎きのようである。力強く荒野を踏ふみしだく騎乗疾駆ギヤロツプの足音がすぐ近くで停止し、低い男の声が聞こえた。

「──こいつになにをしている？」

「……人助け、ですよ。彼は我われ々われ『アビスパス』の最重要人物ですから」

　まるで調子を崩くずさない穏おだやかな返事に、馬上の男が聞こえない程度に鼻を鳴らす。続いてがしゃん、と金属音がした。ライフルのハンドルを操そう作さする音。

「『アビスパス』か……連中の関係者なら、こいつを渡わたすわけにはいかないな」

「ふむ？…………ああ、なるほど。あなたが──お目にかかれて光栄ですよ保安官シエリフ」

　一瞬の沈ちん黙もくを挟はさみ、朗ほがらかな声が答える。何か資料でも調べていたような奇き妙みような間。

「私は三十番目トレインタ……トレインタ・フェレトロです。お見知りおきを」

「必要ない」

　無造作に言い捨すて、男はライフルを構えたようだった。

　千ち々ぢに解ほどけていく意識をかき集め、バーンは最後の力で顔を持ち上げる。

　黒いコートと帽ぼう子しを纏まとい、何が気に入らないのか微び動どうだにしないその不ふ機き嫌げん顔はどこか猛もう禽きんのような印象を受ける。レバーアクションのライフルを構える姿に風格すら漂ただよわせたその男は、バーンのよく知った相手だった。

「……いますぐ失うせる気は？」

「我わが主あるじがそれを望まれない限りは、有り得ませんね」

　やりとりはそれで終わりだった。合図もなく、二人が同時に動き出す。再び砂塵の中に響ひびく、狼おおかみが吠ほえるような銃声を聞きながら。

（……なんで…………こんなところに…………？）

　彼は馬上の男、遊撃保安官ノーマツドシエリフルパート・ヘルフェンツの姿を最後に見上げ、気を失った。





　バーン・フラットランドが目を覚ましたのは、焚たき火びにかけたコーヒーがようやく温あたたまってきた頃ころだった。毛もう布ふの上で身を捩よじる彼に、ルパートはぼそりと呟つぶやく。

「気がついたか」

「………………あ、あれ……ここ……？……ルパート？　なんで……」

　辛つらそうに身を起こし、バーンはきょろきょろと辺あたりを見回した。大きな岩が重なった、その間の空くう洞どうである。片かた隅すみには彼の馬も引き入れてあるため手て狭ぜまだが、風を避さけるのには好こう都つ合ごうだった。マグカップにコーヒーを注つぎながら小さく口を開く。

「お前を拾ひろった場所から西の岩場だ。そう離れてはいない。あの男……トレインタといったか、奴やつは追おい払はらった。あの程度の傷なら、街道までは保もつだろうがな」

「……とれいんた、って……、……そうか、僕……《息吹》が────」

　記き憶おくが混乱しているのか、バーンはしばし頭を抱かかえてぶつぶつと唸うなっていたが、やがて落ち着いたのか、こちらを見て大きく溜ため息いきをついた。

「……ありがと、助かった。でも、なんであんなところに？」

「近くの街にニコラスたちの墓はかがある──チェルシーのことを謝あやまりに行った」

　答えると、バーンはぴたりと硬こう直ちよくする。その前にマグカップを置いてやると、ルパートは黙だまって焚き火に枯かれ木きを放り込んだ。

　死んだ親友、ニコラスに預かった彼の娘むすめ──チェルシー・アフマンド。馬ば鹿かげた行いき違ちがいからこの手にかけることになってしまった、彼にとっても最愛の、娘。

　バーンはその場に居い合あわせていた。彼のおかげで、ルパートは最後の瞬間だけでも娘の気持ちを分かることが出来たのだ。彼が気に病やむ事はないのだが……

　何か余よ計けいな事を言ってしまいそうだったので、ルパートは話を先に進めた。

「しばらくそこで過ごしてから…………休きゆう暇かを取った」

「──へ？」

「見てみようと思ったんだ。仕事として巡じゆん回かいするんじゃない、ただ開拓辺境フロンテイアを見て回ろうと……そう思って、街を発たったのがつい二日前だ。理由は俺も知らん」

　目を瞬しばたたかせるバーンに言って、ルパートは傍かたわらに置いてあった荷物からもう一つカップを取り出し、ポットから薄いコーヒーを注ぐ。

　実際、取った事のない休暇など取る気になった理由は未いまだ分からない。

　ただ、そう──その理由を見つけるための休暇だという事は、何となく分かっていた。

「そうして荒こう野やへ出た矢先に、遠くに尋じん常じようじゃない火ひ柱ばしらが見えてな。どこか見た覚えのある景け色しきと思って来てみれば……案の定じよう、お前がぶっ倒れてたってわけさ」

「そ、そう…………それは、うん。もういっぺんありがとう」

　引きつった笑顔のまま頭を下げるバーンへ、ルパートはわずかに身を乗り出した。

「──今度は俺に訊きかせろ。一体、なんであんな場所にいた？　近くに馬も、足らしき物も見あたらなかったぞ。そんな格好じゃ街道までだってたどり着けない」

「…………ワケありでさ。着きの身着のままで出てくるしかなかったんだよ」

　手に持ったカップを弄いじりながら、バーンは声の調子を落とした。

「僕も、なにがどうなってるかよく分からないけど……アーティアがヤバいことになってる。助けられる目はあるっぽいけど、正しよう直じきなにがなんだか」

「確かによく分からないな。……どこへ行こうと？」

「白峰ノルグ。あの子の故郷だ」

　きっぱりと言い切る彼に、ルパートは思わず顔をしかめる。

「……得意の嘘うそか、気でも狂くるったか？　徒歩で行こうと思ったらどれだけ時間がかかると思ってる。ろくに装備も用意していないんじゃ尚なお更さらだ」

「うん。それについちゃ、少し考えがあって──」

　へらりと相そう好ごうを崩くずすと、バーンはカップを置いて頭を掻かき──焚き火を蹴け立たてて立ち上がると、ジャケットの襟えりから大おお振ぶりのナイフを抜ぬき、鼻先に突つきつけてくる。

　散らばった火を映うつすそのナイフは、ルパートの物だ。バーンの枕まくらにしていた鞍くらに鞘さやごと結むすんでおいた代しろ物ものである。起き上がり様ざまにくすねて隠かくしていたのか。

「……これが考えか？」

「うん、強ごう盗とうしようと思う。装備とか食料とか馬とか、全部貸かしてくれ」

　片かた眉まゆを持ち上げる彼に答えたバーンは、存外に冷静だった。さすがにいつもの笑みは引っ込んでいるが……ナイフを握にぎる腕うでは震ふるえてはいない。

「『アビスパス』に追われてるんだ。街道は避けなきゃならないし、そんな場所で人に行き会うなんて偶ぐう然ぜん、もうないかも知れないしね。……悪く思わないでくれよ」

「貸してくれ、なんて要求する強盗がいるか」

　無ぶ愛あい想そうに息をつくと、ルパートはナイフの切っ先に指を触ふれた。

　表情すら変えないバーンを半眼で睨にらみ、ナイフを横へどける。

「それに、俺も寝ね起おきの半死人に大人おとなしくやられるほど老おいぼれちゃいない」

「知ってるよ。……ああ、もう。なんだってこう、年寄りってのは元気なんだろうね」

　あっさり身体を引き、バーンは元の位置に座すわり直す。くるくると回したナイフをサドルに戻しふて腐くされた顔をする彼に、ルパートは唸うなるように訊たずねた。

「────だが、本気だったな」

「…………、まあね。どのみちケンカで勝てるとは思えないけどさ」

　俯うつむいて答え、バーンは地面を殴なぐる。顔は影かげになってよく見えなかったが……どんな表情を浮うかべているのか、覗のぞき込まずとも分かる気がしてはいた。

　ルパートは黙もく然ぜんと、まだ火の消えていない薪まきを集め新しい枝の中に放り込む。

「……これから、事情を把は握あくしていない男が勝手な独ひとり言を喋しやべる。そう思って聞け。…………俺はお前を止めるべきだと感じてる」

　返事はない。

　それでもわずかに身体が揺ゆれるのを見届けてから、彼は話を続けた。

「お前はベストな状態じゃない。白峰ノルグへ行ってなにをするつもりなのかは分からないが……その様じゃ、たどり着く前に力ちから尽つきる。どう考えても無む謀ぼうだ」

「──分かってるよ。でも、その辺の腹はとっくに括くくってるんだ」

　バーンが顔を上げる。真まっ直すぐなその視線には……言う事の勇ましさに比べて、あまりに露ろ骨こつな躊ちゆう躇ちよと恐きよう怖ふが浮かんでいる。

　呆あきれるべきか讃たたえるべきか──悩なやんだ挙あげ句、険けわしい顔のまま腕を組んだ。

「根性があるのか無いのか、たまに分からなくなるな。お前は」

「はっは。ご心配おかけしまして」

　悪びれた風もなく笑うバーンに頭を振ふって、すっかり冷めてしまったコーヒーのカップを取り上げる。放ほう蕩とう息子むすこを持った親というのは、こんな気持ちなのだろう。

　火の中で崩れた灰に視線を下ろし、ルパートは静かに訊ねた。

「なぜあの娘に惚ほれた」

「──っ。……な、なぜって……どうしたのさ、あんたがそんな話題振るなんて」

「決めたことは口に出しておけ。……そうすれば鈍にぶらない」

　啜すすりかけたコーヒーを噴ふき出すバーンに、彼はあくまで真しん剣けんな声こわ音ねを返す。

　説得されて翻ひるがえる程度の決意でないことは分かった。

　ならばせめてしてやれることは、その決意が折れぬように口を挟はさむことだけだ。

「“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟が、いまさら顔や身体が理由じゃないだろう」

「う、うん。まあ……うわー、なんか改めて口に出すの、すげぇ恥はずかしいんだけど」

　ぐしゃぐしゃとブロンドを掻かきむしり、バーンは言葉を噛かみ潰つぶす。それからしばし意味無く呻うめいた後、馬の方すら窺うかがいながら言葉を紡つむぎ始めた。

「……なんていうか、さ……僕はずっと、彼女に恋こいをしてるんだって思ってたんだよ。強くて、厳きびしくて、どんなヤバい場面でも諦あきらめない、そんなとこが大好きで…………いやごめん。もう勘かん弁べんしてくれない？」

「続けろ」

「うぁ。……でも、僕は勘かん違ちがいしてた。それが恋なんだって思い込んでた」

　にべもなく言い捨てると、バーンは舌を出してから後を続ける。

「もうひと月、彼女と離はなれてる。その間、中央都市でいろんな子と会って、いろんなことして遊んだけど…………なにか足りないんだよ。あの子がいない街で何をやっても、まるで芝しば居いごとみたいにしか思えなかった」

「…………あの娘に、恋をしているからか？」

「違うよ。あの子に恋してないから、つまらないんだ」

　彼は胡座あぐらを掻いたブーツの先を掴つかんで、肩かたをすくめた。

「辺境をうろついて、トラブルに巻き込まれて、美お味いしい物食べて。マジでヤバい目にあって、たまにケンカして、仲直りして。騒さわいで笑って、はしゃいで怒おこって。精せい一いつ杯ぱいに生きてる全部、ぶち合わせて……僕らが重ねてきたのって、そういうことなんだよ」

　口を挟まれるのを阻そ止しするように言い切ってから、バーンは立ち上がった。焚き火の灯ひに赤く照らされた顔を、にやりと不敵な笑みにしてみせる。

「初めて会ったとき、僕はあの子に恋をした。これからずっと、毎日恋してく。大おお袈げ裟さなことなんかないんだ。……僕は、またアーティアに恋しにいくだけなんだからさ」

「……そうか」

　ならば、成なる程────大袈裟なことはない。

　ふらふらと岩場を出て行こうとする彼に、ルパートは焚き火を眺ながめたまま告げた。

「北の丘おかまで歩けば、俺がいた街が見える。小さな宿しゆく場ば街まちだ、『アビスパス』も見過ごすだろう。その装そう飾しよく品の一つでも投げてやれば装備と馬くらい楽に手に入るはずだ」

「ありがと。……よく見てるね。高いんだよ、このシルバー」

「……バーン、俺は休暇中だ。お前が望むなら、つき合ってやることも出来る」

「ん──ありがたいけど、遠えん慮りよさせて。保護者同どう伴はんじゃカッコつかない」

　肩かた越ごしに振り向くと、バーンが同じような姿し勢せいでこちらを振り向いている。

　暗い朱しゆ色いろの瞳ひとみを細め、彼はかすかな苦笑をこぼした。

「なんとか切り抜けるよ。ネバー・ギブアップ……なんて、スタイルじゃないけどさ」

「そうか。…………そうだな」

「あ、そうそう。その代わりってわけじゃないけど」

　軽けい薄はくな足音を立てて傍そばに駆かけ戻もどってくると、彼はルパートの腰こしに巻かれたガンベルトを指さし──深刻な表情で呟く。

「………………拳銃ピストルの弾たま、少し分けてくれないかな」



　　　　◆□□◆



“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟

　創つくり出した命の器マテリアルをあの男はそう名付けていた。

　呼び名などどうでも良い。重要なのは、これで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》をこの世から根こん絶ぜつできるということだ。が……実際、上う手まい名前をつけたものではある。

「………………」

　雪原を滑すべるように歩きながら、ウーフィーグリッドは行く手を睨んでいた。

“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟

《息吹》により命を断たち、鋼こう鉄てつに包んで命の連れん鎖さから剥はく離りさせた屍し肉にくより創られる、この星にあらざる無垢なる泥濘マテリアル。始し祖そ竜の系けい譜ふに連つらなる命では殺し得ない《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を消し去るためだけに、生み出された牙きば。

　アーティア・アリア・ノルガンディア──彼女が自分の罪つみだ。

　不ふ可か蝕しよくたるべき命の輪りん廻ねを歪ゆがめるなど、許されざる冒ぼう涜とく。

　そのために人間と手を結ぶなど、星ほし守もる茜せん鱗りんとしてあるまじき背はい約やく。

　そして何より、『棺フエレトロ』として創り出されてしまったアーティアへの罪は、償つぐないきれるものではない。彼女はその身果てた後も命の流れへ還かえることを許されず、存在しないはずの誰でもない誰かノーボデイとして虚きよ無むへ融とけていく。それはひどく恐おそろしく、哀あわれな事だ。

（だが────後には引かない）

　自分は星守る茜鱗。未み来らい永えい劫ごう、罪人竜の再さい臨りんに怯おびえ封ふう印いんを重ねるような惰だ弱じやくで誇ほこりのない真ま似ねをするくらいなら──卑ひ劣れつの徒と誹そしられようと、狂きよう気きの焔ほのおを、ここで断つ。

（我わが手を染めた大罪スカーレツト、この星を守護する汚お辱じよくとなれ………………!!）

　硬かたく握にぎった拳こぶしから、いつの間にか血が滴したたっていた。

　雪の上に紅くれないの軌き跡せきを穿うがちながら黙もく々もくと歩き続ける。やがて銀色の風の向こうに巨きよ大だいな影が見えてきて、ウーフィーグリッドは喉のどを震わせた。

【ノルガンディア】

【ウーフィーグリッド】

　即そく座ざに返ってきた涼すずやかな言葉に、静かに一礼する。

【アギ・チーリィの調子はどう？】

　こちらが口を開くより先に、彼女は視線も合わせずに訊いてきた。声にはわずかに──有り得ないことと分かってはいたが──疲ひ労ろうの影が落ちている気がする。

【近く、立ち上がることくらいは出来るようになるでしょう】

【あなたやり過ぎなのよ。友達なんでしょう？】

【かつては、そうであったかも知れませぬ】

　ぼやくようなノルガンディアに、彼はきっぱり言い返した──アギの手引きにより里さとの少年ミロ・デルッカが姿をくらましてから、ふた月ほども経過しようとしている。

　ミロを隔かく離りしていたのは、彼が山を降りて見てきたという『アビスパス』の複製人間の存在を万が一にも口外されないためだ……アギもそれを分かっていないわけではないのだろうが……我われ知らず、顔が苦にがく歪む。ノルガンディアは深く追つい及きゆうしてこなかった。

　そして視線を動かさず、ぽつりと言葉をこぼす。

【アーティアは…………心を失ったわ】

【そうですな】

　否定する意味はない。間を置かず頷うなずき返す。

　元より『棺フエレトロ』は、始祖竜の記き憶おくという自じ我がの寄る辺べを持たない不安定な存在──自分が創られた在あり得ざる命と知り、自じ己こを規定していた全すべてを疑ってしまったアーティアは、自我を支ささえる核かくを失い、己おのれという存在を────心を、失ったのだ。

【ずっと氷ひよう洞どうに籠こもってる。物を食べろと言えば食べるし、眠ねむれと言えば眠る……】

　予想された事じ態たいだった。それを望んですらいた。

　自己が無ければ道具として狂くるわない……彼女自身も苦しめない。

　それは、ノルガンディアも分かっているはずだが。

【……でもね、話をしてくれない。なにをしても、あの子は笑ってくれないの】

　凍こごえる吹雪ふぶきと共に押し出された、悲痛に潰つぶれた彼女の声。

　あるいは──彼女こそが計画における最大の誤ご算さんだった。

　冷れい厳げんにして冷れい酷こく。どんな暴ぼう悪あくの炎ほのおも凍いてつく絶対零れい度どの覇は者しや──白はく峰ほうノルグのノルガンディア。彼女がこれほど情を移すなどと、予測できたはずもない。

【私は、あの子が生まれたときからずっとあの子を見守ってきた……あの子を創り出したあなたよりも長く。なのに……私では、あの子の支えにはなれないのね】

　彼女が『棺フエレトロ』に名を授さずけたと聞いた時は、耳を疑った。

　アーティア──アーティア・アリア・ノルガンディア。

　良い名ではある。しかし、だからこそ危険を感じていた。あるいはその時、彼女からアーティアを離すべきだったのかも知れない。

　吹雪の向こうを見つめていたノルガンディアが、ふと首を持ち上げた。雪一片も踊おどらせる事なく大きな翼つばさを広げて、彼女は双そう眸ぼうを鋭するどくする。

【……ノルガンディア？】

【アーティアは心を失った。誰だれよりあの子を愛している私でも、あの子の絶望を和やわらげることは出来なかった。……二ヶ月近く……心が崩くずれてしまうには十分な時間だった】

　こぼれたその言葉は、半なかば独白のようだった。訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せ、彼女の視線を追ったところで──ウーフィーグリッドは、言葉を失う。

【なら…………いま、あの子を支えているのは、いったい誰なのかしらね】

　ノルガンディアの言葉に導みちびかれるように、吹雪が道を開ける。

　裂さけていく銀色の帳とばりの奥から歩いてきたのは、

【おはよう、アーティア】

【……母かあ様さま。里さと長おさも】

　長い黒くろ髪かみと茜あかね色いろの襟えり巻まきを風に踊らせるアーティアに、ウーフィーグリッドは目を見開いた。星守りの衣い装しようではない、ぼろぼろの、人間の衣服を纏まとっている。

　有り得ない──寄る辺もなしに自我を保ち続けられるわけがない。

　だがアーティアの双眸は、確かに強く固い意志に研とぎ澄すまされていた。

【山を降ります】

【駄だ目めよ】

　簡かん潔けつな彼女の宣言に、答えるノルガンディアの言葉は更さらに短かった。短く、だが決して逆さからえない迫はく力りよくと威い厳げんをもって、目の前の少女を打うち据すえる。

　アーティアは、そっと瞳ひとみを伏ふせた。そのまま静かに口を開く。

【私が『棺フエレトロ』、だからですか】

【……そうよ。分かっているなら戻もどりなさい】

【出来ません。…………だから、牙をもって問いに来ました】

「ッ!?　貴き様さま……！」

　思わず人間の言葉で叫さけび、踏ふみ出そうとするウーフィーグリッドを、ノルガンディアの尾おが遮さえぎった。一度だけこちらを見た彼女は口を開きすらしなかったが、言わんとしていることは明白だった──手を出すな。

　アーティアは右みぎ脚あしを半身に引き、両りよう腕うでを下げている。その腕は五指の全てに湾わん曲きよくした爪つめを縫ぬいつけた蒼そう銀ぎんの手袋グローブに包まれている。雪竜ノルガンディアの鱗うろこと牙を細さい工くした、強力な竜工芸ドラグクラフトだ。冗じよう談だんでは持ち出せないほどに、強力な。

　身構える娘むすめを、ノルガンディアはじっと睥へい睨げいしていた。そして雪原に横たえていた身体からだをゆっくり起こし、清し水みずのように澄んだ声で啼なく。その声が、吹雪に紛まぎれて消える頃ころ──何かに気付いたアーティアが、ふと自分の身体を見下ろした。

【──母様。《息吹》を】

【ええ、返して貰もらったわ。……それでも気持ちは変わらない？】

　その身に竜の記憶を持たないアーティアは、どれほど己の内に潜もぐろうと自分の《息吹》には開眼できない。扱あつかいを教えるためにノルガンディアが《息吹》の一部を貸かし与あたえていたのだが、これでアーティアは、切り札ふだを失ったことになる。

　しかし眼まな差ざしは、揺ゆるがない。

【四し肢しをもがれようと…………通す覚かく悟ごと、理由があるつもりです】

【なら、突つき通して見せなさい】

　そのひと言が空気を叩たたいた瞬しゆん間かん。

　アーティアは雪を蹴け立たてて飛び出していた。雪面を這はうように低く疾しつ駆くする彼女は、ウーフィーグリッドが見ても落ち度のない綺き麗れいな動作だった。

　瞬またたく間まに距きよ離りを詰つめるアーティアに、大たい木ぼくじみた竜の尾が振ふり下ろされる。彼女はそれを半身を掠かすらせるようにして回かい避ひするが──尾は突とつ然ぜん軌き道どうを変え、真横へ薙なぎ払はらわれた。雪ゆき煙けむりを巻き上げ振り抜ぬかれた尾がアーティアを軽々と弾はじき飛ばす。

「っグ…………!!」

　表情を歪ませ、彼女は全身を捻ひねって雪面へ降り立った。そこへ再び、ノルガンディアの尾が掬すくうように足下を薙ぎ払う。避さけることも、まして受けることも叶かなわない強きよう靭じんな一いち撃げきが雪を巻き上げ、アーティアを呑のみ込んだ。

　頭を振り、ウーフィーグリッドは嘆たん息そくする──思ったより良い動きをしたが、竜に敵かなうレベルではない。あれでは自分にすら及およばないだろう。気を失っているであろうアーティアを運ぼうと足を踏み出しかけた瞬間、彼は、ぎょっとして歩みを止めた。

　地面を覆おおう雪煙の中から一ひと筋すじ、黒い影かげが跳とび上がる。茜色の襟巻を靡なびかせたアーティアがノルガンディアの首の高さまで跳び上がっていた。

（尾を、足場に……!?）

　タイミングを半呼吸違ちがえるだけで、足ごと身体を持って行かれるはずだ。

　両腕を引ひき絞しぼるアーティアを見み据すえ──もしかしたら一いつ瞬しゆんの迷いを挟はさみ、ノルガンディアは薄うすく口を開いた。牙きばの間から蒼あおい旋せん風ぷうが吹ふき荒あれる。

（竜りゆうにっ…………《息吹》を振るわせるか、アーティア！）

　猛もう然ぜんと渦うずを巻く吹雪に呑み込まれたアーティアは氷ひよう塵じんと烈れつ風ぷうに身体を切きり裂かれながら、せめてもの抵てい抗こうなのか両腕を前へ突き出し──

　次の瞬間、《息吹》は吹き払われるように霧む散さんしていた。

【──!?】

「……ぁぁぁぁああああああアアアアアアア!!」

　その時、ノルガンディアは確実に虚きよを突かれていた。自己を律し、自我を律し、その精神をこの世から一段高こう次じのものへ昇しよう華かさせた存在──竜が。その光景はウーフィーグリッドにとって、ある意味では星が焔に沈しずむより衝しよう撃げき的だった。

　身体中の裂れつ傷しようから深しん紅くの飛ひ沫まつを散らしながら、アーティアの両腕が交差するように叩きつけられる。それこそ竜が牙を剥むくかのように鉤かぎ爪づめの腕がノルガンディアに迫せまり──

【……！　く……!!】

　──刃やいばが触ふれる直前、我に返った彼女が振り上げた首がアーティアを突き上げた。

「……カ、…………、は……!?」

　銀ぎん瞳どうが丸く見開かれ、引きつるような吐と息いきがこぼれる。ゆっくりと空中へ打ち上げられたアーティアを──鋭するどく振り下ろされた尾が打ち据えた。地じ響ひびきすら立てて、彼女は地面に叩きつけられる。吹き飛ばされた雪が離はなれていたこちらまで吹き付つけてきた。

【……、終わりましたな】

　衣ころもについた雪を払い落としながら、ウーフィーグリッドはゆっくりと歩いていく。

　彼女は答えず、じっとアーティアを見下ろしている。積もった雪を根こそぎ吹き飛ばすほどの力で叩き伏せられ、全身は《息吹いぶき》に切り刻まれ凄せい惨さんな有り様になっていた。

【貴方あなたの《息吹》を封ふうじる…………想像の外ほかでしたな。まだ日は浅いですが、『棺フエレトロ』として始めた修しゆう練れんも恐おそるべき速さで吸収し──】

【違う。ウーフィーグリッド】

　彼の言葉を遮さえぎり、彼女は強い語調で言い切る。眉まゆ根ねを寄せるウーフィーグリッドに、ノルガンディアは硬かたい声で続けた。その声は、微かすかに──震ふるえている？

【そうではない。この子を奮ふるい立たせるのは…………そんな理由ではない】

　何を言っておられるのか──そう訊きこうとした時、ふと気付いた。

　ノルガンディアは、ウーフィーグリッドを見ているのではない。

　足元に雪煙すら散らし、彼は弾かれるようにその視線の先を振り返った。

「……、は………………っ」

　アーティアが、起き上がっている。

　震える手で身体を支え、ようやく片かた膝ひざを立て始めた程度だが……考えられない。ノルガンディアとて半はん端ぱな力で臨のぞんではいなかったはずだ。

（有り得ない）

　理解できないことが起こっていた。

　とうに心を風化させているはずで、動けるわけのない怪け我がを負おっているはずで、立ち上がれる理由などないはずの少女が……しかしまだ、立ち上がろうとしている。

【…………アーティア。あなたはそこまで、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の宿やど主ぬしを救いたいの？】

　答える余よ裕ゆうは、彼女にはなさそうだった。だがその目──どれだけ打ち伏せられても鈍にぶることのない銀の瞳が雄ゆう弁べんに答えを語っている。

【以前、戻もどってきたときから気になってた。……あなたは恋こいをしたのね】

「…………」

【アーティア、あなたは確かに優ゆう秀しゆうな子よ。でもまだ、色々なことを知らなすぎる】

　持ち上げていた首を降ろし、彼女は鼻先で引っ掛かけるようにアーティアの身体を支えた。続けた言葉は、全てを零れい度どの白へ還かえす雪竜ノルガンディアのものとは思えないほど温あたたかい──子を想おもう母親のように、柔やわらかな言葉。

【お願いだから、焦あせって命を捨すてないで。あなたは本当に恋をした？　《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に対する使命感を、宿主の人間への想いと取とり違えてるのではない？】

「…………」

【命を懸かけて貫つらぬかなきゃならない恋なんてロクなものじゃないのよ。ほんと、それだけは母さんが保証する。ね、アーティア。勘かん違ちがいなのではない────？】

【………………分かり、ません……分かりません……ッ！】

　アーティアは俯うつむいたまま肩かたを震わせ──突とつ然ぜん、ノルガンディアを突き飛ばした。実際は反動で自分が後ろへ弾かれただけだったが……危なげに踏みとどまり、愕がく然ぜんとするノルガンディアへひび割れた絶ぜつ叫きようを叩きつける。

【分かりません！　これは……こんなこと、分かりません！　これはッ、いったいなんなのですか!?　こんな気持ちは、教わっていない…………!!】

　血だらけになった彼女の頬ほおを、涙なみだが伝う。

　雫しずくは凍こおり付くこともなく頬を流れ、止めどなく風に吹き流されていった。

【怖こわかったんです……私が『棺フエレトロ』だと知って……信じていたものが全部、アーティア・アリア・ノルガンディアが生きてきたことも全部、偽にせ物ものだったんじゃないかって！】

【…………】

【恐ろしくて、考えたくなくて……目を瞑つぶって、凍り付いてしまおうと思った！　でも、出来なかった……出来なかったんです！　あの男が！　あの男を知ってから、胸に火を灯ともされたみたいで…………その灯あかりが、私を閉ざしてくれないッ!!】

　吹雪ふぶきの中に、悲痛な咆ほう吼こうが響ひびき渡わたる。叫ぶアーティアも、呆ぼう然ぜんとしているノルガンディアも、どちらも哀かなしいほどに鋭するどい視線を交まじわらせていた。

【軟なん弱じやくで、甘ったれの臆おく病びよう者です！　それでも変わろうとして、勇気の欠片かけらをおっかなびっくり育てている──弱くて、でも弱さに打ち勝とうとしている奴やつなんです！　くだらないことばかり知っていて、いつもそれを教えてくれるのが楽しみだった！　人混ごみで手を繋つないでくれると、ほっとするんです！　他の女の子に言い寄っていると落ち着かなくて腹が立って、蹴けっ飛ばしてやりたくなる！　私が彼を殺してしまうかも知れないと知ったときは、悲しくてたまらなかった！　姿が見えないと不安になるんです！　もう一度、彼に会いたい…………会いたい、会いたいんです！　こんな、この気持ちはなんなのですか!?　苦しくて、痛くて、逃にげたくてっ……逃げられなくて!!　これがッ……こんな辛つらい気持ちがそうだというのなら、そうです！　私は】

　感情の制せい御ぎよを手放し、激げき昂こうするにまかせた支し離り滅めつ裂れつな言葉に、ノルガンディアは険けわしく顔を引き締しめたまま聞き入っている。

　濡ぬれた瞳で彼女を見つめ、アーティアは、消え入るような声で叫んだ。

【……………………彼に、恋をしました！】

【────────ッ!!】

　その言葉に応こたえるように──あるいは、その言葉を封じるように。

　解とき放たれたノルガンディアの《息吹》がアーティアを呑み込んだ。雪崩なだれのような雪せつ刃じんが少女を打ちのめし、切り裂さき、凍いてつかせる……悲鳴を上げる暇ひますらなく崩くずれ落ちたアーティアを見下ろし、ノルガンディアは荒あらい吐と息いきをこぼしていた。

　頃ころ合あいと判断して、ウーフィーグリッドは彼女の前に身体からだを滑すべり込ませる。

【終わりです、ノルガンディア。……それ以上は命に関かかわりますぞ】

【っ……、…………そう、そうね……そうだわ…………】

　乱れた息を整えて……彼女は、倒たおれた娘むすめの身体を囲うようにその場へ身を横たえた。

　竜が呼吸を乱す姿など──目を伏ふせて息をつくと、彼は踵きびすを返す。

【里から薬を持ってこさせましょう。それまでは──】

【──待って、ウーフィーグリッド】

　氷柱つららのような声に背を貫つらぬかれ、ウーフィーグリッドは足を止めた。

　ノルガンディアは首を高く上げ、吹雪の向こうを睨にらみ透すかしている。手て負おいの獣けもののように開いた口の端はしから、氷塵混じりの唸うなり声が溢あふれた。

【南の山道、牡お鹿じかの峡きよう谷こく。奴が侵しん入にゆうした】

【奴？…………っ、!?】

　その言葉が、何を指さしているのか量はかりかね……一瞬の後、即そく座ざに理解した。

　戦せん慄りつに息を詰めている内に、彼女は唸り声を低め──ふと、懐かい疑ぎの調子で呟つぶやく。

【……でも、この力の弱さは……？　感覚結けつ界かいを誤ご魔ま化かすため？】

【いずれ放置は出来ません。ノルガンディア、あなたは『棺フエレトロ』……アーティアを】

　茜あかね色いろの衣装を掻かき合わせ、ウーフィーグリッドはその場を駆かけ出した。

　雪原を抜ぬけ、森を疾はしり、谷を下って──行く手の木この葉一つ揺ゆらさず駆けながら、天に向かって咆吼を飛ばす。獣けものの遠とお吠ぼえに似にた声は白はく峰ほうノルグに響き渡り、里の者に危機を伝えるはずだ。一人で臨むには、相手が悪い。

（罪ざい人にん竜りゆう…………ニグログルフュ！）

　ノルガンディアがあれほど敵意を剥むき出しにする存在など他に在ありはしない──が、彼女の言葉が気にかかる。星をも灼やく狂きよう気きの竜が、雪竜ひとりを恐れて小こ細ざい工くを働かせるだろうか？　あるいはシム・リム・アビスパが何かを企たくらんだか……いずれにせよ看かん過かするわけにはいかない。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は一片残さず、断たつ。

　周囲に里の狩人かりゆうどたちの気配が集まりつつあった。四人。十分ではないが、この早さで揃そろう数としては上出来か。《息吹》を練ねり上げ、感覚を極限まで研とぎ澄すませ──ウーフィーグリッドは森が切れる光の中へ飛び出した。

「………………っ、？」

　飛び出して、沈ちん黙もくした。

　牡鹿の峡谷は日につ照しようの関係で植物の繁はん茂もが良く、それを食はみにくる動物を狙ねらう人間も多く現れる。罪人竜が、まさか新しん鮮せんな鈴音草ベルグラスを求めて来たと考えていたわけではないが……

（なんなんだ？）

　狭せまい山道に立ち尽つくし、ウーフィーグリッドは困こん惑わくしていた。周囲に展開した狩人たちも、弓や投なげ槍やりを構えたまま困惑顔を見合わせている。

　総勢五人の星守りが、最大限の覚かく悟ごと警けい戒かいを漲みなぎらせ包ほう囲いしたのは──いかにも軟弱そうな顔を死にそうに青ざめさせた、濁にごった朱しゆの瞳の優やさ男おとこだった。



　　　　◆□□◆



　──思い返すに、シム・リム・アビスパの人生は、全すべて獲かく得とくするためにあったのだ。

「ほ……本当によろしいんですね、代行？」

「くひッ……構わん。早くしろ」

　肝きもの細そうな顔に脂あぶら汗あせを浮うかべた研究員に、彼は鼻を鳴らす。

　ラボの寝しん台だいに横たわった彼は、無数のチューブとケーブルに繋つながれていた。傍そばには“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟を収めたケースと、ラックに固定されたオーガンライト・コア……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の片へん鱗りんを複製した機械が置かれている。

「三十番目トレインタの観測データで、理論は完全に構こう築ちくされたはずだ。事実、フェレトロ・シリーズでの実験は成功している。……そうだな？」

「はい、我わが主あるじ」

　研究員と共に作業を進めていたバトラースーツの男──若かりし日の遺伝譜式フオーミユラから複製した自分自身が、穏おだやかな笑みで答えてきた。

　この男は夢の一いつ片ぺんだ。自分の死後、自分の財を継つぐ自分。

（そう……我儕わなみの財は、決して我儕以外には渡さない）

　シム・リム・アビスパは辺境の貧ス民ラ街ムに生まれた。

　駅馬車の中ちゆう継けい点であったその街は、シムが生まれた時には既すでに鉄道の普ふ及きゆうで寂さびれつつあった。彼が炭たん鉱こう奴ど隷れいとして両親に売られたのは、むしろ理に適かなっている。

　そして集団脱だつ走そうに紛まぎれて逃にげだし、運良く拾ひろわれた隊商と大陸を巡めぐって、彼は理解した──自分のように何も持たない弱者は、何も持てないまま搾さく取しゆされていくという事を。そして……その境きよう遇ぐうから抜け出るには、搾取する側に回ればいいのだという事を。

　隊商の金庫を奪うばい逃とう亡ぼうしたシムは、とある小さな商家の丁稚でつちに収まった。そうしてノウハウを盗ぬすみながら、その商家を半なかば乗っ取る形で身しん代だいを築きずき上げる──十七の時に立ち上げた燃料の流通代行から、州国最さい大おお手て複合企き業ぎよう『アビスパス』は始まったのだ。

（奪わせない……誰だれも、我儕から搾取はさせない……我儕がすべてを、獲得する）

　全てを持つ。

　全てを獲得する。

　もっと、もっと獲得する。

　誰にも奪わせない……得たものは、誰にも奪わせない！

　だから息子むすこにも自分の名を与あたえた。竜徒ドラグ＝ジーンと手を組み“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟を、フェレトロ・シリーズを完成させた。そして。

「で、では始めます。よろしいですね」

　同じ確認を繰くり返す研究員へ煩わずらわしい気持ちで頷うなずき、目を閉じる。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の、人体への直接移い植しよく。

　暴走時のデータ不足から制せい御ぎよ技術が未完成だったが、その問題も少し前に解決した。オリジナルの《息吹》を連れ戻せなかったのは痛手だが……フェレトロ・シリーズでの移植実験は完かん了りようしている。技術的な問題がクリアされただけで良しとすべきか。

（誰にも奪わせない……我儕は《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を征せい服ふくする。そして──）

　研究員がオーガンライト・コアのパネルを操そう作さする。物々しい外観の割わりにはささやかな駆く動どう音を上げて、連動した装置が作動していき…………

　どくんっ──凶きよう暴ぼうに突つき上げる衝しよう撃げきが、シムの胸を貫つらぬいた。

「……っ、げ!?　ぎげ……が──あああぁぁああぁぁぁ…………!?」

「っ!?　なんだ、なにが起こった！」

　こぼれ落ちそうなほどに目を見開くシムに、ラボが騒そう然ぜんとする。

「暴、走……!?　馬ば鹿かな、事前の実験ではこんな反はん応のうは無かった！」

「“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟に異常負ふ荷か確認！　これは……!?」

「バイタル危険域いき……へ、変へん異いっ、始まります──！」

「システムを落とせ、コアを停止……いや、退たい避ひだ！　みんな退避し────」

　研究員たちの怒ど号ごうと悲鳴が、遠くへ消えていく。薄うす暗ぐらいラボの天てん井じようも装置の数々も、フェレトロ・シリーズの笑みも──全てが朱あかく捻ねじれた渦うずに呑のみ込まれていった。そして渦の中心から、汚お水すいを沸ふつ騰とうさせるような、熱く湿しめった囁ささやきが聞こえてくる。

　──……セ…………、………………

　否いな、渦から聞こえてくるのではない。渦に、自分が呑み込まれているのだ。

　もがこうにも既すでに腕うでがない。見下ろせば、脚あしもない。見下ろす眼球がない。彼の身体を全て吸すい込んだ渦は、徐じよ々じよにその声を鮮せん明めいにしていく。

（──コセ………………ヨコセ……！）

　渦の中心で焔ほのおが燃え上がった。

　その深く暗い朱しゆ焔えんを見つめ、シムは確信していた。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。

　──なるほど。我儕は暴走に呑み込まれたのか。移植実験は成功していたはずだが。

　意識だけで焔の渦の中をたゆたいながら、彼は狼ろう狽ばいするでもなく独ひとりごちた。

　辺あたりを包む焔が勢いきおいを増す。そして火の粉この尾おを曳ひいて、残る意識の一片までをも喰くらい潰つぶそうと、朱い波は濤とうとなって躍おどりかかってきた。

（ヨコセ、ニク…………イノチ、キサマノ…………ウツワ!!）

「ふざけるな」

　ひと言。

　吐はき出したのはたったひと言だけだったが、変化は明白だった。

　その言葉に弾はじかれたように動きを止めた炎ほのおの壁かべを見み渡わたして、シムは鼻を鳴らす。

「我儕はなにも奪われない。貴様は所しよ詮せん《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の片鱗、複製に過ぎんのだろうが。その貴様が、我儕を奪おうと言うのか？────笑わせるな」

　──……コ…………ヨ、コ…………キ、サマ……

　ひと言告げる度たび、辺りに踊おどる炎は大きく波打ち、退ひいていく。朱の渦から聞こえる声もまた、ひどく薄うす汚ぎたない不ふ明めい瞭りようなものになり果てていた。

「貴様を移植したのは宣言に過ぎん。我儕はオリジナルの《息吹》も手に入れる……罪人竜の焔をもって、人に、竜徒ドラグ＝ジーンに、辺境のすべてに……戦争を仕し掛かけると」

　渦の中心、揺れる焔に手を伸のばす。見み慣なれた自分の腕ではない。赤黒い鱗うろこに覆おおわれた異い形ぎように変じている。より多くの物を掴つかむために、都つ合ごうの良い腕ではあった。

　変化は腕だけではない。全身がへし折れ、ねじ曲がり、膨ふくれていく。激しい衝撃が身体を駆けめぐり、際限のない力が溢れてくる。

　酔よわずにはいられない。

　熱ねつ狂きように突き動かされ、たがの外はずれた哄こう笑しようと共に。

「故ゆえに、我儕はシム・リム・アビスパなのだ」

　掌てのひらに収めた焔を、握にぎり潰す。



　その日──

　中央都市ワイアットハートは、荒こう野やから消しよう滅めつした。



    

  
    
      
　第四章　朱あけにより集しゆう束そくしていく　Doomsday From Vermiion






「どうにも、今日は理解の及およばぬことばかり起こる──」

　周囲を取り囲む五人の男。

　その中の一人、茜あかね色いろの衣ころもを纏まとった体格の良い老人がぎろりとバーンを睨にらむ。

「貴き様さまから感じる狂気の脈みやく動どう……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の宿やど主ぬしであることは疑いないようだ、が…………これはどういうことだ」

（どういうことって、どういうことだよ）

　叩たたいたつもりの軽かる口くちも声にならない。砂除よけのマントを揺ゆらし、彼は視線を巡めぐらせた。

　老人の他、武器を構かまえた男が四人。歳としはまちまちで、一番ガタイが良いのは徒と手しゆ空くう拳けんの老人だったが……誰だれと喧けん嘩かしたところで勝ち目があるとは思えない。

「貴様は《息吹いぶき》に呑のみ込こまれてはいない。脆ぜい弱じやくな人間如ごときが罪ざい人にん竜りゆうの侵しん食しよくを退しりぞけるなどと……一体、何者だ？」

「……フラットランド…………バーン・フラットランド」

　込み上げる吐はき気けに眩くらむ意識の中で、ようやく声を押し出す。何度も馬を乗のり潰つぶし、ほぼ最小限の休きゆう憩けいで荒こう野やを駆かけ抜けた代だい償しようは大きかった──身体からだは限界に近い。

「ちょっと《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なんか飛び出すだけの……つまんないチンピラだよ」

「……その名は知っている。アーティアが一度、口を滑すべらせた」

「あ、そう。……知ってるなら…………ちょうどいいや」

　弱々しく呟つぶやいて、彼はひび割れた唇くちびるを歪ゆがめる。

「悪いけど……案内してくんない？……僕ぼく、あの子に会いに来たんだ」

「痴しれ者ものが」

　瞬しゆん間かん──ウーフィーグリッドを中心に、大気がざわめき出した。

　風は静かだった。途と方ほうもない不安を煽あおる、静けさ。変化に気付いた男たちはぎょっとしてウーフィーグリッドを振ふり向むくと、慌あわてて彼から距きよ離りを取るように跳とび退すさった。

　巌いわおのような顔を凄せい絶ぜつな怒ど気きに歪め、ウーフィーグリッドの口が開かれる。

「正体がどうあれ、貴様が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿す以上、要求を通すなど有り得ん。その愚ぐ劣れつを悔くやみ────────眠ねむれ!!」

「……っ!?」

　咄とつ嗟さに両りよう腕うでを上げた直後。

　全身を絡からめ取るような暴風が、顔を庇かばったバーンを身体ごとすくい上げる。浮うき上がった身体を風の拳こぶしが幾いく度ども打ちのめし、締しめ付つけて……最後は地面に叩き落とされた。上げることも出来なかった悲鳴が肺はいの中で破は裂れつする。

　打ち伏ふせられた姿し勢せいのまま微び動どうだにしないバーンを見下ろし、ウーフィーグリッドは構えを解といた。退たい避ひしていた男たちも、恐おそる恐る包ほう囲いを狭せばめてくる。

「──解げせんな」

　白い眉まゆを寄せ、彼は低く喉のどを震ふるわせる。

「この程度なのか？　《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を黙だまらせる程の強さは微み塵じんもない」

「へ────へへ……こちとらッ……あの子の直じき弟で子しってもんだぜ……、ッ!?」

　倒たおれ伏したまま顔だけ持ち上げ、なんとか軽口をひねり出した瞬間──胸の奥から、濁にごった灼しやく熱ねつ感がせり上がってくる。感覚した時には既すでに、その熱は凶暴な焔ほのおの奔ほん流りゆうとなってバーンの口から噴ふき上がっていた──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。

「っ暴走、か…………!?　離はなれろッ！」

　鋭するどく飛ばされたウーフィーグリッドの号令に、男たちは一いつ斉せいに跳び退った。

「死ぬ時ぞ──ノルガンディアが『棺フエレトロ』を向かわせるまで奴やつを抑おさえ込む!!」

　一いつ片ぺんの迷まよいもなく宣言し、ウーフィーグリッドは腰こしを落として身構える。

　悲ひ壮そうな、だが固い決意を宿す男たちの視線が交こう錯さくする場所で、焔の柱はこの星へ顕あらわれた事を狂きよう喜きするように燃え上がり……不意に、どくん、と脈みやく打うつように揺ゆらめいた。

　その脈動に力を奪うばわれたように、焔は勢いきおいを弱めていく。

「っ……な、なんだ……!?」

　誰かが叫さけぶ間にも、焔は徐じよ々じよに勢いを衰おとろえさせ──やがてバーンの内に潜もぐり、消える。

　うずくまって呼吸を荒あらげる彼を見つめ、ウーフィーグリッドが拳を解いた。

「…………あ、り得ない……人間が、罪人竜を制せい御ぎよする……だと？」

「──そんな、上等なもんじゃないよ。かき集めた切り札ふだ、ばらまいてるだけさ」

　丸めた身体を慎しん重ちように伸のばしつつ、引きつった喉を震わせる。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は上う手まく抑えられたらしく、身体は好調だった──どうせ、長く続く調子ではないのだろうが。

　澄すんだ青色の双そう眸ぼうを細めて、バーンはウーフィーグリッドを見返した。

「竜徒ドラグ＝ジーンは、便利なこと知ってるね。暗あん示じ制御……効果、覿てき面めんだった」

「……馬ば鹿かな。長く保もつ策さくではないはずだ」

「まあ、ねッ…………はっきり言って、もうほとんど効きき目ないよ」

　吐き気を抑え、渾こん身しんの力を込めて立ち上がり、そっと目を閉じる。

　そのまま長い時間をかけ……辺あたりを巡る、勘かん違ちがいかとも思うような微かすかな暖かさの流れを知覚した。その流れの中へ踏ふみ込むと、ほんの少しだけ気分が楽になる──

「──命の脈流、っていうんだっけ、こういうの？　荒野じゃ見つけるの大変だったけど……さすがあの子の故こ郷きようだ……この山、ずいぶん見つけやすい」

「り……竜りゆう脈みやく視し──か……っ!?　星ほし守もりでもない、人間風ふ情ぜいがッ…………なぜだ！　否いな、可能であったとして、それだけで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑えられるものではないッ！」

「だから、言ったろ…………切り札、かき集めたんだ」

　腹を突つき上げる吐き気を必死に堪こらえながら、バーンは律動の狂くるった心臓を押さえて記き憶おくをさらった。竜の記憶などという壮そう大だいな話ではない。もっと近しい、現実的な記憶。

「奔ほん流りゆうの中に、命を生かす道がある」

「…………なに？」

「《息吹いぶき》を制御する、コツだってさ……下へ手たに逆さからうより、やりたい放題させて、ギリギリの瞬間を狙ねらった方が……抑え込み易やすい。分かるまで何度も死にかけたけどね」

「…………」

「で、吐くより、吸すうことを意識して息をする。命の流れを清きよめる……んだか、元に戻もどすんだか……まあ、身体に良さそうな呼吸だ。略りやく式しきって話だけど、随ずい分ぶん楽になる」

　言った通りに深く息を吸い、彼はわずかに前へ踏み出した。

「それも、活いかす前に、身体がもたなきゃしょうがないけどさ。……ときどき本気で殺しにかかってるのかとも思ったけど──ムチャクチャできっつい修しゆ行ぎようを押しつけてくれた師し匠しようのおかげさ。タフな状じよう況きようには……結構、慣なれてる」

「…………」

「全部、あの子が教えてくれたことだ。思い出すの、大変だったけどね……結構なもんだろ？　こうして《息吹》だって抑えられる──」

　不ふ敵てきに見えるよう祈いのりながら、バーンは口くちの端はしを引きつらせる。

　紙かみ一ひと重えで致ち命めい的てきな暴走から逃にげているだけで、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は着実に彼の意識に侵しん食しよくしていた。言うほどの余よ裕ゆうがあるわけではないが──

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、僕とあの子に任まかせとけば安心だよ。上う手まくやれるさ。だから……そろそろ、そこ通してくれ。僕は、アーティアに会いに来たんだ──」

「ッ!?」

　足を引きずり、息を呑のんだ男たちの間を通り抜ぬけようとした瞬間。

　跳はね上がったウーフィーグリッドの膝ひざがバーンの腹を突き刺さした。一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんに包まれた身体は、背中に弾はじけた痛つう烈れつな衝しよう撃げきにより再び地面に叩きつけられる。

　彼に肘ひじを落とした格好のまま、ウーフィーグリッドは静かに呼こ気きを押し出した。

「──『棺フエレント』は、渡わたさん。……あれには果たすべき使命がある」

　それだけ告げ、彼はすぐに周囲の男たちへ向き直った。

「里さとに運べ。即そく座ざに縛ばく封ふう牢ろうへ放り込む」

「し……しかし、ウーフィーグリッド。この男の死は罪人竜の──」

「だからこそ一刻も早く運べ。あそこは堅けん固ごで、竜脈が幾いく条じようにも交こう錯さくしている。不十分は承知の上──『棺フエレトロ』が完全を期すまで凌しのぐには、他に手段がない」

　苦く渋じゆうに満みちた、だが一片の迷いも無い声で言い放ち、ウーフィーグリッドはバーンを見下ろした。石の鏃やじりのように荒あら々あらしい鋭えい利りさでその背を睨にらみ、呟く。

「あまりに見苦しいが……俄にわか仕じ込こみの制御法で《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に立ち向かった強さは認めよう。あるいは、優ゆう秀しゆうな星守りになれたのかも知、れ────、？」

　言葉が止まる。

　腹を押さえ、バーンは痙けい攣れんするように咳せき込み、嘔おう吐とする。ろくに物を食べていなかったため胃液しか出てこないが……こぼれた吐と瀉しや物に楕だ円えんの塊かたまりが数個混じっていた。小さいが不注意で丸まる呑のみにするサイズではない。筒つつ状じようの、黒ずんだ、

　拳銃ピストルの弾たま。

「ッそ────!?」

「……げ…………ぅえ……。…………買いかぶり、すぎだよ」

　声を震わせるウーフィーグリッドに、マントで口元を拭ぬぐってから言い返す。

「──鍛きたえた鉄は《息吹》を遮しや断だんする……これも彼女に聞いたことた。遊撃保安官ノーマツドシエリフの支給装備には、精錬鉄スチールを使った弾たまがあるって、知ってたかい？」

　呑み込んでいた弾を全すべて吐はき出し、いくらか喋しやべるのが楽になった。ついでに軽口を叩いておくが……真まっ青さおな顔では余裕を装よそおう役には立たなかったろう。

「どうだい、簡単なもんだ──あんたらが竜徒ドラグ＝ジーンだって驚おどろくし、おっかながる。隙すきがあるなら付け入れるさ。見苦しかろうがダサかろうが……何べんだって裏を掻かく。騙だまして、透すかして、罠わなにはめる。……覚かく悟ごしろよ。僕は必ず、あんたを出し、抜ぬ────」

　──そこが、体力の限界だった。

　最後の力で舌したを突き出し、バーンは地面に崩くずれ落ちる。

　男たちは神しん妙みように息を呑み、そのまま一分ほども顔を見合わせていたが──おもむろに踵きびすを返したウーフィーグリッドが、何事もなかったように淡たん々たんと言った。

「早く里へ運べ。……そうだな、縛封牢へ放り込む前に、傷は手当てさせろ」

「は？　は、はい…………あの、ウーフィーグリッド──？」

「情なさけをかけてやる価値がある程度には、感かん服ぷくした。……それだけだ」

　それだけ答え、彼は音もなく歩き出す。残った男たちはもう一度顔を見合わせ、やがて一人がバーンを担かつぎ上げた。その時こぼれた、微かすかな言葉には気付かずに。

「…………必ず、出し抜くぜ……いいかい。必ず、だ──」

　それ以上は意識を繋つないでいられず──彼はほぼ、ひと月ぶりの深い眠ねむりに落ちた。



　　　　◆□□◆



　白はく峰ほうノルグに降ふる雪は全て彼女の意思の下もとに在ある。

　それはただ《息吹》を操あやつるという意味ではない、星の命の一部を代行している形だ。この吹雪ふぶきは脅きよう威いを退しりぞける檻おりであると共に、命を護まもり癒いやすための繭まゆでもある。

　それでも傷ついた娘むすめを風に晒さらしておく事が出来ず、雪竜ノルガンディアはアーティアを抱だきかかえるように雪原にうずくまっていた。娘に雪がかからないよう翼つばさを広げながら、そっと息をつく。

　──四し肢しをもがれようと、通す覚かく悟ごと、理由があるつもりです──

　先ほどの、娘の真まっ直すぐな瞳ひとみが頭を離れなかった。

　思えば、アーティアがはっきりと彼女に反はん抗こうして見せたのは初めてかも知れない。素す直なおで、真ま面じ目めで純じゆん粋すいで。星守りの使命をよく理解し、研けん鑽さんを怠おこたることがなかった。そんな娘が初めて見せた反発。焦こがれるような切せつない我わが儘まま。

　場ば違ちがいに喜ばしいと思ってしまった。それは彼女が、紛まぎれもなく一個の命であるという証あかしなのだから。……訴うつたえの内容はまあ、少しばかり承しよう伏ふくしがたいものだったが。

（この子は変わった）

　じっと、眠るアーティアの顔を見つめる。

　血ち塗まみれだが、傷は命の脈流を注そそぎ込むことで強ごう引いんに塞ふさいでいた。……竜として褒ほめられた行こう為いではないが、この際気にしない。

　命の連れん鎖さに連つらならない──命に歴史のないアーティアは、自じ己この概がい念ねんが稀き薄はくだった。

　危あやういほどの素直さは、裏うら返がえせば自分という存在に根こん拠きよがない事の証明に他ならない。事実、生まれたばかりの彼女は言われた事を実行するだけの人形のようだった。

　そんな彼女が牙きばを剥むいてまで我がを通そうとした。

　よほど良い出会いか、ろくでもない出会いに恵めぐまれたのだろう。……どのみちこの子に手を出す輩やからには、細さい胞ぼう単位からの凍とう結けつ粉ふん砕さいを覚悟して貰もらうが。

　まだ見ぬ相手への敵意に《息吹》を滾たぎらせ──彼女は、苦笑をこぼした。

（変わったのは、私もだ）

　絶対零れい度どの覇は者しや、霧む氷ひよう纏まとう牙。冷れい厳げんなりし雪竜ノルガンディア。

　人間たちは彼女を畏おそれ、彼女もまたそうであろうと意識してはいる。老竜ポルツィーノ辺あたりに言わせれば背せ伸のびする小娘でしかないのだろうが……ウーフィーグリッドの願いを聞き入れ、この娘を預かった時から、確かに彼女は変わり始めた。

　竜へ還かえる前、人間であった時からずっと彼女の心は凍いてついていた。己おのれを閉ざし、他者を切り裂さき、全てを静せい寂じやくへ沈しずめる白の雪……それが彼女の《息吹》、命の本質だ。

　彼女を預かった理由は、義務感でしかなかった。この星の竜として思考し、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を消しよう滅めつさせるための道具として有用だと判断したからに過ぎない。

　だが、初めて自分に託たくされたその命はあまりに無む垢くで、無力だった。

　子を産うんだ経験のない自分にとって、彼女の世話は竜へ至るための修行よりよほど困こん難なんだった事を覚おぼえている。四苦八苦しながらも、なんとか生命体として安定し、感情の片へん鱗りんらしきものが芽め生ばえ始めた時……ノルガンディアは彼女に名前を与あたえた。

　アーティア────我が小さきアーテイア・アリア・灯火ノルガンデイア。

　彼女に教えた大陸古語より遥はるか以前の、古い、旧ふるい言葉である。

　研とぎ澄すまされた氷の牙を溶とかす小さな温ぬくもり……それは彼女を鈍にぶらせた。竜が感情にほころびを抱かかえるのは極きわめて危険であり、ノルガンディア自身、力の弱化を自覚している。

　だが、恥はじも悔くいもない──アーティアは間ま違ちがいなく、自分の可愛かわいい娘なのだから。

「…………………………っ、ん」

【！　アーティア？】

　アーティアが小さく身じろぐのに気付いて、ノルガンディアは声を撥はね上げた。

　雪の上に身を起こす娘へ、そっと首を寄せる。

【大だい丈じよう夫ぶ？　まだ、どこか痛む？】

【母かあ、様さま……？……あ……ううん。大丈夫】

　きょとんと首を傾かしげてから、アーティアは慌あわてて頭を振ふった。そのまますぐ立ち上がろうとして──身体からだがよろけたところを、首で支ささえてやる。

【気をつけて。……ごめんなさい。加か減げんを間違えたわね】

【い、いえ──私が、分をわきまえなかっただけのことです……】

　硬かたくよそよそしい物言いに寂さびしさを感じながら、彼女は嘆たん息そくした。

【まだ休んでいなさい。怪け我がは治なおしたけれど、身体がついていかないわ】

【…………はい】

　何か言いたげではあったが、アーティアはその場に腰こしを下ろす。胡座あぐらを掻かいて茜あかね色いろの襟えり巻まきを弄いじるその姿は……ともすれば、拗すねているように見えたかも知れない。

　いつにない娘の姿に、思わず忍しのび笑いが溢あふれる。

【────アーティア。辺へん境きようはどうだった？】

【……え？】

【今まで尋じん問もんばっかりで、ちゃんと話せなかったでしょ。あなた引きこもっちゃうし】

【だっ──だって……そんなの。あんなこと聞かされたら、私だって悩なやむよ】

　赤面して口を尖とがらせる彼女を抱きしめるように、ゆっくり翼を降ろす。

【だから、いま聞きたいの。その目で見てきた人間の世界を、あなたはどう感じた？】

【…………。よく、分からなくなった】

　彼女の翼にそっと手を触ふれ、アーティアは瞳を細めた。

【初めて、友達が出来た。人間の友達。でも……彼女は、私を裏うら切ぎったんだって】

【…………そう】

【ずるい奴やつも馬ば鹿かな奴も、いろんな人間がいたよ。……そうだ。湖みずうみの街で、すごい人間に会ったんだ。フェイっていって……竜りゆうや、私たちのことにすごく詳くわしい。星守りを恐おそれないし……彼女は、私たちと人間の関係を変えることができるかも知れない】

【まあ】

【坑あなの街では、チェルシーっていう子に会った。私と同じくらいの歳で、すごく、唄うたが上う手まいんだ。……でも…………《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のせいで、死んでしまった】

【…………】

【本当に、いろんな人間に会った。良い奴も悪い奴も、見上げた奴も、愚おろかな奴も。それで……人間のことが、よく分からなくなった】

　膝ひざを抱かかえて座すわり直し、アーティアはわずかに声を硬くする。

【でも分かったこともある。……人間は、強い。里で教わるみたいに惰だ弱じやくと堕だ落らくに取り憑つかれた奴らばかりじゃない。みんな必死に足あ掻がいて、もがいて、どれだけ酷ひどい目にあっても挫くじけないで……絶対、負けないんだ────彼が、教えてくれた】

【…………そう、なの。……でもね、アーティ──】

　奇き妙みように引っかかる言葉を、なんとか押し出そうとした時──意識に熱い針はりが刺ささるような痛みを覚えて、ノルガンディアは口を閉ざした。

　感覚結けつ界かいに大勢の人間の反はん応のう。南から入り込み、今は里に集結しつつある。ウーフィーグリッドは……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を優先したのだろう、里に反応を感じた。

　突とつ然ぜん黙だまり込んだ彼女に、アーティアが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

【母様、どうしたの？…………まずいこと？】

【──ん、なんでもないみたい】

　咄とつ嗟さに、そんな答えが口をつく。

　嘘うそをつくのは慣れていないが、余よ計けいな心配をかける必要はない。まして例の「彼」がそこにいると分かれば、どんな無茶をしでかすか分からなかった。

【麓ふもとに人間の密みつ猟りよう者が入り込んだの。ほんの数人だし、ウーフィーグリッドが向かったから大丈夫よ。あなたは心配しないで──】

【本当に？】

　突き返された言葉が、冷たく彼女の言葉を刺さし留とどめる。

　一いつ瞬しゆん、いやそれ以上の沈ちん黙もくを挟はさんで、ノルガンディアはゆっくりと口を開いた。

【どうして──そんなことを訊きくの？】

【…………母さん、私を見ていなかったから】

　躊躇ためらいがちに、しかしはっきりと告げられ、息を呑のむ──顔を見て話していたつもりだったが……目を、目を合わせていなかった？　だから見破られた？　この子に？

【なにが起こってるの、母様。どうして隠かくそうとするの？……まさか】

【────ええ、そうよ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の宿主がこの山に来た】

　隠し立ては出来ない──正しよう直じきに告げた言葉は、アーティアを即そく座ざに黙だまらせた。

　その顔には様々な感情が溢れ混じり合っていたが、驚おどろきより困こん惑わくより、嬉うれしさより──誇ほこらしさが一番に目立っているように思える。

【他にも大勢、かなり武装を固めてる。……後をつけられたらウーフィーグリッドが気付かないわけはないし、どうやって里の位置を…………否、あの子の仕し業わざね】

【……母様、私も】

【駄だ目めよ。……あなたはまだ『棺フエレトロ』の力を把は握あくしていない】

　即座に答えて、彼女はアーティアを睨にらみつけた。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の封ふう滅めつは命の奔ほん流りゆうに介かい入にゆうしてその意思を支配する事で成立する。

　理論は簡単だが求められる業わざは並なみ大たい抵ていではない。極きわめて膨ぼう大だいでひどく繊せん細さいな制せい御ぎよを、恐おそろしくシビアな速度で莫ばく大だいな回数を繰くり返す、馬ば鹿かげて複雑な単純作業だ。

　知覚の及およぶ速度では間に合わない──その発生から《息吹》への抵てい抗こう力として調整された『棺フエレトロ』でなくては叶かなわない芸当だ。

　だがアーティアは、宿主の暴走を抑おさえられなくなったと言っていた。

　理由は察しがつく。宿主の命を奪うばう事を恐れたのだ。それでは、罪人竜に及およばない。

【……でも、母様…………、？】

　何かを言いかけ、アーティアは顔を跳はね上げた。

　厳きびしく研とぎ上げられた双そう眸ぼうが吹雪の彼方かなたを見つめている。何事かと思った矢先──感覚結界に痛いほどの衝しよう撃げきが突き刺さり、彼女は跳ねるように身体を起こした。

　おぞましく脈打つ焔ほのおの感覚……全すべてを焦こがし、呑み込み、ねじり砕くだく、歪ゆがんだ灼しやく熱ねつ。

　紛まぎれもない、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の感覚。

【そんな────これは、どういう………………っ!?】

【『アビスパス』だ……連中の、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の複製だ!!】

　頬ほおの乾かわいた血を拭ぬぐい落として、アーティアが声を尖らせていく。これだけ圧あつ倒とう的てきな狂きよう気きの脈流、竜でなくとも、星守りなら気付かないわけがない、が──

【なんだろう。なにかおかしい……母様、変な感じだ】

【そうね…………なんにせよ、ウーフィーグリッドたちだけでは手に余あまる】

　そこだけは確信して、ノルガンディアは大きく翼つばさを羽ばたかせた。

　雪原に水すい滴てきを落としたような波は紋もんを広げ、もう一度翼で空を打ち──彼女は眼下のアーティアに向かって咆ほう吼こうした。同時に、駆かけ出そうと身構えていた娘むすめの周囲で轟ごう音おんが轟とどろく。

　舞まい上がった雪ゆき煙けむりが拡散すると、雪原に突き立った幾いく本ほんもの氷柱つららが彼女を閉じこめていた。円えん錐すい状に交差した氷の檻おりに拳こぶしをぶつけ、アーティアが怒いかりすら滲にじませて叫さけぶ。

【ッ──母様！】

【あなたはここにいなさい。……大丈夫。母さんを信じて】

　穏おだやかにそう告げると、アーティアは一瞬何かを怒ど鳴なり返そうとし──ぐっと口元を引き結んで拳を降ろした。まだ、母親の威い厳げんは失ってはいないらしい。

　小さくない満足を覚おぼえて里の方へ首を向け、彼女はふと、何気なく言葉をこぼした。

【アーティア────あなたは、強い？】

　それはかつて、彼女に修しゆ行ぎようを課す際に行っていた問もん答どうだ。

　精神調ちよう律りつを兼かねた一種の暗あん示じで、問いも答えも形式が決まっているのだが……アーティアは彼女の意図に気付いたようだった。わずかな逡しゆん巡じゆんの後、答える。

【……弱く、なりました】

　その答えには満足も不満も覚えず。

　吹雪ふぶきを引き連れ、ノルガンディアは空を駆かけた。





「んふッ……手厚い歓かん迎げい痛み入りますわ、竜徒ドラグ＝ジーン」

　今日という日は、一体何なのか──

　忌いま々いましい思いで渋じゆう面めんを作り、ウーフィーグリッドは拳に力を込めた。

　心を無くしたはずの『棺フエレトロ』が雪竜に逆らうまでの我がを見せ、脆ぜい弱じやくなはずの人間が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に抗あらがい……今また、里に人間たちの侵しん入にゆうを許してしまった。

　ただ、最後の一件に関しては明確な理由が眼前にある。

　声を上げた金きん髪ぱつの少女は無視して、彼はその「理由」を睨みつけた。

「自分のしたことの意味は分かっているのか、ミロ」

　ノルグの里さとは森の奥、断だん崖がい下の開けた台地にある。森を抜ぬけ峡きよう谷こくを越こえた先の隠れ里を人間が見つける事はまず不可能だが……導みちびく者がいれば話は違ちがうだろう。

　広場に集まった里の狩人かりゆうどたちを取り囲む黒服の人間たち。その中央で泰たい然ぜんとふんぞり返る少女に並び、茜色の外がい套とうを纏まとったミロ・デルッカは、存外にしっかりと答えを返した。

「里さと長おさこそ、なにをしたか分かってるんですか。……あなたが手を組んだ人間から、すべて聞きました。……なにが『棺フエレトロ』だ、ふざけるな！　アーティアは道具じゃない！」

「浅せん薄ぱくッ……ミロ、お前の短たん慮りよが、この星の命運を断たちかねんのだぞ！」

「それでも──それでもアーティアだけは、あいつを殺しちゃだめなんだッ!!」

「はいはい、そーこーまーでー。仲間割れはあとでしてくださいますことー？」

　ぱんぱんと手を打ち鳴らしながら、先ほどの少女が二人の間に割り込んできた。草木を編あんだテントや小屋が並ぶ里にあってはいかにも場ば違ちがいなドレスの袖そでから、宝石の塊かたまりのような豪ごう奢しやな扇おうぎを取り出し、少女は獣けものじみた油断ならない笑みを浮うかべる。

「お初にお目にかかります。わたくしは先駆者フロンテイアマンシム・リム・アビスパ・ジュニアが一いち女じよ、キャロライン・リム・アビスパですわ。……そこのつるっぱげ、あなたがこの貧びん乏ぼう所じよ帯たいの代表ですわね？　名前はウッフンなんちゃら言いましたかしら」

「ウーフィーグリッドだ」

「しかもハゲじゃなくて剃てい髪はつだからな…………痛ッ!?」

　根こん拠きよ不明の自信に溢れた笑みのまま、思い切りミロの足を踏ふみつけると、キャロラインと名乗った少女は畳たたんだ扇をこちらに突きつけてくる。

「こちらには交こう渉しように参りましたの──バーン・フラットランドと、アーティア・アリア・ノルガンディア。この二人の身み柄がらを引き渡わたしていただけませんこと？」

「……交渉と言ったな。代価はなんだ」

「引き金を引かずに帰って差し上げます」

　扇の先で頬ほおをつつき、彼女は視線で背はい後ごの男たちを示した。一様に黒スーツ姿の彼らはキャロラインから数歩離はなれた位置に立ち、それぞれがライフルを携たずさえている。構えてはいないが、いつでも射しや撃げきへ移行できる体勢ではあった。

　二十名には届かないかと大おお雑ざつ把ぱに目算をつけ、ウーフィーグリッドは声を低める。

「星守りを相手に、その数が脅おどしになると思ってはいまい」

「んふッ、思いませんわねぇ。この数なら、ですけれど──」

　憎にくたらしく鼻を鳴らし、キャロラインはさっと腕うでを振ふり上げた。そして手に持っていた扇をぱっと開き、合図じみた動作で一ひと振ふりした瞬しゆん間かん。

「──南に悪あしき賊ぞくあらば！」

『この拳もって打ちのめし！』

　広場に、朗々たる大声が響ひびき渡った。

　空気をぶっ叩たたくような風ふ情ぜいのない、山の果てまで響き渡りそうな胴どう間ま声ごえ。

「北にまだ見ぬ荒こう野やあらばっ！」

『この脚あしもって、何ど処こへまでも踏とう破はする！』

（上…………？）

　キャロラインたちからも警けい戒かいを外はずさないまま声の出所を探さぐり、視線を動かす。

　広場の端はし……里を見下ろす断崖の上に、いつの間にか十以上の人ひと影かげが並んでいた。

「東に飢うえた村そん落らくあらば！」

『この腕もって井い戸どを掘ほり、一ひと握にぎりの種たね籾もみを蒔まき！』

「西に、脅おびやかす竜りゆうの影かげあらば！」

『この剣けんもって、心臓を打ち貫つらぬかん！』

「命を惜おしむ輩やからは!?」

『無理せず見学ッ！』

　意外とフレックスなことを言いながら、先頭に立った男が崖がけの縁ふちから身を乗り出した。灰色の服を過か剰じような筋きん肉にくで軋きしませ奇き妙みようなポーズを決め、大だい音おん声じようを響かせる。

「以下省しよう略りやく!!」

「略すならもっと前の段階から略しましょうよ」

　星守りの聴ちよう覚かくは、大男の背後で誰だれかが呟つぶやくのを捉とらえていたが、さておき。

「んんーッふっふっふ！　御ご存ぞんじかしら、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉……竜徒ドラグ＝ジーンとケンカさせたら辺境でも随ずい一いちの筋肉おバカたちですわ！」

「……崖から下りてくる前に、貴様らを打ちのめすことは容易たやすいが？」

　灰色の男たちがいる断崖は高く、ほぼ垂すい直ちよくになっている。足がかりは多いためロープでも使えば下りてくるのは容易かろうが……それまでには、広場に集まっている人間たちは残らず絶ぜつ息そくしている。狩人には《息吹いぶき》に開眼している者も多い。

（だが──）

　厳いかめしい表情を崩くずさず拳を握にぎる彼に、キャロラインは予想通りの冷笑を向けた。

「どうぞご自由に。……ただ連中には、交渉が決けつ裂れつしたらあなた方よりその辺のあばら屋を優先して打うち壊こわすよう命令してありますの。それでもよろしくて？」

「浅あさ知ぢ恵えを……」

「遠とお吠ぼえはいつだって耳に心地良いですわね」

　涼すずしげに言ってのけ、キャロラインは広げた扇で顔を扇あおいでみせる。

　──女子供をテントへ隠しているのは見み抜ぬかれている。

　時間があれば避ひ難なんさせたのだが、接近に気付かなかったことが悔くやまれた。

「里長、言うとおりにしてくれ。……俺は里のみんなに傷ついて欲しくない」

「ミロ……貴様、人間に籠ろう絡らくされたか」

「自分で自分の答えを出しただけだ……ッ！」

　睨にらみつけるウーフィーグリッドに怯ひるみながらも、ミロははっきり言い返す。

　一人前に、星守りの目をするようになったものだ──場違いに感心しながら、《息吹》の風を周囲にざわめかせ始める。ミロは里の子供の中でもとりわけアーティアに懐なついていた。執しゆう着ちやくする気持ちが分からないと言うつもりはないが、

（事じ態たいは既すでに、子供の我わが儘ままを通す余よ裕ゆうすら許さんのだ……！）

　宣言も、構えもなく。しかし明確に塗ぬり変わった空気を感じとり、狩人たちが静かに身体からだを移動させる。隠かくした家族のいる者も覚かく悟ごを決めた面おも持もちで、弓ゆ弦づるを引く手に力を込めていた。その覚悟が出来るから、彼らは己を星守る茜せん鱗りんと呼ぶ。

　張はり詰つめた緊きん張ちようを切るべく《息吹》を解とき放とうとした、その瞬間──

　遠くで、唐とう突とつに膨ぼう大だいな狂気の脈動が咆ほう吼こうした。

「がッ…………、!?」

　感覚を直接灼やき焦こがすような激痛に、ウーフィーグリッドはその場に膝ひざをつく。背後に狩人たちの呻うめき声が聞こえた。ふと見れば、ミロも同じようにうずくまっている。

（まさか──!?）

　呼吸を強ごう引いんに噛かみ切り、脈動を感じた方角の空へ顔を上げるのとほぼ同時。

　広場を熱風が吹ふき抜けた。

　巨きよ大だいな影が頭上を翔かけ、断崖を這はうように上空へ弧こを描えがくと──風圧で〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉が崖を転ころげ落ちているようだったが、さておき──里の上空で停止する。

「な……な……な、なッ…………なんですの、アレは……？」

「……腐ふ、竜りゆう……ッ!?」

　ぱくぱくと口を動かすキャロラインに答えたわけではないが、呻く。

　空中からこちらを見下ろしているのは、どす黒い鱗うろこに覆おおわれた怪かい物ぶつだった。人間の数倍はあろう巨きよ体たいからは腐肉と腐ふ汁じゆうが滴したたり、裂さけた肉にく腫しゆから朱しゆの焔ほのおが噴ふき上がっている。内なる竜に負けた者のなれの果て……腐竜と呼ばれる怪物だ。

　だがその姿形は、到とう底てい竜などと呼べるものではない。

「蜂はち──胡蜂アビスパ、なのか…………？」

　奇き怪かいな六本の脚あしと不気味な朱色の複ふく眼がん。ジィィィッ、と鳥とり肌はだが立つような音を奏かなでる高速の翅はねに、細くくびれた胴どうと不気味に膨ふくれた腹。確かに、猛もう毒どくの胡すずめ蜂ばちに似にていた。

　息を呑のむ人間と星守りたちを睥へい睨げいし、胡蜂の腐竜はしばしその場に浮ふ遊ゆうしていたが……突とつ然ぜん、その身体の向きを変える。濁にごった複眼は里の外はずれの小屋を見ていた。

　バーン・フラットランド──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の宿主を寝ねかせた診しん療りよう所じよ。

「ッ!?　奴やつを止めろ！」

　怒ど号ごうと共に、ウーフィーグリッドは《息吹》を解き放つ。光をすら歪ゆがませる暴風が腐竜へ襲おそいかかり、その腹の一部を削けずり砕くだいた──瞬間に加速した身体を捉とらえきれなかったのだ。崩れた腹に痛つう痒ようを感じた様子もなく、腐竜は熱風を巻き上げ飛ひ翔しようしていく。

　突然の事に狩人たちは反はん応のうし切れていない。辛かろうじてミロが体勢を立て直しているようだが、盛大に転てん倒とうしたキャロラインに外がい套とうを掴つかまれて動けないようだった──と。

　飛翔する腐竜の横手から炎ほのおの塊かたまりが飛ひ来らいし、轟ごう音おんを上げて爆ばく発はつする。

　爆ばく炎えんに包まれた腐竜は墜つい落らくこそしないものの、不ふ明めい瞭りような絶ぜつ叫きようを上げて動きを止めた。呆あつ気けにとられ、ウーフィーグリッドは思わず硬こう直ちよくする。と。

「ッぬう──小こ癪しやくな害虫であるッ！」

　騒そう々ぞうしい怒ど声せいが聞こえ、彼は弾はじかれるようにそちらを振り向いた。

　村の外れ、断崖の方から〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の男たちが駆かけてくる。先ほど崖を転げ落ちていたように思ったが、特に怪け我がを負おった様子はない。彼らの中央に、奇き妙みような形状の機械を担かついだ巨きよ漢かんの姿。彼は黒こく煙えんをあげる機械を投げ捨すて腰こしのサーベルを抜くと、しかめ面つらでキャロラインの方に大声を投げかける。

「集しゆう束そく《息吹》砲ほうは竜をも落とすのではなかったのか!?」

「ンなもんスペック目標ですわよ！　わたくしの落ち度だとおっしゃるおつもり!?」

「ええい『アビスパス』を信用したのが間ま違ちがいか！　かくなる上は総員ッ……、？」

　舌打ちし、サーベルを掲かかげて──男はふと、言葉を止めた。

　灰色の雲の彼方かなたから、冷たい咆吼が響いてくる。

　氷の弦つるを張ったバイオリンのように透とう明めいで、鮮せん烈れつな音ね色いろは──次の瞬間、吼ほえ猛たける吹雪ふぶきとなって上空から降ふり注そそいだ。とっさに両りよう腕うでを交差させるが、雪せつ花か混じりの旋せん風ぷうはウーフィーグリッドたちを凍こごえさせはしなかった。涼すずしさすら感じはしない。

　だが炎えん上じようする身体を捩ひねっていた腐竜は、ごぼごぼと湿しめった啼なき声を上げ地面に叩きつけられた。吹雪がその身体を切り裂き、真っ白に凍とう結けつさせていく。そして、

【────白へ────！】

　雲を裂いて天から降り注いだ一ひと筋すじの銀光が、腐竜を粉ふん砕さいした。

　轟音と衝しよう撃げきがその場を穿うがち、砕けた地面が凍こおった腐竜の砕さい片へんと共に辺あたりに撒まき散ちらされる。岩と氷が吹き荒すさぶ中、彼は顔を庇かばう腕の間から前方を凝ぎよう視ししていた。

　吹雪が粉こな雪ゆきと柔やわらかな風だけを残して解ほどけていく。そのころには全員が──隠れていた者達も含ふくめ──その場に降り立った生物に見入っていた。先の腐竜などとは比ひ較かくすることも冒ぼう涜とく的な、神聖とすら呼べる威い風ふうと風格を纏まとう、生命としての雄ゆう姿しの極きよく致ち。

　竜ドラゴーン──雪竜、ノルガンディア。

　突然に現れた地上最古にして最大の生物に、人間たちはただ立ち尽つくしている。驚きよう愕がくも畏い怖ふもそこには無い……ただ、呑まれていた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんがドレスを着て歩いているようなキャロラインでさえ、仰ぎよう天てんしたように口を開けている。

　視線だけで彼らを見回して、ノルガンディアは微かすかに溜ため息いきをついた。

【ずいぶん、大勢なのね】

【申し訳ございませぬ。《息吹》へ気を割さきすぎました】

　律りち儀ぎに一礼してから、ウーフィーグリッドはしかめ面つらで呻く。

　翼つばさを打って土つち煙けむりを払はらい、彼女は踏ふみ砕いた腐竜の欠片かけらに視線を落とした。

【腐竜、ね──どう見る、ウーフィーグリッド】

【……直前に感じた狂きよう気きの脈動を考えれば、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》でしか有り得ますまい】

　答えながらも信じがたい気持ちで、肩かた越ごしに後ろを見やる。

【シム・リム・アビスパがなにかをした──心当たりはあるか、ミロ】

【え……あ。は、はい！　中央都市で、人間は複製した《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を元に、腐竜らしき化け物を造つくる実験をしていたらしい、です。…………で、でも里長】

【分かっている。……あの腐竜は、明らかにバーン・フラットランドを狙ねらっていた】

　困こん惑わく顔を造るミロへ、ウーフィーグリッドは重々しく頷うなずき返した。

　腐竜は思考しない。

　知性も理性も崩くずれ去っている彼らは、肉体が腐ふ敗はいする激痛に突つき動かされ破は壊かいを撒き散らすだけである。だが、先の腐竜は眼前のウーフィーグリッドへ牙きばを剥むかず、明らかにバーンの存在を感知してそちらを目め指ざしていた。それが引っかかっている──

「────な!?　ちょ……なにを言っていますの!?」

　──と。キャロラインが裏返った声を上げるのに、全員がそちらを振ふり向いた。

　彼女の背に合わせてしゃがみ込み、黒服ではなく地味な色のレンジャージャケットを着た人間が耳打ちしている。潜ひそませていた手下の一人だろう。

　こちらへ警けい戒かいの視線を向けたまま、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の若い男が口を開いた。

「この状じよう況きようを更さらにややこしくするような報告ですか、レディ・アビスパ」

「もう一度おっしゃいなさい…………中央都市が消えたとは、どういう意味ですの!?」

　彼の言葉など聞こえてもいない様子で、血相を変えたキャロラインが手下の男へ怒ど鳴なり返した瞬しゆん間かん──ノルガンディアが、何かを感じ取ったように首を持ち上げる。

【…………っ、まだっ!?】

　彼女が双そう眸ぼうを見開き、鋭するどく叫さけぶのと同時。

　五体の腐竜が熱ねつ波ぱを巻き上げ、彼らを取り囲むようにその場へ降り立った。
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　感覚結けつ界かい──任意の座ざ標ひようを中心に展開するバイタル解かい析せき領域。

　流れ込む情報量をセーブできず、意識的に処理しなければ実用には足らないが、

（便利な力ではある、か）

　白はく峰ほうノルグに展開した感覚結界は、彼に膨ぼう大だいな情報を伝えてくる。

　まず竜が一いつ匹ぴき──その竜も感覚結界を張りこちらを探さぐろうとしていた。竜徒ドラグ＝ジーンも、なぜか人間も多くそこにいる。中には彼の孫まご娘むすめもいるようだが……それはまあ、どうでも良い。彼らを包ほう囲いしている五匹の腐竜も特に気に懸かけることはない。

　他にも動物、植物から谷川、砂の一ひと粒つぶに至るまで、ありとあらゆる生命の息いき遣づかいが手に取るように把は握あくできる。そして竜の傍そばにバーン・フラットランド──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のオリジナルを見つけ、シム・リム・アビスパはにぃ、と牙を剥いた。

【まだ喰われてはいないか──くひッ！　それも時間の問題であろうが】

　癖くせのある笑しよう声せいをこぼす彼は、異い形ぎようであった。

　傍に立つ者があれば、山脈がそびえているとでも勘かん違ちがいしたかも知れない。溶よう岩がんを固めたような赤黒い鱗に覆われた身体は、巨大などという言葉を当てはめるのも馬ば鹿からしい大きさだった。街一つ程度なら押おし潰つぶす事が出来るだろう。

　荒こう野やに突き立てた脚あしは無数に分ぶん岐きし、広大な背からは皮ひ膜まくの張った翼と黒こく曜よう石せきのような翅はねが交こう互ごに突き出している──人の悪夢に棲すむ胡すずめ蜂ばちがいるなら、こんな姿をしているのかもしれない。おかげでうまく身体を動かせず、中央都市からここまで這はいずってくるのに時間が掛かかってしまった。時間をかければもう少し馴な染じむのかもしれないが。

【片へん鱗りんで──ここまで暴ぼう威いを振るうか、罪人竜ニグログルフュ】

　昂こう揚ようしていた。

　これほどの充じゆう実じつを覚えたことは久しくない。片鱗とはいえ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を掌しよう握あくした彼を止められる者はいない。現状では、まだ。

　懸け念ねん事じ項こうがある。バーン・フラットランド……オリジナルの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。

　あの男が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の焔を振るったところで脅きよう威いたり得えはしないが、わずかなりとも自分を脅おびやかす可能性が存在するのは面おも白しろくない。

【…………？】

　──ふと、背後に砲ほう撃げきらしき衝撃を浴あびていることに気付き、シムは感覚結界の一部を周囲に張はり巡めぐらせた。後方、やや離はなれた丘きゆう陵りよう地ち帯たいにオレンジ色の閃せん光こうが閃ひらめいている。大型の連装火か砲ほう……州国軍の最新武装だ。

　愚おろかな──心底から嘲ちよう笑しようが込み上げてきて、シムはその巨きよ躯くを揺ゆすった。

　彼らの飼い主、州国議会政府は、もう地上に存在しない。

　この竜の肉体へ孵ふ化かする時、中央都市ワイアットハートは根こそぎ彼の糧かてとなった。現在、都市のあった場所には彼の「食い残し」た建物の瓦が礫れきしかない。

　彼の肉体は触ふれるものを貪どん欲よくに捕とらえては、際限なく喰らい尽くす。

　半なかば不ふ随ずい意いの行動なのだが、その事にはなにも不ふ都つ合ごうはなかった。

（全てを……！　我儕わなみは全てを獲かく得とくするのだから…………!!）

　州国軍は既すでに敗はい残ざん兵へいだ。放置しても意識を煩わずらわすことすらなかろうが……

　ちらりと、別の地平に顔を向ける。

　彼方かなたに砂すな煙けむりを巻き上げ、荒野を蹂じゆう躙りんして迫せまる影かげがあった。陽光を鈍にぶく照り返す鋼こう鉄てつの壁かべ──軌道要塞アイアンレールを中ちゆう軸じくに広がるその軍勢は、州国軍のものではない。

【ラダロレアの鉄城じよう砦さい軍……くひッ！　栄光に縋すがり、いまさら骨こつ董とうを持ち出すか】

　輝き光こう央おう州しゆうラダロレアは、イーネルアイグレスとほぼ同時期に決起し、支配国マルバックとの戦争においては互たがいに助力し独立を勝ち取った国である。議会の中に、シムに喰われる前に伝令を出した見上げた者がいたのだろう。白峰ノルグへ向けて移動を始めた時から幾いく度ども交戦しているが、その都つ度ど《息吹》によって蹴け散ちらしてきた。

　見える軍勢はそれだけではない。マルバック王国軍、ヒルムスキア連れん邦ぽう、旧コリオリオ制せい裁さい機き構こう兵団、調ちよう律りつ銀行『ドミナ・ク』──シムを脅威と悟さとったか、侵しん略りやくの口実になると踏んだか。思おも惑わくは種々あろうが、隣りん国ごくから国際機関まで莫ばく大だいな数の軍が集結しつつある。

　良い機会ではあった。音もなく嗤わらい、シムは巨きよ体たいをかすかに揺する。

　連中は、彼がいかなる存在へ昇しよう華かしたか分かっていない。

　分からせてやる必要が、ある。

【警けい告こくと、教示だ…………受け取れ！】

　蜂はちの顎あごから轟とどろいた咆吼が荒野を揺るがすと同時。

　肉を食い破るように、シムの身体からだから胡蜂に似た怪かい物ぶつ──腐竜が飛び立った。その数は百や二百ではきかない。周囲の軍勢へ飛びかかり、次々とその焔ほのおで灼やき払っていく。

　中央都市で呑のみ込んだ私兵に《息吹》を植え付け腐竜化させた代しろ物もので、制せい御ぎよの効きかない欠けつ陥かん品だが、連中の相手には十分すぎるほどだ。

　白峰ノルグへ送り込んだ腐竜はフェレトロ・シリーズを──シム・リム・アビスパ自身の複製をベースにしており、感覚結界を通して制御することができるが、数に限りがあった。使いきる前に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を確保しなくてはならない。

「命有る者は聞け──我儕わなみはシム・リム・アビスパ。葬そう星せいの焔を従えし者だ」

　竜の咆吼ではない、人間の言語が、騒そう然ぜんとする地平の果てまでも響ひびき渡わたる。

　どこまでも届けばいい。自分はどこヘまでも征ゆき、奪うばい、喰らうのだから。

「運命とは公平に出来ている……我儕以外の何者かがこの力を握にぎる可能性も、あるいはあったのかも知れない。だがこの力を得たのは我儕だった。何な故ぜか？」

　腐竜に翻ほん弄ろうされる彼らに答える余よ裕ゆうはなさそうだった。話を聞いているのかどうかすらも定さだかではないが、幾いくらかは逃にげ延のびるだろう。それで十分だ。

「我儕は怠おこたらなかったからだ。獲かく得とくするために、奪うばわれないために、最善を尽つくした。そうして誰だれにも奪われない為ための力を得た。誰も、我儕からは奪わせない……！」

　そう、奪わせない。得たものは二度と奪われない。

　奪われれば弱くなる。弱くなれば、奪われる。

（逆ぎやく戻もどりだ……それでは、あの頃ころへ逆戻りだ！）

　何一つ持たず搾さく取しゆされ続ける、惨みじめで哀あわれな幼おさない頃へ。あの暗い炭たん鉱こうへ。

　弱い。

　なにも、持たず。

　奪われて。

　弱く。

　それは。

　嫌いやだ！

「考えたのだよ。奪われない、その努力を突き詰つめるとはどういうことか。……全てを獲得すればいいのだ。奪おうとする存在まで、全てが我儕であるならば。この世が全て我儕のものならば──我儕がこの世となるならば、そこに矛む盾じゆんは生まれない」

　人間の言葉で嗤う。死と焔舞う戦場で、シムは高らかに嗤い続ける。

　あるいは、それこそが。

　狂きよう執しつと呼んでなお足りない渇かつ望ぼうと喪そう失しつへの恐きよう怖ふこそが、彼に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を征せい服ふくさせたのだろう。そして人外の異形を獲得し、更さらに欲よつ求きゆうは加速し続けている──それを自覚していることこそが、最たる狂気なのかも知れない。

　人にして、竜なる狂気。

　姿は未いまだ不格好なれど、彼は既に星を灼やく竜…………罪人竜に違ちがいなかった。

「怠る者ども、これは宣せん戦せんだ！　我儕は全世界へ略りやく奪だつ戦争を行っているのだ！　さあ走れ、伝えろ、この震しん撼かんを世界中に！　怯おびえ、集つどい震ふるえればいい！　抗あらがうのもよかろう、我儕は全ぜん霊れいをもってすべてを獲得する！　全てを喰らい、すべてになる！　この星全てを我儕と成なし、奪われることなき────星竜、シム・リム・アビスパに!!」

　蜂の姿の腐竜を従えて、彼は天空高く火か焔えんを噴ふき上げた。
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「っぬううぅえええええああああああぁぁぁぁ！」

　肺はいでなく、腹から声をひねり出し。

　高々と跳ちよう躍やくしたブロックは、腐竜の脳天へ分厚いサーベルを叩たたきつけた。丸太も断たち割る一いつ刀とうが腐ふ肉にくを押し潰つぶして行き……頭ず蓋がいを半なかばまで切り裂さいたところで、へし折れる。

「うむっ……!?」

【──────！】

　体勢を崩くずして着地したブロックへ、砕くだけた頭蓋から火の粉こを散らした腐竜が吼ほえる。その爛ただれた複ふく眼がんを睨にらみ返し──彼は腰こしに固定していた鞘さやから両りよう刃ばの剣けんを抜ぬくと、逆さか手てに握にぎったそのままに全力で振り上げる。

「往おうじょおおぉ────────ぉうッ!!」

　それすらも武器であるかのような大だい音おん声じようと共に、剣は今にも《息吹》を解とき放とうとしていた腐竜の頭をかち上げた。先のサーベルの傷と交差し、頭蓋が両断される。

　盛大な火の粉を散らしどす黒い身体が地面へ落ちると、ブロックは顔にかかった腐ふ汁じゆうを拭ぬぐい、びし、と腐竜を指さした。

「これぞ伐ばつ竜りゆう殺さつ法ぽう、大だい迫はく力りよく斬ぎり二段返しである。思い知ったか！」

「死体相手になにカッコつけてんですか」

　冷めた声を投げつけられ、ブロックはそちらを振ふり返る──指はさしたまま──。

　いつも丁てい寧ねいに整えている髪かみを乱して、スクィージ・キャンドルブックが呆あきれ顔で立っている。そのまま何かを続けようと開いた口をふと閉ざし、彼の剣を指さし首を捻ひねった。

「それ、支給のサーベルじゃないですね。……まさか『魔剣』ですか？」

「む？　違うが。ネオ・グラムシリーズは麓ふもとの防塵自動車ジープに積んだままである」

　聞かれ、ひょいと剣を持ち上げる。腕うでほどの長さしかない両りよう刃ばは、刃は毀こぼれこそないがひどく黒ずんでいた。不気味さや禍まが々まがしさが枯かれて奇き妙みような風合いを醸かもし出してはいる。

　こんな骨こつ董とうより彼が自作した「魔剣」、ネオ・グラムシリーズの方が万倍頼たよりになる。……必ずしも剣の形状をしているわけではないが、まあ些さ細さいな問題だ。

「この剣には昔、竜を斬った実じつ績せきがあるのでな。験げんを担かついで持参した次し第だいだ」

「いつものよりよっぽど魔剣っぽいじゃないですか……ん？　実績、って──ま、待ってください、じゃ、竜を斬ったことがあるって噂うわさ、本当なんですか!?」

「君は何年私の部下をしているのかね、スクィージ君」

　驚おどろいて詰め寄ってくる彼に、呆れた溜ため息いきをつく。

「昔のことはどうでも良い、問題はいまである。状じよう況きようは？」

「は、はい…………女子供と怪け我が人は避ひ難なんさせました。上の方に岩屋があるんで、ウチの団員も負傷した者はそっちに移してあります」

　どこか納なつ得とくできていない顔のまま、それでもスクィージは報告してくる。

　ノルグの里はほぼ壊かい滅めつ状態であった。

　腐竜が振るう焔の《息吹》は人間も竜徒ドラグ＝ジーンも区別しない。集落は瞬またたく間まに焼け落ちて……今では彼らも竜徒ドラグ＝ジーンと休戦し、手を結んでいる。焦しよう土どと化した広場で、里の狩人かりゆうどたちと腐竜を取り囲んでいる団員を見やって、ブロックは頭を振った。



    

  
    
      「我われ々われが竜徒ドラグ＝ジーンと共きよう闘とうすることになろうとは、世も末である」

「別に、最近はちょくちょくあったことじゃないですか。不ふ可か抗こう力りよくです不可抗力」

「むう」

「……それにさっきの報告が本当なら、もう【抗竜党】も存在してないんでしょうし」

　ぽつりとこぼれたスクィージの独白に答えることは、できなかった。

『アビスパス』の連れん絡らく員から、報告があったのだ──中央都市ワイアットハートは一夜にして灰かい燼じんに帰きしたと。街を焼やき払はらった怪物は現在、この山の前に広がる大荒こう野やに留とどまっているという。全世界へ戦争を行うなどと言っていた声の主ぬしがそうなのだろう。

　声の主──名乗った名が本当ならば、シム・リム・アビスパということになるが。

　剣を握り直し、彼はしかめ面つらで息をついた。

「すべきことは変わらん。まずは、この事じ態たいを切り抜けねば話にならない」

「……です、ね。それじゃ働きますか」

「うむ。──それにあたって確認したいのだが」

　自や棄けぎみの苦笑を浮うかべるスクィージに頷うなずき返し、ブロックはふと広場の片かた隅すみを指す。

「女子供は避難させたのではなかったかね」

「そうですけど、まあそれなりに動ける奴やつって分かってますから。……クソ嬢じようちゃんの方は連れてこうとしたら噛かみ付かれたんで、子守りも要いりますし」

「そこの筋きん肉にくならびに非筋肉！　聞こえてますわよっ！」

　耳みみ聡ざとく聞きつけたらしく、指さした先でキャロラインがきんきんと怒ど鳴なっている。その傍そばで竜徒ドラグ＝ジーンの少年、ミロが迷めい惑わくそうな顔で彼女を見ていた。

「わたくしまで後方に下がったら、誰が陣じん頭とう指し揮きを務つとめますの？」

「……あんたの部下は、ほぼ全員真っ先にやられて避難してるんですけど」

「あんな弱じやく卒そつどもだとは思いませんでしたわ。か弱いわたくしですら立っていますのに」

「隠かくれてたからな」

　ぼそりと呟つぶやくミロは、そう言えば怪我だらけである……盾たてにされていたらしい。

「小こ童わつぱ、あの雪竜はどこへ消えた？」

「ノルガンディア様、だ。……分からない。里さと長おさとなにか話してたのは見てたけど」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで訂てい正せいしてから、ミロが困こまった風に眉まゆを下げる。

「麓ふもとの方へ飛んでいってそれっきりだ。腐竜は五体もいるのに──」

「──五体で済すんでいるのが彼女のおかげと、気付いていないのか？」

　合かつ戦せんの騒そう音おんを抜け、硬かたく重たい声がミロの言葉を遮さえぎった。

　広場の向こうで噴き上がった颶ぐ風ふうが腐竜の一体を巻き込み、粉こな微み塵じんに引きちぎる……そして、広がる焔の中から平然と、褐かつ色しよくの肌はだの老人が歩み出てきた。

「山の外には腐竜が雲うん霞かの如ごとく群むらがっているようだ。彼女がひとりでそれを抑おさえているから、この場はこの程度で済んでいる。泣き言を言うな」

「は、はい────すいません」

「事が済んだら修しゆ行ぎようのやり直しだ。私が直じき々じきに監かん督とくする」

「……げ」

「ご愁しゆう傷しよう様さま」

「お前に哀あわれまれる筋すじ合あいはないッ！」

　キャロラインへ怒鳴り返すミロに嘆たん息そくし、ウーフィーグリッドを見やる。彼はこちらに気付くとすぐに視線を逸そらした──里へ戻もどって良いという許しのつもりだったのだろう。

　同じ事に気付いたらしいスクィージが、仕切り直すように口を開いた。

「じゃれるのは後にしてくれ。その雪竜のご加か護ごに与あずかってる内に、とっとと──」

「──うん？　待つのだ、スクィージ君」

　不意に、違い和わ感かんに気付く。

　焔の中で二体の腐竜が足止めされている。怪我人は絶たえないようだが〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉と竜徒ドラグ＝ジーンがそこそこに連れん携けいをとれていた。遠くにウーフィーグリッドの《息吹いぶき》で破は壊かいされた腐肉が一体分。先ほど自分が斬り伏ふせた一体がすぐ近くに……

「……っ四体!?　もう一体はどこへ行った！」

　その瞬しゆん間かん。

　広場中央、ノルガンディアが最初の腐竜ごと貫つらぬいた岩がん盤ばんが轟ごう音おんを上げて爆ばく発はつした。そして噴き上がる爆ばく炎えんの下……砕けた地面の中から、腐竜が這はい出してくる。

「姑こ息そくな──！」

　低く叫さけび、ブロックは剣を握って地面を蹴ける。身を隠す知ち恵えを持っていたとは思わなかったが……まだ半身は地面の下だ。抜けきる前に、頭蓋を砕く！

　一息に飛びかかろうと大きく踏ふみ込んだ時──腐竜は、自みずから胴どう体たいに食らいついた。

「っな!?」

　傍かたわらで、跳ちよう躍やくのタイミングを外はずしたウーフィーグリッドがたたらを踏む。

　牙きばの列でこそぎ落とすように細い胴どうを切断し、腐竜は千ち切ぎれた半身で地面を這う。不気味なほど俊しゆん敏びんな頭部が向かうのは……里の外れの診しん療りよう所じよ。

　こちらを追い、スクィージとミロも慌あわてて駆かけ出しているようだったが、

（間に合わない……！）

　診療所にはバーン・フラットランドが寝ねかされたままだ。《息吹》がほとんど暴走寸前の有り様で、迂う闊かつに動かす事もできなかったのである。しかし。

（片へん鱗りんを宿したに過ぎないシム・リム・アビスパが、オリジナルの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を狙ねらうことは、予測して然しかるべきだった！）

　絶望的な後こう悔かいの中────ふと、ブロックはそれの存在に気付いた。

　山頂へ登って行く細い道から、何かが駆けてくる。

　大きくはなく、むしろ小さい。並べば自分の胸までもなさそうな小さな影かげ。だが、半身だけになってなお見上げるほど大きな腐竜に向かい、躊ちゆう躇ちよなく真まっ直すぐに駆けていく。長い黒くろ髪かみと茜あかね色いろの襟えり巻まきが尾おのように揺ゆれ、蒼そう銀ぎんの鱗うろこで織おり上げた手て袋ぶくろには鋭するどい刃じん爪そう。

　揺るぎない威い風ふうを纏まとうその姿はまるで小さな、竜。

　そう──予測して然るべきだった。

　そこにバーン・フラットランドがいるのに、彼女がいない方が不自然なのだから。

　ニヤリと歯を剥むいて、ブロックはあらん限りの大声を上げる。

「──遅おそいぞ、小こ娘むすめぇッ!!」





（遅かった……決めるのが遅すぎた！）

　焔に包まれた里へ、アーティアは駆け下りていく。昆こん虫ちゆうの頭に似にた化け物がこちらへ這いずってきていた。どす黒い腐肉を引きずったその姿は、見み覚おぼえがある。腐竜──

　蜂はちのような顎あごから火の粉こが舞まい散ちる。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……星をも灼やく焔が不ふ明めい瞭りような咆ほう吼こうと共に彼女へ躍おどりかかった。その業ごう火かを睨みつけ──彼女はより強く踏み込んでいく。

（遅すぎたけどッ…………でも、私はもう、決めたんだ!!）

　恐おそれるな。しかし、侮あなどるな。

　ノルガンディアの吹雪ふぶきを弾はじいた感覚を、氷の檻おりを破ってきた力を思い出せ。《息吹》はただの現象ではない、生命の本質だ。そこに揺らぎがある、隙すきがある、道がある……

（────っ、ここ！）

　肌はだを焦こがす距きよ離りまで接近した焔の壁かべへ、アーティアは貫ぬき手を突つき刺さした。《息吹》の脈動から綻びを見つけ出すと、そこへありったけの力を集中し、叫ぶ。

【荒あらぶり……逆さか巻まけええぇぇっ！】

　粘ねばつく熱気を切り裂さく、鮮せん烈れつな氷の咆吼。

　澄すんだ絶ぜつ叫きようがそうしたかのごとく、彼女の腕を巻き込みかけていた焔が萎い縮しゆくするように弾き飛ばされた。のみならず、焔はそのまま腐竜へと逆流し、その身体からだを包み込む。濁にごった悲鳴と凄せい絶ぜつな臭しゆう気きをまき散らし……やがて、地面にこびりつく黒い染しみに化けた。

　安あん堵どに息をつき、脱だつ力りよくする──と。

「姉ねえちゃん!!」

「！　っ……み、ミロ……？」

　駆け寄ってきたミロに飛びつかれて体勢を崩くずし、アーティアは慌あわてて彼を支ささえた。

「よかったッ──よかったぁ……!!　だ、大だい丈じよう夫ぶ、だよな……死んでないよなっ!?」

「大丈夫だ、大丈夫だよ。……心配させたみたいだな」

　泣いているのか笑っているのか判断をつけかねる顔で縋すがり付くミロの髪を撫なでようと手を持ち上げ……鉤かぎ爪づめをつけたままだと気付き、腕だけで抱だきしめてやる。

　肩かたを震ふるわせるミロを宥なだめながら、アーティアは歩いてくるブロックに視線を向けた。

「どういう状況か分からないが…………いまは、敵ではないんだな？」

「いかにも。……小こ僧ぞうはそこの小屋である」

「分かっている──」

　豪ごう快かい無比な笑しよう声せいを受けて、アーティアは小さく頷うなずく。鼻を啜すするミロをそっと離はなして、傍かたわらの診療所を見やった。そこには里へ入る前から、強い《息吹》の脈動を感じている。

　日除よけの麻あさ織おりを払いのけ、診療所に入る。壁には干ほした薬やく草そう類が打ち付けられ、その下に並んだ籠かごには毒どく抜ぬきや熱冷さましが収めてあった。

　そして……小屋の隅すみ、板に布を巻いただけの寝しん台だいに、彼の姿はある。

　バーン・フラットランド。

「……っ」

　途と端たん──様々な感情が噴ふき出し胸むねを締しめ付つけられ、彼女は息を詰つめた。

　あちこち傷だらけで、格好もひどく薄うす汚よごれていた。商売道具と言い張り大事にしていた顔も随ずい分ぶんと生せい彩さいを欠いている。呼吸だけは、危険なほど安らかに聞こえるが……

　傍らに歩み寄り、そっと身体を抱き起おこす。

「出来るのか？」

　小屋の外で呟くウーフィーグリッドには答えない。ただ無言で、瞳ひとみを伏せる。

　彼の内を巡めぐる命の脈流に意識の指で触ふれる。渦うずを巻き、荒あれ狂くるう灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうの中をかき分けるように探さぐっていくと──その奥に、小さな命の輝かがやきが見えた。暗い朱しゆに溺おぼれそうになりながら、必死で抵てい抗こうし続けている生命の火。

　触れれば溶とけてしまいそうな弱々しい灯ともし火びに、一いつ瞬しゆんだけ恐きよう怖ふが首をもたげる。が。

（……もう……決めたんだ！）

　恐おそれない──怯おびえながらでも、彼のように、強く無ぶ様ざまに立ち向かうのだと！

　爪つめで傷付けないよう、慎しん重ちようにバーンを抱きしめる。

　氷の鎖くさりを滑すべり込ませていくイメージ。冷れい酷こくで冷れい徹てつな力が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑おさえ、縛しばり上げる。暴れ狂う火か焔えんを封ふうじると、残ったわずかな火……彼の命へ鎖を繋つないでいく。その仄ほのかな輝きを刻きざみ、分解して、焔を押し込める檻へ──

「…………、ッ!!」

　無意識に侵しん食しよくを始めた意識の穂ほ先さきを、寸前で引き戻もどす。

　止めていた呼吸を大きく吐はき出し、アーティアはバーンを寝台へ横たえた。里の外まで響ひびいていた《息吹》の脈動は、嘘うそのように沈ちん黙もくしている。

「『棺フエレトロ』の力……掴つかんだ、のか」

　小さな声で呟くウーフィーグリッドを振ふり返り、ゆっくりと立ち上がる。

　掴んだのではない。恐れることをやめただけだ。

「──暴走は鎮しずめましたが、山の外、シム・リム・アビスパの影えい響きようが強すぎます。ニグログルフュの意志が呼こ応おうしている……奴やつを排はい除じよしなければ一いち時じ凌しのぎに過ぎない」

「つまり、すべきことは一つですわね。……お祖じ父い様をぶっちめましょう」

　言葉を継ついだのは、いつの間にかそこに立っていたキャロラインだった。

　煤すすをかぶったブロンドを結ゆい直している彼女に、ミロがしかめ面つらを向ける。

「ずいぶん簡単に言うな。お前の家族なんだろ」

「笑かせますわ。わたくしの家族はこの世に唯ゆい一いつ、お父とう様だけです。……それに、先ほどの宣言を聞きましたでしょう。奪うばわれるのが怖こわいから、すべてを奪う？」

　び、と品のない仕草で舌したを突き出し、彼女は物ぶつ騒そうに声を低めた。

「そんな軟なん弱じやく根性で、お父様の愛した辺境を蹂じゆう躙りんさせやしませんわ。これはもう『アビスパス』の問題ではありません。一人の先駆者フロンテイアマンたるこのわたくし、キャロライン・リム・アビスパが……シム・リム・アビスパを許してはおけないと言っているのです」

「むっはっは。見上げた心意気である」

　翠みどりの双そう眸ぼうをつり上げて言い放つキャロラインに、ブロックが豪ごう放ほうに笑った。無用に逞たくましい肩を慣ならすようにぐるぐる回し、眩まぶしいくらい白い歯を剥むく。

「辺境の危機とあらば、どのみち看かん過か出来ん事じ態たいだ。我々も尽じん力りよくしよう」

「……言うぞ言うぞと思ってましたけど、本当にあっさり言いましたね。あんた」

「元気が足りんぞスクィージ君、開かい拓たく団は元気が資本。さあ滾たぎれ」

「嫌いやです。……さて、現実にどうする？　容易に下せる相手とは思えないがね」

　どこかの空を見上げるブロックにぞんざいに答え、スクィージはそれでも反発はしないようだった。厳おごそかに頷うなずき、ウーフィーグリッドが口を開く。

「アーティアが『棺フエレトロ』の力を自覚したなら、不可能ではないはずだ。《息吹》を命の檻おりへ閉ざし、輪りん廻ねへ連れん鎖さする暇ひまを与あたえず消し去る──かなりの危険を冒おかすことになるが」

「もともと安全な話にも聞こえませんでしたわよ」

「罪人竜の意志をも呑のみ込んだあの男に、『棺フエレトロ』の力がどこまで通用するか未知数だ。腐竜の《息吹》を遡そ行こう制せい御ぎよできた以上、ある程度までは通じるのだろうが……奴を葬ほうむるに及およばなかった場合、我々は最大にして唯ゆい一いつの切り札ふだを失うことになる」

　そこで一度、ウーフィーグリッドはこちらを振り向いて、

「本来ならまず、オリジナルの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を消しよう滅めつさせておくべきだ」

「断ことわります。……私は、彼を死なせるつもりはない」

　予想通りのことを告げてくる彼に、きっぱりと答える。

　ウーフィーグリッドは拘こう泥でいするでもなく、頭を振って話を戻もどした。

「いまはそれで構かまわん……いまは、な。とにかく、『棺フエレトロ』を使うには細さい心しんの注意が要いる」

「……あいつが、この山を諦あきらめてどこかへ向かう可能性はないんですか？」

「ふんだ、すべてを手に入れると抜かしたお祖父様が簡単に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を諦めると思いまして？　脳のう味み噌そまでジャリんこクオリティなんですから、まったく」

「だッ！　だから可能性って言っただろ！　お前はいちいち────！」

「……だが、籠ろう城じようするのも悪くないかも知れないな」

　不毛な口論を始める年少二人を半眼で見ながら、スクィージが半眼で呟つぶやく。

「腐竜だったか──この怪かい物ぶつばかり送って来るってことは、この山に攻せめ込めない理由があるってことじゃないのか？　だったら──」

「奴はノルガンディアを警けい戒かいしているのだ。彼女が周囲の腐竜を祓はらいに向かったのは牽けん制せいのためでもある……だが竜の力も無限ではない。事態は好転し得えまいな」

「むう。その雪竜と小娘で、アビスパ卿きようの元へは向かえないのか？」

「不可能ではない。だが彼女の守護を失えば、この山に腐竜どもが押し寄せる。そうなれば……我々だけではバーン・フラットランドを確保し切れん」

「あーもう、ダメ。ダメダメですわ。こんな暑苦しい場所じゃ出る案も出ませんわよ」

　髪かみをかき上げ、キャロラインが面めん倒どう臭くさげに大声を上げた。

「まずその辺を鎮ちん火かして、落ち着いて立案できる環かん境きようを確保すべきですわ。そろそろ疲つかれましたし、出来れば一ひと眠ねむりくらいしたいところですわね」

「ゆ、悠ゆう長ちようなことをッ！　ノルガンディア様が大変だと聞いてなかったのか!?」

「ノルガンディアだかパルモンガーだか知りませんけど、仮にも竜なのでしょう？　休きゆう息そくの時間くらい稼かせいで貰もらいますわよ。……ただでさえいろいろあったんですもの。頭も身体も休めなければ、ロクな策さくなんか思いつくわけありません」

　抗こう弁べんするミロの頬ほおをつねってぐいぐい動かしながら、キャロラインが疲ひ労ろうの濃こい溜ため息いきをついた。余よ裕ゆうを装よそおっているが……この状じよう況きようで、疲れていないわけがない。

　ちらりと広場の方を見やってから、アーティアは硬かたい声で呟く。

「──私も賛成です。時間が貴き重ちようだからこそ、態勢は整えるべきだ」

「ならば、我々でその辺に暫ざん定てい作戦本部を造つくろう。廃はい材ざいを組めば壁と屋根くらい、どうにか整えられよう。うむ、まるで開かい拓たく団のようである」

「……別になにも言いませんけど、向こうで戦ってるウチの連中助けてからですよ」

　彼女の言葉を受け、ブロックとスクィージが広場へ駆かけ出していく。その背を見送る彼女に、ウーフィーグリッドが鋭するどい眼まな差ざしを向けてきた。

「どういうつもりだ」

「母様が稼いでくださる時間を無む駄だにしたくはない。……ここで悩なやんでいても事態が進展しないのは確かです。目を変えるために、休息を取るのは理に適かなっている」

「め？」

「……。姑こ息そくで低てい俗ぞくな考えだ。人間の世界に長く置きすぎたな」

　浅く息をつくと、ウーフィーグリッドは首を傾かしげているミロの横を通り過ぎ、ブロックたちの後に続いて行った。その背を見送り、アーティアはそっと拳こぶしを握にぎる。

（そう、時間は無駄にできない────決めるのが、遅おそすぎたんだから）

　視線だけでバーンの眠ねむる診しん療りよう所じよを見やり、彼女は強く唇くちびるを噛かんだ。



　　　　◆□□◆



　渦うず巻まく焔ほのおの中を逃にげている。

　右も左も、それどころか上下も分からない。獰どう猛もうな朱しゆに染まった世界に浮うかんで、バーンは当て所どなく走り続けていた。息が上がり、視界が狭せまく、暗くなる。立ち止まって休みたい。だが止まれば、すぐ奴に追いつかれてしまう！

「──どこへ逃げる、なにから逃げる！　この朱は、お前に宿る焔だというのに!!」

　背はい後ごで誰だれかが嗤わらっていた。

　振り返ってもいないのに、そこにある光景が鮮せん明めいに頭に浮かんでくる。

　踊おどる焔の中心を、奴は悠ゆう然ぜんと歩いてくるのだ。緩かん慢まんな足取りだが距きよ離りは瞬またたく間まに縮ちぢまっていく。やがて、奴は凶きよう悪あくな笑みを浮かべてこちらの顔を掴つかまえた──そこでようやく、自分がとうの昔に足を止め振り返っていたのだと気がつく。

「お前は死んだ！　遠くで私が、私を呼んでいるのだ！　私がお前を呑のみ喰くらい、お前は、私となる！　抵抗はここまでだ……ニグログルフュがお前を喰らう!!」

　冗じよう談だんじゃない──叫さけんだはずの声は発せられなかった。声は、奴に奪うばわれた。

　声だけではない。目の前で嗤う男の顔は自分の物だった。上等の服とそれを纏まとう身体からだも彼の物だ。母譲ゆずりのブロンドも。

　地じ獄ごくの釜かまのような朱の瞳ひとみの男──罪人竜ニグログルフュの姿は、まるでバーン・フラットランドそのものだ。

「違ちがう、違うな！　私がお前の姿なのではない。お前の姿が、私なのだ！」

　こちらの思考を読み取ったかのように、ニグログルフュは口くちの端はしをつり上げる。あるいは、思考までもが奪われつつあるのだろうか……

　悪わる足あ掻がきのつもりで、暗あん示じ制せい御ぎよを試こころみる。彼の意志になぞられるように、焔の中に円が浮かび上がって──ニグログルフュが伸のばした手に、易やす々やすと握り潰つぶされた。

「小こ賢ざかしい暗示の出る幕まくはもはやない……永ながき時を経へていま一度、私の焔にこの星を沈しずめる瞬しゆん間かんだ！　邪じや魔まはさせない！　すべてを、私の焔の内に────!!」

　けたたましく嗤い、ニグログルフュは力を込める。頭……は、もう奪われているので、たった一つ残った意識が軋きしんだ。染せん料りようの涸かれた絵え筆ふでのように、意識の連続が明めい滅めつして途と切ぎれていく。砕くだけていく自じ我がの欠片かけらが、恐おそれすら渇かわいた心に波は紋もんを投げた。

　────やばい──こ、れ──ぼ──死──────────、……？

　ふと。

　朱色に沈んでいくバーンに、呼びかける声が聞こえた気がした。

　苦く悶もんの灼しやく熱ねつから冷たく彼をすくい上げてくれるような、凜りんとした声。

（アーティア…………？）

　同時に、視界が急激に移り変わった。躍る焔も、ニグログルフュもかき消える。

　見えるのは粗そ末まつな板を渡わたした天てん井じようと、枯かれた草やら得体の知れない骨が掛かかった壁かべ。なにか物置のような場所に寝ねているらしい。冷えた空気が身体の傷に沁しみる……身体。

（…………あれ？）

　身体がある。

　慌あわてて起き上がろうとするが、四し肢しが動かない。瞼まぶたも開かない。眠る自分の姿を自分が見つめている。意識だけが身体から抜ぬけだしたような感覚。わけが分からず、意外としまりのない寝ね顔がおをしている自分を見つめていると……誰かが、小屋に入ってきた。

　長い黒くろ髪かみを揺ゆらし戸口に立っていたのは、アーティア・アリア・ノルガンディア。

（──────!?）

　思わず、身体もないのにそちらへ駆かけ寄ろうとしてしまった。

　外は夜のようだった。蒼あおい月明かりを背せ負おって、彼女は銀色の瞳をバーンに──隅すみに寝かされている身体の方に向けると、その傍かたわらに歩み寄り、薄うすく口を開いた。

「おい──聞こえるか、馬ば鹿か弟で子しめ」

　一いつ瞬しゆん、こちらの存在を分かっているのかとも思ったが、視線はずっと床ゆかの上の身体に注そそがれている。彼女はしばし言葉を探さがすように押おし黙だまってから、小さく苦笑した。

「…………その、久しぶりだな。……もう何年も顔を見ていなかったように思う」

　噛みしめるように言葉を並べて、アーティアは頬ほおをひっかいている。

　本当に久しぶりだ。たまらなく愛いとしく、懐なつかしい、記き憶おくにあるままの微笑ほほえみ──

（──、いや……？）

　浮かんだ彼女の微笑に、硬かたい芯しんのような影かげを感じる。

　奇き妙みような違い和わ感かんを纏わせたまま、アーティアはゆっくりと続けた。

「お前が来ていると聞いて驚おどろいたぞ。……里長に聞いたが、お前、ちゃんと《息吹》を制御できたそうだな。修しゆ行ぎようは無む駄だではなかったか」

（うん。君のおかげだ）

　聞こえないとは分かっていても、そう思わずにはいられない。

　制御法の事だけではない──罪人竜に呑み込まれかけた意識をぎりぎりの所で救ってくれたのはきっと、いつでも胸に灯ともった、彼女への想おもいだった。

「まったく、ひどい有り様だな。……傷だらけで…………ひどい、有り様だ」

（これでも頑がん張ばったんだってば）

　情なさけない気持ちでぼやくが、当然アーティアに聞こえた様子はない。

　彼女は地面に膝ひざをつき、バーンの頬にそっと手を添そえた。

「よく、頑張った。本当によく頑張った────もう安心しろ。お前は、死なせない」

（…………アーティア？）

　不意に、言葉の調子が変わる。極限まで研とぎ上げた牙きばの──自みずからへし折れる覚かく悟ごが無ければ有り得ない鋭するどさを含ふくんだ声が、薄うす暗ぐらい闇やみに溶とけていく。

「私は、お前を……お前を、殺してしまうかも知れないんだ……っ。『棺フエレトロ』という……お前の命に《息吹》を封ふうじ……創つくられた…………むう。説明できないが」

（大だい丈じよう夫ぶだよ。その辺のこと、ぜんぶ分かってここまで来たんだ）

「とにかく、安心しろ。お前は絶対に死なせない。今度こそ、手て遅おくれにはさせないさ」

　軽くバーンの頭を叩たたき──彼女は、突とつ如じよその表情を冷たく引き締しめた。



「お前が《息吹》に喰われる前に…………差し違えてでも、罪人竜を葬ほうむる」



（……………………、え？）

　浮かんだ言葉は、その一語だけだった。

　呆あつ気けにとられている間にも、彼女は言葉を紡つむぎ続ける。

「シム・リム・アビスパの《息吹》がお前の《息吹》を呼こ応おうさせ、暴走させやすくしている。今はその影えい響きようを断たっているが……一時的なことだ。抑おさえておけなくなるほど影響が強くなる前に《息吹》ごと討うち取ってやる。危険な賭かけ、だそうだがな」

（ちょ……待って、なに言ってるんだ？　わけ分かんないって────！）

「だから……後は、自じ力りきでなんとかしろ。ここまで制御してこれたのだ。母様に修行をつけて貰もらえば、もう一人でも《息吹》を抑えられるだろう？」

　ようやく違和感の正体が分かった。微笑に押し隠かくした、静かな決意。

（アーティア、君は）

　死ぬ、つもりなのか──!?

「負けるなよ。罪人竜ごときに、負けるな。お前は私の…………自じ慢まんの馬鹿弟子なんだ」

　静かに呟つぶやくと、彼女は襟えり巻まきを解ほどいてバーンの首へ巻き付けた。自分の誇ほこりと呼び大切にしていた、茜あかね色いろの襟巻。

「感謝を。お前がいたから……私は折れずに済すんだ。私は、お前に救われたんだ」

（待て！　待ってくれよ、アーティアっ！）

　がむしゃらに、叫ぼうとする。腕うでを振ふり回そうとする。しかし横たわった自分の身体は微び動どうだにしない。声もない呼びかけに気付くわけもなく、アーティアはゆっくり立ち上がった。髪を揺らして踵きびすを返すと、肩かた越ごしに、小さな呟きをこぼす。

【────────】

　竜の言語で囁ささやかれたその言葉の意味は分からなかったが。

「アーティア────だめだあああぁぁッ!!」

　絶ぜつ叫きようと共に、視界はまたも一いつ変ぺんしていた──先ほどと同じ禍まが々まがしい朱色の世界。

　だが、明確な変化が二つ。

「……なにが起こった……なにが起こった!?　お前は、一体なにをした!!」

　罪人竜ニグログルフュがこちらから手を離はなし、後ずさっていたこと。

　そして──

「悪いけど…………たった今から、あんたの都つ合ごうはぜんぶ却きやつ下かだ」

　確固たる声でそう告げて、バーンは、自分の身体を見下ろし安あん堵どの息をつく。

「身体があるってのは、落ち着くもんだね」

「有り得ない──確かに、喰らったはずだ！　一度失った自我を再び縒より紡つむぐなど！」

「はい、そこまで。……言っただろ、あんたの都合は却下するって」

　狼ろう狽ばいというよりは、想定外の事態に癇かん癪しやくを起こしている風に声を荒あらげるニグログルフュを制し、バーンはその朱しゆの瞳を真まっ直すぐ睨にらみつけた。

　あの光景はなんだったのか。

　聞いた言葉は夢か幻まぼろしだったのか。

　いずれにせよ、しなければならないことは明白だ。それは最初から明白だったのだ。

「あんたとじゃれてる場合じゃないんだ。僕は、アーティアに会いに来たんだよ。罪人竜だかなんだか知らないけど────そればっかりは、絶対、邪じや魔まさせないッ!!」

　底の知れた勇気。なけなしの根性。持てる力を手当たり次し第だいに注そそぎ込んで。

　バーンの雄お叫たけびが火か焔えんの只ただ中なかに轟とどろいた。
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「──お前が《息吹いぶき》に喰くわれる前に…………差し違えてでも、罪人竜を葬る」

　深夜の診しん療りよう所じよは肌はだ寒ざむい。

　皆みんなが寝ね静しずまるのを待ち、廃はい材ざいで作った即そく席せきの寝しん所じよを抜けだして……アーティアは、死んだように眠ねむるバーンを見下ろしていた。見るのは初めてではないが、相変わらずどこか幼おさない印象の残る寝顔である。中身には相応ふさわしい造ぞう作さくだと言えたが。

「シム・リム・アビスパの《息吹》がお前の《息吹》を呼応させ、暴走させやすくしている。今はその影響を断っているが……また影響が強くなる前に、『棺フエレトロ』の力で《息吹》ごと討ち取ってやる。危険な賭け、だそうだがな」

　だが、そうすると決めたのだ。

　ウーフィーグリッドは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を滅ほろぼす事しか考えていない。こうしている間にもノルガンディアが命を削けずっているのだと思うと、落ち着いてはいられない。

　そして──バーンと共に渡ってきた、低てい劣れつで俗ぞく悪あくで、強くて、誇ほこり高い開拓辺境フロンテイアが灼やかれていくのは……自分でも驚おどろくほどに辛つらく、耐たえ難がたいことだった。

「だから……後は、自力でなんとかしろ。ここまで制せい御ぎよしてこれたのだ。母様に修行をつけて貰もらえば、もう一人でも《息吹》を抑えられるだろう？」

　まったく彼には驚かされる。自分が教えた制御法はさわりどころか、心こころ得え程度のものでしかない。そんなものを頼たよりに《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑え、中央都市からこの白はく峰ほうノルグまで渡ってくるなど……心底馬鹿で、見上げた男だ。

（最後に話くらいできたらよかったけど）

　それは多くを望みすぎだ。顔を見られただけで上等とすべきだろう。

　頭を振って襟巻を解き、彼の首に巻いてやる。

「負けるなよ。罪人竜ごときに、負けるな。お前は私の…………自慢の馬鹿弟子なんだ」

　茜あかね色に意味はない。ノルガンディアはそう言っていた。

　だが、彼を包むこの茜には確かな想いを込める。誇りをかけて託たくす想い。

　その想いがあるから自分は、迷まよわずに征ゆけるのだ。

「感謝を。お前がいたから……私は折れずに済んだ。私は、お前に救われたんだ」

　立ち上がり、踵きびすを返す。

（母様──やっぱり、勘かん違ちがいだった。私は恋こいをしていたわけではないみたいだ）

　あんなに辛い、痛い程の苦しさは微み塵じんもない。

　胸に灯ともった熱はどうしようもなく高まり、切せつないほどに心を焦こがすが……それは彼女を幸せな気分にし、力を与あたえてくれる不思議な篝かがり火びだ。

　そこで、不意に気がついて肩越しに振り返る。

（……そう言えば……私からは、言ったことなかったっけ）

　少し、ずるいようにも思うが。

　むずがゆいような気き恥はずかしさを覚おぼえながら、彼女はその言葉を唇くちびるに乗せた。





【ありがとう。──────あなたを、愛している】
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　アギ・チーリィがノルグの里さとへ下りてきた時──焼やけ焦こげた広場に立っていたのは、意外と言えば意外な人物だった。

「……なんでお前さんがいるんじゃい」

「あら。いましたの乾かん物ぶつジジイ」

　半眼で呟つぶやく彼を振ふり返り、キャロライン・リム・アビスパは間かん髪はつ入れずにそう言い捨すてる。そして更さらに開こうとした口をふと閉ざし、改めてわめき立てた。

「あんたなんかに構かまってる場合じゃありませんのよ！　まったく、どうなっているんですの!?　お祖じ父い様がドラゴンで、ドラゴンからドラゴンが湧わいてきて、挙あげ句ドラゴン小こ娘むすめは夜よ逃にげして……もうひとドラゴンでジャンパービンゴですわ!?」

「いや、分からんが」

　錯さく乱らんしていたらしい。

　ばたばたと両手を振り回すキャロラインに溜ため息いきをつき、白い髭ひげを撫なでる。

「落ち着け。見たところお前さんだけのようじゃが……他に誰だれかおらんのかいな？」

「──皆みな、出で払はらっている」

　横合いから声が挟はさまれ、彼はそちらを振り向いた。

　無む惨ざんに破は壊かいされた広場の隅すみ。間に合わせに作られたような小屋からウーフィーグリッドが歩いてくる。厳いかめしい顔をとびきり不ふ機き嫌げんに歪ゆがめた彼は、じろりとアギを睨にらみつけた。

「もう歩けるのか」

「次々に担かつぎ込こまれる怪け我が人で懲ちよう罰ばつ窟くつも手て狭ぜまでのう。──なにがあった？」

「…………シム・リム・アビスパが竜りゆうへ還かえった。焔ほのおを纏まとい、星を灼やく……罪ざい人にん竜りゆうへ」

　短く沈ちん黙もくした後、ウーフィーグリッドは重い口調で呟く。

「あの竜は触ふれたものを呑のみ込み、腐ふ竜りゆうへ変える。《息吹いぶき》こそ片へん鱗りんというが……脅きよう威いはニグログルフュと変わらん。このままでは奴やつの焔が星を葬ほうむる」

「……厄やつ介かいだの。モノが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》となると迂う闊かつに手は出せんぞい」

「だからっ、アーティア・アリア・ノルガンディアが必要だったんですわよっ！」

　渋しぶい顔をするアギへ、ようやくどこかのピントがあったのかキャロラインが意味の通った言葉を返してくる。そして苛いら々いらと地じ団だん駄だを踏ふみながら、

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》をどうにかしようと策さくを捻ひねり出しいていた矢先に姿をくらましやがりましたのよ！　あのドラゴン小娘はあああッ!!」

「里を一回りしてきたが……多くの竜工芸ドラグクラフトが持ち出されている」

　こちらは多少冷静に、それでも苦にがり切った顔でウーフィーグリッドが呟いた。

「縛ばく封ふう牢ろうから幾いくつかの呪じゆ物ぶつもなくなっていた。恐おそらくは、」

「死ぬ覚かく悟ご、か……手っ取り早くはあるが、そういうのは年ねん齢れい順と決まっとるに」

「なにをまったりしてますの」

　嘆たん息そくをこぼす二人の間に割り込み、キャロラインが剣けん呑のんな目で唸うなる。

「〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉もチビジャリたちも小娘を追っかけてますけれど、腐竜とやらの数が多すぎてにっちもさっちもいきませんのよ。文字通り山の賑にぎわいで構いませんから、とっとと加勢してきなさい枯かれ木き二本」

「……そのうちぎゃふんと言わせたるからな、クソガキめ」

　じっとりと睨み返しておくが、言われるまでもないことではあった。視線でウーフィーグリッドを促うながし駆かけ出そうとした、その時────熱ねつ風ぷうが頭上を翻ひるがえる。上空から腐くさった翅はねを羽ばたかせ、胡蜂アビスパのようなどす黒い巨きよ影えいが降下してきた。

「腐竜──ッ！」

　舌した打うちし、ウーフィーグリッドが低く身構える。それに合わせてアギもゆっくりと型を取った。身体からだはまるで本調子ではないが、ここは無茶の通しどころだ──が。

「……っちょっと!?　まだ来てますわよ！」

　いつの間にか背はい後ごに隠かくれていたキャロラインが、悲鳴を上げてこちらの髪かみを引っ張ぱる。不自然な格好に首を曲げられて振り返れば……後方の空に、更さらに二つの影。

「雪ゆき竜りゆうの守しゆ護ごとやらはどうなっていますの!?」

「彼女は何百、何千という腐竜の群むれから、ほぼ一日この山を護まもり続けているのだ。消しよう耗もうしないわけがない……」

　ウーフィーグリッドの呟きを掻かき消けすように、新たに飛ひ来らいした二体の羽音が空気を震ふるわせる。三人を囲むように浮ふ遊ゆうする腐竜を見み渡わたし、アギは乾かわいた唇くちびるを舐なめた。

「……ウーフィーグリッド、嬢じようちゃん担かついで逃にげられんか？　儂わしが囮おとりになるほどに」

「馬ば鹿かな、怪我も治なおりきらん奴やつに腐竜が止められるか。……俺が残る。お前が行け」

「死ぬのは歳としの順と言うに。儂のがなんぼか上じゃからの。いいから──」

「──竜徒ドラグ＝ジーンはおバカ揃ぞろいですの？　お互たがい心配なら、二人で残ればいいでしょう」

　背中越ごしに言い合っていると、キャロラインが呆あきれた声で割り込んでくる。

　思わず振り向く二人をそれぞれ睨み、彼女はふん、とドレスの胸を反そらした。

「わたくしなら気き遣づかい無用です。竜徒ドラグ＝ジーンの世話にならずとも、勝手に生き延のびますから」

「……正気か？」

「逃げても残っても根こん本ぽんが解決しなけりゃ同じですわよ。……初めて荒こう野やの砂を踏んだときから、犬死にする腹は括くくってますの。人間ナメるんじゃありませんわ……！」

　乱暴に鼻を鳴らし、彼女は目の前の腐竜を睨み据すえる。身体は震ふるえ、瞳ひとみに涙なみだまで滲にじんでいたが……眼まな差ざしだけは、自分たちよりよほど強く諦あきらめの悪い、力に溢あふれたものだった。

　一いつ瞬しゆん、顔を見合わせて────再び、二人は背中合わせに構え直す。

【決まったな。せめて、この娘程度は生かしてみせるとしようか】

【ふん】

　竜の言葉を交かわし、呼吸の機を揃そろえる。

　攻こう撃げきはウーフィーグリッドに任まかせ、自分は攪かく乱らんとキャロラインの防ぼう御ぎよに徹てつする。策と呼べる策ではないが、現状では最も生存率りつが高い対応のはずだった──と。

　先ほど降りてきた山道の方で、爆ばく発はつが起こる。

「………………っ!?」

　轟ごう音おんと爆ばく風ふうをまき散らし、波打つような灼しやく熱ねつの脈みやく動どうが空間を奔はしり抜ぬけた。

　里の外はずれに、この星へ突つき立った杭くいのような火か焔えんの柱が噴ふき上がる。生ある者の存在を否定する深い、暗いその朱しゆ色いろは、見み間ま違ちがえるはずもない。



    

  
    
      　──この場に、腐竜が集つどってきた理由が分かった気がした。

　察したのだ。狂きよう気きの焔、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の主あるじ、ニグログルフュの再さい臨りんを。

「……本当に……犬死にかも知れんの、これは」

　絶望的な笑みすら含ふくんだアギの言葉に、言い返す声は上がらなかった。
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　砂さ塵じんに、緋ひ色いろの血ち煙けむりが混じる。

　悲鳴は口こう腔こうで噛かみ潰つぶし──アーティアは、引ひき裂さかれた肩かたを押さえて振り返った。

　弧こを描えがいて高空へ昇のぼっていく腐竜を睨みつけ、ベルトから引きちぎった木ぼつ剣けんを振りかぶり、投とう擲てきする。氷ひよう硝しよう樹じゆの投剣は獣けものの爪つめの軌き跡せきを描えがき、腐竜の複ふく眼がんの片方に突き立った。

　不快な咆ほう吼こうを上げて失速した腐竜は、地面に落ちて砕くだけ散ちる。剣が突き立った眼を中心に真っ白な霜しもが降りていた。

「……、っ！　ぐ…………」

　裂かれた肩に激痛が走る。彼女は腰こしに巻いたマントの裾すそを探さぐり、そこに縫ぬいつけた袋ふくろから粉ふん末まつ状の草を摘つまみだして、傷へ押し込んだ。

「ッが!!──────、はっ…………ぁ!!」

　瞬しゆん間かん──傷口が蒸気じみた白はく煙えんを上げ、湿しめった音を立て急速に塞ふさがっていく。

　蛭ひる竜の血に露つゆ笹ささを浸ひたした、縛封牢から持ち出した秘ひ薬やくだ。命の脈流を活性化させ傷を癒いやすが、代わりに体力を削そぎ落とす。死の危険をも招まねく禁きん忌きの呪物。

　震える唇を噛み、アーティアは視線を上げる。

　地じ獄ごくというものが存在するなら、それは今、目の前にあるに違ちがいなかった。

　辺あたり一面、腐ふ肉にくを引きずる腐竜で埋うめ尽つくされている。遠くに見える人間の軍隊らしき連中はそれなりに抵てい抗こうしているようだった。火薬の爆発があちこちで轟とどろき、時には腐竜を粉ふん砕さいし、焼き尽くしている。中には腐くさり落ちて自じ壊かいする個体もいたが──

（きりがない…………!!）

　強く歯は噛がみし、彼女は遥はるか前方を睨んだ。黒く、朱あかく霞かすむ荒野の地平にうっすらと見える巨きよ大だいな影……罪人竜、シム・リム・アビスパ。

　奴がいるかぎり腐竜が絶たえることはない。それは人間たちも察しているらしく、辺りの軍勢には絶望的な雰ふん囲い気きが漂ただよい始めていた。

（──それ、でも…………！）

　火薬と屍し肉にくの悪あく臭しゆうにこみ上げる吐はき気けを堪こらえ、腰の後ろに手を回す。

　ベルトに吊つった革かわ袋ぶくろから取り出すのは、蒼そう銀ぎんの鱗うろこで編あんだ鉤かぎ爪づめ。

　持ち出した竜工芸ドラグクラフトは先の投剣で打ち止めだ。《息吹》を持たない自分に残された、この爪が最後の武器である。ひんやりとしたその手て袋ぶくろへ腕うでを滑すべり込ませた、その直後。

【──────!!】

　前方から、星ほし守もりの耳にすら意味のとれない咆吼を上げる腐竜が飛来する。砂を巻き上げるほどの低空を飛ぶ醜しゆう悪あくな竜を睨み、アーティアは再び駆かけ出した。

　顎あごからおぞましい牙きばが覗のぞいた瞬間、前へ身を投げ出し腐竜の腹の下をくぐり抜ける。同時に振り抜いた両手の爪で、細くくびれた胴どう体たいを斬きり裂いた。濁にごった悲鳴に振り返りもせず立ち上がる頃ころには、行く手にもう別の腐竜が見えている。

「くッ────！」

　咆吼と共に吐き出された腐竜の《息吹》へ両腕を突き刺さす。そのまま逆流させようするが……制せい御ぎよが追いつかず、焔の塊かたまりは無数の火の粉こへ解ほどけていった。肌はだを舐なめて行く灼しやく熱ねつに足が止まりかけるが、それでも強ごう引いんに地面を蹴ける。

　白熱していく思考の隅すみに、ふと、静かな言葉が浮うかび上がってきた。

　──自分がここまで必死になっているのは、『棺フエレトロ』としての使命感からだろうか？

（違う）

　はっきり否定し、眼前に振り下ろされた腐竜の脚あしを紙かみ一ひと重えで避よける。

　──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を葬ほうむらなくてはならないという思いはある。だがそれは『棺フエレトロ』だからではない。何の力もない、ただ一人の星守りであっても、きっと自分は走り続ける。

　──バーン・フラットランドのため？

（それも……違う、かな）

　今度は少し迷まよったものの、やはりはっきり答えを下した。

　大きく跳ちよう躍やくし、腐竜の背へ爪を叩たたきつける。翅はねがこそげ落ち、地面へ沈しずんだ巨きよ体たいを踏み砕くように着地した所へ、視界両りよう翼よくに迫せまる新あら手てが見えた。

　──バーンは強い。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の事もそうだが、あの軟なん弱じやく者は奥底にしっかり、強さの種たねを抱かかえている。芽め吹ぶくには時間がかかるかも知れないが、今さら自分が水を与あたえてやらなければならないほど弱くはない。

　同時に吐き出された二条の火か焔えんを、身を投げ出して回かい避ひする。踏みつけていた死し骸がいが灼やけて漂う悪臭に顔をしかめて身体を起こせば……行く手を塞ふさぐ、二体の腐竜。背後からも濁った咆吼がこちらへ集まりつつあった。

　──では、何な故ぜ走る？

（…………それこそ）

　決まり切っている。

　獣のように荒あら々あらしい呼吸の合間に、彼女は襟えり巻まきの無い首元に触ふれた。

　痛いくらい跳はねる心臓も、送り出される血も、軋きしむ手て脚あしも。彼女の全すべては創つくり出された物である。この星に生きる命から切り離はなされた、存在し得ない誰でもない誰かノーボデイ。

　だから。

　だからこそ。

（嘘うそにはできない。……この熱だけは私が見つけた、私の灯だから）

　胸の奥に確かに息づく、仄ほのかな灯を握にぎりしめ。

（使命のことも、バーンのことも…………全部が、この灯へ繋つながってる！）

　黒く腐った荒野の中へ、高らかな咆吼が呑のみ込まれた。
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　夢を見ているのでないことは全身の激痛が証明している。

　それでもこの眺ながめは、ひどく悪夢じみていると思わざるを得なかった。

「……手こずらせたッ…………手こずらせた！　お前は、私を手こずらせた!!」

「ッ───ぅ、え……」

　バーンの首を掴つかんで持ち上げ、ニグログルフュは震えた声で喚わめき散らした。彼を捕とらえた手は黒く歪ゆがみ、捻ねじれた古木のように変形していた。爪を立てても傷きず跡あとすらつかない。

「思わなかった……これほど消しよう耗もうするとは、思わなかった……！」

　宙ちゆう吊づりにした彼から視線を外し、ニグログルフュは息荒あらく背はい後ごへ視線を向ける。

　暗い朱しゆ色が渦うずを巻く世界──そこに踊おどる焔ほのおは明らかに勢いきおいを失っていた。猛もう火かは吹ふき散らされたようにまばらに、弱々しく揺ゆれるだけである。

「っハ…………は……よう、や──コツ、分かっ……ど、ね……」

『ようやくコツが分かってきたんだけどね』──声は言葉にならなかった。

　誰もがよってたかって《息吹》の制御だの、自じ我がを喰くらうだのと言っていたせいで難むずかしく考えていたが……要は意地の張り合いだ。必要なのは自じ己こを押し通す傲ごう岸がんさと、存在の否定を受け付けない図ずう々ずうしさ。

　自じ画が自じ賛さんとしても、健けん闘とうしたのは間ま違ちがいないだろうが──

（ちょっと、気付くの遅おそかったか、な…………）

　抵抗の手段が分かったとしても。

《息吹》の制御を学んでいたとしても。

　相手は星をも灼いた竜、ニグログルフュ──肉体を失ってまでこの世にしがみつき続けて来た自己への執しゆう念ねんは、自分が敵かなう相手ではない。

（どだい……無理な話なんだよな。こんな、イカれた化け物相手に──）

　喧けん嘩か弱くて。

　臆おく病びようで。

　誇ほこりもなく。

　小こ狡ずるいだけの。

　ただのチンピラが。

　独ひとりで、敵うわけがない。

「そうだ、敵うわけがない……！　喰われるだけのお前は、私に敵うわけがない!!」

　思考まで把は握あくされつつあるのか、ニグログルフュは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「ここまでだ！　私は、私の命を得る！　私の焔を灯ともすため、私は始し祖そ竜の上へ蘇よみがえる！　だが！　その前に!!　お前は…………消えろッ!!」

　哄こう笑しように歪んだ顔が、花か弁べんが広がるように裂けていく。変形した右みぎ腕うでで掴んだ彼を丸まる呑のみにしようと迫る口こう腔こうは馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらい可愛かわいらしく見えた。変形した……

（……右、腕…………、……………………ッ!?）

　明確な意図は無かったが。

　それでも渾こん身しんの力で振ふり上げた右手は、頭を噛み砕こうとする牙の狭はざ間まへ滑すべり込んでくれた。取るに足らない抵抗と見たか、ニグログルフュは腕を食い千ち切ぎろうと力を込め──

「……っ!?　ォ、ぁが、ああぁぁあああぁああぁあ──────!?」

　──突とつ如じよ苦く悶もんの叫さけび声を上げ、身を捩よじってその腕を吐き出した。

　腕の変形が解とけ、バーンは焔の中へ放り出される。存在しない地面に叩きつけられた彼を、ニグログルフュが朱の瞳ひとみで睨にらみつけた。憤ふん怒ぬと驚きよう愕がくと……微かすかな、恐おそれを滲にじませて。

「お前……なにをした!?　お前、私になにをしたッ!?」

「が──、っ……げほ……なに、言ってんだい……僕は、なにもしてないよ」

　痺しびれて上う手まく呼吸できない喉のどを押さえて呻うめきながら、バーンは牙に裂かれてずたずたになった右手を持ち上げて見せた。

　その小指には草と糸を編んだだけの、小さな指輪。

「御お守まもり────抜ばつ群ぐんに効きいたね。アーティア、やっぱり、君って最高だ…………」

「っ……竜工芸ドラグクラフト、竜工芸ドラグクラフトか！　竜の髭ひげッ……厄やく除よけの呪まじない符ふッ！」

　甲かん高だかい声で喚わめくニグログルフュの周囲から、焔が消えていく。朱色の渦からは色味が薄うすれ、ニグログルフュの姿も水に映うつしたように不鮮せん明めいになりつつあった。

　指輪ごと拳こぶしを握りしめ、ゆっくりと立ち上がる。

「セコいと思うし、正しよう直じき、情なさけないけどさ──これが僕だ。最後の一歩を自じ力りきじゃ踏ふん張ばれなくて…………背中引っぱたかれなきゃ進めない、どうしようもない奴やつだ。だからなんとかカッコがつくまでは──カッコ悪くたって、足あ掻がいていくんだ！」

「黙だまれ……黙れ、お前など！　私に喰われるお前などが、私を…………!!」

「黙るのはお前だ！　僕はお前じゃない、お前に僕は譲ゆずらない!!」

　声を震ふるわせるニグログルフュの胸むなぐらを掴み、同じ形ぎよう相そうをつき合わせる。

　意地の張り合い──今は互ご角かくだ。絶体絶命から、互角にまで状じよう況きようをひっくり返した。

　だが足りない。互角程度ではまったく足りない。

　右手をニグログルフュの顔に叩きつけ、バーンは悲鳴じみた声を張り上げた。

「僕はッ、バーン・フラットランドだ！　お前なんかにはもったいない、ダサくて弱っちい、ろくでなしの小悪党だ！　フェアな勝負なんかしてやらないぞ──こちとら、二人がかりだ！　絶対負けない！　負けるわけ、ないッ!!」

「お、オッォオ──おま、えぇ…………お前ッ！　ワ……た、私っ、ハ────!?」

「うるさい、馬ば鹿か！　お前なんか知るか、馬鹿！　罪人竜も葬そう星せいの焔も、そんなの、全然お呼びじゃないんだよ！　ここはッ…………開拓辺境フロンテイアなんだ────────!!」

　炎ほのおが、弾はじける。
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　およそ、理解の及およばぬ事ばかりが起こっていた。

『棺フエレトロ』の少女は心を失うことなく力に目め覚ざめ。ノルグの里に人間たちが押し寄せ。挙あげ句その人間たちと星ほし守もりが共に戦って──ウーフィーグリッドの歴史において、昨日きのうほど混乱と波乱に満ちた一日はなかった。これからもないだろうとすら思えていた。だが。

「…………ふ、フラット──ラン、ド……？」

　翡ひ翠すいの瞳をこぼれ落ちそうなほど見開き、キャロラインが譫うわ言ごとのように呟つぶやく。

　広場の外はずれ──焼け落ちる診しん療りよう所じよを背に。

　バーン・フラットランドが立っていた。

「……腐ふ竜りゆうを討うった、のか…………？」

　夢でも見ているような、置き所の定まらない声でアギが呟いている。

　正三角に彼らを包ほう囲いしていた腐竜の一体は今、広場の外れまで吹き飛とばされ炎に包まれていた。腐ふ臭しゆうすら巻き上げる火勢は瞬またたく間まに腐竜を灰はいにしていく。

　残った腐竜はその複ふく眼がんをバーンへ──同どう胞ほうを灼き尽つくした男へ向けていた。ともすれば非難がましげにも聞こえる羽音を高め、燃え盛さかる焔を吐はき出す。

　迫り来る火か焔えんにバーンは身じろぎ、だが、その場に踏みとどまる。

「そッ──そんなの、ぜんぜん怖こわくないぜ」

　引きつった口から火の粉こが散り。

「誰だろうと……この僕に敵う奴なんか、いないんだよ────!!」

　絶ぜつ叫きようと共に、紅ぐ蓮れんの炎──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が噴ふき上がる。

　炎は二条の火焔を呑み込み、捻ひねりあげ、握にぎり潰つぶした。そして、そのまま軌き跡せきを遡さかのぼるように腐竜の顎あごに突つき刺ささり、爆ばく裂れつする。

　逆さか巻まく火柱から視線を引ひき剥はがし、ウーフィーグリッドは戦せん慄りつに息をこぼした。

「…………貴き様さまは、バーン・フラットランド……なのか？」

「うん」

　そのやり取りはいかにも間ま抜ぬけだったかも知れないが。

　口元の黒こく煙えんをぱたぱた払はらい歩いてくる彼は、衰すい弱じやくしているようにも、まして自我を喰らわれたようにも見えない。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の脈動は未いまだ感じるが、一いつ瞬しゆん前まで感じていた危あやうさは微み塵じんもなかった。

　恐おそる恐る躙にじり寄ったキャロラインが、袖そでから取り出した扇おうぎで彼をつつく。

「嘘うそ臭くさいですわね──罪人竜の演技ではありませんの？」

「え……な、なんで？　違ちがうよ。ほら、雰ふん囲い気きとかこう、」

「不自然ですもの。フラットランドがああも役に立つなんて、異い常じよう事じ態たいですわ」

「……うん、あのね。……ちょっと反論しにくいのは認めるけど」

　皮肉でもなく純じゆん粋すいに疑問の面おも持もちで首を傾かしげる彼女に、バーンはそれなりに傷ついた様子で肩かたを落とした。それから、ちらりとこちらへ視線を戻もどす。

「──なんか、勝てちゃったみたいだよ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に、さ」

「…………馬鹿な…………そんな、馬鹿なことが…………っ」

「カッコよくは決まんなかったけどね。……尻しりを蹴け飛とばされて、ようやくだ」

　そう言って掲かかげる右手の小指に、黒い指輪。竜工芸ドラグクラフトの護ご符ふだろう、微かすかな命の力を感じるその指輪は灰となって崩くずれ落ち、風に吹き散ちらされた。わずかに黒い跡あとの残った指を寂さみしげに見つめてから……彼はこちらに目を向ける。

　朱しゆと青がせめぎ合う、異様な色しき彩さいの瞳を。

「──それにこの通り、なにもかも上う手まくいったってわけじゃない」

「……虹こう彩さい侵しん食しよく、ですの？　そんな奇き妙みような、」

「ふむ──制せい御ぎよは完かん璧ぺきではない、と……そういうことかいの？」

　呟くキャロラインを遮さえぎり、アギが白はく髪はつを掻かきながら訊たずねた。

　覗のぞき込むように見上げる彼を振り向き、バーンは深刻な面持ちで頷うなずく。

「いまは僕が優位に立ってるけど……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》はもう、はっきりニグログルフュの意志を復活させてる。このままじゃ…………えっと」

「一つの命を二つの自じ我がが奪うばい合っとる……のか？　あいや、そりゃ優位もクソもないわい──お前さんとニグログルフュ、存在が対消しよう滅めつを起こしとるんじゃ」

「あ、そうそれ。多分それ。……もう、僕は長く保たない」

　沈ちん黙もくを補おぎなうようなアギにあっさり頷くバーンは、飄ひよう々ひようとしていて──それだけに、その態度に隠かくした微かな恐きよう怖ふが明確に透すけていた。

「でも、まだやらなくちゃいけないことがある。手伝ってくれない？」

「…………なに？」

「アーティアを追っかけるんだよ」

　即そく座ざに言い切り、彼はわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「相手が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なら、そいつは僕の方が専門だ。……迷めい惑わくな炎だけど、いい加か減げん長い付き合いだからね。あの子と一いつ緒しよなら、きっと上手く封ふうじ込こめてみせる」

「む……無茶おっしゃい！　荒こう野やにどれほどの腐竜が溢あふれてると思ってますの！　どこにいるかも分からない小こ娘むすめひとり探さがし出す前に、百万回は死ねますわよっ!!」

「そッ、」

「────────本当だな？」

　凜りん、と。

　抗こう弁べんしかけたバーンの頭上から、鋭するどい声が降ふり注そそぐ。

　怪け訝げんそうに空を振り仰あおいだ彼は……その表情のまま、絶句した。

「……ノルガンディア……」

　思わず、ウーフィーグリッドは呆ぼう然ぜんと呟く。

　巨きよ大だいな翼つばさで空を打ち、雪ゆき竜りゆうノルガンディアが悠ゆう然ぜんとその場へ降おり立った。

　腐竜の侵しん攻こうを抑おさえ続けてきた代だい償しようか、その麗れい姿しを見る影かげもなく傷付けた彼女は、硬こう直ちよくしているバーンをぎろりと見下ろし、冷たく問いかけた。

「貴様ならアーティアを助けられると……そう言うのだな。葬星の焔ほのおを宿す者」

「…………っ、そうだよ。絶対……絶対だ」

　彼は、強い口調で言い返す。眼前に竜を見み据すえて──一歩たりと退ひくこともなく。

　分不相応も甚はなはだしいその睨み合いに、ウーフィーグリッドは慌あわてて言葉を挟はさんだ。

「ノルガンディア。アーティアは──」

「分かっている、いつの間にか私の感覚結けつ界かいを抜ぬけ出していた。腐竜の侵攻に紛まぎれたか、結界自体を竜工芸ドラグクラフトで誤ご魔ま化かしたのか…………フン。貴様のせいだ、焔を宿す者。貴様などに関かかわったせいで、娘はこんなにも愚おろかな選せん択たくを下してしまった」

　紛まぎれもない敵意を込め、ノルガンディアはバーンを見下ろす。彼はわずかに身じろいだものの……その場に踏みとどまり、あくまで目を逸そらさない。

　そのまま、どれほどの間そうしていただろうか。

　何を契けい機きとしたかも分からないまま、ノルガンディアがおもむろにこぼした言葉は……その場にいた全員を驚きよう愕がくさせるに足るものだった。

「乗れ」

「……………………は？」

「っ!?　の、ノルガンディア!?」

　叫ぶ声が非難がましくなるのは抑おさえられなかった。

　だが彼女はウーフィーグリッドの言葉を聞いた風もない。半眼で呻うめくバーンの前へ長い首を降ろし、有う無むを言わさぬ語調で早口に告げる。

「早くしろ。しっかり掴つかまっておけ、振ふり落としたら拾ひろいには行けない」

「え──は？　あ。う、うん……ええと、お邪じや魔まします…………？」

　間抜けな事を言いながらバーンが背によじ登るのを待って、ノルガンディアは翼を広げた。雪せつ花かが舞まうように浮うかび上がった蒼そう銀ぎんの巨きよ体たいは、大きく螺ら旋せんを描えがいて上じよう昇しようしていく。

【ウーフィーグリッド──五分間、山を離はなれる。どこまで退いてもいい、その時間を凌しのいで。アギ、あなたにも協力を頼たのみたい】

【無力の身なれど、元よりその所存です】

【ありがとう。……頼たよりにしてるわ、二人とも】

　胸の前で拳こぶしを組み頷くアギに笑みをこぼすと、彼女は翼で強く空を打つ。その行く手を見上げたまま、ウーフィーグリッドは忘ぼう我がから抜け出せずにいた。

「竜が……雪竜ノルガンディアが、人間に背を許す…………？　そんなことが──」

「……ちょっと。コレ大だい丈じよう夫ぶですの？」

「少しだけ、そっとしておいてやってくれんかの。真ま面じ目めな奴やつなんでな」

　虚うつろに呟く彼を指さし半眼で呻くキャロラインに、アギが苦笑混じりに答えている。

「メンタル弱いジジイですわ。さ、早いところキャリバーたちとでも合流するとしましょう。……ところで、さっきのフラットランドのアレですけれど？」

「ふむ──そういうことなんでないかい？　ちなみに存在の対消滅とは」

「木こっ端ぱ微み塵じんも興きよう味みありませんわ」

　二人の声もどこか遠く。

　今日という日はなんなのか──ウーフィーグリッドは、ただそれだけを考えていた。



　　　　◆□□◆



　空を翔かける──鳥の姿を見上げ、幾いく度どその感覚に憬あこがれたことだろう。

　羽を持たない人間には望むべくもない、空を征ゆく者の特権。地べたから見上げて夢想するしかない人間たちを見下ろし、彼らはきっと、こう思っていたに違いない。

　──呑のん気きなこと言ってんじゃねぇ。

「ごめんなさい……」

「なにか言ったか？」

　現実逃とう避ひの妄もう想そうと会話していると、雪竜ノルガンディアが怪け訝げんそうに首をねじ曲げ、背にへばりついたバーンを振り向いた。

　優ゆう雅がな遊ゆう覧らん飛行を期待していたわけではないが、ノルガンディアの飛行は本気で彼を振り落とそうとしているように攻こう撃げき的だった。空へ舞い上がった途と端たん、四方から群むらがる腐竜の群むれを回かい避ひし、切り抜け、吹雪ふぶきで打ち払い、時にはその牙きばで噛かみ砕くだいて……広大な白はく峰ほうノルグの上空を、呼吸もままならない速度で翔しよう破はしてきたのである。

「もし死んだら、絶対に空飛ぶ動物には生まれ変わらないぞって決めたところ」

「案ずるな。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》ごと封ふう滅めつされる貴様に命の輪りん廻ねなど関係ない」

　ぞんざいに言い捨すて、ノルガンディアはぷいと前に向き直ってしまった。

　──凄すさまじい速度で過ぎ去っていく眼下の荒野は、まるで混こん沌とんだった。

　州国軍や騎き兵へい連隊、イーネルアイグレス国外の連中と思おぼしき軍隊まで、見み渡わたす地平の彼方かなたまで腐竜と人間が入り乱れ、人捜さがしの出来る状じよう況きようではない。

　容よう赦しやなく顔を叩たたく冷たい風に逆さからいながら、バーンはノルガンディアの首を叩く。

「あのさ！　アーティアは多分──」

「多分、正面の山道口から罪人竜への直線上。そのどこかにいる」

　言おうとしたことを丸ごと先回りされ鼻はな白じろむ彼に、蒼銀の雪竜は小さく喉のどを鳴らした。

「貴様に言われるまでもない。……あの子は、私の娘だ」

「…………そう、か。そうだね」

「ふん。────私は貴様が憎にくい。焔を宿す者」

　底冷えのする声で言って、彼女はがくん、と急激に旋せん回かいする。慌ててしがみついたバーンのすぐ隣となりの空間を、近づいてきていた腐竜の牙が切り裂さいていった。即座に振り上げられたノルガンディアの尾おがその身体からだを打ち据すえ、粉こな々ごなに粉ふん砕さいする。

「貴様がもっと惰だ弱じやくな人間なら……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿したのが貴様でなければ……貴様さえ、あの子に出会わなければ…………あの子は苦しむことはなかった。貴様があの子を死地へ追いやった。千度裂いて削けずり砕いても気が収まらん」

　尾にこびりついた腐ふ肉にくを振り払い、彼女は酷こく薄はくに声を尖とがらせた。

「それでも貴様に手を貸すのは、私では救えないからだ。私はあの子から《息吹いぶき》を取り上げた。あの子は独ひとりだ……いまは貴様しか、あの子を救えない」

　そこまで言った時。

　弾はじかれるように首を上げ、ノルガンディアが大きく翼を打つ。ぐん、と背に押しつけられる感覚と共に急きゆう上じよう昇しようしていく視界の彼方で、朱しゆ色いろの光が煌きらめいた。

　光は瞬またたく間まに膨ふくれ上がり──轟ごう然ぜんと唸うなりを上げる光こう芒ぼうとなって、一いつ瞬しゆん前までノルガンディアがいた空間を灼やき貫つらぬいていく。かなりの距きよ離りを上昇したというのに、巻き上がった熱ねつ波ぱに肌はだが焦こがされるようだった。光は勢いきおいを衰おとろえさせることなく空を引ひき裂き……後方、白峰ノルグの峰みねの一角に突つき刺ささり巨大な爆ばく発はつを巻き起こした。

　球状に渦うず巻まくその焔に、胸の奥に押し込んだ何かが呼こ応おうし、暴あばれ出すのを感じる。

「い、今の……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》！　シム・リム・アビスパ!?」

「ッ勘かん付づかれた────落ちたら殺すぞ!!」

　返事は待たず首を下げ、ノルガンディアは燕つばめのように鋭するどく滑かつ空くうしていく。地上の腐竜を薙なぎ倒たおすように飛ぶ彼女にしがみつくには渾こん身しんの力が必要だったが……それでもこれだけは言っておかねばならず、バーンは口を開いた。

「──独りじゃないさ」

　風を切る音が邪じや魔まで自分にも聞き取れない声だったが、それでも続ける。

「あの子だって、ずっと辺境を渡って来たんだ。独りでやれることなんてたかが知れてるって分からないはずがない。独りじゃないから、戦うって決めたんだよ」

「意味が分からない」

「本当に？」

　返事があったことには驚おどろいたが、バーンは即座に聞き返した。今度は返事がない。

　速度と高度が落ちていく。尾を引きずるように風の上を滑すべりながら、ノルガンディアが呟つぶやいた言葉は、まるで拗すねたような……誰だれかにひどく似にた口くち振ぶりだった。

「……泣かせたら頭を噛み砕く。絶対にあの子を悲しませないと誓ちかえ、焔を宿す者」

「悪いけど、それは約束できないね」

　身体を起こし、にっと笑った口元から、粉雪のように火の粉こが舞い散ちる。

　長くそうあったせいか……ニグログルフュを抑おさえ込んだ後もこの癖くせだけは直ってくれないらしい。今さら、それを嘆なげくでもない自分が妙みように悲しかったが、さておき。

「僕は…………“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟だからさ」

　自分自身すら騙だませない大おお嘘うそ──燃え盛さかる炎ほのおの《息吹》と共に。

　精せい一いつ杯ぱいの勢いをつけて、バーンは竜の背を蹴けった。





　声を、聞いた気がした。

（……………………？）

　顔を上げ、アーティアは辺あたりを見回す。無論、求めた姿はどこにもない。

　幻げん聴ちようを振り払はらい、踏ふみ出そうとして……いつの間にか地面に膝ひざをついていたことに気付く。血を流しすぎたせいか、ひどく寒かった。

（く……っ）

　歯は噛がみして、その場に座すわり込む。

　腐竜の包ほう囲いを強ごう引いんに突とつ破ぱした代だい償しようは、無数の傷となって身体に刻きざまれている。何度も秘薬を使ったせいで体力は枯かれ果て、『棺フエレトロ』の力で焔ほのおを受け流す事も難むずかしい。シム・リム・アビスパの元までたどり着けたとして、今の自分の手に負おえるのだろうか……

「………………、ッ!?」

　前方に、禍まが々まがしいまでの《息吹》の脈動を感じる。

　咄とつ嗟さに地面へ伏ふせた彼女の頭上を、一いつ瞬しゆん遅おくれて蜂はちの羽音のような甲かん高だかい轟ごう音おんが通り過ぎた。同時に巻き上がった強きよう烈れつな熱風に吹ふき飛とばされ、アーティアは固い荒こう野やに叩きつけられる。遠のきかけた意識の狭はざ間まに、地平へ向かう朱しゆ色いろの光が見えた。

（《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……！）

　熱波に焼かれた身体を軋きしませて、焔が飛んできた方へ首を向ける。なぜか地上の人間たちではなく、かなり上空を撃うち抜ぬいたようだったが……

【好機、だ────っ！】

《息吹》が貫つらぬいた空間は、熱波に吹き飛ばされたのか腐竜の姿が見えない。荒野の只ただ中なかに道のように開いた空間の先には、染しみのような黒い影かげ。

　罪人竜シム・リム・アビスパ。

「──ッ動、け、えぇえぇええぇェエエェ………………!!」

　凄せい絶ぜつに掠かすれた声で、彼女は囁ささやくように絶ぜつ叫きようした。

　鉤かぎ爪づめを荒野に突き立て、頬ほおで砂を掻かき這はっていく。怪け我がと疲ひ労ろうを考えれば、まだ動けただけでも奇き跡せきだが……進む速度は余あまりに、遅おそい。一度は開いた罪人竜への道を腐竜の群れが再び閉ざしていく光景に、心が冷たく沈しずんでいく。

（……届かない、の……、っ…………？）

　伸のばした腕うでから力が抜けた。

　耳みみ障ざわりな羽音と共に飛ひ来らいした数体の腐竜が彼女を取り巻き、《息吹》の焔を散らし始めた。朱あかい雪の様な火の粉を見上げて、ふと、彼女は胸に染み込んでいく冷たい感覚の正体を悟さとっていた。安あん寧ねいを餌えさに、抗あらがう力を殺す猛もう毒どく。

　絶望。

「っ────ふざけ、るなあああぁぁぁぁぁッ!!」

　喉が千ち切ぎれるほどの怒ど号ごうを上げ、両手を地面に叩きつける。

　ばんっ、と破は裂れつ音が響ひびくほどの勢いで振ふり下ろした手が一瞬身体を浮うき上がらせた。間かん髪はつ入れずに旋せん回かいさせた脚あしをねじ込み、無理やり膝ひざ立だちになると、身体を捻ひねった勢いのまま両りよう腕うでの鉤爪を振り回し──彼女へ流れ込もうとする命の脈流を断たって、叫さけぶ。

「砕くだけろ！」

　具体的に意味を考え叫んだわけではなかったが……焔を吐はこうとした腐竜の内、三体が口こう腔こうで《息吹》を爆ばく裂れつさせた。だが残った腐竜は、それに構かまわず《息吹》を吐く。

　高度な制せい御ぎよは出来ない──咄嗟に判断し、方向を歪ゆがめて直ちよく撃げきだけを回避する。周囲を封ふうじるような爆発に打ちのめされながら、彼女は胸に下げたチェーンを握にぎりしめた。

　──彼ならこんな絶望的な状況でも、往おう生じよう際ぎわ悪く、命いのち冥みよう加がに足あ掻がき続ける。

　泣きながらでも砂を噛んででも尽つくせる手段を全すべて尽くす。

　それが人間の強さであり、そんな、無ぶ様ざまで強い彼だから、自分は────

（ほんの一いつ片ぺんでいい）

　焔が収まり、視界が開ける。

　腐竜は既すでに次の《息吹》を滴したたらせていた。漂ただよう火の粉を睨にらみ、握った拳こぶしに力を込める。

（貸かして欲しい……あなたの、強さを！）

　挑いどむ魂たましい、足掻く勇気。何より強い不屈の根性フロンテイア・スピリツトを。

　焦しよう点てんの合わない銀の瞳ひとみを必死に研とぎ澄すませ、腐竜を睨む。立ち上がる事も出来ない彼女を嘲あざ笑わらうように濁にごった咆ほう吼こうを上げ、腐竜の《息吹》がその火勢を増した。

　そして、業ごう火かが彼女を包み込んだ────文字通り、彼女を護まもるように。

「………………、あ？」

　思わずぽかんと口を開け、アーティアは間抜けた声を上げていた。

　彼女の前にそびえた炎の壁かべは《息吹》を巻き込み、ひねり上げ、そのまま腐竜を巻き込み爆発した。踊おどる火か塵じんと爆ばく風ふうは、ふと吹いた涼すずやかな風が吹き払っていく。反射的に見上げた空に、蒼そう銀ぎん色の影を見た気がした。

　心臓が停止して、直後に、激しく跳はね上がる。空転し始める思考を必死に落ち着けながら、アーティアは空に向けていた視線を恐おそる恐る下げていった。

　──有り得ない期待をしている。

　全まつたく自分に都つ合ごうの良い、いや、都合は悪い？　だが喜ばしい、違ちがう、喜んでいる場合でもない。何を置いても避さけるべきだった事じ態たい。だが嬉うれしく、やはり望ましくない──

　澱おりのような絶望はとうに、理性ごとどこかへ吹き飛ばされていた。

（どうして────）

　風に吹かれて途と切ぎれる炎。その向こうから男が一人、姿を現す。

「痛いってぇ……へ、変にカッコつけるんじゃなかったな、もう…………っ」

　端たん整せいな造ぞう作さくに奇き妙みような愛あい嬌きようを残した顔をしかめて、何をやったのか痛そうにブロンドの頭を押さえながら、彼は呆ぼう然ぜんと見上げるアーティアの傍そばまで歩いてくる。そして、

「…………や。久しぶり」

　バーン・フラットランドが、微笑ほほえみながら手を差さし伸のべてきた。

（これは、夢────？）

　胸の奥が熱い。

　有り得ないことなのだ……彼がこの場に現れるなど。



    

  
    
      　有り得ないことなのに……その手に伸ばした自分の指は、小さく震ふるえていて。

　ぽかんと開けていた口を引き締しめ、彼の手を掴つかむと…………思い切り引き寄せ、崩くずれた足元を払い身体からだを半回転させて地面に叩たたきつけた。

「ぅあだッ!?　え──あれ？　ななな、なに？　ちょ、え!?　なにッ!?」

「…………てッ、手の込んだ真ま似ねを、するな。シム・リム・アビスパっ……」

　仰あお向むけに転ころがったバーンを馬乗りに跨またぎ、胸むなぐらを掴み上げる。身体の芯しんから軋きしむ激痛に気を失いかけながら、彼女は手て負おいの獣けものそのものの形ぎよう相そうで呻うめいた。

「姿を似にせた肉につ塊かいか……それとも“〝天涯の紅泥スカーレツト”〟とやらの複製か？　どちらにせよ浅はかだな……この私が、あの与よ太た者ものを見み間ま違ちがえることなど、有り得ないっ……！」

「うわすっげぇ嬉しいこと言われてるのにむしろ微び妙みように悲しいっていうか、待って痛い、刺ささってる爪つめ刺さってる！　目ぇ据すわってるって、ちょっとッ!?」

　組くみ伏せられたまま涙なみだ声ごえでまくし立てる彼の眼は、朱と青の入り交まじった不安定な色だったが、本人であることは疑いない。──見間違えることなど、有り得ないのだ。

「……なぜ来た」

　だからこそ、声が震える。

「この愚おろか者ものが…………なぜ、ここに来た!?」

「あ、なんか昔もこんな話したよね。ほら、初めて会ったとき──ッ」

　無言で、アーティアは彼の背を地面に叩きつけた。大した力が出せたわけではないが、それでも口を閉ざしたバーンを、強く睨みつける。

「…………《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に、勝ったのだな」

「君のおかげだ。御お守まもり……壊こわれちゃったけどね」

「なら……ならどうして来た！　奇跡だ……奇跡なんだぞ!?　お前が今、お前として生きていることはッ…………本当に、本当に、奇跡なんだぞ────ッ」

　固めた拳を彼の胸に落とす。

　彼がニグログルフュに打ち勝つと信じていた──誰よりも、恐らくはバーン自身よりも強く、彼女がそう信じていた。そして彼は、本当にそれを成なし遂とげた。

　だがここには、まだ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が在ある。大陸中の軍隊と戦争を行っている、罪人竜シム・リム・アビスパが。近づくほどに葬そう星せいの焔が呼こ応おうし、内に眠ねむるニグログルフュを呼び覚さまそうとしているはずだ。

「奴やつは、私が止める。命を賭として封ふう滅めつしてみせる。だから頼たのむ──逃にげろ。どこか、遠くへ……誰も追ってこられないところまで！」

「…………」

「お前の可能性を、私のせいで潰つぶしてくれるなッ！　どうして来たんだ──馬ば鹿か！　このッ……この、馬鹿!!　どうして……どうして…………!!」

「どうして、って」

　ぽつりと呟き、こちらを見上げるバーンの顔が滲にじんでいる。

　いつの間にか浮かんでいた彼女の涙を拭ぬぐうように、彼はそっと頬ほおに手を触ふれた。

「それ、いまさら聞くのかい。ずっと言ってきた通りだよ」

「…………っ、え……？」

　しゃくり上げるように息を詰つめるアーティアに微笑ほほえみ、彼は身体を起こした。

　鏡かがみのように濡ぬれた銀の瞳ひとみを瞬またたかせる彼女の正面に膝ひざをつき、大きく息を吸すい込んで──吸い込み過ぎではないかと思うほどに、吸い込んで、吸い込んで──



「──僕がっ、君にっ！　恋こいしてるからだッ!!」



　竜でも撃ち落とせそうな裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に……そんな言葉を吐き出した。

「…………………………、あ？」

　唖あ然ぜんとし、硬こう直ちよくする。

　彼女だけではない──遠く聞こえていた人間たちの喊かん声せいも、戦いの轟ごう音おんも、二人に近づきつつあった腐竜たちもが動きを停めているのではないか？

　間ま違ちがいなく時間が停止した荒野で、バーンはなおも声を張り上げる。

「初めて会ったときから好きだったんだ！　綺き麗れいで、強くてカッコ良くて、真ま面じ目めなくせにどっか抜けてて……そんな君が、どうしようもないくらい好きなんだよっ！」

「え、あ…………うぁ──？」

　放心から覚めて混乱した頭で、アーティアは猛もう烈れつに思考を空転させていた。

（こ、恋……好き？　誰だれが、あれ。私、を？……彼が、なに言って────？）

　彼が、私に、恋をして…………？　あの辛つらい、痛くて苦しい、恋が。彼も？

　心臓が跳はねる。

　呼吸が止まり息苦しい。

　胸の奥、心の最もつとも深い場所で灯ひが揺ゆれる。驚おどろき、混乱、恐きよう怖ふ、幸こう福ふく、戸と惑まどい……感情が堰せきを切ったように溢あふれ出し、何も考えられなかった。

　みっともないほど、顔に血が上っていくのが分かる。叫んでいるからなのか別の理由なのか、真まっ直すぐこちらを見つめるバーンの顔も、ひどく赤い。

「君がいない間はなにをやっても面おも白しろくなかった──なにやる気にもなれなかった！　おいしいご飯食べてても、君ならどんな顔で食べるんだろうって思ってた。珍めずらしい物見てても、君ならどんな風に驚おどろくかなって思ってた！　君がいない荒こう野やじゃ、僕は、つまらないんだよ！　だから……認めないぞ。君が死ぬなんて絶対認めないからな！」

「ばッ、な、馬鹿……！　お、だッ、お前…………っ!?」

　そんなこと────そんなこと、自分だって同じだ。

　離はなれていた間、何度声を思い返したか分からない。何度姿を思い描えがいたか分からない。隣となりを振り返った時そこに彼がいない、それだけの事が、たまらなく寂さびしかった……

　胸が熱い。

　辛くも、痛くも苦しくもない。

　目の前のバーン以外には何も見えなくなるくらい、ただ熱かった。

「全部やるんだよ！　君は死なないで、僕は生き延のびて、罪人竜はやっつけて！　片かたっ端ぱしから根こそぎ丸ごと、上う手まくクールに切り抜ぬける！　それしかないだろ!!……っあー、言い切った！　大陸中見てるとこで言い切ったぞ！　うわー恥はずかしいッ！」

　半なかば自や棄けぎみの大声で言い放ち、バーンが真まっ赤かな顔で辺あたりを見回す。交戦する事も忘れているように、呆あつ気けにとられたその場の視線が全てこちらに向いていた。

　こちらの肩かたにそっと手をかけ、彼が瞳を覗のぞき込んでくる。

「だからさ────置いてこうなんて寂しいこと、考えないでくれよ」

「…………ッ！　この──このッ、馬鹿…………ぁ!!」

　もう、顔を合わせていられなかった。

　また溢れてきた涙を隠かくすように、彼の胸に額ひたいをぶつける。

（あなたは、ずるい）

　いま、そんなことを言われたら──

「………………私は、『棺フエレトロ』だ。……お前を殺すかも知れない存在だ」

「分かってるよ」

　穏おだやかに答え、彼はこちらを落ち着かせるように優やさしく背中を叩く。

　ぐず、と鼻を鳴らし、彼女は上うわずった声で囁ささやいた。

「創つくられた存在だ……竜の記き憶おくも、なにも持たない……この星に、在あらざる命だ」

「そうなんだってね」

「だ、から…………っ、！」

　そこから先は言葉にならない。

　強く抱だき寄よせられていた──もたれるように倒たおれ込んだ腕うでの中で、アーティアは静かに嗚お咽えつをかみ殺す。震える肩を、彼はただ黙だまって抱きしめていてくれた。

　彼の襟えりをぐいと掴み、涙声を振ふり絞しぼる。

「…………離さ、ないぞ。……ッもう……もう、手ッ……離して、やらないぞ……ッ！」

「うん。──ありがとう、アーティア」

「！…………与よ太た者ものめ……ッ」

　自分を呼ぶ彼の声。

　それが嬉しくて、懐なつかしくて。

　涙でぐしゃぐしゃの笑顔を見られないよう、強くバーンにしがみつく。

　しばし、二人はそのまま動かず──ややあって、彼女がぼそりと呟つぶやいた。

「………………脚あしが、動かん」

「オーケイ。…………ちゃんと掴まっててよね」

　やはり小声で呟き返し、バーンはゆっくり息を吸い──がばっと彼女を横抱きにして、跳はねるように立ち上がった。そしてそのまま、腐竜たちの間をすり抜けて全速力で走り出す。振り落とされないよう、アーティアは彼の首に腕を回した。

　動き出すタイミングを計はかってでもいたのか、時間が急激に流れ出す。腐竜の群むれが咆ほう吼こうを轟とどろかせ行く手を振り返り、人間たちは思い出したように叫さけび声を上げた。再び火薬の破は裂れつ音が響ひびき、あちこちで爆ばく発はつが腐竜を吹ふき飛ばす。全体から見ればささやかな数だったが……爆発はまるで道を拓ひらくかのように、自分たちの行く先に集中している気がした。

「これは…………？」

「ッあの、人たちッ、のッ──おかげじゃ、ないかなッ!?」

　訝いぶかしげに首を捻ひねる彼女に、バーンは疾しつ走そうする呼吸の狭はざ間まに答えてくる。

　言われて、耳を澄すませてみる──入り乱れる喊声の中にとりわけ野太く、遠えん慮りよのない大声が混じっているような気がした。

『──まだ生きている者は聞け！　あの二人は勝利の切り札ふだだ！　総員精せい励れい、奴やつらをデカブツの元まで導みちびけ！　竜との戦いは我われ々われの専門、信じて得する伐ばつ竜りゆう速そく報ほうである──』

（ブロック・キャリバー……？）

　大陸中に勇名を轟かせる男の言葉は、冗じよう談だんじみて朗々と荒野に響き渡わたっていた。

『国も派は閥ばつも確かく執しつも忘れよ、この場に人も竜徒ドラグ＝ジーンもない！　敵はこの──ふんッ！──この腐くさった害虫どもである！　共に立ち向かえ！　あの二人を支し援えんするのだ────!!』

　思わず、脱だつ力りよくした笑みがこぼれる。

　さしもの彼でもこの荒野全体に聞こえるような声は出せない。だが近くにいた人間がそれを聞きつけ、別の人間たちへ伝えていく。それが幾いくつも連れん鎖さし、伝でん播ぱして……二人の行く手の腐竜たちを狙ねらい砲ほう撃げきを仕し掛かけていた。

（これだから……！　これだから…………開拓辺境フロンテイアの人間は、強い！）

　こみ上げてくる衝しよう動どうに、わけも分からず叫び出したくなった。

　轟ごう音おんと閃せん光こう、爆ばく炎えんが飛び交かう中を強ごう引いんに駆かけ抜けていくバーンの前方で……眩まばゆい朱しゆ色いろが瞬またたく。そして砂さ塵じんと腐竜たちを貫つらぬき、鋭するどい火か焔えんが二人へ襲おそいかかった。

「うぁ────!?」

「止まるな、走れ！」

　裏返った声を上げるバーンへ叫び、アーティアは焔ほのおへ両手を突つき出す。

（恐おそれるな……侮あなどるな…………ッ！）

　呪じゆ文もんのように繰くり返し、焔が指先に触れた瞬しゆん間かん──そこに、綻ほころびを見いだす。

「っ──どけえええぇぇぇぇぇぇッ!!」

　腹の底から捻ひねり出した怒ど声せいと共に、彼女は自分の意い思しが命の脈みやく流りゆうへ侵しん食しよくし、その流れを片かた端はしから断たち切っていくのを感じていた。岩でも灰にしてしまいそうな猛もう火かが逆さか巻まき、歪ゆがみ、悲鳴を上げるように捩ねじれていき──寸分の迷いもなくその場を駆け抜けたバーンに蹴け散ちらされるように、無数の火の粉こに解ほどけて消えた。

　そして。

「──くひッ……馬鹿げた話ではないか…………!?」

「──そ、そう、でも…………ないんじゃない、かなっ………………!?」

　火の粉の帳とばりの向こう、荒野に鎮ちん座ざしている影かげに向かって、バーンが荒あらい呼吸を整えながら叫び返す。影はべらぼうに巨きよ大だいだった。まだかなりの距きよ離りが空あいているというのに、すぐ目の前にいるかのように錯さつ覚かくしてしまう。

　ひどく醜しゆう悪あくな姿をしている。

　動かなければ地図に記き載さいされそうな巨きよ体たいは、より多く大地を踏ふむ為ためだけに肥ひ大だいしたようで不ぶ細さい工くに歪んでいる。地上からでは全ぜん貌ぼうを把は握あくできないが、地平の彼方かなたに見える脚あしは節せつ操そうなく無数に枝えだ分わかれして、背中には方向も大きさもばらばらの翅はねが伸のびている。あれでは羽ばたいた瞬間、互たがいが打ち合わされて砕くだけ散ちるだけだ。

　狂くるった貪どん欲よくの戯画カリカチユア……それが罪人竜、シム・リム・アビスパの姿だった。

「身の程を知れ、フラットランド。お前に我儕わなみの命は奪うばえない──くひッ！　我儕はじきこの身体からだを完全に把握する。そうなれば《息吹いぶき》など使う必要はない。脚を一本動かすだけで、貴き様さまは為なす術すべなく潰つぶれるだけなのだから。くひッ────」

「……いや。貴様は動けない、罪人竜」

　不ふ愉ゆ快かいな笑い声を上げるシム・リム・アビスパに、アーティアは苛いら立だたしい気持ちで吐はき捨すてた。無む惨ざんに焼やけ焦こげ、爪つめも砕けてしまった竜工芸ドラグクラフトの手て袋ぶくろを外はずして服の下に押し込む──これがなければ、先の《息吹》は弾はじけなかったかも知れない。

「その醜みにくい姿は、貴様自身が狂きよう気きに呑のみ込まれつつある証しよう拠こだ。片へん鱗りんとはいえ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を征せいした胆たん力りよくは見事だが……生命の理ことわりを逸いつ脱だつしたその形ではまともに動けるわけがない。這はいずる程度が関の山ではないのか？」

「…………だとして、どうなる？　状じよう況きようはなにも変わるまい」

　重い声を転ころがして、シム・リム・アビスパは巨大な顎あごを擦こすり合わせる。

「貴様たちは我儕を傷付ける術を持たない。ならばその力果てるまで腐竜を差し向けるのみよ。くひッ──哀あわれだな。貴様たちは、我儕からなにも奪うばえない…………！」

「そう思っていろ。……おい」

　彼方で嗤わらう罪人竜へにべもなく言い捨てると、アーティアはバーンを見上げた。

　きょとんとして見下ろす彼に、不敵に笑ってみせる。

「口を貸せ」

「へ？　あれ、君いま《息吹》を取り上げられてる、って聞いたんだけど……」

　虚きよを突かれた顔で訊きき返され、アーティアはうむ、と呻うめいた。確かに、ずっと母から借かり受けていた吹雪ふぶきの《息吹》は取り上げられたままである、が──

「──少し思い当たる節ふしがあってな。成せい否ひは賭かけだが、なに。多分問題なかろ」

「多分て」

「やかましい。……大体、それを知っていたならどうやって奴やつを討うつつもりだった」

「なんか、君が死ぬ気で『棺フエレトロ』を頑がん張ばるのかなって。あだッ」

　明らかに『棺フエレトロ』の意味を分かっていない口くち振ぶりに、軽く顎あごを殴なぐっておく。

　まったく──ニグログルフュに打ち勝ち少しは成長したかと思ったが、この男はまるで変わらない。いつも通りの彼女の馬ば鹿か弟で子し、バーン・フラットランドだ。

「……で、賭けって言ってたけど。勝算はあるのかい？」

　情なさけなく眉まゆを下げる彼に、アーティアは自信たっぷりに頷うなずき返す。

「イチかバチかといったところだ」

「ん、悪くないね。……あ、そうそう。アーティア、これ」

　屈くつ託たくなく笑ってから、彼はふと思い出したように、片手で上着のポケットを探さぐった。そして取り出したものを広げ、肩にしがみついた彼女の首へ器用に巻き付ける。

　夕陽を糸に織おり込んだような、茜あかね色いろの襟えり巻まき。

「やっぱ、君はそれ着けてないとね」

　柔やわらかな布地に触ふれて、その上から首の下のチェーンに触れる。

「そうだな」

　柔やわらかく笑い、彼女は砂だらけのバーンの頬ほおを両手で引き寄せて──

「アーティア」

「なんだ」

「大好き」

「……知ってるよ」

　──唇くちびるを、重ねた。

　破は壊かい的な狂きよう熱ねつの奔ほん流りゆうが、彼女の内へ流れ込んでくる。解放された《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》がせめて彼女の命を喰くらおうと暴れ狂っていた。これまではノルガンディアの吹雪で打ちのめし、削そぎ落として服従させていた焔ほのおだが、今、その吹雪は無い──

　だからアーティアは、自分の灯で立ち向かう。

　胸の奥で大切に育はぐくんでいた灯ひが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》よりも激しく燃え上がる。方向性のない炎にそっと寄り添そい、叱しかりつけて導みちびきその熱を高めていく、彼女の灯ともし火び。

　竜の記憶へ潜もぐろうと躍やつ起きになっていたばかりに、当たり前の事を忘れていた。

《息吹》とは生命の本質。命の最奥で、その存在を支ささえる力に他ならない。

（だったら────この灯が、私の《息吹》だ!!）

　鼓こ動どうが踊おどる。

　想おもいが歌う。

　自分の持てる何もかもをぶつける気持ちで、その熱を彼にも送り返す。

　意識が焼き切れる程にその熱が高まった瞬間、

「「……ッああああああああぁぁぁぁぁ────────!!」」

　唱和した二人の咆ほう吼こうは、荒こう野やを切きり裂さく火線となった。

　抑おさえつけ、縛しばり上げる炎ではない。同調した《息吹》が、その間を繋つなぐ想いをも巻き込み果てしなく加速していく巨大な炎は、茜色の光こう芒ぼうとなって空を灼やく。

「くひぃッ…………！　我儕わなみをぉぉぉぉ、舐なめるなああぁぁぁああぁああぁ!!」

　禍まが々まがしい複ふく眼がんをぎょろりと動かし、シム・リム・アビスパが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の火か焔えんを吐き出す。その光は、二人の炎に比くらべればいかにも色いろ褪あせたものだったが……

「──────っ、が……!?」

　突とつ如じよ、バーンが片かた膝ひざを落とした。苦く悶もんに歪ゆがんだ顔に見る間に汗あせが浮うかび、吹き荒あれる熱風の前に蒸じよう発はつしていく。その瞳ひとみは、徐じよ々じよに朱しゆの色を濃こくしつつあった。

（《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を──呼こ応おう、させて………………っ!?）

　ニグログルフュの意志を揺ゆり動かし、バーンの自じ我がを喰くらわせようとしている。ここで罪人竜がバーンの意識に取って代われば、二人の《息吹》は同調を失う──

（っ…………耐たえろ、死ぬな。生きろ！　バーン────────!!）

　祈いのる。

　他に何も出来ずただ、祈った。

　荒野に灯ともった茜色の光芒が、咆吼する罪人竜の焔へ迫せまり、



　────閃せん光こう────



　　　　◆□□◆



　膨ふくれ上がった爆炎が収まるころ、太陽は地平の彼方かなたに沈しずみかけていた。

　あちこちに、疲つかれ果てた様子で座すわり込む人間の姿が見える。中には腐竜の死体を蹴けりつけたり、腐ふ肉にくの一部を採さい取しゆしようとしている元気な者もいるようだったが──

「アーティア…………？」

　そこに駆かけつけた者を代表するように、ノルガンディアが静かに問いかける。

　ウーフィーグリッドも、アギも、ミロも。

　ブロックも、スクィージも、キャロラインも。

　全員が、力なく荒野に座り込んだアーティアを見つめていた。

「……シム・リム・アビスパは？」

「…………《息吹》を灼き、滅ほろぼしました」

　こちらに背を向けたまま、アーティアは掠かすれた声で答えてくる。

　それは訊きかなくても分かっていた事だった。壮そう絶ぜつな爆ばく発はつの直後《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の脈動が消え、腐竜たちが次々と崩くずれ始めたのだ。彼の器官の延長に近い存在だったのだろう、シム・リム・アビスパを失って肉体を維い持じできなくなったのである。

「……身体からだに異常は？」

「大だい丈じよう夫ぶ、です。ご心配を、おかけしました」

　これもまた、見れば分かることではあった。全身に軽くはない傷が刻きざまれているが、意識がはっきりしているのは察せられる。

　はぐらかし続けても意味はない。深く長く、ノルガンディアは息を吸すう。

「…………、バーン・フラットランドは？」

　今度はすぐには返事がなかった。だが、これもやはり、訊くまでもない質問なのだ。

　先ほども再認識したばかりなのだ──《罪人竜の息吹》の脈動は消えたのだと。

「彼は……」

　アーティアは、振ふり向かない。膝ひざの上に抱だきかかえた、ぴくりともせず横たわる、バーン・フラットランドを見下ろしている。命の脈流が感じられない──その亡なき骸がらを。

「彼は死にました」

「………………」

「死んだんです。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑おさえるため、その命の一いつ片ぺんまでをも使い果たし…………ニグログルフュの意志と共に──────────、ッ」

　それ以上は見ていられなかった。乾かわいた砂に微かすかな嗚お咽えつが染しみ込んでいく。

　動かぬ彼を抱きしめるアーティアに、誰だれも、何も言うことが出来ない。





　荒野を染める茜色の陽は存外なほど、冷たかった。



    

  
    
      
　エピローグ






【では母かあ様さま、そろそろ出発します】

　アーティアがノルガンディアの元を訪れたのは、まだ太陽が南天へ登のぼり詰つめる前の時刻のことだった。彼女は地面に伏ふしていた首を持ち上げ、そこに立つ娘むすめを見下ろす。

【身体からだはもういいの？】

【はい。……母様、凄すごい勢いきおいで怪け我がを治なおしてくれるんだもの。里さと長おさが怒おこるよ】

【いいじゃないの。少しは罪つみ滅ほろぼしさせてよ】

　口を尖とがらせむくれた調子で言うと、アーティアは苦笑しながら首に触ふれてきた。

【罪滅ぼしなんて私がすることだよ。……我わが儘まま、聞いてくれたんだから】

【……本当にこれから発たつの？　昨日きのうの今日じゃないの】

　拗すねた振りを止やめて、ノルガンディアは辺あたりを見回す。

　白はく峰ほうノルグの中腹近く、星ほし守もりの里。先日の争乱でほとんど更さら地ちになってしまったそこには適当な布が幾いくつも敷しかれ、怪我人の手当てを行っている。

　そこには星守りだけでなく……人間の姿も数多く見られた。

【少しでも沢たく山さん、いろんなものを見たいから】

　その光景を眺ながめながら、アーティアが微び笑しようを浮うかべる。

【人間と星守りが助け合うなんて、昔の私なら想像もできなかった。誰だれかが、こういうことも出来るんだって気付いていれば、もっと早くこうなってたのかも知れない】

【…………そうね】

【だから私は、もっと辺へん境きようを知りたい。……彼と渡わたった、あの騒そう々ぞうしい開拓辺境フロンテイアを】

　顔を伏せる娘を、ノルガンディアは黙だまって見つめていた。

　──里を出て、辺境を見に行きたい──

　昨夜……バーン・フラットランドの埋まい葬そうを済すませた後、アーティアが口にしたその望みを否定する言葉も、理由も、ノルガンディアには見つけられなかった。あれだけ懐なついていたミロですら止めようとはしなかった。

（寂さびしくない──なんて嘘うそはつけないけれど）

【たまには顔を見せに来なさい。なんなら母さんもついてくわ】

【母様……】

【冗じよう談だんよ。……ウーフィーグリッドに言ったら怒られたけど】

【当たり前です】

　呻うめくアーティアにぼそりと呟つぶやくと、突とつ然ぜん、低い声が聞こえてきた。

　怪我人でごった返す広場をすり抜ぬけ、しかめ面つらのウーフィーグリッドが歩いてくる。その隣となりに、呑のん気きな足取りのアギ・チーリィも続いていた。

【貴女あなたは時折、冗談と本気を区別しない】

【失礼ね、区別はしてるわよ。都つ合ごうに応じて入れ替かえてるだけで】

【母様………………】

　心底情なさけない顔で、アーティアが頭を振っていた。見えなかったことにしておく。

　ふと彼女を見やり、ウーフィーグリッドはおもむろに咳せき払ばらいをする。そして口調を人間の言葉に改めると、厳おごそかに低めた声で呟いた。

「まだ正式に、許しを出していなかったからな。星守り、アーティア・アリア・ノルガンディア。お前に白峰ノルグを下り……また望むなら、ここへ戻もどる許可を与あたえる」

「──ありがとう、ございます」

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が消しよう失しつした以上、お前は『棺フエレトロ』としての役割を終えた。一人の星守りとして、お前が選ぶ生き方を縛しばるつもりはない。……自みずから、道を征ゆくがいい」

「素す直なおに『頑がん張ばれ』と言えんのかい、お前さん」

　半眼で口を挟はさむアギを、彼はじろりと横目で睨にらみつける。アギは素そ知しらぬ風で白しら々じらしい口くち笛ぶえなど吹ふきながら、アーティアへ手を差さし伸のべた。

「放ほう浪ろうの身同士、どこぞで会うこともあるかも知れんの。元気にやってくんだぞい」

「はい。……老師もお元気で」

「お前は自分の心配をしていろ。自分の《息吹いぶき》を扱あつかうのは慣なれていないだろう」

　差し出された手を握にぎり返すアーティアに、ウーフィーグリッドが嘆たん息そくする。

「……《息吹》とは、生命の本質…………竜の記き憶おくに依よるものではない、か──星守りの道を征き百余年、俺おれもまだ未み熟じゆくの域いきを脱だつしていない」

「ぶっしゃっしゃっしゃっしゃ、あだ。……殴なぐるこたなかろうに」

「黙れ」

　呻くアギと彼を睨むウーフィーグリッドを見て、アーティアが笑っていた。その笑顔は多少無理をしているようにも思えたが、ふさぎ込むよりはずっといい──せっかく触れた自分の《息吹》を、むざむざ哀かなしみに沈しずめるよりは。

（…………バーン・フラットランド）

　今なら感謝してやってもいい。

　彼が本当にアーティアを想おもっていたからこそ──彼女もまた、本気でバーンを想っていたのだろうから。

【アーティア】

　振り向く娘を見返して、ノルガンディアは静かに訊たずねた。

【あなたは、強い？】

【……強く、なります】

　母娘おやこの間にしか通じない問もん答どうに、ウーフィーグリッドたちが怪け訝げんそうな顔をする。少し意地悪な気分でそちらを無視し、彼女はアーティアと微笑を交かわした。

【行きなさい、我わが娘。心焦こがれ、荒こう野やを照らす強き灯ともし火び……恋こいの《息吹》のアーティア・アリア・ノルガンディア】

【はい。行ってきます────母様】

　襟えり巻まきを巻き直し、アーティアはぴしりと一礼する。頷うなずき返すノルガンディアに続き、ウーフィーグリッドが口を開きかけ……なぜかそのまま、硬こう直ちよくした。

　訝いぶかしげに、彼女はその視線を追って首を曲げ──曲げたまま、やはり硬直する。

「──うっわ、それ本当？　君も危なかったのかい？」

「私は辺境巡じゆん回かい中だったから。でも、弟が中央都市の商社勤づとめなの。ちゃんと避ひ難なん隊に合流できたのかしら？　もう心配で……」

「そっか……弟さん思いなんだね。近い内に向こうに行くから、そのとき心当たりの人を当たってみるよ。だから連れん絡らく先さき教え…………あ。ヤバっ──」

　怪我人の間を歩く、薬品類を抱かかえた州国軍制服の女性。

　そして、さも同情的な表情で彼女に語りかけていたブロンドの優男はこちらの視線に気付き露ろ骨こつに顔を青ざめさせ、その場を走り去っていく……

　ぽかんとする女から視線を外はずし、ノルガンディアはゆっくりと──決して穏おだやかではない緩かん慢まんさで眼下のアーティアを見る。娘も同じ光景を見ていたのだろう。ぎしぎしと音が聞こえそうな動作でこちらを振り向いてきた。

【…………確かに、死んでいたはずよ】

【これ、食べさせたんだ】

　底冷えのする声で訊ねる彼女に、アーティアは存外あっさりと答える。ベルトに吊つった革かわ袋ぶくろを探さぐると、木きい苺ちごに似にた形の、濁にごった褐かつ色しよくの木の実を取り出して見せた。

【墓場苺ブツヒルベリー。昨日、罪ざい人にん竜りゆうに使おうと思って麓ふもとで採とって行った。一気に食べると命の脈流が止まってしまうことがあるって、昔教わったから】

【そうね。…………で、どういう了りよう見けんかしら】

【母様──】

　じりじりと後ずさりながら、しかしアーティアは落ち着いた様子で瞳ひとみを伏せる。

　そして大きく深呼吸して、真まっ直すぐに腕うでを伸のばし……

　誇ほこらしげに、Ｖサイン。



「──てやんでイー・ハー、です」



　舌したを突つき出した彼女の口から、茜あかね色いろの炎ほのおが噴ふき上がった。

　炎は次の瞬しゆん間かん、無数の火花に弾はじけ飛とぶ。竜を害するには到とう底てい足りない小さな火だが……視界が閉ざされた。その一いつ瞬しゆんに、アーティアが踵きびすを返して駆かけ出すのが分かる。

「ッ、待て！　アー────」

　火花から顔を庇かばいながら叫さけび、ウーフィーグリッドが彼女を追おうと踏ふみ出しかけ……ひょいと身体からだを滑すべり込ませたアギに出足を払はらわれた。

　転てん倒とうしかけた彼を遮さえぎるように立ち、アギはぼりぼりと白はく髪はつを掻かく。

「なんだかのう。仮か死し状態から復活したばかりで、よくナンパする余よ裕ゆうがあるわい」

「──っアギ！　貴き様さま知っていたな……バーン・フラットランドが生きていると!!」

「お前さんに伝言まで預かっとるぞ。──出し抜いたぜ、だそうじゃ」

　両目を三日月にするアギを、ウーフィーグリッドは憤ふん激げきの形ぎよう相そうで睨にらみつけた。

「すべて虚きよ言げんか！　身体が長く保もたないと言う話も、存在の対消しよう滅めつとやらも!!」

「ぶっしゃっしゃ。アドリブだが、それっぽかったかの？　知らんよそんな現げん象しよう」

「馬ば鹿かが……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》はまだ奴やつの内に眠ねむっているということではないかッ！　一度抑おさえたとはいえ、なにかの拍ひよう子しで暴走する可能性は決して低くない！　『棺フエレトロ』も連れ戻もどし、共に確保しておく必要があるッ!!」

「お前さんがそう言うと思ったから、死んだふりで出し抜こうと思ったんじゃろ」

　どこまでものんびりとした声で、アギは鼻すらほじりながら続ける。

「──心配せんでもあの二人なら、案外、大だい丈じよう夫ぶなんでないかい。お前さんもうちょい、子供らを信じてやっちゃどうじゃい」

「くそッ！　誰だれか、奴やつらを追え！　連れ戻すのだ!!」

「お前、人の話を……まあええがの。ちなみに儂わし、こういうときのためにお前さんを足止めする役も頼たのまれとる。頼たよれるジジイじゃろ」

　言いながら、彼はひょこひょこと挑ちよう発はつ的に構かまえをとって見せる。睨み合う落ち着きのない老人らに呆あきれた嘆たん息そくをこぼし、ノルガンディアは空を見上げた。

（あの子が…………嘘をついた？）

　娘むすめの顔を思い返し────微かすかに、笑う。

（嬉うれしそうにしちゃって）

　ほんの少しは、嫉しつ妬となども織おり交まぜつつ。

　旅立ち日和びよりの晴れた空へ、彼女は鋭するどく、澄すみ渡った咆ほう吼こうを響ひびかせた。





「……あ、あれ!?　あんたら──」

「構うな、走れッ！」

　山道を駆け下りてきたバーン・フラットランドを、視線も合わせず一いつ喝かつする。彼は面食らった様子ながらも速度を上げ──横をすり抜け様ざま、ぺこりと頭を下げていった。

　微び動どうだにせず前方を睨み続けていると……隣となりに立ったスクィージが半眼で呟つぶやく。

「半日も土中に埋うまってたにしちゃ、元気みたいですね」

「むっはっは。その程度の気骨がなければ助けてやる価値もあるまい」

　道の真ん中で仁に王おう立だちになったまま、ブロックは豪ごう快かいに笑う。二人とも身体中を包ほう帯たいと絆ばん創そう膏こうに縛しばられていた。スクィージは右みぎ脚あしに松まつ葉ば杖づえすらついている。

　再び、誰かが前方から駆け下りてくる。今度は複数名──茜色の衣装を纏まとった竜徒ドラグ＝ジーンたちだ。連中がこちらに気付いた頃ころ合あいを見み計はからい、彼は胴どう間ま声ごえを響かせる。

「止まれえええええええええいッ!!」

　その声に気け圧おされたか、竜徒ドラグ＝ジーンたちは慌あわてて立ち止まった。

　七名。予想より少ないが……まあ、十分な数だろう。

「ここを通すわけにはいかん！　即そつ刻こく引き返すがいい、竜徒ドラグ＝ジーンども！」

「あ……あんたは状じよう況きようがわかってない、人間の戦士」

　気き迫はくに負けて、先頭に立っていた男が萎い縮しゆくしながら口を開いた。

「あいつは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》という恐おそろしい代しろ物ものを持ってる。この山でしっかり制せい御ぎよの仕方を学ばないと、いずれこの星を滅ほろぼ──」

「笑しよう止し千せん万ばんッ！」

　言い分はおおよそ理解したので、黙だまらせる。

　大きく腕を振ふり回し、ブロックは周まわりの木々の葉を震ふるわせる程の声で叫んだ。

「人が征ゆくという！　男が自みずから道拓ひらき、荒野を駆けて征くという！　なればその道、その背中、護まもり立つことこそ開かい拓たく護ご衛えい軍の本分ッ！　不ふ屈くつの野や望ぼうに走る男を止めるなど、竜ごときには決して叶かなわぬ大業と知れッ!!」

「む──むちゃくちゃ言ってるぞ、あんた…………っ!?」

「反論の余地はないな」

　頭を振る男に、スクィージが肩かたをすくめる。杖つえをついていない手でベルトを探さぐると──そこから鉛えん筆ぴつのような細身のスローイングダガーを抜ぬき、口元を歪ゆがめた。

「経験に基もとづいたアドバイスをしてやるが……むちゃくちゃを言い出したこのバカを止めるのは並なみ大たい抵ていじゃない。押し通るなら、骨の何本かは覚かく悟ごして来いよ」

「ふうむ。不思議と褒ほめられている気がしないが、スクィージ君」

　首を傾かしげながら、ブロックはベルトの後ろに差しておいた棍こん棒ぼうを抜いた。並なみの男の腿ももほどもある丸太で威い嚇かく的に空くうを斬きり、彼は得意げに胸を張る。

「この新・ネオ・魔ま剣けんグラム“〝大おお殺ざつ破ぱユニバース”〟に挑いどむ以上、覚悟は必要であるな。今そこで拾ひろってきただけという抜ばつ群ぐんのコストパフォーマンスはまさにエコロジーの覇は王おう」

「……そんなモンまでいちいち魔剣にしないで下さいよ」

「くそッ──やむを得ん！　相手は二人だ、数で押し切るぞ!!」

　先頭の男の宣言と共に、七人の竜徒ドラグ＝ジーンが狭せまい山道に展開した。道の両側を崖がけに囲まれたこの道では包ほう囲いされることはないが、同時に掛かかってこられては全員を阻そ止しすることは出来ないだろう。…………二人だけならば。

「むっはっは、良い度ど胸きようだ。しかし私も、いずれあの小こ僧ぞうどもと決着をつけねばならん。譲ゆずれぬ戦いくさはお互たがい様さまよ、竜徒ドラグ＝ジーン。……総員、集結ッ!!」

『承知ッ！』

　号令に答えて、崖の上から次々と灰色の制服を着た男たちが降ふり注そそいでくる。

　やはりそれぞれに包帯だの湿しつ布ぷだのにまみれており、中には着地に失敗し転てん倒とうしている者もいたが……総じて覇は気きに溢あふれた面おも持もちで、彼の背はい後ごに整列していた。

　気き勢せい軒けん昂こう。

　意い気き衝しよう天てん。

　真まこと天あつ晴ぱれ大丈夫。

　当然だ。議会が消滅しようと星が灼やけようと、自分たちのすべきことは変わらない。

「心せよ竜徒ドラグ＝ジーン。そしてこの名を忘れるな」

　うろたえる男たちへ丸太を──いや魔剣を──突きつけて、ブロックは背後の団員たち同様、獣けもののように獰どう猛もうな笑みを浮うかべる。

「我われらは竜断たつ人の剣けん────〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉である!!」





　崖下の道をアーティアが駆けていくのを見届け、ミロは外がい套とうの裾すそを掻かき合わせた。それから彼女の後方、すぐ背後にまで迫せまっている星守りたちを見下ろして、

【……みんな、ごめん！】

　弱気ながら確かな意志を込めた咆吼と共に、螺ら旋せんを描えがき舞まい散ちる花か弁べん──花の《息吹いぶき》を解とき放つ。雪のように降り注ぐ花に、星守りたちは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をして……アーティアを追っていたその速度のまま転倒し、地面に倒たおれて動かなくなった。

（マドルデリカの眠ねむり花……強力なんだな、これ）

　口元から摘つまんだ薄うす緑みどり色の花弁を半眼で見てから、ミロは傍かたわらを振り返る。

「準備できたぞ」

「見りゃわかりますわよ。ちょっと肩かたお貸かしなさい────っと！」

　尊大極きわまりない口調で言って、キャロラインはその手に引きずっていた一ひと抱かかえほどの機械の筒つつをミロの肩に乗せ、操そう作さ桿かんらしき物体を倒す。

　がこ、と愛あい想そうのない音が響き、筒の先から黒い塊かたまりが発射される。塊は空中で踊おどるように解ほどけていき……鋼こう鉄てつの網あみとなって眼下の星守りたちに覆おおい被かぶさった。

「──んふッ。非ひ殺さつ傷しよう捕ほ獲かく用ワイヤーネット、持ってきておいて正解でしたわ」

「非殺傷なのか……？」

　機械を投げ捨すてる彼女に呻うめいて、ミロは崖下を覗のぞき込む。中にはかなり無茶な姿し勢せいで潰つぶされている者もいるようだが……まあ、死んではいないだろう。多分。そう願う。

「……でも意外だな。お前がアーティア助けるのに協力してくれるなんて」

「『貸しは残して、借かりは残すな』。アビスパ家の家か訓くんですわ」

　金きん糸しのような髪かみをはね除のけ、彼女はいつの間にか手に持っていた扇おうぎの陰かげで笑う。

「今回は仮にも一応、身内の不始末でしたもの。これでケツは拭ぬぐいましたわよ」

「……え、これでチャラなのか!?」

「文句ありまして？」

　慌あわてて聞き返すと、じろりと睨にらまれた。何な故ぜか言い勝てる気がしなかったので、憮ぶ然ぜんとしながらも口は噤つぐむ。

「義理は通しましたし、次の仕事にかかりますわよ。そこの荷物をお持ちなさい」

「は？…………うわッ!?」

　指さされるまま振り返ると、近くの木こ立だちに巨きよ大だいなチェストが鎮ちん座ざしていた。偏へん執しゆう的に凝こった装そう飾しよくで、背部にこれで背せ負おえと言わんばかりのベルトが固定されているが……

「身の回りの物ひと揃そろいに、必要な装備も大たい抵ていは入ってますわね。ティーセットはお父とう様さまが下さったお気に入りですの。割ったら向こう脛ずね大車輪ですわよ」

「痛そうだけど、なんだその技わざ……いや、どうやって持ってきたんだ、お前っ!?」

　呟つぶやきながらベルトに手をかけ、その途と方ほうもない重量に驚きよう愕がくする。

「ったくッ…………で!?　どこまで持ってけっていうんだ！」

「素す直なおでよろしくてよ。ひとまずは荒こう野やの最果て、サルタナ刑けい務む所しよまでですわね」

「持てるかーッ！」

　さすがに怒ど鳴なってチェストを降ろす。せいぜい里か、麓ふもとまで運ばされる程度と思っていたが……そのなんたら刑務所は、おそらくそれより近い場所にはあるまい。

「だいたい、なんで俺が持たなきゃならないんだ!?　仲間を連れてきてたろ！」

「疑問もなく持ってたじゃありませんの。……お祖じ父い様があんなことになったのです、『アビスパス』はもうお終しまいですわ。おバカな部下もすぐ気付きます。怒いかりの矛ほこ先さきがここぞとばかりにわたくしへ向かないはずがありません」

「人じん望ぼうないなお前……ッぁだだだだだ！　足踏ふむな、馬ば鹿か！」

「ふんだ。とにかくその辺の諸もろ々もろも報告がてら、お父様に会いに行くのです。──ああ、愛いとしいお父様。隙すきあらば混乱に乗じて牢ろうを破って差し上げたい」

　夢見る瞳ひとみで薄うす汚ぎたないセリフを吐はくキャロラインに、げんなりと肩を落とす。それは彼女が部下を使えない理由であって、自分がつき合ってやる理由にはまったくならないが……

（……まあ、いいか）

　嘆たん息そくし、視線をアーティアが駆かけていった方へ向ける。

　元より自分も山を降りるつもりではあった。

　彼女を追うのではない、自分なりに辺境で色々なものに触ふれ、様々なものに出会うために──根っこのある星守りになるために。そしていつか、堂々と誇ほこれる自分になれたら。

（そのときは……アーティア、奪うばいに行くからな）

　瞼まぶたを伏ふせ、この山のどこかを無ぶ様ざまに駆けているであろう男へ宣せん戦せんする──と。

　不意に脳天に鋭するどい痛みが走り、ミロの黙もつ考こうはそこで中断された。

「ッ痛いてええッ!?　なッ……なんだ、蜂はちかッ!?」

　振り仰あおげば、十数匹ひきの蜜みつ蜂ばちが肌はだの粟あわ立だつような羽音を立てて頭上を旋せん回かいしている。どうも背負っているチェストの中から湧わいてきているようだが……

「なにしてますの。さっさと行きますわよチビジャリ！」

　いつの間にか木立の向こうまで歩いているキャロラインが、びしりと扇を突つきつけてくる。刺さされた頭を押さえつつ、ミロは涙なみだ目めで怒鳴り返した。

「こ、このっ…………何度もいうけど、俺よりお前の方がチビなんだからなッ!?」

「キャロりんとお呼びなさい」

　つんとそっぽを向き、キャロラインは先に行ってしまった。その背を睨みつけて大きく嘆息すると──なんとかチェストを担ぎ、ミロはよたよたと走り出す。

（別に、行き先を決めてたわけでもないし）

　しばらくはあの騒そう々ぞうしい少女につき合ってやるとしよう。

　なんにしろ、退たい屈くつとだけは無む縁えんでいられるに違ちがいないのだから。





　雪が降る。

　山道沿ぞいの岩場を疾しつ駆くしながら、アーティアは顔を上げた。

　天気は快晴。傲ごう慢まんなほど眩まぶしい太陽が照らす青空には雲の一つも見あたらない。それでも彼女の周りには、きらきらと輝かがやく雪せつ片ぺんが踊っている。

　見上げた空の遠くに澄すんだ咆ほう吼こうが聞こえた気がした。

　思わず振り返りそうになって──その誘ゆう惑わくを振り切り、前へ走り続ける。

　その代わり言葉には出さず、叫さけび返した。

（私は…………私は、貴女あなたの娘むすめで本当によかった…………!!）

　茜あかね色いろの襟えり巻まきを掴つかみ、瞳ひとみに浮かんできた熱を隠かくすように顔を埋うずめる。

　風が吹ふき、雪が舞う。

　行く先を祝しゆく福ふくするような白い旋せん風ぷうの中、彼女は視線を横へ移した。

　彼女が行く岩場の下……山道を駆け下りる男の姿がある。彼もこちらに気付いたらしく笑顔で手を振り、前方を指さした。しばらく先で二つの道が合流している。

　……もう、そんなに待つことはできない。

（母様）

　だから胸の灯を抱だきしめて。

　アーティアは思い切り地面を蹴けり、飛び込んでいく。



（私は──────恋こいをしました！）





　彼の傍そばへ。



    

  
    
      
　Ex-track!!!!!!!!!!






「──瞳ひとみ、戻もどらなくなってしまったな」

「爺さんアギが言うには、より深く《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》と同化した影えい響きようだろうってさ」

　療りよう養よう中の軍や騎き兵へい隊からくすねてきた水みず袋ぶくろを呷あおり、バーンは隣となりに座すわったアーティアに頷うなずき返した。彼女を見つめるその瞳は、朱しゆ色いろに染そまっている。

「制せい御ぎよの利きく領分も深くなったから、安定はしてるらしいけどね。……青い方が好き？」

「どっちでもいい」

　もたれるように手を伸のばし、アーティアが水袋を奪うばっていく。

　荒こう野やの只ただ中なかに顔を出した小岩の上。二人が座るには少し小さいが、狭せまくは感じない。

「……む、そうだ。やい、これを持っておけ」

　水を一口呷ってから、アーティアはふと呟つぶやいて身体からだを起こした。

　ベルトの革かわ袋ぶくろを探さぐり、取り出した何かを鼻先へ突つき出してくる。

「なに？…………あ、これ──」

　小さな掌てのひらに載のっていたのは、指輪だった。

　草や糸を編あんだ、素そ朴ぼくな黒い指輪──竜工芸ドラグクラフトの護ご符ふ。

「ほんとは竜の髭ひげを使うって言ってたっけ。……まさか、今度こそ無む敵てきの御お守まもりに!?」

「ん？　竜の髭は使ってないぞ」

　期待に眼を輝かがやかせるバーンに、アーティアはあっさり告げた。

「里さとには材料のストックも残っていたが、やはり私の髪かみを使っている」

「……そらまた、なんで？」

「今度は…………代用ではないということだ」

「？　ま、まあ分かんないけど」

　やはり小さなその指輪を大切に指へ嵌はめて、バーンは軽く息をつく。

「とりあえず、どこかで装備を整えよう。……で、中央都市に向かおうと思う」

「ぬ？」

「君に会わせたい人がいるんだ。街は壊かい滅めつ状態らしいけど……聞いた話じゃ、避ひ難なんが間に合った人も結構いるって。要領いい人だし、絶対どこかに逃にげてるよ」

「よく分からんが」

　水袋に栓せんをして、アーティアは首を傾かしげている。それから不意に、険けん悪あくな半眼でこちらの胸むなぐらを掴つかんできた。

「……里で女に言い寄っていたのは、それを調べるためか」

「……や、やっぱ見てた？　いやあの、うん。確かにね？　確かに数いる軍の人から敢あえて見た目にポイント高い子選んだのはアレだけど別にやましい気持ちはないわけでホラ、長いことあーいう仕事してた条件反射で言うなれば職業病っていうか──、あ？」

　それこそ職業病と言える早口でまくし立てた言い訳の羅ら列れつは、途と中ちゆうで停止する。

　アーティアに腕うでを抱だきしめられていた。

　彼の右手を両腕でしっかり抱きかかえたまま、視線は明後日あさつての方向へ逸そらしている。

「……病気は、治なおせ」

「……………………うん」

　耳まで真まっ赤かにしてぼそりと囁ささやくアーティアに、バーンはそう答えるしかなかった。彼女は何も答えず、ぎゅっと掴んだ腕に頭を埋める。

（……あーもう。君って子は、本当に）

　そのまましばし、互たがいに動き出せず。

　五分ほども経たっただろうか──ひとつ息をついて、バーンは呟いた。

「アーティア」

「むう」

　微睡まどろむように答えこちらを見上げるアーティアに、彼は間を置かず続ける。

「口、貸して」

「……？」

　目を丸くして……彼女は、きょろきょろと辺あたりを見回した。

　それから眉まゆ根ねを寄せ、再びこちらに向き直る。

「どうした？　別に脅きよう威いはないようだが」

「うん。……なにもないからだよ」

　肩かたをすくめて、銀の瞳を覗のぞき込む。

　戸と惑まどったように身じろぐアーティアの肩へ、バーンはそっと手を置いた。

「これまでずっと、ドタバタしっぱなしだったからさ。《息吹いぶき》のためでもなんでもなくて────君のことが好きだから、君にキスしたい」

「……き…………む、う──？　ま、待て。な……、え？」

　みるみる顔を紅こう潮ちようさせ、アーティアはぱたぱたと手を振ふり回した。しどろもどろにまくし立てながら、逃にげ場ばを探さがすようにあちこちへ視線を飛ばす。

　彼女とは何度も唇くちびるを重ねてきた。

　だがそれは全すべて、迫せまる脅威を《息吹》の炎ほのおで打うち払はらうための行動だった。こうして改めて向き合うと……自分まで、初う心ぶな少年のように気き恥はずかしくなってくる。

（それでも、ね）

　髪かみを梳すくように、彼は真っ赤に火ほ照てったアーティアの頬ほおへ手を触れた。

「だッ、なん、そ……き、キス、て──？　ち、待て。覚かく悟ごが、いや。……違う、嫌いや、じゃない。そうじゃなく──ぁう。い、そん、急にッ──」

「……目、閉じて」

「バ──────っ!!」

　口を閉ざし、アーティアは力ちから一いつ杯ぱい目を瞑つぶる。

　彼は微び笑しようを浮うかべると、緊きん張ちように強こわばる少女の身体を抱き寄よせて──



　そっと、額ひたいへ口づけた。



「…………………………………………、ぇあ？」

　しばし。

　アーティアが間ま抜ぬけな声をあげて額を押さえる。その頃ころには、バーンはもう身体を離はなしていた。そして真っ赤になった顔をへらりと崩くずし、



    

  
    
      「……ごめん。これ以上はまだ、僕も照れくさくって死ぬ」

「……………………………………………………こっ」

　銀色の目を丸くして瞬まばたきしながら、彼女は少しの間そのまま動かず。

　ややあって、その顔がまた紅潮していく──明らかに、先ほどとは異ことなる理由で。

「こ、こ、このッ────与よ太た者もの、が、あ、あああああああっ！」

「あ痛ッ!?　痛い、ごめんごめんごめん待って、死ぬ！　痛くて死ぬ!?」

「うるさい馬ば鹿か！　腰こし抜ぬけ！　軟なん弱じやく者の、根性無しっ！　この馬鹿っ──馬鹿ぁッ!!」

　アーティアはバーンを岩から蹴けり落とし、悲鳴を上げる彼を何度も蹴り回す。よほど怒おこっているらしく、かつてないほど、容よう赦しやない。

　再び、しばし。

「まったく……これが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》をも抑おさえ込んだ男のすることか、与太者め」

「……これが今け朝さまで死んでた愛まな弟で子しにすることっすか、師し匠しよう」

「うるさい。馬鹿弟子」

　ずたぼろで倒たおれたバーンの頭を踏ふみつけ、アーティアはにべもなく言い捨すてた。

　荒こう野やに捻ひねり込むように踏みつける足の下から這はい出し、情なさけない顔で服についた砂を払うバーンを冷たく睨にらみつけてから、彼女はふと口調を改めた。

「……さて。それで、これからどうする」

「ん。さっきも言ったけど、まず中央都市へ。その後のことは──そのとき考えるよ」

「む。得とく意い技わざではあるな」

「僕ぼくらのスタイルだからね」

　襟巻に埋まるように頷くアーティアに肩をすくめて、周囲を見み渡わたす。

《息吹》の爆ばく発はつに吹き飛とばされた荒野は真っ白に輝いている。

　遠く空と大地の境界を見つめ、彼は目の上に手をかざした。

「議会も『アビスパス』もなくなっちゃったことだし、これから州国は混乱するんだろうな。世間もいろいろ物ぶつ騒そうになると思うから、そこんとこ気をつけてこう」

「ぬう、厄やつ介かいな」

「まあそうだけど、時代の節ふし目めにはチャンスもごろごろ転ころがってるもんさ。賢かしこくクールにやってけば……その内、伝説になって残るくらいの大成功だって掴つかめるかもだ」

　にっと笑い、歩き出す。

　紡つむいだ言葉は大いなる確信だった。

　ここは開拓辺境フロンテイアで。

　彼はバーン・フラットランドで。

　その隣となりを、アーティア・アリア・ノルガンディアが歩いているのだから。

「だからそれまで、気楽に気ままに」

「陽気に愉ゆ快かいに、だな」

　笑みを交かわし、手を打ち合わせる。

　誰だれの足あし跡あともない無む垢くな荒野に刻きざんでいく二人分の足跡は。

　おそらくは、彼らの華か麗れいなる伝説へ続いているに違ちがいなかった。





「バーン」

「なに？」

「──大好きだ」

「知ってるさ」



    

  
    
      
　あとがき






◆最終巻のあとがきを始めるに相応ふさわしいトピックとはなんでしょうか

　そう、ノコギリクワガタですね。

　どう思います？　昆虫展みたいなの見かけたんで覗のぞいてみたんですけど、あの面つら構がまえはただごとじゃありません。絶対一人二人殺してますよあいつら。

　もちろん哺ほ乳にゆう類るい代表としてガンつけ返してきたんですが、隣に来てたチビッコが僕を見るイノセントな瞳ひとみが忘れられません。節せつ足そく動物の肩を持つ気かブラザー！

　とまあそんな熱戦が夏頃あったのですけど、なんか誰も感動してくれません。むう。

　しかし誤解なきように、坂ばん照じようはクワガタ大好きです。超カッコいいぜ!!





◆グランドフィナーレ／Thank you for reading,and...

　うあああああああバカバカバカバカ今回あとがき二ページしかないんだってば！

　改めまして……右の貴方あなた、左の貴女あなた、前の後ろの御方々、全体的にくまなくアモーレ!!

　ようこそ、坂照鉄てつ平ぺいです。「Ｌ４」──シリーズ最終巻をここにお届けします！

　生まれて初めてのシリーズ物、小心翼よく々よく、および腰ごしでかさこそ駆かけ抜けてきましたが「Ｌ」は本巻を持って無事完結となりますってページが、ページが！　なんかクワガタと戦って半分くらい無む駄だにしてる気がしますが、とにかく大勢の方に支えられてきた本作、皆様へのお礼とラブをもって御挨あい拶さつに代えさせていただきましゅるれ、噛かんだッ!?

　水みず谷たに悠ゆ珠ずさん。あなたがいなければ、本作は最後まで走りきる事はできませんでした。

　水みず城き葵あおいさん。あなたがいなければ、本作は最初に走り出す事さえできませんでした。

　出版に携たずさわってくれた全すべての方々。……ほんとガチでご迷めい惑わくおかけしました（土下座）。

　そして──おそらくは彼らの伝説に付き添そってくださった、『あなた』に最大の感謝を。

　皆様、どうもありがとうございましたッ!!



　　　　　...and Thank you for yourFrontier-Spirit.

See you again someday,somewhere! Yee-ha!!!!!



二〇〇九年　八月　　　　坂照　鉄平



    

  
    
      Ｌ４

詐欺師フラットランドのおそらくは華麗なる伝説



坂ばん照じよう鉄てつ平ぺい
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